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ご注意ご注意ご注意ご注意

シマンテッ ク ・ コーポレーシ ョ ンおよび／またはその子会社 （「シマン

テッ ク」 といいます。） は、 本使用許諾契約のすべての内容にご同意の

うえ本ソフ ト ウェアをご使用いただける個人、会社またはその他の法主

体であるお客様に対してのみ本ソフ ト ウェアの使用を許諾いたします。

本ソフ ト ウェアご使用の前に本使用許諾契約をよ くお読みください。本

書は、お客様と使用許諾者との間の法律上有効な契約であ り、パッケー

ジを開封するこ と、 シールをはがすこ と、 「同意」 「承諾」 の旨のボタン

をク リ ッ クする こ と、 その他電子的方法で同意を表明する こ と、 また

は、本ソフ ト ウェアをロードするこ とによって、お客様は本契約の内容

に同意したこ とにな り ます。お客様が本契約の内容に同意されない場合

は、 「同意しません」 「いいえ」 の旨のボタンをク リ ッ クするものと し、

それ以上に本ソフ ト ウェアの使用はできません。

使用許諾契約および保証使用許諾契約および保証使用許諾契約および保証使用許諾契約および保証

本使用許諾契約の対象となるソフ ト ウェア （以下、単に 「本ソフ ト ウェ

ア」 といいます） は、シマンテッ クおよび本ソフ ト ウェアの使用許諾権

者の所有物であ り、著作権法によって保護されています。シマンテッ ク

は本ソフ ト ウェアの所有権を引き続き保持しますが、本使用許諾契約に

同意したお客様に、本ソフ ト ウェアの一定の使用権を設定します。本使

用許諾契約が許諾補遺条項によって修正される場合を除き、設定される

本ソフ ト ウェアの使用権は以下の通りです。

許諾事項許諾事項許諾事項許諾事項

（ １ ） Symantec Ghost を使用して、 シマンテックが本使用許諾契約によ

り使用を許諾した Symantec Ghost のライセンス数と同数のハー

ドディ スクに一つのハードディ スクのイ メージを作成するこ と。

（２ ） 一つのハードディ スクを繰り返し再作成、 アップグレード、 再書

き込みまたは復元するこ と。 ただし、 そのハードディ スクは本使

用許諾契約に基づいてシマンテッ クが当初に許諾した Symantec

Ghost のライセンスに含まれるものでなければな り ません。

（３ ） Symantec Ghost のライセンスを再度使用し、 永久的に廃棄したハー

ド ド ラ イブに代わる新たなハード ド ラ イブに一つのイ メージファ

イルを作成するこ と。

（４ ） バッ クアップ目的で本ソフ ト ウェアのコピーを １つ作成し、 また

は、 ご自分のコンピュータのハードディ スクにコピーを作成して

オ リジナルをバッ クアップ目的で保有するこ と。

禁止事項禁止事項禁止事項禁止事項

（ １ ） 本ソフ ト ウェアに付随しているマニュアルなどの文書をコピーす

るこ と。

（２ ） 本ソ フ ト ウ ェアの一部または全部を問わず、 再使用許諾、 貸与、

または、 リースをするこ と。

（３ ） リバースエンジニア リ ング、 逆コンパイル、 逆アセンブル、 修正、

翻訳または、 本ソフ ト ウェアのソースコード を調べる行為をし、

もし くは、 本ソフ ト ウェアから派生品を制作するこ と。

（４ ） 本ソフ ト ウェアの代わりのディ スクまたは従前のバージ ョ ンに対

するアップグレード版を受け取った後に本ソフ ト ウェアの従前の

バージ ョ ンまたはコピーを使用する こ と。 よって、 本ソフ ト ウェ

アのアップグレードの際には、従前のバージ ョ ンのすべてのコピー

を破棄しなければならない。

（５ ） 本契約で提供したものよ り新しいバージ ョ ンの本ソフ ト ウェアを、

アップグレード保証を購入しまたは別途その新しいバージ ョ ンを

使用する権利を取得するこ とな く使用するこ と。

（６ ） 本ライセンスに基づかない方法で本ソフ ト ウェアを使用すること。

保証の限定保証の限定保証の限定保証の限定

シマンテッ クは、 本ソフ ト ウェアの引き渡しから 60 日間にわたって、

本ソフ ト ウェアの供給媒体に瑕疵がないこ とを保証します。この保証内

容に違反する事態が生じた場合、お客様の唯一の救済方法と して、シマ

ンテッ クは保証期間内に返送を受けた瑕疵のある媒体の代品を提供する

か、本ソフ ト ウェアのご購入代金の払い戻しをいたします。ただし、 ど

ちらの方法を採るかはシマンテッ クが決定する ものと します。 シマン

テッ クは本ソフ ト ウェアがお客様の要望にかな う ものであるこ と、本ソ

フ ト ウェアの操作に障害が発生しないこ と、および、本ソフ ト ウェアの

内容に誤りがないこ とを保証するものではあ り ません。

上記の保証がシマンテッ クの行う保証のすべてであ り、商品価値を有す

るこ と、お客様の特定の目的にかな う こ と、および、法律違反・権利侵

害が存在しないこ とを含む明示的、黙示的な一切の保証に代わるもので

す。上記の保証は、お客様に特定の法的権利を付与しますが、国によっ

ては、 法律でお客様にその他の権利が与えられるこ とがあ り ます。

損害賠償の免責損害賠償の免責損害賠償の免責損害賠償の免責

本書記載の救済方法によ りその目的が達成できるかど うかにかかわら

ず、 シマンテッ クは、 特別損害、偶発的損害、 間接損害、 または、 これ

に類似する損害に対する一切の責任を負いません。 そのよ う な損害に

は、本ソフ ト ウェアの使用またはその使用不能によ り生じたお客様の得

べかり し利益の喪失やデータ消失も含まれます。そのよ うな損害が生じ

る可能性についてシマンテッ クが以前から警告を受けていたと しても、

損害に対する責任をシマンテッ クが負う こ とはあ り ません。

国によっては、上記のよ うな偶発的、間接的な損害に対する責任の限定

または免除を認めていないこ とがあ り ます。お客様がそのよ うな国にお

住まいの場合は、上記の責任限定・免責規定は適用されないこ とがあ り

ます。

いかなる場合にせよ、シマンテッ クの賠償責任が、本ソフ ト ウェアのご

購入代金を超えるこ とはあ り ません。上記の責任限定・免責規定は、お

客様が本ソフ ト ウェアを返品するか否かにかかわらず適用されます。

その他その他その他その他

本使用許諾契約は、英国の法律に従って解釈されます。本使用許諾契約

は、本使用許諾に付随する許諾補遺条項、 または、お客様とシマンテッ

クの双方が署名した書面によってのみ、その内容を変更するこ とができ

ます。本使用許諾契約に関するご質問がある場合、 または、その他の理

由によ りシマンテッ ク と連絡をと りたいお客様は、下記の住所までお手

紙でお知らせ下さい。

Sales and Service, Symantec Europe, Kanaalpark 145, Postbus 1143,2321 JV

Leiden, The Netherlands.
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1
Ghost について

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost の新機能

■ Ghost の働き

■ クイック リファレンス

Ghostはソフ ト ウェアアプリ ケーシ ョ ンとオペレーティングシステムのイ
ンス トールに関連したコス ト とオーバーヘッ ドを減らします。

PC 管理と配置の問題が簡単にな り、 費用対効果が高くな り ます。 コン
ピュータ設定の管理、 コンピュータ / ユーザーの移行、 差分バッ クアッ
プなどの機能性があるため Ghostは PC管理に関連した問題を除去する解
決策になり ます。

Ghost の新機能

Ghost 7.5 の新機能は次のとおりです。

■ 仮想パーティション

仮想パーティシ ョ ンがある と ク ライアン ト コンピュータの場所に移動
してブートパーテ ィシ ョ ンをインス トールする作業から解放されま
す。ブートパーティシ ョ ンをク ラ イアン トに設定するために破壊的な
クローン作成をコンピュータで実行する必要はも う あ り ません。

■ リモート クライアン ト インス トール

Windows NT/2000/XP ク ラ イアン ト コンピュータ上の Ghost コンソー
ルでコンソールク ライアン ト を リモート インス トールできます。ネッ
ト ワーク上のコンピュータを参照し、そのコンピュータの場所に物理
的に移動しないでコンソールク ライアン ト をインス トールできます。

■ GhostCast サーバー

GhostCast サーバーはマルチキャス トサーバーに置き換わるもので、
配布を 適化するために3種類のイ メージファイル転送方法を用意し
ています。 次の方法から選択できます。
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■ ユニキャス ト

各コンピュータにデータの 1つの複製を送信します。

■ サブネッ トブロードキャス ト

指定したサブネッ ト上のすべてのコンピュータにデータを送信し
ます。

■ マルチキャス ト

マルチキャス トセッシ ョ ンに含まれるネッ ト ワーク上のすべての
コンピュータにデータを送信します。

■ ネッ ト ワーク上の GhostCast ト ラフィ ックの減少

使 う ネッ ト ワーク帯域幅の量を制御でき るため、 ネッ ト ワークが
GhostCastト ラフィ ックで過負荷状態になるのを避けるこ とができます。

■ クライアン トの開始タスク

タスクをク ラ イアン ト コンピュータから開始できるため、 Ghost コン
ソールの場所に戻る必要がなくな り ます。このため Ghost コンソール
コンピュータの場所に戻らないでタスクを実行できます。ユーザーが
タスクを開始できます。

■ コンソールハートビートの微調整

コンソールク ライアン トの ping 率を設定して、Ghost に関連するネッ
ト ワーク ノ イズを低減できます。

■ Microsoft ターミナルサービスのサポート

Microsoft ターミナルサーバー経由での Ghost コンソールのリモート
制御を有効にします。

■ GDisk32

GDisk32 は Windows NT/2000/XP/9x 内部のコマンド ラ インから実行
します。Boot.ini を更新してブート順を変更し、空き領域の 後にパー
ティシ ョ ンを作成できるよ うにします。

■ ダイナミ ックディスクの拡張サポート

Ghost は完全なダイナミ ッ クディ スクダンプをサポート します。

■ 1973年成立の米国リハビリテーション法の第 508 条のサポート

■ 追加のセキュ リティオプション

新しいセキュ リ ティオプシ ョ ンにパスワード保護と BIOS ロ ッ クがあ
り ます。

■ 更新済みのクローン後の設定のサポート

Ghost に Novell NetWare ク ラ イアン ト情報が入っています。
1-2



Ghostの働き
■ スタンドアロン設定

Ghost コンソールを使わないでコンピュータを設定できます。

■ Windows XP プロフェッショナル、 Windows 2000 プロフェッショナル、
サーバーロゴ認証

Ghost の働き

Ghostの基本は完全なディ スクまたはパーティシ ョ ンを作り直すために必
要なすべての情報が入っているイ メージファ イルを作成する ク ローン機
能です。イ メージファ イルはモデルシステム （必要なすべてのソフ ト ウェ
アがインス トールされて設定済みのコンピュータ） の設定イ メージを格
納して圧縮をするか、完全なド ライブまたはパーティシ ョ ンのバッ クアッ
プを作成します。 イ メージファ イルは 1 つ以上のパーティシ ョ ンまたは
ディ スクにク ローンを作成し、 既存のデータを置き換えます。

GhostCast はこの機能性を拡張したもので、ネッ ト ワークを通して同時に
複数のコンピュータのク ローンを作成した り、 標準イ メージファ イルを
コンピュータグループにロールアウ ト した りできます。

Ghost を使う と、 ク ローン作成と GhostCast の機能を補強しながら、中央
のコンソールからコンピュータを管理できます。Ghost ク ラ イアン ト ソフ
ト ウェアをク ラ イアン ト コンピュータにインス トールした後はク ラ イア
ン トの場所に再び移動しないで中央のコンソールから操作を実行できます。
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次の図は Ghost コンソール、 GhostCast サーバー、 Ghost.exe の間の関係
を示す図です。

クイックリファレンス

この 『Ghost 実装ガイ ド』 には Ghost のタスクを案内する操作手順が記載
されています。 以下に示すのは Ghost を使って実行できる主なタスク と
対応する操作手順のクロス リ ファレンスです。

■ モデルコンピュータのイ メージをスタンドアロンコンピュータから作
成します。

詳し くは p.15-3 の 「ディ スクのク ローン作成」 を参照して ください。

■ ネッ ト ワークに接続しているコンピュータのイメージを作成します。

コンソール

GhostCast
サーバー

Ghost.exe

イ メージとコンピュータの管理

ディスク間クローン

コンピュータへ
のイメージの
クローン
1-4



クイックリファレンス
■ Ghost コンソールがインス トールされている場合にはコンソール
を使います。

詳し くは p.5-2 の 「イ メージダンプタスクの作成」 を参照して く
ださい。

■ 標準ツールがインス トールされている場合には GhostCast を使い
ます。

詳し くは p.12-4 の 「GhostCast セッシ ョ ンの開始」 を参照して く
ださい。

■ クローン作成で使うブートディスクを作成します。

詳し くは p.9-5 の 「ネッ ト ワークサポート付きブートディ スク」 を参
照して ください。

■ クローン作成後にクライアン ト コンピュータを設定します。

■ コンピュータ名とセキュリティ識別子 （SID） を変更するには Ghost Walker
を使います。

詳し くは p.22-3 の 「Ghost Walker の使い方」 を参照して ください。

■ 設定を変更するにはコンソールを使います。

詳し くはp.4-16の「設定セッ トの作成と表示」を参照してください。

■ Ghost コンソールなしでコンピュータを設定するためにスタンド
アロン設定を使います。

詳し くはp.16-1の「スタンドアロン設定の概要」を参照してください。

■ 1つのタスクでコンピュータグループのクローンを作成します。

詳し くは p.5-6 の 「タスクの作成」 を参照して ください。

■ GhostCast を使って 1つ以上のコンピュータのクローンを作成します。

詳し くは p.12-6 の 「ク ラ イアン ト コンピュータへのイ メージファ イ
ルのロード」 を参照して ください。

■ ネッ ト ワークに接続していないコンピュータのクローンを作成します。

詳し くは p.15-3 の 「ディ スクのク ローン作成」 を参照して ください。

■ アプリケーションをインス トールする実行可能ファイルを作成します。

詳し くは「第 17 章 AutoInstall の始めまし ょ う 」を参照して ください。

■ バックアップ設定を作成します。

詳し くは 「第 6 章 差分バッ クアップと ロールバッ ク」 を参照して く
ださい。

■ ユーザーを新しいオペレーティングシステムに移行します。

詳し くは 「第 7 章 ユーザーの移動」 を参照して ください。
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Ghost の基本

この章では次の項目について説明します。

■ イ メージファイルを作成する方法の選択

■ Ghost パーティション

■ Ghost コンポーネン ト

■ Ghost のアクセシビリティ

イメージファイルを作成する方法の選択

イ メージを作成してそのク ローンをコンピュータに作成する方法には次
の 3 通りがあ り ます。

■ スタンドアロン

■ GhostCast

■ コンソール
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第 2 章　Ghost の基本 
どの方法を選択するかはク ローンを作成するコンピュータの台数、 イン
ス トール済みのオペレーティ ングシステム、 必要な機能によって決ま り
ます。

Ghost パーティシ ョ ン

Ghostコンソールを使ってク ライアン ト コンピュータ上でタスクを実行す
るにはク ライアン トに Ghost パーティシ ョ ンを設定する必要があ り ます。
ク ラ イアン ト コンピュータでは次の 2 種類のパーティシ ョ ンを作成でき
ます。 ク ラ イアン ト コンピュータにはいずれかのパーティシ ョ ンが必要
です。

■ 仮想パーティション

■ Ghost ブートパーティション

コンソールク ライアン ト を リモートからまたはCDでインス トールした場
合、 DOS での再起動をコンピュータに要求するタスクを実行する と仮想
パーティシ ョ ンが自動的に作成されます。

クローンオプシ ョ ン 説明

スタンドアロンコンピュータ
のディ スク間ク ローン

Ghost 実行可能ファイルを使って 1 つのド ラ イ
ブまたはパーティシ ョ ンのク ローンを別に作成
します。 このク ローンは同じコンピュータ内で
作成するこ と も LPT/USB 接続、マップ済みネッ
ト ワーク ド ラ イブ、 ネッ ト ワークのいずれかの
接続によってコンピュータ間で作成するこ と も
でき ます。 これは高速で効率的な方法です。
Ghost.exeとフロ ッピーディ スク上の関連ド ライ
バのみが必要です。

GhostCast を使ったネッ ト
ワーク経由のクローン

サーバーコンピュータ上で標準ツールを使いク
ライアン ト コンピュータ上でGhost実行可能ファ
イルを実行してイ メージファ イルを作成できま
す。 続いて同時に複数のコンピュータのク ロー
ンを作成できます。

Ghost実行可能ファイルはGhostブート ウ ィザー
ドで作成したブートディ スクからそれぞれのク
ライアン ト コンピュータ上で使われます。

コンソールタスクを使ったク
ローン

コンソールはスタンドアロンと GhostCast の機
能性を利用しますが、 さ らに多くの機能があ り
ます。 他のタスク と同時に実行できる ク ローン
作成タスクが作成されます。 ク ローン作成の完
了後は設定をコンピュータに適用できます。
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Ghostパーティション
Ghostブートパーティシ ョ ンのインス トールは仮想パーティシ ョ ンの作成
よ り も複雑で時間がかかり ます。 ブー トパッケージを作成してから、 ク
ラ イアン ト コンピュータへのク ローン作成に使う イ メージファ イルを作
成する必要があ り ます。

詳し くは Ghost CD 上にある PDF 形式の 『ブートパーティシ ョ ンのイン
ス トール』 を参照して ください。

ク ラ イアン ト コンピュータごとに Ghost パーティシ ョ ン設定を調べるこ
とができます。

詳し くは p.4-8 の 「コンソールク ライアン ト コンピュータの詳細の格納」
を参照して ください。

仮想パーティシ ョ ンを使ってコンソールに接続する

仮想パーティシ ョ ンは次のよ う なク ラ イアン ト コンピュータで作成され
ます。

■ オペレーティングシステムをインス トールしてある

■ Ghost ブートパーティションをインス トールしていない

仮想パーティシ ョ ンはコンピュータにコンソールク ラ イアン ト をインス
トールしてDOSでの再起動を要求するタスクを実行する と作成されます。
この処理は管理者にも ク ラ イアン ト コンピュータ上のユーザーにも見え
ません。

ク ラ イアン ト コンピュータにコンソールク ラ イアン ト をインス トールし
た後で DOS での再起動を要求するタス クをそのク ラ イアン ト用のコン
ソールで実行する と、 そのタス クの実行を許可するために仮想パーティ
シ ョ ンが作成されます。

ク ライアン ト コンピュータのオペレーティングシステムはFAT16でフォー
マッ ト した、断片化していない連続するファ イルを作成します。このファ
イルに DOS ネッ ト ワーク ド ラ イバと DOS オペレーティングシステムが
コピーされます。マスターブート レコード （MBR） とパーティシ ョ ンテー
ブルはそのファ イルを指し、 それを有効なパーティシ ョ ン と して認識し
ます。 タスクが終了する と MBR はホス トオペレーティングシステムを再
び指すよ うに再割り当てされます。

仮想パーティシ ョ ンについては次の点に注意してください。

■ パーティションテーブルに第 1 スロッ トの空きが必要です。

■ Windows 9x コンピュータ上で圧縮ドライブはサポート されません。
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■ ダイナミ ッ クディ スクのサポートは単純なダイナミ ッ クディスクに制
限されています。仮想パーティシ ョ ンはスパンボ リ ューム、ス ト ラ イ
プボ リ ューム、 RAID-5 ボ リ ュームではサポート されません。

■ クライアン ト コンピュータが固定 IP を使っている場合には同じ固定
IP アドレスが仮想パーティシ ョ ンで使われます。

■ Ghost ブート ウ ィザードで MS-DOS を選択した場合には仮想パーティ
シ ョ ンは MS-DOS を使う よ うに更新されます。

Ghost ブートパーテ ィシ ョ ンを使ってコンソールに接続する

Ghostブートパーティシ ョ ンは次のよ うなク ライアン ト コンピュータで使
われます。

■ 以前のバージョンの Ghost コンソールクライアン トをインス トール
してある

コンソールをバージ ョ ン 7.5 にアップグレード した場合、ブートパー
ティシ ョ ンはク ライアン ト コンピュータに存在します。

■ オペレーティングシステムをインス トールしていない

オペレーティングシステムをインス トールしていないコンピュータに
はコンソールク ライアン ト をインス トールできません。ただし、 コン
ソールク ラ イアン ト を入れた Ghost ブートパーティシ ョ ンを作成し
て、 その後でコンソールに接続できます。

Ghostブートパーティシ ョ ンが存在するク ライアン ト コンピュータでタス
クを実行する とそのブートパーティシ ョ ンが使われます。以前のバージ ョ
ンのコンソールク ラ イアン ト をインス トールしてある ク ラ イアン ト コン
ピュータにはブートパーティシ ョ ンがあ り ます。 Ghost ブートパーティ
シ ョ ンがコンピュータに存在する場合には仮想パーテ ィシ ョ ンを使う必
要はあ り ません。

詳し くはp.5-10の「ク ローン作成の拡張機能の追加」を参照して ください。

ク ラ イアン ト コンピュータに Ghost ブートパーティシ ョ ンを作成する処
理はいくつものステップで構成されます。 この処理については Ghost CD
上にある PDF 形式の 『ブートパーティシ ョ ンのインス トール』 を参照し
て ください。
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Ghost コンポーネン ト

Ghost にはいくつもの製品とユーティ リ ティが入っています。サーバーと
ク ラ イアン ト コンピュータで必要なコンポーネン ト をインス トールして
ください。

Ghost コンソール

Ghost コンソールはクローン操作、 クローン後の設定、 AutoInstall 操作の
リモート管理のための Windows サーバーアプリ ケーシ ョ ンです。

Ghost コンソールを使う と IT 管理者はクローン作成タスクのコピー先コ
ンピュータをグループ分けしてコンソールから処理を開始できます。

Ghostコンソールはクローン操作後にコンピュータの再設定ができるよ う
にワークステーシ ョ ンの設定データを格納します。 格納されるのは次の
ワークステーシ ョ ンデータです。

■ コンピュータ名

■ ワークグループまたはド メイン

■ コンピュータの説明

■ TCP/IP の設定

Ghost コンソールの
メ インウィ ンドウ
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Ghost コンソールクライアン ト

コンソールク ライアン トは Windows エージェン ト と Ghost パーティシ ョ
ンで構成されます。 ク ラ イアン トは Windows 9x/Me/NT/2000/XP のすべ
てのコンピュータにインス トールされ、Ghost コンソールからの リモート
制御を可能にします。Windows エージェン トはコンソールから要求があっ
たと きに Ghost パーティシ ョ ンでコンピュータを起動できるよ うにする
アプ リ ケーシ ョ ンです。 Ghost パーティシ ョ ンはコンピュータにインス
トールされる隠し DOS パーティシ ョ ンで、 Ghost 実行可能ファイルがク
ローン操作を実行できるよ うにします。

GhostCast サーバー

GhostCastサーバーは単一の IP GhostCast伝送を使って複数のコンピュー
タにイ メージファ イルを同時に配信します。 これによってネッ ト ワーク
帯域幅への影響が 小限に抑えられます。GhostCast サーバーは 1 つ以上
のコンピュータ との間でイ メージを送受信します。GhostCast に比べ低速
なマップ済みネッ ト ワーク ド ラ イブにアクセスする方法は使いません。

Ghost ブートウィザード

Ghost ブート ウ ィザードはブートパッケージを作成するために使います。
ブートパッケージにするこ とができるのはブートディ スク、Ghost イ メー
ジファ イル、 .pxe イ メージです。 ブートパッケージは、 GhostCast 用の単
純なブートディ スクの作成から、 3Com 社の DynamicAccess ブートサービ
スまたは Microsoft 社の RIS （Remote Installation Service の略） などの PXE
（Preboot eXecution Environment の略）アプ リ ケーシ ョ ンと使うためのブー
ト イ メージの提供まで、 すべてのク ローン作成ジ ョブに使います。 ブー

GhostCast サーバー
のメインウィ ンドウ
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トパッケージを作成するために必要なド ラ イバがこのウ ィザードで案内
されます。

Ghost AutoInstall

Ghost AutoInstall は 2 つのコンポーネン ト （AI ビルダーと AI スナップ
シ ョ ッ ト ） で構成され、 アプ リ ケーシ ョ ンイ メージの作成とカスタマイ
ズをして、 それを Ghost コンソールでコピー先ワークステーシ ョ ンに配
布できます。

Ghost ブートウィ
ザードのメイン
ウィンドウ

AI ビルダーの
メ インウィ ンドウ
2-7



第 2 章　Ghost の基本 
Ghost 実行可能ファイル

Ghost 実行可能ファ イル （Ghost.exe） はディ スクのク ローン作成を可能
にします。 これは小さいファ イルで必要なコンベンシ ョナルメモ リ量が
小であるため DOS ブートディ スクまたはハードディ スク ド ラ イブから

簡単に実行できます。Ghost は Windows 98 と完全インス トールした Office
97 の両方が入っているイ メージファ イルからワークステーシ ョ ンを 1 分
足らずでロードできます。

Ghostはディ スクまたはパーティシ ョ ンの完全なバッ クアップを作成でき
ます。Ghost は他のバッ クアップユーティ リ ティが見逃すシステムファ イ
ルをコピーするため大惨事からの回復操作に役立つツールになり ます。

スタンドアロン設定

スタンドアロン設定機能を使う と設定をコンピュータに直接適用できま
す。 この機能では Ghost コンソールを使わないでクローン後の設定がで
きます。

Ghost Walker

Ghost Walker は重複のない固定セキュ リ ティ識別子（SID）を Windows NT/
2000/XP のクローンワークステーシ ョ ンに割り当てます。 SID は Windows
NT/2000/XP セキュ リ ティアーキテクチャの重要な部分で、コンピュータ
をネッ ト ワークに接続する場合に重複のない識別子を提供します。

Ghost.exe
メニュー
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Ghost エクスプローラ

Ghostエクスプローラはイ メージファ イル内のすべてのファイルやディ レ
ク ト リの リ ス ト を表示します。 FAT ファ イルシステムと Linux ファ イル
システムではイ メージファ イルのディ レク ト リやファ イルの追加、回復、
削除もできます。

GDisk

GDisk は FDISK と FORMAT を完全に置き換えるユーティ リ ティで次のこ
とができます。

■ FAT ファイルシステムのフォーマッ ト

■ バッチモード操作

■ パーティションの非表示とその解除

■ 安全なディスク抹消

■ 広範なパーティションレポート

対話式のメニューと メ ッセージを使う FDISK とは異なり、 GDisk はコマ
ンド ラインを使ってディ スクパーティシ ョ ンの設定がすばやくできます。

次の 2 つのバージ ョ ンの GDisk が提供されます。

■ GDisk

DOS で実行します。

■ GDisk32

Windowsオペレーティングシステムのコマンド ラインから実行します。

Ghost エクスプ
ローラのメイン
ウィンドウ
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ライセンス監査ユーテ ィ リテ ィ

ライセンス監査ユーティ リ ティはネッ ト ワーク上での Ghost 使用率を測
定します。 Ghost を使ってク ローンを作成したコンピュータの数を数え、
その結果をファ イルに格納します。 このプログラムをユーザーのログイ
ンスク リプ ト に追加して処理を自動化し、 その後で結果を表示するツー
ルが用意されています。

Ghost のアクセシビリテ ィ

Ghost には使いやすさのために次の 2 つの機能があ り ます。

■ 省略可能な Ghost の透かし

■ 多様なマニュアル形式

これらについて詳し くはシマンテッ ク社に問い合わせてください。

Ghost のアクセシビリテ ィ機能

黒い背景の白文字で Windows のハイコン ト ラス トオプシ ョ ンを使ってい
る場合には Ghost の透かしを Ghost コンソールでオフにして ください。

詳し くは p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 を参照して く
ださい。

サポートマニュアルの形式

Ghost のユーザーマニュアルは次の形式で利用できます。

マニュアル 形式

『Ghost 実装ガイ ド』 ■ 印刷マニュアル

■ PDF 形式の文書 Ghost_guide.pdf

『始めまし ょ う 』 ■ 印刷カード

■ PDF 形式の文書 Getting_Started.pdf

『ブートパーティションの
インス トール』

■ PDF 形式の文書 Installing_a_boot_partition.pdf

Readme.txt ■ テキス ト ファイルの文書

ヘルプ ■ HTML形式のコンパイル済み .chm ファイル
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ヘルプは次のコンポーネン トで利用できます。

■ AutoInstall

■ コンソール

■ GhostCast

■ Ghost ブート ウィザード

■ Ghost エクスプローラ

■ ライセンス監査ユーティ リティ
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Ghost のインストール

この章では次の項目について説明します。

■ インス トールするコンポーネント

■ Ghost コンソールのインス トール

■ コンソールクライアン トのインス トール

■ スタンドアロン設定クライアン トのインス トール

■ Ghost 標準ツールのインス トール

■ Ghost の更新

■ Ghost のアンインス トール

■ 設定サーバーアカウン トの作成

Ghostの使い方と インス トールするコンピュータの設定によって Ghostの
インス トール方法はいくつもあ り ます。

Ghost AutoInstall のインス トール方法については別の章で説明します。

詳し くは 「第 18 章 AI パッケージの作成」 を参照して ください。

インストールするコンポーネン ト

Ghost には 5 つのソフ ト ウェアパッケージがあ り ます。次の表に従ってイ
ンス トールする必要のあるコンポーネン ト と インス トール先の場所を確
認して ください。

コンポーネン ト 説明

Ghost コンソール 他のワークステーシ ョ ンのク ローン作成と設定を リモート
から実行する予定のサーバーコンピュータにインス トール
します。コンソールクライアン ト を除いたすべての Ghost コ
ンポーネン トがサーバーにインス トールされます。

Ghost コンソール
ク ライアン ト

ワークステーシ ョ ンと Ghost コンソールの間の通信を有効
にするためにワークステーシ ョ ンにインス トールします。
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『始めまし ょ う 』 に Ghost の使い方の一般的な事例とそれぞれの場合でイ
ンス トールする必要のあるコンポーネン トが載っています。

Ghost コンソールのインストール

Ghostコンソールは管理者権限のある人がコンソールコンピュータにイン
ス トールする必要があ り ます。Ghost コンソールをインス トールする と標
準ツールが自動的にインス トールされます。

メモ  メモ  メモ  メモ  インス トール中に入力するユーザー名、電子メールアドレス、 シ リ
アル番号は登録処理で使われます。

Ghost コンソールをインス トールするには

1 CD-ROM ドライブに Ghost CD を挿入します。

2 Ghost のインス トールウィンドウで ［Symantec Ghost Corporate Edition
のインス トール (I)］ をク リ ッ ク します。

3 InstallShield Wizard ウ ィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ックします。

4 使用許諾契約の条項に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 ライセンス情報の内容に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ックします。

6 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

7 ユーザー情報ウィンドウでユーザー名と所属を入力します。

Ghost スタンドア
ロン設定クライア
ン ト

Ghost コンソールで管理する予定のないワークステーシ ョ
ンにインス トールします。 このク ライアン トはクローン後
に Ghost.exe を使って設定を適用するためにインス トール
します。

詳し くは p.16-1 の 「スタンドアロン設定の概要」 を参照し
てください。

Ghost標準ツール コンソールが不要なと きにインス トールします。 コンソー
ルサーバーとコンソールクライアン ト を除いたすべてのGhost
コンポーネン トがインス トールされます。

AutoInstall アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールするパッケージの作成場
所にしたいコンピュータにインス トールします。

詳し くは 「第 17 章 AutoInstall の始めまし ょ う」 を参照し
てください。

コンポーネン ト 説明
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コンソールクライアントのインストール
8 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

9 次のいずれかの操作をします。

■ インス トールの場所を確認します。

■ 異なる場所を選択するには ［変更 (G)］ をク リ ックします。

10 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

11 カスタムセッ トアップウィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

12 Ghost コンソールサービスアカウントの登録ウィンドウで ［次へ (N)］
をク リ ッ クします。

必要に応じてセキュ リティを強化するためにコンソールサービスアカ
ウン トパスワードを変更します。

詳し くはp.3-8の「設定サーバーアカウン トの作成」を参照してください。

13 インス トールを開始するために ［インス トール (I)］ をク リ ックします。

コンソールクライアン トのインストール

コンソールク ライアン トは次のいずれかの方法でインス トールできます。

■ Ghost コンソールでコンソールクライアン トを リモート インス トー
ルする

コンソールク ライアン トはWindows NT/2000/XP コンピュータにイン
ス トールできます。ク ライアン トの リモート インス トールではク ライ
アン ト コンピュータの場所に物理的に移動する必要はあ り ません。

■ Ghost CD でコンソールクライアン トをワークステーションに手動で
インス トールする

いったんコンソールク ラ イアン ト をインス トールしたら ク ラ イアン ト が
Ghost コンソールに表示されるこ とを確認します。

詳し くは p.4-8 の 「コンソールク ライアン ト コンピュータの詳細の格納」
を参照して ください。

コンソールクライアン トのリモート インストール

いったん Ghost コンソールをインス トールしたら リモート インス トール
を実行できます。

ワークグループの複数のコンピュータにインス トールする場合にはそれ
ぞれのコンピュータに別々にインス トールします。
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第 3 章　Ghost のインストール 
コンソールクライアン トのリモート インス トールをするには

1 コンソールサーバーのスタート メニューで ［プログラム (P)］、［Symantec
Ghost］、 ［Ghost コンソール］ の順に選択します。

2 ツールメニューで ［ リモート クライアン ト インス トール (R)］ を選択
します。

3 クライアン ト インス トールの対象コンピュータを選択します。

別のド メ インの複数のコンピュータを選択できます。

4 ［インス トール (I)］ をク リ ッ クします。

5 ［管理者ユーザーアカウン ト ］ の ［ユーザー名 (U)］ フィールドに次
のいずれかを入力します。

■ ド メ インの管理者名

■ ワークグループのコンピュータの完全修飾ユーザー名

このアカウン トは選択したコンピュータに対し管理者権限が必要です。

たとえば、 次のよ うに入力します。

machinename¥username

複数のド メ インを選択した場合、このダイアログボッ クスはそれぞれ
のド メ インの管理者の詳細を入力するまで表示されています。

6 ［パスワード (P)］ フィールドにアカウン トのパスワードを入力します。

7 ［OK］ をク リ ッ クします。

コンソールクライアン トの手動インス トール

コンソールク ライアン トはインス トールCDでク ライアン ト コンピュータ
に直接インス トールできます。

コンソールクライアン ト を手動でインストールするには

1 ク ライアン ト コンピュータの CD-ROM ドライブに Ghost CD を挿入
します。

2 Ghost のインス トールウィンドウで ［Symantec Ghost Corporate Edition
のインス トール (I)］ をク リ ッ ク します。

3 InstallShield Wizard ウ ィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ックします。

4 使用許諾契約の条項に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 ライセンス情報の内容に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ックします。

6 ［コンソールクライアン ト (O)］ をク リ ッ クします。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。
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スタンドアロン設定クライアントのインストール
8 サーバーへの接続ウィンドウで Ghost コンソールサーバーのコンピュー
タ名を入力します。

9 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

10 インス トール先フォルダウィンドウで次のいずれかの操作をします。

■ 現在のフォルダをコンソールク ライアン トのインス トール先フォ
ルダと して使うには ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

■ コンソールク ラ イアン トのインス トール先フォルダを変更するに
は ［変更 (G)］ をク リ ッ ク します。

11 インス トール処理を開始するために ［インス トール (I)］ をク リ ッ ク
します。

スタンドアロン設定クライアン トのインストール

スタン ドアロン設定ク ラ イアン ト をインス トールするのはク ラ イアン ト
を Ghost コンソールで管理する予定がなく、 このコンピュータ上で実行
する Ghost 機能がクローン後の設定のみの場合です。

スタンドアロン設定クライアン ト をインス トールするには

1 CD-ROM ドライブに Ghost CD を挿入します。

2 Ghost のインス トールウィンドウで ［Symantec Ghost Corporate Edition
のインス トール (I)］ をク リ ッ ク します。

3 InstallShield Wizard ウ ィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ックします。

4 使用許諾契約の条項に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 ライセンス情報の内容に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ックします。

6 インス トールの種類の選択ウ ィンドウで ［スタンドアロンクライアン
ト (T)］ をク リ ッ ク します。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 インス トール先フォルダウィンドウで次のいずれかの操作をします。

■ スタンドアロン設定ク ライアン トのインス トール先フォルダを変
更するには ［変更 (G)］ をク リ ッ ク します。

■ 現在のフォルダをスタンドアロン設定ク ラ イアン トのインス トー
ル先フォルダと して使うには ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

9 インス トール処理を開始するために ［インス トール (I)］ をク リ ッ ク
します。
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第 3 章　Ghost のインストール 
Ghost 標準ツールのインストール

標準ツールは Ghost 実行可能ファ イル、 Ghost ブート ウ ィザード、 Ghost
Walker、 GhostCast サーバー、 GDisk、Ghost エクスプローラを使うために
インス トールします。

Ghost 標準ツールをインス トールするには

1 CD-ROM ドライブに Ghost CD を挿入します。

2 Ghost のインス トールウィンドウで ［Symantec Ghost Corporate Edition
のインス トール (I)］ をク リ ッ ク します。

3 InstallShield Wizard ウ ィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ックします。

4 使用許諾契約の条項に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 ライセンス情報の内容に同意してから ［次へ (N)］ をク リ ックします。

6 インス トールの種類の選択ウィンドウで ［標準ツールのみ (S) (Ghost、
Gdisk など )］ を選択します。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 インス トール先フォルダウィンドウで次のいずれかの操作をします。

■ 現在のフォルダをインス トール先フォルダと して使うには ［次へ
(N)］ をク リ ッ ク します。

■ インス トール先フォルダを変更するには ［変更 (G)］ をク リ ック
します。

9 カスタムセッ トアップウィンドウで ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

10 インス トールを開始するために ［インス トール (I)］ をク リ ックします。

Ghost の更新

LiveUpdate を使う と Ghost の更新版が入手できます。

■ 欠陥の修正や機能の追加のための更新版を無料で受けるこ とができま
す。LiveUpdate はインターネッ ト接続を経由してシマンテッ ク社のサ
イ トに接続し、 Ghost 用の更新版があるかど うかを調べます。

■ LiveUpdate は新しいバージョンがあると Ghost コンソールを更新しま
す。LiveUpdate 経由で更新済みのク ライアン ト版ソフ ト ウェアを受け
取り ます。

シマンテッ ク社では Ghost の更新版を無料で提供していますが、 通常の
インターネッ ト アクセス料金はかかり ます。
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Ghostのアンインストール
LiveUpdate を使って Ghost を更新するには

1 コンソールサーバーで次のいずれかの操作をします。

■ スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost
コンソール］ の順に選択します。

■ スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost
エクスプローラ］ の順に選択します。

2 ヘルプメニューで ［LiveUpdate(U)］ を選択します。

3 画面の指示に従って操作します。

コンソールクライアン トの更新

Ghost コンソールを更新する と、ク ラ イアン ト コンピュータはク ライアン
トでのタスクの実行時に自動的に更新されます。

Ghost のアンインストール

コンソールはコン ト ロールパネルを使ってアンインス トールします。

Ghost コンソールをアンインス トールするには

1 コンソールサーバーのスタート メニューで ［設定 (S)］、 ［コン ト ロー
ルパネル (C)］ の順に選択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］ をダブルク リ ックします。

3 リ ス トで ［Symantec Ghost］ を選択します。

4 ［追加と削除 (R)］ をク リ ッ クします。

ク ラ イアン トは Windows NT/2000/XP コンピュータの Ghost コンソール
でアンインス トールできます。

クライアン ト コンピュータをリモートからアンインストールするには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 ク ラ イアン ト をアンインス トールしたいコンピュータが入っている
フォルダを開きます。

3 コンピュータを選択します。

4 ツールメニューで ［クライアン トアンインス トール (U)］ を選択します。

5 ［はい (Y)］ をク リ ックします。
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第 3 章　Ghost のインストール 
コンソールクライアン トはクライアン ト コンピュータでもアンインス トー
ルできます。 Windows 9x コンピュータではコン ト ロールパネルを使って
アンインス トールして ください。

クライアン ト コンピュータでコンソールクライアン ト をアンインス
トールするには

1 スタート メニューで ［設定 (S)］ 、 ［コン ト ロールパネル (C)］ の順に選
択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］ をダブルク リ ックします。

3 リ ス トで ［Symantec Ghost］ を選択します。

4 ［追加と削除 (R)］ をク リ ッ クします。

設定サーバーアカウン トの作成

インス トール中に設定サーバーというサービスがインス トールされます。
このサービスはタス クの実行と ク ラ イアン ト の通信を担当します。 その
役割の 1 つはタスクの実行中にコンピュータがド メ インに追加された場
合に Windows ド メ インのコンピュータアカウン ト を作成して削除するこ
とです。 設定サーバーはコンピュータ名を変更する場合またはド メ イン
に所属するコンピュータのイ メージを撮る場合にも必要です。 この役割
を実行するにはド メ インにユーザーアカウン ト を作成する必要があります。

ユーザー名とパスワードはインス トール中にコンソールサービスアカウ
ン ト用に設定されます。デフォルトのユーザー名は「Ghost_computername」
でデフォル トのパスワードは 「Ghost_computername」 です。設定サーバー
はこのユーザーでログオンします。 このユーザーは対話式のログオン権
限がな く、 いずれのグループのメ ンバーでもな く、 コンピュータアカウ
ン ト を管理する権限があるだけです。

設定サーバーアカウン トがド メ インに作成される とそのド メ インで設定
サーバー操作がサポート されます。

次の操作ができます。

■ Ghost コンソールで設定サーバーアカウン トを作成する

■ 設定サーバーアカウン トを手動で作成する

インス トール中に設定されたデフォルト と同じユーザー名とパスワー
ドでユーザーを作成する必要があ り、しかもアカウン トに権限を設定
する必要があ り ます。

ユーザー権限を設定するためのサンプルコードは Ghost CD 上の次の
ディレク ト リに入っています。

\Extras\Source\Consoleaccount
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設定サーバーアカウントの作成
Ghost コンソールで設定サーバーアカウン ト を作成するには

1 コンソールサーバーのスタート メニューで ［プログラム (P)］、［Symantec
Ghost］、 ［Ghost コンソール］ の順に選択します。

2 次のいずれかの操作をします。

■ ツールメニューで ［サポートするド メ インのリス ト (D)］ を選択
します。

■ 初回の実行ウィンドウで ［ド メ イン (D)］ をク リ ッ クします。

このオプシ ョ ンはコンソールの初回の実行時にのみ利用できます。

3 ［追加 (A)］ をク リ ッ クします。

4 サポートするド メ インのリ ス トにド メ インを追加するために次のいず
れかの操作をします。

■ ［ド メ イン (D)］ フ ィールドにド メ イン名を入力します。

■ ド メ インを選択するために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

5 次のいずれかの操作をします。

■ ［ド メ インにアカウン トを作成する (C)］ にチェックマークを付
け、 設定サーバーアカウン ト を ド メ インに作成するためにユー
ザー名とパスワードを入力します。

設定サーバーアカウン トのユーザーはド メ インにアカウン ト を作
成する権限が必要です。

■ ［ド メ インにアカウン トを作成する (C)］ のチェックマークをはず
します。

ド メ インに以前に作成したユーザーアカウン トが必要です。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。

セキュ リ ティの危険はないと思われますが、Windows の管理ツールを使っ
てこのユーザーのパスワードを変更したいこ とがあ り ます。 変更するに
は次のキーの下でレジス ト リ値パスワードを設定するこ とによ り設定サー
バーサービスに新しいパスワードを通知する必要があ り ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Services\Ngserver\Pa
rams

ド メインアカウン トの削除

Ghostコンソールから ド メ インを削除するこ とはド メ インからアカウン ト
を削除するのではなく、Ghost コンソールデータベースから ド メ インアカ
ウン ト を削除するだけです。
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Ghostコンソールデータベースからド メインアカウントを削除するには

1 コンソールサーバーのスタート メニューで ［プログラム (P)］、［Symantec
Ghost］、 ［Ghost コンソール］ の順に選択します。

2 ツールメニューで ［サポートするド メ インのリ ス ト (D)］ を選択します。

3 削除するド メ インを選択します。

4 ［削除 (R)］ をク リ ックします。
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II
コ ン ソ ー ル か ら の

イ メ ー ジ フ ァ イ ル の 作 成 と

タ ス ク の 管 理

■ イ メージファイル、 設定リ ソース、 コンピュータの管理

■ タスクの作成と実行

■ 差分バックアップとロールバック

■ ユーザーの移動

■ Sysprep

■ Ghost ブート ウィザードを使ったブート イ メージとブートディス
クの作成

■ コンソールの追加オプション

■ イ メージファイルオプション





4
イメージファイル、 設定
リソース、 コンピュータ
の管理

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost コンソールの概要

■ Ghost コンソールタスクの作成と実行

■ コンソールクライアン ト コンピュータのグループ分け

■ コンソールクライアン ト コンピュータの詳細の格納

■ 設定リ ソースフォルダについて

Ghost コンソールの概要

Ghost コンソールでは次の操作ができます。

■ イ メージファイルの配布を自動化するタスクを定義して実行する

■ AI パッケージを配布する

■ コンソールクライアン ト コンピュータごとまたはコンソールクライア
ン ト コンピュータのグループごとに設定を変更する

■ バックアップを作成する

■ ユーザーデータを保存する

■ Microsoft Sysprep アプリケーションを実行する

■ ファイルをクライアン ト コンピュータに転送する

■ クライアン ト コンピュータ上でコマンドを実行する
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第 4 章　 イメージファイル、 設定リソース、 コンピュータの管理 
■ これらのタスクを完了するのに必要なクライアン ト コンピュータ、 イ
メージファ イル、 設定セッ ト などのリ ソースを編成して管理する

Ghost コンソールタスクの作成と実行

Ghost コンソールではすべてのクローン作成タスクを管理できます。この
よ う なタスクを作成して実行するには数多くのステップが必要です。

警告  警告  警告  警告  Ghost コンソールタスクを正常に実行するにはそれぞれのク ライア
ン ト コンピュータに Ghost ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアをインス トールす
る必要があ り ます。

Ghost コンソールタスクを作成して実行するには

1 Ghost クライアン ト ソフ ト ウェアをすべてのコンソールクライアン
ト コンピュータにインス トールします。

2 コンソールクライアン ト コンピュータをグループ分けし、 タスクを受
信する特定のコピー先コンピュータの集合を作成します。

詳し くは p.4-4 の 「コンソールク ライアン ト コンピュータのグループ
分け」 を参照して ください。

3 タスクを定義します。

詳し くは p.5-6 の 「タスクの作成」 を参照して ください。

Ghost コンソールの
メインウィンドウ
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Ghost コンソールタスクの作成と実行
4 タスクをコンピュータまたはコンピュータのグループに対し実行し
ます。

詳し くは p.5-16 の 「タスクのスケジュール設定と実行」 を参照して
ください。

5 タスクログを見直して実行されたタスクの状態を確認します。

詳し くは p.10-2の「タスクログを表示するには」を参照して ください。

Ghost コンソールの起動

Ghost コンソールを使いやすくするために、使う頻度が も高いオプシ ョ
ンと タスクのリ ス トがコンソールを初めて開いたと きに表示されます。

Ghost コンソールを起動するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 ［OK］ をク リ ッ クして Readme文書を読みます。

Ghost コンソールウ ィザードが表示されます。

このウ ィザードでは、 Ghost コンソールプログラムを使って実行する
頻度が も高いタスクにアクセスできます。

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost コンソールは Windows Me/NT/2000 で動作します。 Windows
9x では動作しません。
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コンソールクライアン ト コンピュータのグループ
分け

コンピュータをグループ分けする とユーザーの必要条件が異なる コン
ピュータを区別できます。 たとえば、 学生が使う コンソールク ラ イアン
ト コンピュータのグループと教師が使 う コン ソールク ラ イアン ト コン
ピュータのグループを作成できます。 次に適切なイ メージファ イルのク
ローンを学生のコンピュータに作成するタスクを実行してから、 別のイ
メージファ イルのクローンを教師のコンピュータに作成する別のタスク
を実行できます。

コンピュータグループについての情報は Ghost コンソールの 上位のコ
ンピュータグループフォルダの下にあるフォルダに格納されます。 メ イ
ングループの下にサブグループを作成してタスクに対しサブグループを
選択した りサブグループのある メ イングループにタスクを適用した りで
きます。

たとえば、 管理フォルダを作成しその下に人事フォルダと給与フォルダ
を作成します。 この 3 つのグループのいずれか 1 つにコンピュータを追
加できます。 タス クは人事グループか給与グループのいずれかに適用で
きます。 人事と給与の両方にタスクを実行するには管理フォルダを選択
します。 タス クは管理フォルダでグループ分けされたコンピュータのほ
かに人事グループと給与グループにも実行されます。

コンピュータグループを作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

新しいグループを既存のグループの下に配置するには親グループが開
く までフォルダを展開します。コンピュータグループのフォルダを選
択しないと コンピュータはコンピュータグループとい うデフォル ト
フォルダに格納されます。

2 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、［フォルダ (F)］ の順に選択します。

3 コンピュータグループの新しい名前を入力します。

4 Enter キーを押して名前の変更を確認します。

これでコンピュータをこのグループに追加できます。

グループへのコンピュータの追加または移動

Ghostソフ ト ウェアをコンソールク ライアン ト コンピュータにインス トー
ルする とそのコンソールク ライアン トが Ghost コンソールのデフォルト
フォルダに表示されます。 必要に応じてコンピュータを別のグループに
移動できます。



コンソールクライアントコンピュータのグループ分け
コンピュータをグループに追加する場合には次の 2つの制限があ り ます。

■ コンピュータグループフォルダのルート フォルダにはコンピュータを
追加できません。コンピュータまたはコンピュータのグループを配置
するにはこのルート フォルダよ り も 低1つは下のフォルダにいる必
要があ り ます。

■ コンピュータの複数の複製を追加できます。 ただし、 それぞれのメ イ
ンフォルダの下のフォルダに配置できるのは1つの複製のみです。（メ
インフォルダはコンピュータグループフォルダのすぐ下にあるフォル
ダです。

フォルダにコンピュータを配置する場合、そのフォルダのサブフォル
ダに同じコンピュータを入れるこ とはできません。メ インフォルダ内
に同じコンピュータの複数のインスタンスを追加しよ う とする と警告
メ ッセージが表示されます。

コンピュータをグループに追加または移動するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 グループに追加したいコンピュータを選択します。

3 編集メニューで次のいずれかの操作をします。

■ このコンピュータの別のインスタンスを追加するには ［コピー (C)］
を選択します。

■ このコンピュータを別のフォルダに移動するには ［切り取り (T)］
を選択します。

コンソールク ラ イアン ト コンピュータは新しいフォルダに貼り付
けされるまでこのフォルダに表示されたままです。

4 コンピュータを追加したいグループを開きます。

5 編集メニューで ［貼り付け (P)］ を選択します。

コンピュータがこの新しいグループに表示されます。

グループからのコンピュータの削除

コンピュータはグループから一時的に削除できます。 コンピュータを再
起動する とそのコンピュータが Ghost コンソールで検出されて表示され
ます。

グループからコンピュータを一時的に削除するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。
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2 削除したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 削除したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［削除 (D)］ を選択します。

5 削除を確認するために ［はい (Y)］ をク リ ッ クします。

同じコンピュータの 2 つの複製が別々のグループにある場合、 そのどち
らかを削除できます。 一方を削除しても も う一方は削除されません。

コンピュータを永久的に削除するにはク ラ イアン ト ソフ ト ウェアをコン
ピュータからアンインス トールし、 Ghost DOS パーティシ ョ ンがあれば
それを上書きします。

詳し くは p.3-7 の 「Ghost のアンインス トール」 を参照して ください。

コンピュータからブートパーテ ィシ ョ ンを削除するには

1 コンピュータのイ メージファイルを作成します。

詳し くは p.5-6 の 「タスクの作成」 を参照して ください。

2 ［Ghost 拡張オプション］ ダイアログボックスで Ghost ブートパーティ
ションを上書きするオプションを含めてイ メージファイルをコンピュー
タにダンプします。

詳し くは p.5-6 の 「タスクの作成」 を参照して ください。

3 Ghost クライアン トをコンピュータから削除します。

詳し くは p.3-7 の 「Ghost のアンインス トール」 を参照して ください。

コンピュータの名前の変更

識別しやすくするためにコンピュータの名前を変更できます。名前はGhost
コンソールでのみ変更されます。 他の場所ではコンピュータの名前に影
響しません。 同じフォルダにすでにある別のコンピュータ と同じ名前に
は変更できません。

コンピュータの名前を変更するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 名前を変更したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 名前を変更したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［名前の変更 (R)］ を選択します。

5 コンピュータの名前を入力します。

6 Enter キーを押します。
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サブネッ ト内のコンピュータに対するプロパティの設定

各ク ライアン ト コンピュータはサブネッ ト ごとにグループ分けされます。
ク ライアン ト コンピュータはGhostコンソールで発見される とネッ ト ワー
クフォルダ内で自動的にサブネッ ト ご とにグループ分けされます。 これ
によ りサブネッ ト内のすべてのコンピュータに適用するプロパテ ィ を設
定できます。 サブネッ トには次のプロパティ を設定できます。

■ クライアン トのハートビート間隔

ク ライアン トのハート ビート間隔は全般的にクライアン ト コンピュー
タに対しても設定できます。

詳し くは p.4-10 の 「ク ラ イアン ト コンピュータのハート ビート間隔
の設定」 と p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 を参照し
て ください。

■ データスループッ ト限度

Ghost では GhostCast のと きに使うネッ ト ワーク帯域幅の量を制御で
きます。この機能性によ りネッ ト ワークが GhostCast ト ラフ ィ ッ クで
過負荷状態になるのを避けます。

詳し くは p.12-14 の 「ネッ ト ワーク帯域幅の量の制御」 を参照して く
ださい。

■ データ転送モード

次のいずれかのデータ転送モードを選択できます。

詳し くは p.12-12 の「データ転送モードの設定」を参照して ください。

サブネッ トにプロパティ を設定するには

1 Ghost コンソールの左ペインでネッ ト ワークフォルダを展開します。

2 プロパティを設定したいサブネッ ト をク リ ックします。

3 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

4 ［クライアン トのハートビート間隔 (C)］ にチェックマークを付けて
ハート ビート間隔の秒数を入力します。

転送モード 説明

ユニキャス ト 単一のクライアン トへの配布

マルチキャス ト 多数のコンピュータへの 1つのイ メージの同時配布

サブネッ トブロード
キャス ト

サブネッ トブロードキャス トに基づく選択的配布
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5 イ メージをロードするときの限度を設定するために ［ロード時 (L)］
にチェッ クマークを付けて MB/ 分単位の 大値を入力します。

6 イ メージをダンプするときの限度を設定するために ［ダンプ時 (D)］
にチェッ クマークを付けて MB/ 分単位の 大値を入力します。

7 転送モードを設定するために ［データ転送モード (D)］ にチェック
マークを付けます。

8 次のいずれかを選択します。

■ ［マルチキャス ト (M)］

転送方法をマルチキャス トに設定します。

■ ［サブネッ トブロードキャス ト (B)］

転送方法をサブネッ トブロードキャス トに設定します。

■ ［ユニキャス ト (U)］

転送方法をユニキャス トに設定します。

9 ［OK］ をク リ ッ クします。

コンソールクライアントコンピュータの詳細の格納

Ghostコンソールは検出するすべてのコンソールク ライアン ト コンピュー
タのレコードを格納します。 コンソールク ラ イアン ト ソフ ト ウェアをイ
ンス トールする と コンソールク ライアン ト コンピュータは自動的にGhost
コンソールに表示されます。 コンピュータ名とデフォル ト ユーザーを表
すタイ トルでコンピュータグループのデフォルト フォルダに表示されます。

DOS がコンソールク ライアン ト コンピュータにインス トールされている
唯一のオペレーテ ィングシステムである場合、 コンピュータはそのアダ
プタアドレスに一致するタイ トルで表示されます。

コンソールク ライアン ト コンピュータのク ローンが以降 Windows 9x/Me/
NT/2000/XPで作成される場合にはGhost コンソールのコンピュータタイ
トルなどの設定を更新するために次のいずれかの操作をします。

■ デフォルト設定を更新するタスクをコンピュータに対して実行します。

詳し くは p.5-6 の 「タスクの作成」 を参照して ください。

■ Ghost コンソールからコンピュータを削除します。 このコンピュー
タが再び検出される とその詳細が更新されます。

詳し くは p.4-5 の 「グループからのコンピュータの削除」 を参照して
ください。
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クライアン ト ソフ トウェアと状態の確認

コンソールク ラ イアン ト コンピュータのソフ ト ウェアバージ ョ ン と状態
がアイコンで示されます。

■ コンソールクライアン ト アイコンの左側は 新バージ ョ ンのクライア
ン ト ソ フ ト ウ ェアがインス ト ールされているかど う かを示します。
チェッ ク印は 新バージ ョ ンがインス トールされているこ とを意味し
ます。

■ アイ コンの右側はコンピュータの状態を示します。 赤い×印はコン
ピュータがオフラインであるか利用不能であるこ とを意味します。

■ 疑問符はクライアン トのハートビートが 0 でクライアン トの状態が
不明であるこ とを意味します。

コンソールクライアント コンピュータのプロパティの表示と変更

コンソールク ライアン ト コンピュータのプロパティは Ghost コンソール
にあ り、 コンピュータのプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウに表示されます。 次の詳
細を表示できます。

■ クライアン ト コンピュータのデフォルト設定

詳し くは p.4-11 の 「新しいデフォルト設定の編集と適用」 を参照し
て ください。

コンピュータがオンラインでクライアン ト
ソフ トウェアが最新バージ ョ ンです

コンピュータがオフラインでクライアン ト
ソフ トウェアが最新バージ ョ ンです

コンピュータがオンラインですがクライア
ン ト ソフ トウェアが最新バージ ョ ンではあ
りません

クライアン ト ソフ トウェアが最新バージ ョ ン
でな く 、 コンピュータがオフラインであるか
利用不能です

クライアン ト ソフ トウェアが最新バージ ョ ン
でな く 、 コンピュータの状態が不明です

クライアン ト ソフ トウェアが最新バージ ョ ン
でコンピュータの状態が不明です
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■ コンピュータ上の Ghost コンソールクライアン ト ソフ ト ウェアの
バージ ョ ン

■ このコンピュータ用に作成されたバックアップの詳細

■ ハートビート間隔

■ このコンピュータのクローン作成に使った 後のイメージファイル

■ Ghost ブートパーティションがインス トールされているかど うか

■ クライアン ト コンピュータが動作する DOS のバージョン

コンソールクライアン ト コンピュータのプロパティ を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 表示したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

クライアン ト コンピュータのハートビート間隔の設定

コンソールク ライアン ト コンピュータからGhostコンソールに状態レポー
ト を送信する頻度を設定できます。 ク ラ イアン トのハート ビート間隔は
全般的に各サブネッ トに対しても設定できます。

詳し くは p.4-7 の「サブネッ ト内のコンピュータに対するプロパティの設
定」、 p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」、 p.10-7 の 「ク ラ イ
アン トのハート ビート を設定するには」 を参照して ください。

クライアン ト コンピュータのハート ビート間隔を設定するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 表示したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［クライアン トのハートビート間隔 (H)］ にチェックマークを付けます。

6 コンピュータからコンソールに状態レポート を送信する割合を設定す
るために秒数を入力します。

7 ［OK］ をク リ ッ クします。
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新しいデフォルト設定の編集と適用

デフォルト設定はク ライアン ト コンピュータが初めて Ghost コンソール
に検出されたと きにそのコンピュータから取り込まれます。 デフォル ト
設定は別のコンピュータのデフォルト設定に一致するよ うに編集または
コピーできます。

［設定更新 (R)］ チェ ッ クボッ クスにチェ ッ クマークが付いたタスクにコ
ンピュータを含める とそのコンピュータの設定に一致するよ うにいつで
もデフォルト設定を更新できます。

詳し くは p.5-7 の 「タスクプロパティの設定」 を参照して ください。

デフォル ト設定を編集した場合、 タスクでデフォル ト設定を使う よ うに
選択する とその設定をク ライアン ト コンピュータに適用できます。

詳し くは p.5-11 の 「［設定］ プロパティの設定」 を参照して ください。

デフォルト設定を編集するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 変更したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［一般］ ページで ［編集 (E)］ をク リ ッ クします。

6 デフォルト設定を変更します。

詳し くは p.4-16 の 「設定セッ トの作成と表示」 を参照して ください。

設定をコピーすれば数多くのコンピュータに同じ設定を使えます。

デフォルト設定をコピーするには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 設定のコピー元にしたいコンピュータが入っているフォルダを開き
ます。

3 設定のコピー元にしたいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［コピー (C)］ をク リ ッ クします。

6 コンピュータグループフォルダを展開します。
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7 設定のコピー先にしたいコンピュータが入っているフォルダを開き
ます。

8 設定のコピー先にしたいコンピュータを選択します。

9 ［OK］ をク リ ッ クします。

仮想パーティシ ョ ンでク ラ イアン ト コンピュータを起動する場合に使う
DOS ネッ ト ワーク ド ラ イバが入ったテンプレート を設定できます。

DOS ネッ トワーク ド ライバテンプレート を設定するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 変更したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［クライアン ト ］ ページで次のいずれかの操作をします。

■ ［推奨テンプレートを使う (S)］ にチェックマークを付けてドロッ
プダウン リ ス トでテンプレート を選択します。

Ghostコンソールがクライアン トに接続する ときの推奨テンプレー
トがド ロ ップダウン リ ス トに表示されます。 推奨テンプレートが
ない場合には手動でテンプレート を選択する必要があ り ます。

■ ［手動で選択したテンプレートを使う (M)］ にチェックマークを付
けてから ［参照］ をク リ ッ ク してテンプレート を選択します。

Ghost ブート ウ ィザードに含まれているすべてのテンプレートが
［テンプレートの参照］ ダイアログボッ クスに表示されます。いず
れかのテンプレートの選択またはテンプレートの追加と修正がで
きます。

詳し くは p.9-14 の 「Ghost ブート ウ ィザードへのネッ ト ワーク ド
ライバの追加」 を参照して ください。

ク ラ イアン ト コンピュータに仮想パーティシ ョ ンを作成する場合にイン
ス トールする DOS のバージ ョ ンを選択できます。

クライアン トが動作する DOS のバージ ョ ンを設定するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 変更したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。
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5 ［クライアン ト ］ ページで次のいずれかを選択します。

■ ［デフォルト ］

DOS のバージ ョ ンをデフォルトバージ ョ ンに設定します。

詳し くは p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 を参照
して ください。

■ ［MS-DOS］

DOS のバージ ョ ンを MS-DOS に設定します。

このオプシ ョ ンは MS-DOS がコンソールサーバーにインス トール
済みの場合にのみ選択できます。

詳し くはp.9-19の「DOSのバージ ョ ンの選択」を参照して ください。

■ ［PC-DOS］

DOS のバージ ョ ンを PC-DOS に設定します。

コンピュータ用に作成された基準イ メージと差分イ メージの詳細を表示
できます。

コンピュータ用に作成されたバックアップを表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインでコンピュータグループフォルダを展
開します。

2 表示したいコンピュータが入っているフォルダを開きます。

3 変更したいコンピュータを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［バックアップ］ ページを表示します。
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設定リソースフォルダについて

設定リ ソースフォルダはタス クがコピー先コンピュータに適用する情報
を格納します。

この情報の内容を次に示します。

フォルダ 説明

AI パッケージ AutoInstall パッケージと AI パッケージ定義の詳細を
格納します。

設定 レジス ト リパラ メータセッ ト が入ったテンプレート
を格納します。

データテンプレート ユーザープロファ イルに入れるために作成したデー
タテンプレート を格納します。

詳し くは p.7-2 の 「データテンプレートの作成」 を参
照してください。

イ メージ イ メージファイルとイ メージ定義の詳細を格納します。
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イ メージ定義の作成と表示

イ メージ定義は Ghost と Ghost コンソールで作成されたイ メージファ イ
ルの次の詳細を格納します。 この詳細はイ メージのダンプと ロードのタ
スクで使われます。

■ イ メージファイルの名前と場所

■ イ メージファイルの状態

■ イ メージの詳細

■ パーティション番号

■ 種類

■ パーティションの元のサイズ

■ データのサイズ

■ イ メージファイルの説明

新しいイメージ定義を作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 イ メージフォルダを展開します。

3 新しいイメージ定義を作成したいフォルダを開きます。

イ メージフォルダを選択しないと イ メージ定義はイ メージルート フォ
ルダに格納されます。

4 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［イ メージ (I)］ の順に選択します。

5 新しいイメージのプロパティウ ィンドウでイ メージの名前を入力し
ます。

6 次のいずれかの操作をします。

ユーザーパッケージ ユーザーの移動タスクでコンソールクライアン ト コン
ピュータから取り込んだユーザーデータのパッケージ
を格納します。

詳し くは p.7-7 の「ユーザーデータの取り込みと復元」
を参照してください。

ユーザープロファイル ユーザーの移動タスクを定義するのに使うユーザープ
ロファイルを格納します。

詳し くは p.7-5 の 「ユーザープロファイルの作成」 を
参照してください。

フォルダ 説明
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■ イ メージファイルの名前と場所を入力します。

■ イ メージファイルを選択するために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

イ メージファ イルを選択する とファ イル情報が表示されます。

作成していないイ メージファ イルの名前と場所を入力できます。これ
はGhostコンソールで新しいイ メージファ イルを作成する場合に必要
になり ます。

7 イ メージファイルの説明を入力します。

8 必要に応じて Ghost エクスプローラを起動してイメージファイルを表示する
ために ［Ghost エクスプローラを起動 (G)］ をクリックします。

イ メージ定義を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 イ メージフォルダを展開します。

3 表示したいイメージを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 選択したイメージファイルの詳細を表示するには ［Ghost エクスプ
ローラを起動 (G)］ をク リ ッ ク します。

詳し くは p.19-1 の 「Ghost エクスプローラについて」 を参照して くだ
さい。

設定セッ トの作成と表示

設定セッ トはク ローン作成タスクの一部と して保存されて適用される数
多くのレジス ト リ設定からな り ます。 この設定はテンプレート と して保
存してコンピュータグループに適用するこ と も、 別々の設定と して保存
して個々のコンピュータに適用するこ と もできます。 設定を適用するタ
ス クはイ メージファ イルのロードの後に作成するこ と も独立したタスク
と して作成するこ と もできます。

設定セッ ト を作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 設定フォルダを展開します。

3 設定セッ トを格納したいフォルダを開きます。

フォルダを選択しないと設定セッ トは設定ルート フォルダに格納され
ます。

4 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［設定 (C)］ の順に選択します。
4-16



設定リソースフォルダについて
5 新しい設定セッ トのプロパティ ウ ィンドウで新しい設定セッ トの名前
を入力します。

6 ［相手先 OS］ で ［Windows NT/2000/XP(T)］ か ［Windows 9x/Me(9)］
を選択します。

7 設定セッ ト をコンピュータグループに適用できるよ うにテンプレート
を作成するには ［テンプレート設定を許可する (A)］ にチェ ッ クマー
クを付けます。

設定をカスタマイズして個々のコンピュータに適用するにはチェッ ク
マークをはずしたままにします。

8 ユーザー名を指定するには左ウィンドウで ［ユーザー名］ を選択します。

9 識別パラ メータを指定するには ［識別］ を選択します。

10 ログオン有効性確認パラ メータを指定するには ［ログオン有効性確
認］ を選択します。

このオプシ ョ ンはWindows NT/2000コンピュータでは利用できません。

11 コンソールクライアン トに IP アドレスを適用するには ［TCP/IP の設
定］ を選択します。

ユーザー名の指定

設定セッ ト を作成する場合には適用する新しいユーザー名を指定できます。

ユーザー名を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティ ウ ィンドウで ［ユーザー名］ を選択し
ます。

2 新しいユーザー名を指定するために ［ユーザー名を適用 (U)］ にチェッ
クマークを付けます。

3 新しいユーザー名を入力します。
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識別パラメータの指定

設定セッ ト を作成する場合には識別パラ メータを指定できます。 利用可
能なパラ メータは相手先オペレーティングシステムによって異なり ます。

この設定セッ ト をテンプレート と して適用するよ うに選択した場合には
デフォルトの名前は ComputerNa***** と表示されます。 タスクを実行す
る とアスタ リ ス ク （*） のワイルドカードは各コンピュータで重複のない
番号に置き換えられます。 アスタ リ ス クの数や名前の英字は変更できま
す。 たとえば、 管理部門のコンピュータを作成する場合にはこのフ ィー
ルドを Admin ***** と設定します。

Windows 9x/Me コンピュータ用に識別パラメータを指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウ ィンドウで ［識別］ を選択します。

2 新しいコンピュータ名を指定するには ［コンピュータ名を適用 (C)］
にチェッ クマークを付けます。

3 コンソールクライアン トに適用する名前を入力します。

この名前はクローン作成後に変更できます。

4 ワークグループを指定するには ［ワークグループを適用 (W)］ にチェッ
クマークを付けます。

5 このコンソールクライアン トのワークグループの名前を入力します。

6 コンピュータの説明を指定するには ［コンピュータの説明を適用
(D)］ にチェ ッ クマークを付けます。

7 コンソールクライアン トに適用する説明を入力します。

Windows NT/2000/XPコンピュータ用に識別パラメータを指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウ ィンドウで ［識別］ を選択します。

2 新しいコンピュータ名を指定するには ［コンピュータ名を適用 (C)］
にチェッ クマークを付けます。

3 コンソールクライアン トに適用する名前を入力します。

この名前は重複のないユーザー名にするためにクローン作成後に変更
できます。

4 コンピュータをワークグループまたはド メ インのメンバーにするには
［次に所属する メンバーに適用 (M)］ にチェ ッ クマークを付けます。

5 ク ライアン ト をワークグループのメンバーにするには ［ワークグルー
プ (W)］ にチェッ クマークを付けてから このコンソールク ライアン ト
が所属するワークグループの名前を入力します。
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6 クライアン トをド メ インのメンバーにするには ［ド メ イン (D)］ に
チェ ッ クマークを付けてからこのコンソールク ライアン トが所属す
る ド メ インをド ロ ップダウン リ ス トで選択します。

ログオン有効性確認のレジスト リ設定の設定

Windows 9x/Me コンピュータにログオンするための有効性確認のレジス
ト リ設定を設定できます。

Windows 9x/Me コンピュータ用のログオン有効性確認のレジスト リ
設定を設定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティ ウ ィ ンド ウで ［ログオン有効性確認］
を選択します。

2 Windows 9x/Me コンピュータで NT/2000/XP ド メ インにログオンし
たい場合には ［Windows NT/2000/XP ド メ インにログオン (O)］ に
チェ ッ クマークを付けます。

3 ［Windows NT/2000/XP ド メ イン (W)］ フ ィールドにド メ イン名を入
力します。

IP アドレスの適用

DHCP または固定 IP アドレスの選択ができます。 この選択は設定変更が
ク ローン作成タス クの一部である場合のイ メージファ イルと一致する必
要があ り ます。 ただし、 設定の変更のみのタス クの場合、 この設定は現
在のコンピュータの設定と一致する必要があ り ます。

コンソールクライアン トに IP アドレスを適用するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウィンドウで ［TCP/IP の設定］ を選
択します。

2 次のいずれかの操作をします。

■ DHCP サーバーで IP アドレスを自動的に生成するには ［コピー先コン
ピュータが IP アドレスの取得に DHCP サーバーを使っている (D)］ を
選択します。

■ IP アドレス情報を入力するには ［コピー先コンピュータに固定 IP
アド レスがある (S)］ を選択します。

IP アドレス情報を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウィンドウで ［IP アドレスを適用
(I)］ にチェッ クマークを付けます。

2 次のいずれかの操作をします。
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■ テンプレートでない設定の IP アドレスを入力します。

■ テンプレートの設定のアドレス範囲を入力します。

3 ［サブネッ トマスク (S)］ フ ィールドに設定を入力します。

デフォルトゲートウェイ情報を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティ ウ ィンドウで ［デフォルトゲート ウェ
イを適用 (D)］ にチェ ッ クマークを付けます。

2 デフォルトゲート ウェイのアドレスを入力します。

DNS 設定情報を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウ ィンドウで ［DNS設定を適用 (C)］
にチェッ クマークを付けます。

2 ホス ト名を入力します。

3 ド メ インのアドレスを入力します。

4 DNS サーバーのアドレスを入力します。

WINS サーバー情報を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウ ィンドウで ［WINS サーバーを適用
(W)］ にチェ ッ クマークを付けます。

2 WINS サーバーのアドレスを入力します。

Novell NetWare クライアン ト設定の詳細の適用

ク ラ イアン ト コンピュータのデフォルトの Novell NetWare ログオン情報
を設定できます。Novell NetWare ク ライアン ト情報は Novell NetWare ク ラ
イアン ト を実行しているク ラ イアン ト コンピュータにのみ適用できます。

Ghost は次の Novell NetWare ク ラ イアン ト をサポート します。

■ Windows 9x を実行しているコンピュータの場合は Novell NetWare クラ
イアン トバージ ョ ン 3.2 以上

■ Windows 2000/NTを実行しているコンピュータの場合はNovell NetWare
ク ラ イアン トバージ ョ ン 4.7 以上

次の点に注意してください。

■ 設定の詳細を適用するには、 その前にクライアン ト またはモデルコン
ピュータから Novell サーバーに正常にログオンする必要があ り ます。

■ Ghost クライアン トをインス トールする前に Novell クライアン トをイ
ンス トールする必要があ り ます。
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■ Windows 2000/NT クライアン ト コンピュータで再起動を要求するタス
クを実行した場合、ク ラ イアン ト コンピュータが Novell NetWare のロ
グオンウ ィンド ウに表示されてはいけません。このコンピュータはロ
グオンするか、 Ctrl+Alt+Del キーを押すと表示される Windows のログ
オンウ ィンド ウに表示される必要があ り ます。

Novell NetWare クライアン ト情報を指定するには

1 新しい設定セッ トのプロパティウィンドウで ［Novell NetWare クラ
イアン ト ］ を選択します。

2 設定をクライアン トに適用するために ［Novell NetWare クライアン ト
設定を適用する (N)］ にチェ ッ クマークを付けます。

3 ［NetWare ツ リー (T)］ フィールドに NetWare ツ リーを入力します。

4 ［NetWare コンテキス ト (C)］ フィールドに NetWare コンテキス トを入
力します。

5 次のいずれかの操作をします。

■ ユーザー名ウィンドウに入力したユーザー名を Novell ユーザー名
に設定するには ［現在のユーザー名の設定を Novell ユーザー名に
使う (U)］ にチェッ クマークを付けます。

■ ［Novell ユーザー名 (S)］ フィールドに Novell ユーザー名にするユー
ザー名を入力します。

Windows NT/2000/XP コンピュータでは Novell ローカルログオンユー
ザー名がユーザー名ウ ィンドウに入力したユーザー名に設定されます。

6 ［優先サーバー (P)］ フ ィールドに Novell NetWare 優先サーバーを入力
します。

設定セッ トの表示

設定セッ トは表示できます。 これはコンピュータのグループに適用する
ために作成したテンプレート設定か 1 台のコンピュータのみに適用する
ために作成したカスタム設定です。

設定セッ ト を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定フォルダを展開します。

2 表示したい設定セッ ト を選択します。

3 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

次の設定セッ ト情報が表示されます。

■ 設定セッ トの名前

■ 相手先オペレーティングシステム
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■ セッ トがコンピュータのグループに適用できるテンプレートかど
うか

4 指定したユーザー名を表示するには ［ユーザー名］ を選択します。

5 識別パラ メータを表示するには ［識別］ を選択します。

6 Windows 9x/Me コンピュータ用のログオン有効性確認のレジス ト リ
設定を表示するには ［ログオン有効性確認］ を選択します。

7 IP アドレスを表示するには ［TCP/IP の設定］ を選択します。

8 コピー先コンピュータで固定 IP アドレスのチェックボックスに
チェ ッ クマークが付いている場合、 次のいずれかを選択して表示で
きます。

■ IP アドレス

■ ゲート ウェイ

■ DNS設定

■ WINS設定

9 Novell NetWare クライアン トの詳細を表示するには ［Novell NetWare
ク ラ イアン ト ］ を選択します。

AI パッケージ定義の作成と表示

AI パッケージ定義は AutoInstall アプリ ケーシ ョ ンが作成した AutoInstall
パッケージの詳細を格納します。 AI パッケージ定義はパッケージをク ラ
イアン ト コンピュータに配布するタスクで使われます。

新しい AI パッケージ定義を作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインで AI パッケージフォルダを展開します。

2 AI パッケージを格納したいフォルダを開きます。

AI パッケージフォルダを選択しないとパッケージは AI パッケージ
ルート フォルダに格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［AI パッケージ (A)］ の順に選
択します。

4 新しい AI パッケージのプロパティウィンドウでパッケージの名前を
入力します。

5 次のいずれかの操作をします。

■ AI パッケージの名前と場所を入力します。

■ AI パッケージを見つけて選択するために ［参照 (B)］ をク リ ッ ク
します。
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AIパッケージはローカルに格納するこ と も、ネッ ト ワーク共有やHTTP
パスに格納するこ と もできます。

AI パッケージを選択する と AI パッケージと場所の情報が表示されま
す。パッケージが HTTP パスにない場合にはパッケージ GUID が表示
されます。

詳し くは p.18-5 の 「AI パッケージのカスタマイズとビルド」 を参照
して ください。

6 パッケージが HTTP パスにある場合にそれが有効な AI パッケージで
あるこ とを検証するには ［有効性確認 (V)］ をク リ ッ ク します。

パッケージが有効な AI パッケージであればパッケージ GUID が表示
されます。

7 必要に応じて AI ビルダーを起動してパッケージを検証するために
［AI ビルダーを起動 (L)］ をク リ ッ ク します。

AI パッケージ定義を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインで AI パッケージフォルダを展開します。

2 表示したい AI パッケージを選択します。

3 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

パッケージの名前と場所が表示されます。パッケージはローカルに格
納するこ と も、ネッ ト ワーク共有や HTTP パスに格納するこ と もでき
ます。

4 選択したパッケージの詳細を表示するには ［AI ビルダーを起動 (A)］
をク リ ッ ク します。

詳し くは p.18-5 の 「AI パッケージのカスタマイズとビルド」 を参照
して ください。
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5
タスクの作成と実行

この章では次の項目について説明します。

■ タスクについて

■ イ メージダンプタスクの作成

■ タスクの作成

■ タスクのスケジュール設定と実行

■ クライアン ト コンピュータからのタスクの開始

タスクについて

タスクは Ghost コンソールが実行する命令のセッ トです。 ク ラ イアン ト
コンピュータ上で次のいずれかの処理をするタスクを作成します。

■ イ メージファイルの作成

■ イ メージファイルのロード

■ 設定の適用

■ ユーザーデータファイルとレジス ト リ設定の適用

■ AutoInstall パッケージのロード

タスクはコンソールサーバーまたはク ラ イアン ト コンピュータから開始
（実行） できます。

Ghostコンソールタスクを正常に実行するにはそれぞれのク ライアン ト コ
ンピュータに Ghost ク ライアン ト ソフ ト ウェアと Ghost パーティシ ョ ン
をインス トールします。

クライアン ト コンピュータからのタスクの起動

タスクはク ラ イアン ト コンピュータから開始できます。 これによ り管理
者はコンソールサーバーに戻らないでユーザーのデスク ト ップでタスク
を実行できます。
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モデルコンピュータの作成

モデルコンピュータはク ライアン ト コンピュータのテンプレート と して
作成します。 これが Ghost モデルイ メージ作成の 初のステップです。
すべてのコンピュータに適用したい設定を使って 1 台のコンピュータの
Windows とそのすべてのド ライバのインス トールを設定します。 コン
ピュータを Ghost コンソールから制御する予定の場合にはコンソールク
ライアン トの実行可能ファイルをモデルコンピュータにインス トールし
ます。

Windows NT コンピュータのモデルコンピュータを作成する場合には米国
Symantec 社のサイ トにある Online Knowledge Base article "Cloning a Windows
NT System" を General Information セクショ ンで参照してください。

重複しないハード ウェア設定ごとにモデルコンピュータを作成する必要
があるかも しれません。たとえば、ネッ ト ワークカードまたはビデオカー
ドが異なるコンピュータが混在していると きにはそれぞれに別々のイ メー
ジを作成する必要があ り ます。ただし、Windows 2000/XP コンピュータで
は異なるハード ウェア設定の汎用テンプレート イ メージを作成するのに
Microsoft Sysprep が役立ちます。

イメージダンプタスクの作成

イ メージダンプタス クを使う と Ghost コンソールでク ラ イアン ト コン
ピュータのイ メージファ イルを作成できます。 イ メージダンプタス クは
必要に応じて作成、 コピー、 変更、 再利用ができます。

イ メージダンプタスクは次の要素で構成されます。

オプシ ョ ン 説明

［一般］ イ メージダンプの詳細。

［ネッ ト ワーク］ ■ コピー先グループでこの機能がインス トール済みで現在
シャッ トダウン中のすべてのコンピュータを含める命令。

■ データ転送オプション。

［Sysprep］ ハード ウェア設定が異なるコンピュータ上でイ メージファ
イルの復元を容易にします。

詳し くは p.8-4 の 「Sysprep を使ってクローンを作成するに
は」 を参照して ください。
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イ メージダンプタスクの作成を開始するには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 新しいタスクを追加したいフォルダを開きます。

タスクのフォルダを選択しないと タスクはタスクルートディレク ト リ
に格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［イ メージダンプ (D)］ の順に
選択します。

4 イ メージダンプタスクのプロパティを設定します。

イ メージダンプタスクのプロパティの設定

イ メージダンプタスクには作成するイ メージファ イルの詳細が含まれ、場
合によってはネッ ト ワーク と Sysprep の要素も含まれます。ダンプ元コン
ピュータの選択と イ メージ定義の詳細の入力ができます。

［一般］ イ メージダンププロパティ を設定するには

1 新しいタスクのプロパティ ウ ィンドウの ［一般］ ページで次のいずれ
かの操作をします。

■ イ メージファイルを今すぐに作成するには ［すぐに実行 (E)］ を
選択します。

■ タスクの名前を入力します。
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2 クライアン ト コンピュータの階層を表示するために ［参照 (B)］ をク
リ ッ ク します。

3 コンピュータグループフォルダでイメージを撮る元にしたいコンピュー
タを選択します。

4 コンピュータのプロパティを表示するにはコンピュータアイコンをダ
ブルク リ ッ ク します。

5 必要に応じて ［コピー元ド ライブ］ フ ィールドにド ライブ番号を入力
します。

6 パーティシ ョ ンのイ メージを抽出するには ［パーティシ ョ ンをダンプ
(D)］ にチェ ッ クマークを付けてからコピー元パーティシ ョ ン番号を
入力します。

7 イ メージ定義の階層を表示するために ［参照 (R)］ をク リ ッ クします。

8 イ メージフォルダで次のいずれかの操作をします。

■ イ メージの保存先にしたいイ メージ定義を選択します。

■ 新しいイメージ定義を作成するために［新規作成 (N)］ を選択します。

詳し くは p.4-15 の 「新しいイ メージ定義を作成するには」 を参照
して ください。

9 イ メージ定義のプロパティを表示または作成するにはイ メージ定義ア
イコンをダブルク リ ッ ク します。

10 必要に応じてコンピュータをド メ インから削除するために ［イ メージ
を取り込む前にド メ インからコンピュータを削除する （Windows NT/
2000/XP コンピュータにのみ適用）］ にチェッ クマークを付けます。

イ メージファイルを数多くのコンピュータにロールアウ トする場合に
コンピュータをド メ インから削除します。 Sysprep を使う場合には自
動的に処理されるのでこの操作は不要です。

11 ［なし (N)］、 ［高速 (F)］、 ［高圧縮 (H)］ のいずれかの圧縮オプション
を選択します。

詳し くは p.11-2 の 「イ メージファ イルと圧縮」 を参照して ください。

12 ク ライアン ト コンピュータからのタスクの実行を許可するには ［ク ラ
イアン トの開始を許可する (I)］ にチェッ クマークを付けます。

13 ［パスワードの設定 (P)］ をク リ ックし、 クライアントの開始タスクに
対してユーザーのコンピュータで入力するパスワードを入力します。

詳し くは p.5-18 の 「ク ラ イアン ト コンピュータからのタスクの開始」
を参照して ください。

14 コマンド ラ インを使ってタス クにさ らにオプシ ョ ンを追加するには
［拡張 (A)］ をク リ ッ ク します。
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詳し くは p.5-10 の 「ク ローン作成の拡張機能を追加するには」 を参
照して ください。

15 イ メージダンプタスクを保存するために ［OK］ をク リ ックします。

警告  警告  警告  警告  ［すぐに実行 (E)］ を選択した場合にはタスクが実行されます。

ネッ トワーク経由のデータ転送の最適化

ネッ ト ワークハードウェア設定の利用を 適化するためにデータ転送モー
ド を設定できます。 ネッ ト ワーク帯域幅の限度との組み合わせによ り、
ネッ ト ワーク経由でイ メージファイルを転送する方法を 適化できます。
この設定は全般的にマルチキャス ト セッシ ョ ンやタスクに合わせて変更
できます。

詳し くは p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 、 p.12-12 の
「データ転送モードの設定」、p.12-14 の「ネッ ト ワーク帯域幅の量の制御」
を参照して ください。

データ転送モード とネッ トワーク帯域幅の限度を設定するには

1 データ転送モードを設定するために新しいタスクのプロパティ ウ ィン
ド ウの ［ネッ ト ワーク］ ページで ［データ転送モード (D)］ にチェ ッ
クマークを付けます。

2 次のいずれかを選択します。

■ ［マルチキャス ト (M)］

データ転送モードをマルチキャス トに設定します。

■ ［サブネッ トブロードキャス ト (B)］

データ転送モードをサブネッ トブロードキャス トに設定します。

■ ［ユニキャス ト (U)］

データ転送モードをユニキャス トに設定します。

3 ［データスループッ ト限度 (L)］ にチェックマークを付け、 イ メージ
をダンプする と きの限度を設定するために MB/ 分単位の 大値を入
力します。

［Wake On LAN］ プロパテ ィの設定

タスクの実行時にシャ ッ ト ダウンするコンピュータを含めるには ［Wake
On LAN］ プロパティ を設定します。 これは Wake On LAN をサポートす
るコンピュータにのみ適用されます。
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コンピュータは次の仕様を満たす必要があ り ます。

■ マザーボードが Wake On LAN をサポートする

■ NIC が Wake On LAN をサポートする

■ マザーボードの Wake On LAN ポート と NIC の Wake On LAN ポートを
接続する配線がある

■ BIOSのパワーマネージメン トで Wake On LAN機能が有効になっている

■ コンピュータの電源を切ったときに NIC の背面にある接続ランプが点
灯する

［Wake On LAN］ プロパテ ィを設定するには

1 新しいタスクのプロパティウ ィンドウの ［ネッ ト ワーク］ ページの
［タスクの実行時に Wake On LAN を使う］ にチェ ッ クマークを付け
ます。

2 タスクを実行した後でこのよ うなコンピュータの電源を切るには ［タ
スクの終了時にコンピュータをシャッ ト ダウンする (Advanced Power
Management が必要 )］ にチェッ クマークを付けます。

タスクの作成

タスクは命令のセッ トです。 タスクは必要に応じて作成、 コピー、 変更、
再利用ができます。

タスクは次の要素の一部または全部で構成されます。

オプシ ョ ン 説明

［一般］ タスクステップと対象コンピュータを定義します。

［ネッ ト ワーク］ ■ 対象グループで Wake On LAN機能がインス トール
済みで現在シャッ トダウン中のすべてのコンピュー
タを含めます。

■ データ転送を 適化します。

［ク ローン］ イ メージファイルをクライアン ト コンピュータにロー
ド します。

［設定］ 指定した設定を対象コンピュータに適用します。

［ユーザーの移動］ 対象コンピュータからユーザーパッケージを取り込
むか復元します。
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タスクの作成を開始するには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 新しいタスクを追加したいフォルダを開きます。

タスクのフォルダを選択しないと タスクはタスクルートディレク ト リ
に格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［タスク (T)］ の順に選択します。

4 タスクのプロパティを設定します。

プロパティページですべての必須フィールドへの入力が終わると［OK］
ボタンが使えるよ うにな り ます。

タスクプロパテ ィの設定

タス クは常に ［一般］ プロパテ ィ と ［ネッ ト ワーク］ プロパティで構成
されます。 その他の要素は完成するタス クに必要なステップによって異
なり ます。

［一般］ タスクプロパティの設定

［一般］ タスクプロパティにはタスクステップとそれが実行される対象コ
ンピュータが含まれます。

［AI パッケージの配布］ 対象コンピュータ上でインス トールまたはアンイン
ス トールする AutoInstall パッケージのリ ス ト を表示
します。

［ファ イル転送］ 対象コンピュータにコピーするファ イルの リ ス ト を
表示します。

［コマンド］ 指定したコマンドを対象コンピュータ上で実行します。

オプシ ョ ン 説明
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［一般］ タスクプロパテ ィ を設定するには

1 新しいタスクのプロパティウ ィンドウの ［一般］ ページの ［名前
(N)］ フ ィールドにタスクのタイ トルを入力します。

2 1つ以上のタスクステップを選択します。

3 クライアン ト コンピュータの階層を表示するために ［参照 (B)］ をク
リ ッ ク します。

4 コンピュータグループフォルダを展開します。

5 タスクを受信したいコンピュータグループが入っているフォルダを開
きます。

6 タスクを受信したいコンピュータグループを選択します。

グループフォルダを選択した場合にはそのフォルダとその下にある
フォルダのすべてのコンピュータが選択されます。

7 グループのいずれかのコンピュータのプロパティを表示するにはコン
ピュータアイコンをダブルク リ ッ ク します。

8 ク ライアン ト コンピュータからのタスクの実行を許可するには ［ク ラ
イアン トの開始を許可する (I)］ にチェッ クマークを付けます。

9 ［パスワードの設定 (P)］ をク リ ックし、 クライアントの開始タスクに
対してユーザーのコンピュータで入力するパスワードを入力します。

詳し くは p.5-18 の 「ク ラ イアン ト コンピュータからのタスクの開始」
を参照して ください。
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［ネッ トワーク］ プロパテ ィの設定

［Wake On LAN］ プロパティを使う と電源が切れているコンピュータ上で
タスクを実行できます。 ネッ ト ワークハード ウェアのデータ転送を 適
化するこ と もできます。

詳し くは p.5-5 の 「ネッ ト ワーク経由のデータ転送の 適化」 と p.5-6 の
「［Wake On LAN］ プロパティ を設定するには」 を参照して ください。

［クローン］ プロパテ ィの設定

［ク ローン］ プロパティはクローン作成タスクの詳細を指定します。 これ
にはコピー先コンピュータ と イ メージファ イルが含まれます。

［クローン］ プロパテ ィ を設定するには

1 必要に応じて ［クローン］ ページの ［コピー先ド ライブ］ フ ィールド
にド ラ イブ番号を入力します。

2 イ メージファ イルをパーテ ィシ ョ ンに向けるには ［パーテ ィシ ョ ン
ロード］にチェッ クマークを付けてからコピー先パーティシ ョ ン番号
を入力します。

3 イ メージ定義の階層を表示するために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

4 イ メージ定義フォルダでイ メージの保存先にしたいイ メージ定義を選
択します。

イ メージ定義を作成していない場合には作成できます。

詳し くは p.4-15 の 「新しいイ メージ定義を作成するには」 を参照し
て ください。

5 イ メージ定義のプロパティを表示または作成するにはイ メージ定義ア
イコンをダブルク リ ッ ク します。

6 イ メージ定義フォルダでロード したいイ メージファイルのイ メージ定
義を選択します。

7 イ メージ定義のプロパティを表示するにはイ メージ定義アイコンをダ
ブルク リ ッ ク します。

8 イ メージをパーティシ ョ ンにロードする場合には次のいずれかの操作
をします。

■ 指定したイ メージ定義のイ メージファイルがある場合には ［コピー
元パーティシ ョ ン］ のド ロ ップダウン リ ス トでコピー元パーティ
シ ョ ンを選択します。

■ イ メージファ イルがない場合にはコピー元パーティシ ョ ン番号を
選択します。
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9 Windows NT/2000/XP オペレーティングシステムにクローンを作成
する場合に Ghost Walker を使ってそれぞれの対象コンピュータ上で
SID を変更するには ［Ghost Walker を使ってコピー先コンピュータ
上で SID 変更を実行します］ にチェッ クマークを付けます。

詳し くは p.22-3 の 「Ghost Walker の使い方」 を参照して ください。

10 必要に応じてコマンド ラインを使ってタスクにさらに拡張機能を追加
します。

クローン作成の拡張機能の追加

［拡張］ ダイアログボッ クスでコマンド ラインスイ ッチを使ってク ローン
作成タスクにさ らにオプシ ョ ンを設定できます。

クローン作成の拡張機能を追加するには

1 新しいタスクのプロパティ ウ ィンドウの ［ク ローン］ ページの ［拡張
(A)］ をク リ ッ ク します。

2 ［Ghost コマンドラインの追加オプション (A)］ フィールドに追加コ
マンドを入力します。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

3 クライアン ト コンピュータ上の Ghost DOS ブートパーティションを
上書きしたい場合には ［Ghost ブートパーティシ ョ ンに上書き (O)］
にチェッ クマークを付けます。

イ メージに Ghost DOS ブートパーティシ ョ ンが含まれる場合にはこ
のチェッ クボッ クスにチェッ クマークが付いています。そ うでない場
合にはこのオプシ ョ ンを選択できます。

4 ［OK］ をク リ ッ クします。

警告  警告  警告  警告  コマンド ラインの構文はタスク実行時には検査されません。 し
たがって、ク ラ ッシュまたはエラーを避けるためにこの命令を慎重に
調べてください。誤りの結果が深刻な問題に発展する可能性があります。
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［設定］ プロパテ ィの設定

［設定］ プロパティを設定して対象コンピュータに設定を適用します。

コンピュータのデフォルト設定を必ず新しい設定に更新するには ［一般］
ページの ［設定更新 (R)］ にチェッ クマークを付ける必要があ り ます。

詳し くは p.5-7 の「［一般］タスクプロパティの設定」を参照して ください。

デフォルト設定を対象コンピュータに適用するには

1 ［設定］ ページで ［デフォルト ］ を選択します。

2 ［テンプレート ］ オプシ ョ ンまたは ［カスタム］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合に指定のない設定にデフォルト設定を適用するには［デ
フォル ト設定を使う ］ にチェッ クマークを付けます。

テンプレート設定を対象コンピュータに適用するには

1 ［設定］ ページで ［テンプレート ］ を選択します。

2 設定リ ソースフォルダでセッ トを選択するために ［参照 (B)］ をク
リ ッ ク します。

設定セッ トの名前は太字で表示されます。選択できるのは 1 つのセッ
トのみです。テンプレート設定を表示するには名前をダブルク リ ッ ク
します。

3 ［テンプレート ］ オプシ ョ ンまたは ［カスタム］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合に指定のない設定にデフォルト設定を適用するには［デ
フォル ト設定を使う ］ にチェッ クマークを付けます。

オプシ ョ ン 説明

［デフォルト ］ 現在のデフォルト設定を対象コンピュータに戻します。

この設定はコンピュータが 初にGhost コンソールに接続し
たと きに格納されます。コンピュータのプロパティ ウ ィンド
ウでこの設定の表示と編集ができます。

詳し くは p.4-11 の 「新しいデフォルト設定の編集と適用」 を
参照してください。

［テンプレート ］ テンプレート設定セッ ト をグループのコンピュータに適用し
ます。

［カスタム］ 個々のテンプレート設定セッ ト をグループの各コンピュータ
に適用します。
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カスタム設定を対象コンピュータに適用するには

1 ［設定］ ページで ［カスタム］ を選択します。

2 ［カスタマイズ (C)］ をク リ ッ クします。

コンピュータグループフォルダが左に表示され、設定リ ソースフォル
ダが右に表示されます。

3 設定リ ソースフォルダから設定の適用先にしたいコンピュータに設定
をド ラ ッグします。

選択したコンピュータの下に設定セッ トのアイコンが表示されます。
選択できるのは太字で表示されたセッ トのみです。これによ り個々の
コンピュータ設定がはっき り示されます。

4 詳細を表示するには設定セッ トの名前をダブルク リ ックします。

5 設定を適用したいそれぞれのコンピュータでステップ 2 から 4 を繰
り返します。

6 ［テンプレート ］ または ［カスタム］ が選択されている場合に指定の
ない設定にデフォルト設定を適用するには ［デフォル ト設定を使う］
にチェッ クマークを付けます。

［ユーザーの移動］ プロパテ ィの設定

ユーザーの移動機能を使う と設定を取り込んで別のコンピュータに格納
したり同じコンピュータで復元したりできます。 ［ユーザーの移動］ プロ
パティの設定はユーザーの移動タスクを実行する処理の一部に含まれます。

詳し くはp.7-7の「ユーザーデータの取り込みと復元」を参照してください。

［AI パッケージの配布］ プロパテ ィの設定

対象コンピュータ上にアプリ ケーシ ョ ンをインス トールする AI パッケー
ジは AutoInstall で作成します。 コンソールでタスクを実行してパッケー
ジを対象コンピュータに配布します。［AI パッケージの配布］ ページで対
象コンピュータ上でインス トールするパッケージとアンインス トールす
るパッケージを選択してタスクのプロパティ を設定できます。

すべてのパッケージをアンインス トールできるわけではあ り ません。 ア
ンインス トールできるのはアンインス トールコマンド付きで作成された
パッケージです。 アンインス トールコマンドがあるかど うかはっき り し
ない場合には AI ビルダーでパッケージを開いて確認します。

AI パッケージを新しい識別番号 （GUID） で再ビルド した場合、 新しい
パッケージは再ビルド前のパッケージでインス トールしたソフ ト ウェア
をアンインス トールするこ とはできません。アプリ ケーシ ョ ンは GUID を
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調べ、 ソフ ト ウェアのアンインス トールには必ずインス トールのと き と
同じパッケージが使われるよ うにします。

アンインス トールコマンドがない場合またはAIパッケージを新しいGUID
でビルド した場合、 ソフ ト ウェアをアンインス トールするには他の方法
を使う必要があ り ます。

［AI パッケージの配布］ プロパテ ィ を設定するには

1 ［AI パッケージの配布］ ページの ［パッケージのインス トール (I)］
の下で ［参照 (B)］ をク リ ッ ク して AutoInstall で作成したパッケージ
を見つけます。

2 インス トールしたいパッケージのパッケージ定義を選択します。

3 ［パッケージの削除 (R)］ の下で ［参照 (W)］ をク リ ッ クして AutoInstall
で作成したアンインス トールパッケージを見つけます。

4 アンインス トールしたいパッケージのパッケージ定義を選択します。

5 ステップ1から 4を繰り返して必要なすべてのパッケージを指定します。

6 選択したパッケージをどのよ うに配布するかを指定するために次のい
ずれかの操作をします。この配布オプシ ョ ンは個々の対象コンピュー
タに適用されます。

■ 配布できないパッケージがある場合でも対象コンピュータ上でパッ
ケージのアンインス トールまたはインス トールを続けるには ［配
布できないパッケージがある場合にタスクの実行を続ける (C)］を
選択します。
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■ すべてのパッケージが正常にアンインス トールされた場合にのみ
パッケージをインス トールするには ［パッケージを削除できなけ
ればパッケージのインス トールをスキップ (S)］ を選択します。

■ 以前のパッケージが正常に削除された場合にのみパッケージをイ
ンス トールまたはアンインス トールするには ［パッケージを削除
できなければ残りのパッケージの配布をスキップ(P)］を選択します。

■ 正常に削除またはインス トールできないパッケージがある場合に
タスクを中止するには ［配布できないパッケージがあればタスク
実行を中止する (E)］ を選択します。

AI パッケージの格納

AI パッケージはローカルに格納するこ と も、 HTTP の場所やネッ ト ワー
ク共有に格納するこ と もできます。

UNC 以外のパスに格納されたパッケージはク ライアン トから転送されて
インス トールされます。 UNC パスに格納されたパッケージはネッ ト ワー
ク経由でアクセスされます。ただし、アクセスに失敗しても このパッケー
ジはク ライアン トに転送されます。

ク ラ イアン トは HTTP の場所に格納されたパッケージにアクセスするの
に HTTP プロ ト コルを使います。

Windows NT と Windows 2000 のネッ ト ワーク共有に格納されたパッケー
ジには他のコンピュータはアクセスできません。 アクセスを有効にする
には共有のあるコンピュータのレジス ト リ を編集して共有の名前を次の
レジス ト リの場所に追加します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Services\LanManServ
er\Parameters\NullSessionShares

これでク ライアン ト コンピュータはこの共有にアクセスできます。

［フ ァイル転送］ プロパテ ィの設定

ファ イルはオペレーティングシステムまたは Ghost パーティシ ョ ンに転
送できます。 コピー先はファ イル単位で選択します。 仮想パーティシ ョ
ンに転送したファ イルはタス クの実行中にのみそのパーティシ ョ ンに存
在します。

タスクの実行時にファイルは次のフォルダに転送されます。

c:\Program Files\Symantec\Ghost\Incoming
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［フ ァイル転送］ プロパテ ィ を設定するには

1 ［ファイル転送］ ページで次のいずれかの操作をします。

■ オペレーティングシステムにファ イルを転送するには ［対象オペ
レーティングシステムで実行 (T)］ を選択します。

■ Ghost パーティションにファイルを転送するには ［Ghost パー
ティシ ョ ンで実行 (G)］ を選択します。

2 ［転送するファイルのリ ス ト (L)］ にファイルを追加するために ［追
加 (A)］ をク リ ッ ク します。

3 転送したいファイルを見つけます。

4 転送したいファイルをダブルク リ ックします。

5 転送したいすべてのファイルを リス トに追加するまでステップ 1か
ら 4 を繰り返します。

ファイル転送リス トからファイルを削除するには

1 ［ファイル転送］ ページの ［転送するファイルのリス ト (L)］ フィー
ルドで削除したいファイルを選択します。

2 ファイル転送リ ス トからファイルを削除するために ［削除 (D)］ をク
リ ッ ク します。

［コマンド］ プロパテ ィの設定

コマンドはオペレーティングシステムまたは Ghost パーティシ ョ ンで実
行します。 コピー先はコマンド単位で選択します。

メモ  メモ  メモ  メモ  ［コマンド］ で GDisk を使う と タスクの実行中にパーティシ ョ ンを
変更できます。

［コマンド］ プロパテ ィ を設定するには

1 ［コマンド］ ページで次のいずれかの操作をします。

■ オペレーティングシステムでコマンドを実行するには ［対象オペ
レーティングシステムで実行 (T)］ を選択します。

コマンドの絶対パスを指定する必要があ り ます。 パスは次のよ う
にな り ます。

C:¥Ghost¥Incoming

■ Ghost パーティションでコマンドを実行するには ［Ghost パー
ティシ ョ ンで実行 (G)］ を選択します。
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コマンドの絶対パスを指定する必要があ り ます。 パスは次のよ う
にな り ます。

C:¥Program Files¥Symantec¥Ghost¥Incoming

2 ［コマンドライン リ ス ト (L)］ に追加するためにコマンドを ［コマン
ド (C)］ フ ィールドに入力します。

3 ［追加 (A)］ をク リ ッ クします。

4 必要なすべてのコマンドを リ ス トに追加するまでステップ 1から 3
を繰り返します。

［コマンド ラインリス ト (L)］ からコマンドを削除するには

1 ［コマンド］ ページの ［コマンドラインリ ス ト (L)］ で削除したいコ
マンドを選択します。

2 ［コマンドライン リ ス ト (L)］ からコマンドを削除するために ［削除
(D)］ をク リ ッ ク します。

タスクの見直し

タス クを実行する前に ［タスクシナ リオ］ ダイアログボッ ク スでそのタ
ス クの詳細を調べるこ とができます。 ク ローンのプロパティ、 すべての
設定ステップ、タスクに含めるクライアン ト コンピュータが表示されます。

タスクの詳細を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 表示したいタスクを選択します。

3 表示メニューで ［タスクシナリオ (C)］ を選択します。

タスクのスケジュール設定と実行

タスクのプロパティの設定が終わる と次のステップではタスクを実行し
ます。 定義した後のタスクは特定の日時に実行するよ うにスケジュール
設定するこ と も、好きなと きに実行するこ と もできます。 タスクは Ghost
コンソールまたはク ライアン トから 1 回実行するこ と も、 スケジュール
に従って何度も実行するこ と もできます。

現在実行中のタスクは Ghost コンソールの下部のペインに表示できます。

詳し くは p.10-4 の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 を参照して く
ださい。
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適切なネッ ト ワーク ド ラ イバが見つからない場合にはタスクの実行に失
敗する こ とがあ り ます。 このよ う な失敗がタスク ログに示されている場
合には適切なテンプレート を使う よ うにコンピュータのプロパテ ィ を修
正します。

詳し くは p.4-8 の 「コンソールク ライアン ト コンピュータの詳細の格納」
と p.10-1 の 「Ghost コンソール活動の監視」 を参照して ください。

タスクのスケジュール設定

タスクは Ghost コンソールから自動実行するよ うにスケジュール設定で
きます。

タスクをスケジュール設定するには

1 表示メニューで ［スケジューラ (S)］ を選択します。

スケジュール設定済みのすべてのタスクが表示されます。

2 タスク メニューで ［新しいタスク (N)］ を選択します。

3 タスクフォルダを展開します。

4 スケジュール設定したいタスクを選択してから［OK］をク リ ッ クします。

5 ［スケジュール］ ページでタスクを実行する日付、 時刻、 頻度を設定
します。

6 ［タスク］ ページの ［実行するアカウン ト名 (U)］ フィールドにタス
クを実行する人のユーザー名を入力します。

デフォルトはログオンしたユーザーです。

7 ［パスワードの設定 (S)］ をク リ ックします。

8 ［パスワード (P)］ フィールドにパスワードを入力します。

タスクを実行するにはパスワードを入力する必要があ り ます。このパ
スワードはタスクの実行時に確認されます。

9 ［パスワードの確認入力 (C)］ フ ィールドに再度パスワードを入力し、
パスワードが正し く入力されたこ とを確認します。

Ghost コンソールからのタスクの手動実行

タスクは Ghost コンソールからいつでも手動で実行できます。

タスクを手動で実行するには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 実行したいタスクを選択します。
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3 ファイルメニューで ［タスクを実行 (E)］ を選択します。

複数のタス クを同時に実行できます。 タスクを実行する前に次の情報を
確認して ください。

■ ロードするイメージファイルの有効性

■ 対象コンピュータが複数のタスクに含まれるかど うか

対象コンピュータが同じ 2つのタスクを実行する と 初のタスクだけ
がそのコンピュータに対して実行されます。 2 つ目のタスクは起動し
ません。

次のコマンドを使う と コマンド ラ インからもタスクを実行できます。

ngcons.exe /e < タスク名 >

クライアン ト コンピュータからのタスクの開始

タスクをク ラ イアン トから実行するよ うに設定してあればタス クの実行
をク ラ イアン ト コンピュータから開始できます。 これによ りエンドユー
ザーはタス クを実行でき、 管理者はコンソールコンピュータに戻らない
でク ライアン トからすぐにタスクを実行できます。

全般の設定と タス クの設定は両方と も ク ラ イアン トの開始タス クを考慮
する必要があ り ます。

詳し くは p.5-7 の 「タスクプロパティの設定」 と p.10-4 の 「Ghost コン
ソールオプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

タスクをクライアン ト コンピュータから開始するには

1 ク ライアン ト コンピュータで Ghost クライアン トアイコンをク リ ッ
ク します。

2 実行するタスクを選択します。

タスクの実行にパスワードが要求されなければ確認は不要です。タス
クはすぐに実行されます。

3 ［パスワード (P)］ フィールドにタスクのパスワードを入力します。

Ghost コンソールタスクウ ィ ンド ウでパスワードを設定していない場
合にはパスワードのウ ィンド ウは表示されません。
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クライアン ト コマンド ラインからのタスクの開始

タスクはク ラ イアン ト コンピュータのコマンド ラ インまたはバッチファ
イルからも実行できます。 構文は次のとおりです。

ngctw32.exe -initiate < タスク名 > [<パスワード >]

このコマンドにはタスク名と、 必要に応じてパスワード も指定する必要
があ り ます。 タスクが正常に完了したか失敗したかの通知はあ り ません。
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6
差分バックアップと
ロールバック

この章では次の項目について説明します。

■ 差分バックアップとバックアップ設定の概要

■ バックアップ設定の作成

■ バックアップの手動作成

■ バックアップ設定の表示

■ コンピュータの復元

差分バッ クアップはク ラ イアン ト コンピュータ上に格納されている個人
または会社の情報を確実に取り出せるよ うにします。Ghost コンソールで
差分バッ クアップのスケジュール設定、 手動による作成、 必要に応じた
ロールバッ クができます。

差分バックアップとバックアップ設定の概要

差分バッ クアップはスケジュール設定するこ と も手動で作成するこ と も
できます。 バッ クアップ設定にはバッ クアップを実行するタイ ミ ングと
しかたを決定するいくつもの設定が入っています。 これによって定期的
なバッ クアップのスケジュール設定ができます。

ク ラ イアン ト コンピュータの 初のバッ クアップは基準イ メージと して
格納されます。それ以後の各バッ クアップは差分イ メージで、前回のバッ
クアップ以後に加えられた変更だけが格納されます。 ただし、 加えられ
た変更が差分イ メージと して格納するには大きすぎる場合には新しい基
準イ メージが作成され、 前の基準イ メージの代わりに格納されます。 オ
ペレーティングシステムに基本的な変更を加えたと き （たとえば、 サー
ビスパッ ク、 Microsoft アプリ ケーシ ョ ン、 ド ラ イバをインス トールした
場合またはオペレーティングシステムによって保護されているファ イル
に変更を加えた場合） には完全な基準イ メージを作成する必要があ り ま
す。 差分バッ クアップを 5 回作成するたびに新しい基準イ メージを作成
して ください。 基準イ メージから次の基準イ メージまでの間の 大時間
を指定できます。
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バックアップ設定の作成

バッ クアップはコンソールの ［オプシ ョ ン］ ダイアログボッ クスで指定
したディ レク ト リに格納されます。

詳し くは p.10-8 の 「差分バッ クアップの場所を設定するには」 を参照し
て ください。

バックアップ設定を作成するには

1 Ghostコンソールの左ペインでバックアップ設定フォルダを展開します。

2 設定を格納したいフォルダを開きます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［バックアップ設定 (B)］ の順に
選択します。

4 ［プロパティ］ ページでプロパティを入力します。

詳し くは p.6-3 の 「バッ クアップ設定のプロパティ を設定するには」
を参照して ください。

5 バッ クアップをスケジュール設定する場合には ［タスク］ ページでタ
スクの詳細を入力します。

詳し くは p.6-4 の 「バッ クアップ設定タスクのプロパティを設定する
には」 を参照して ください。

6 バッ クアップをスケジュール設定する場合には ［スケジュール］ ペー
ジでスケジュールの詳細を入力します。

詳し くは p.6-4 の 「スケジュールのプロパティを設定するには」 を参
照して ください。

7 ［OK］ をク リ ッ クします。

バックアップ設定のプロパテ ィ、 タスク、 スケジュールの詳細
の設定

バッ クアップ設定のプロパティは次の各ページで入力できます。

■ ［プロパティ］

設定に含めるコンピュータの名前

■ ［タスク］

バッ クアップタスクの詳細

■ ［スケジュール］

バッ クアップタスクのスケジュール設定
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バックアップ設定のプロパティ を設定するには

1 ［プロパティ］ ページの ［名前 (E)］ フィールドにバックアップの名
前を入力します。

2 バックアップ設定に含めるコンピュータを選択するために ［参照
(B)］ をク リ ッ ク します。

コンピュータは1つのバッ クアップ設定にだけ入れるこ とができます。

3 ［プロパティ］ ページの ［バックアップを保存する 小限の期間
(M)］ フ ィールドにバッ クアップ情報を削除できない期間を設定する
日数を入力します。

0 に設定する とバッ クアップは削除されません。

4 ［基準イ メージを取り込む間隔 (U)］ フィールドにそれを過ぎると新
しい基準イ メージを作成する日数を入力します。

5 自動バッ クアップのスケジュールを作成または編集するには ［自動
バッ クアップをスケジュール設定する (S)］ にチェッ クマークを付け
ます。

6 コマンドラインの追加オプションがあれば ［拡張］ の ［Ghost コマ
ンド ラ イン用の追加バッ クアップ / 復元オプシ ョ ン (A)］ フ ィールド
に入力します。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。
6-3



第 6 章　差分バックアップとロールバック  
警告  警告  警告  警告  コマンド ラインの構文はタスク実行時には検査されません。 し
たがって、ク ラ ッシュまたはエラーを回避するためにこの命令を慎重
に調べてください。誤りの結果が深刻な問題に発展する可能性があ り
ます。

差分イ メージと基準イ メージは 1 つのセッ ト と して削除されるので、 期
待どおりに削除されないこ と もあ り ます。 バッ クアップは必要な日数の
後に自動では削除されません。 バッ クアップはそれに依存するすべての
イ メージが削除されるまで削除されません。

たとえば、 次のよ う な場合を考えてみます。

■ 基準イ メージがあり、 その基準イ メージに依存する複数の差分イ メー
ジがある

■ 作成した 後の差分イ メージがバッ クアップを保存する指定の日数以
内にある

後の差分イ メージが指定の日数よ り古くなった場合、それに依存す
る他のバッ クアップはないため 後の差分イ メージは削除されます。
それ以前の各差分イ メージも順に削除され、 終的に基準イ メージに
到達し、 基準イ メージが削除されます。

バックアップ設定タスクのプロパティ を設定するには

1 ［タスク］ ページの ［コ メン ト (C)］ フ ィールドにスケジュール設定
済みのバッ クアップ設定を識別するコ メン ト を入力します。

2 ［タスク］ ページの ［実行するアカウン ト名 (U)］ フィールドにバッ
クアップタスクを実行する人のユーザー名を入力します。

デフォルトはログオンしたユーザーです。

3 ［パスワードの設定 (S)］ をク リ ックします。

4 ［パスワード (P)］ フィールドにパスワードを入力します。

バッ クアップタスクを実行するにはパスワードを入力する必要があ り
ます。このパスワードはバッ クアップタスクの実行時に確認されます。

5 ［パスワードの確認入力 (C)］ フ ィールドに再度パスワードを入力し、
パスワードが正し く入力されたこ とを確認します。

スケジュールのプロパティ を設定するには

1 ［スケジュール］ ページの ［タスクのスケジュール (S)］ のドロップ
ダウン リ ス トでスケジュールを選択します。

2 ［開始時刻 (T)］ フィールドでそのスケジュールが有効になる時刻を
選択します。
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3 ［詳細設定 (V)］をク リ ッ クして終了日または他の詳細設定を指定します。

4 ［間隔 (E)］ フ ィールドで定期的に実行するタスクをスケジュール設
定するための設定をします。

5 他のスケジュールを追加、 削除、 表示するには ［複数のスケジュール
を表示する (U)］ にチェッ クマークを付けます。

バックアップの手動作成

コンピュータはバッ クアップ設定によって定義されたとおりに手動でバッ
クアップを作成します。

バックアップを手動で作成するには

1 Ghostコンソールの左ペインでバックアップ設定フォルダを展開します。

2 バッ クアップを作成したいコンピュータのバッ クアップ設定を選択し
ます。

3 バックアップ設定を右ク リ ックしてから ［今すぐにバックアップ
(B)］ を選択します。

4 ［コ メン ト (C)］ フ ィールドにバックアップに付けるメモを入力します。

これはプロパティのバッ クアップ履歴に格納されます。

5 新しい基準イ メージを作成するために ［新しい基準イ メージを作成す
る (F)］ にチェッ クマークを付けます。

チェ ッ クマークを付けなかった場合にはバッ クアップ設定の［プロパ
ティ］ ページで定義したとおりにバッ クアップが実行されます。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。

コンピュータのバックアップの表示

バッ クアップ設定と コンピュータ上で実行されたバッ クアップの詳細は
コンピュータのプロパティ ウ ィンド ウに表示されます。

詳し くは p.4-10 の 「コンソールク ライアン ト コンピュータのプロパティ
を表示するには」 を参照して ください。
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バックアップ設定の表示

バッ クアップ設定にはコンピュータ とバッ クアップの作成のしかたを制
御する一連のプロパティがあ り ます。 これらのプロパティはバッ クアッ
プ情報を保存する期間、 自動バッ クアップをスケジュール設定するかど
うか、 コマンド ラ インの追加オプシ ョ ンなどです。

バックアップ設定を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインでバックアップ設定ツリーを展開します。

2 表示したいバックアップ設定を選択します。

3 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

コンピュータの復元

コンピュータはいつでも以前のバッ クアップまでロールバッ クできます。

コンピュータを復元するには

1 Ghostコンソールの左ペインでバックアップ設定フォルダを展開します。

2 ロールバッ クの受信先にしたいコンピュータのバッ クアップ設定を選
択します。

3 バックアップ設定を右ク リ ックしてから ［復元 (S)］ を選択します。

4 差分バッ クアップのリ ス トでロールバッ クしたい差分バッ クアップを
選択します。

それぞれの差分バッ クアップの状態が次のよ うに表示されます。

■ ［正常に完了］

このバックアップのコンピュータは正常にバックアップされました。

■ ［失敗］

このバッ クアップのコンピュータはバッ クアップに失敗しました。

5 下部のペインにバックアップの状態を表示できます。

コンピュータの状態は次のとおりです。

■ ［OK］

このコンピュータは正常にバッ クアップされました。

■ ［未完了です］

このコンピュータはバッ クアップが完了していないか、 現在バッ
クアップを実行中です。
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6 ユーザーファイルのみを復元するには ［セーフモード復元 (S) (非シ
ステムファ イルのみ )］ にチェッ クマークを付けます。

オペレーティングシステムファイルとレジス ト リ ファ イルは復元され
ません。

7 ［OK］ をク リ ッ クしてロールバックを開始します。

メモ  メモ  メモ  メモ  いったん開始したバッ クアップは中止または取り消しできません。
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7
ユーザーの移動

この章では次の項目について説明します。

■ ユーザーの移動の概要

■ データテンプレートの作成

■ データテンプレートの表示

■ ユーザープロファイルの作成

■ ユーザープロファイルの表示

■ ユーザーデータの取り込みと復元

■ ユーザーの移動に使う変数

■ 絶対パスと相対パス

■ 移動できるユーザー設定

ユーザーの移動の概要

ユーザーの移動機能を使う と、 コンピュータから設定とファ イルを取り
込み、 それらを同じコンピュータまたは別のコンピュータに復元できま
す。たとえば、指定したデータファ イルとレジス ト リ ファ イルをユーザー
の設定、 デスク ト ップの設定、 コンピュータの設定と一緒にコンピュー
タから取り込み、それらを新しいオペレーティングシステムのインス トー
ル後に同じコンピュータ上で復元できます。この設定は異なるコンピュー
タに復元するこ と もできます。 ユーザーの移動機能ではユーザーをコン
ピュータから別のコンピュータに迅速に移動した り、 ユーザーの個人的
な設定を保存するク ローン作成タスクを実行したりできます。

ユーザーの移動タスクで取り込む設定とファ イルを定義するには複数の
ステップを実行します。 初にデータテンプレー ト を定義します。 次に
ユーザープロファ イルを作成し、ユーザー、アプ リ ケーシ ョ ン固有のデー
タ、 必要なデータテンプレート を指定します。

データテンプレートは個々のファ イルと レジス ト リ キーを除外または包
含するための規則を定義します。複数のデータテンプレート を作成し、そ
れらを使ってユーザープロファ イルを作成できます。
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ユーザープロファ イルを作成した後、 そのプロファ イルを使って 1 台以
上のコンピュータからユーザー設定を取り込み、 それらの設定を必要に
応じて復元できます。 その後、 ユーザーの移動タスクを実行できます。

データテンプレートの作成

データテンプレート には取り込みに含めたいデータファ イルと レジス ト
リ ファ イルを指定できます。 包含または除外するファ イルを定義した一
連の規則を指定します。 ファ イルの取り込み元にする参照パス と ファ イ
ルの復元先にする参照パスも指定できます。

データテンプレート を作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 データテンプレート フォルダを展開します。

3 データテンプレート を入れる親フォルダに達するまで各フォルダを順
に展開します。

4 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［データテンプレート (E)］ の
順に選択します。

5 取り込みたいディレク ト リ 、 ファイル、 設定を ［規則］ ページで定義
します。

詳し くはこのページの「包含または除外するファ イルをデータテンプ
レートに指定するには」 を参照して ください。

6 ［拡張］ ページで相対パスを許可するために各フィールドに入力します。

詳し くは p.7-4 の「相対パスを有効にするには」を参照して ください。

包含または除外するファイルをデータテンプレートに指定するには

1 ［規則］ ページの ［テンプレート名 (N)］ フィールドにテンプレート
の名前を入力します。

2 そのテンプレート が扱う ファ イルを定義する規則を追加するために
［規則を追加 (A)］ をク リ ッ ク します。

規則はリ ス トに示された順に適用されます。

3 ［規則定義］ ダイアログボックスで次のいずれかの操作をします。

■ ［ディレク ト リパス / レジス ト リパス］ フィールドのファイルを
含めるために ［含む］ を選択します。

■ ［ディレク ト リパス / レジス ト リパス］ フィールドのファイルを
除外するために ［除外］ を選択します。
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4 次のいずれかの操作をします。

■ フォルダ内のすべてのファ イルを包含する定義済み変数を選択す
るために ［V］ をク リ ッ ク します。

詳し くはp.7-9の「ユーザーの移動に使う変数」を参照してください。

■ ファイルを選択するためにパスとファイルを入力します。

このパス とファ イルは ［拡張］ ページで相対パスを定義した場合を除
いて完全に定義されているかワイルドカードを含む必要があ り ます。
たとえば、 C:\Windows\Notes.cty のよ うに指定します。

5 日付の範囲でファイルを包含または除外するには ［日付］ の下にチェッ
クマークを付けます。

たとえば、選択した日付の間に修正されたファイルを包含または除外
できます。

6 次のいずれかの操作をします。

■ 日付の範囲を設定するために ［範囲］ を選択します。

指定した開始日と終了日の間に作成されたすべてのファイルが選
択されます。

■ 過去何カ月間かのファ イルを選択するために ［過去］ を選択して
月数を指定します。

指定した過去の月数の間に作成されたすべてのファ イルが選択さ
れます。

■ 過去何日間かのファ イルを選択するために ［過去］ を選択して日
数を指定します。

指定した過去の日数の間に作成されたすべてのファ イルが選択さ
れます。

7 特定サイズのファ イルを包含または除外するには ［サイズ］ の下に
チェ ッ クマークを付けます。

8 次のいずれかの操作をします。

■ 指定したサイズよ り大きいファ イルを含めるために ［下限］ を選
択します。

■ 指定したサイズよ り小さいファ イルを含めるために ［上限］ を選
択します。

9 ［KB］ フィールドにファイルサイズを入力します。

10 必要なすべてのファイルが含まれるまでステップ 2 から 9 を繰り返
します。
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データテンプレートにレジスト リキーを含めるには

1 データテンプレートにレジス ト リ キーを追加するために ［規則］ ペー
ジで ［規則を追加 (A)］ をク リ ッ ク します。

2 ［規則定義］ ダイアログボックスで次のいずれかの操作をします。

■ ［ディレク ト リパス / レジス ト リパス］ フィールドのレジス ト リ
キーを含めるために ［含む］ を選択します。

■ ［ディレク ト リパス / レジス ト リパス］ フィールドのレジス ト リ
キーを除外するために ［除外］ を選択します。

3 次のいずれかの操作をします。

■ パス内のすべてのレジス ト リ キーを包含する定義済み変数を選択
するために ［V］ をク リ ッ ク します。

詳し くはp.7-9の「ユーザーの移動に使う変数」を参照してください。

■ キーを選択するためにレジス ト リパスとキーを入力します。

このレジス ト リパスとキーは相対的なものにするこ と も具体的に定義
するこ と もできます。 たとえば、 HKEY_LOCAL_MACHINE のよ うに
指定します。

日付とサイズのオプシ ョ ンはレジス ト リ キーには適用されません。

4 ［OK］ をク リ ッ クします。

コピー元ディ レク ト リのパス と コピー先ディ レク ト リのパスを設定でき
ます。 こ うする と、 コピー元フォルダからコピー先コンピュータ上の別
のフォルダにファイルを移動できます。

相対パスを有効にするには

1 ［拡張］ ページで ［相対パスを許可する］ にチェックマークを付けます。

2 取り込むファイルが入っているコピー元コンピュータ上の参照パスと
ディ レク ト リ を ［コピー元パス (S)］ フ ィールドに入力します。

たとえば、 c:¥ のよ うに入力します。

オペレーティングシステムによって設定された参照ディレク ト リ を指
定できます。 たとえば、 変数 $MYDOCUMENTS$ で My Documents が
指定されます。

詳し くは p.7-9 の「ユーザーの移動に使う変数」を参照して ください。

3 ファ イルの復元先となるコピー先コンピュータ上の参照パスとディ レ
ク ト リ を ［コピー先パス (T)］ フ ィールドに入力します。

たとえば、 d:¥ のよ うに入力します。
7-4



ユーザープロファイルの作成
データテンプレートの表示

ユーザープロファ イルにデータテンプレー ト を含める前にデータテンプ
レート を表示してプロファ イルに適したテンプレート を選択できます。

データテンプレート を表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 データテンプレート フォルダを展開します。

3 表示したいデータテンプレートを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

次のデータテンプレート情報が表示されます。

■ データテンプレートの名前

■ コピー元の参照パスとディレク ト リ

■ コピー先の参照パスとディレク ト リ

■ 説明

5 ［規則］ ページでユーザーパッケージに含めたいディ レク ト リ 、 ファ
イル、 設定を表示します。

規則はユーザーパッケージを作成したと きにリ ス トに示されていた順
序で実行されます。

ユーザープロファイルの作成

ユーザープロファ イルには取り込みに含めるものと対象ユーザーを定義
します。 適切なデータテンプレー ト を選択するこ とによってデータファ
イルと レジス ト リ キーを定義します。 いくつでも使いたいだけ選択でき
ます。 ユーザーと Windows の設定を指定するにはリ ス トで適切な項目を
選択します。

ユーザープロファイルを作成するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 ユーザープロファイルフォルダを展開します。

ユーザープロファイルフォルダの中にいなくてもプロファイルを格納
できます。ユーザープロファ イルのフォルダを選択しないとプロファ
イルはユーザープロファ イルルートディ レク ト リに格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［ユーザプロファイル (U)］ の
順に選択します。

4 ［名前］ フィールドにユーザープロファイルの名前を入力します。
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第 7 章　ユーザーの移動 
5 次のいずれかの操作をします。

■ 後にログオンしたユーザー用に設定を取り込むために ［ 後に
ログオンしたユーザー］ を選択します。

■ 現在のド メ インからそのコンピュータにログオンしたすべてのユー
ザー用に設定を取り込むために ［すべてのド メ インユーザー］ を
選択します。

■ そのコンピュータにログオンしているすべてのユーザー用に設定
を取り込むために ［すべてのユーザー］ を選択します。

■ 特定のユーザー用に設定を取り込むために ［指定したユーザー］
を選択し、 下の各フ ィールドにユーザー名をカンマで区切って入
力します。

ド メ イン名が必要な場合があ り ます。 たとえば、 次のよ うに入力
します。

< ド メ イン名 >¥< ユーザー名 >

6 ［データテンプレート ］ ページでこのユーザープロファ イルに追加し
たいデータテンプレート を選択します。

7 ［Windows の設定］ ページでコピー先コンピュータに適用する Windows
の設定を選択します。
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ユーザーデータの取り込みと復元
ユーザープロファイルの表示

ユーザーの移動タスクを実行する場合、 タス クにユーザープロファ イル
を入れる前にそのユーザープロファ イルを表示できます。

ユーザープロファイルを表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインでユーザープロファイルフォルダを展
開します。

2 表示したいユーザープロファイルを選択します。

3 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

次のユーザープロファ イル情報が表示されます。

■ そのユーザープロファイルに付けられた名前

■ 設定が選択されるユーザー

4 ［データテンプレート ］ ページでユーザープロファ イルの作成時に適
用するデータテンプレート を表示します。

5 ［Windows の設定］ ページでユーザープロファイルの作成時に取り込
む Windows の設定を表示します。

ユーザーデータの取り込みと復元

ユーザーデータはパッケージと して取り込まれ、 1 台のコンピュータま
たはコンピュータグループ上でタスクの一部と して復元されます。 タス
クには他のタスクプロパティが設定されているこ と もあれば、 必要な
［一般］ プロパティだけが設定されているこ と もあ り ます。 データの取
り込みと復元は同じタスクでも別々のタスクでもできます。 取り込んだ
データはパッケージに保存され、 それらのパッケージはアプリ ケーシ ョ
ンデータフォルダに格納されます。 必要なだけ何回でもパッケージを復
元できます。

ユーザーアカウン トパスワードはコピー先コンピュータ上で削除されます。

ユーザーデータを取り込むには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 新しいタスクを追加したいフォルダを開きます。

タスクのフォルダを選択しないと タスクはタスクルートディレク ト リ
に格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［タスク (T)］ の順に選択します。
7-7



第 7 章　ユーザーの移動 
4 クライアン ト コンピュータからユーザーデータを取り込むために ［ユー
ザーの移動］ページで ［ユーザーパッケージを取り込み (G)］にチェ ッ
クマークを付けます。

5 生成するパッケージの名前を指定するために次のいずれかの操作をし
ます。

■ 1つ以上のパッケージの名前を自動的に付けるために ［自動的に
コンピュータ名を使う］ を選択します。

コンピュータ名と タスクの実行日時を使ってパッケージに名前が
付けられます。

■ 独自のパッケージ名を入力するために ［指定する］ を選択します。

このオプシ ョ ンは単一のコンピュータからデータを取り込む場合
にだけ利用できます。

6 ユーザープロファイルフォルダを表示するために ［参照 (B)］ をク
リ ッ ク します。

7 取り込みに使いたいユーザープロファイルを選択します。

詳し くはp.7-5の「ユーザープロファ イルの作成」を参照して ください。

8 ［OK］ をク リ ッ クします。

ユーザーデータを復元するには

1 Ghost コンソールの左ペインでタスクフォルダを展開します。

2 新しいタスクを追加したいフォルダを開きます。

タスクのフォルダを選択しないと タスクはタスクルートディレク ト リ
に格納されます。

3 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［タスク (T)］ の順に選択します。

4 クライアン ト コンピュータ上にユーザーデータを復元するために ［ユー
ザーの移動］ ページで ［ユーザーパッケージを復元 (E)］ にチェッ ク
マークを付けます。

5 指定したコンピュータ上に復元したいパッケージを指定するために次
のいずれかの操作をします。

■ 一致するコンピュータ名のコンピュータから撮った 新のパッケー
ジを復元するために ［自動的にコンピュータ名を使う ］ を選択し
ます。

■ 同じタスクで取り込んだパッケージを復元するために ［取り込み
ステップで指定したとおり ］ を選択します。

取り込み手順の一部と して ［ユーザーパッケージを取り込み (G)］
にチェッ クマークを付けておく必要があ り ます。
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ユーザーの移動に使う変数
詳し くは p.7-7 の 「ユーザーデータを取り込むには」 を参照して
ください。

■ 復元したいパッケージを選択するために ［指定する］ を選択します。

このオプシ ョ ンは単一のコンピュータにパッケージを復元する場
合にだけ利用できます。

6 コピー先コンピュータ上のファイルを上書きするには ［コピー先コン
ピュータ上の既存のファイルを上書きします (O)］ にチェッ クマーク
を付けます。

ユーザーパッケージを作成したコンピュータ と作成日を調べるためにユー
ザーパッケージを表示できます。

ユーザーパッケージを表示するには

1 Ghost コンソールの左ペインで設定リ ソースフォルダを展開します。

2 ユーザーパッケージフォルダを展開します。

3 表示したいパッケージを選択します。

4 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

5 ［AI ビルダーを起動 (L)］ をク リ ッ クして AI ビルダーを起動します。

ユーザーの移動に使う変数

一部のパス とディ レク ト リの場所はオペレーティ ングシステムによって
決定され、 変数によって表されます。

パス内で変数を使う こ と も、 変数の末尾にディ レク ト リ またはファ イル
を追加するこ と もできます。

変数 自動的に割り当てられるディ レク ト リパスが指す内容

$MYDOCUMENTS$ 現在のユーザーの My Documents フォルダ

$PROGFILESDIR$ Windows の Program Files ディレク ト リ

$USERHIVE$ 現在のユーザーのハイブのレジス ト リパス

$USERPROFILE$ 現在のユーザーのプロファイルディレク ト リ

$WINDIR$ Windows ディ レク ト リ

$WINSYSDIR$ Windows の System ディレク ト リ

$WINTEMPDIR$ Windows の Temp ディ レク ト リ
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その他の変数は特定の要因に応じて重複のない値が割り当てられます。

絶対パスと相対パス

データテンプレー ト で絶対パスまたは相対パスを使えます。 絶対パスは
ド ラ イブ名と各ディ レク ト リ を含めて、 先頭から目的の場所までを記述
したパスです。 たとえば、 次のよ うにな り ます。

C:\Documents and Settings\msmith\My Documents

相対パス機能を使う と全般のコピー元パスとコピー先パスを拡張オプシ ョ
ンで設定できます。 この機能を有効にしてコピー元パス と コピー先パス
を入力する と、 絶対パスでないパスが相対パスの中に設定されます。

たとえば、 拡張機能のダイアログボッ ク スでコピー元パスは次のよ うに
な り ます。

C:\Documents and Settings\msmith

コピー先パスは次のよ うにな り ます。

C:\Documents and Settings\marysmith

［含む］ を選択して My Documents\*.* を指定した規則を追加した場合、
C:\Documents and Settings\msmith\My Documents\ の中のすべてのファイ
ルがテンプレート に含まれます。 ユーザーの移動タスクを実行する と文
書は次の場所に移動します。

C:\Documents and Settings\marysmith\My Documents

移動できるユーザー設定

インス トールされているオペレーティ ングシステムに応じて特定のユー
ザー設定を移動できます。

変数 自動的に割り当てられる内容

$MACHINENAME$ コンピュータの名前

$USERS$ ユーザーの名前

$WINDRIVE$ Windows が入っている ド ライブ
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移動できるユーザー設定
ユーザー補助の設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［ユーザー補助］ に取り込めるユーザー
設定の一覧です。

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［キーボード］、 ［固定キー機能］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［キーボード］、［固定キー機能の設定］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［キーボード］、 ［フ ィルタキー機能］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［キーボード］、［フ ィルタキー機能の
設定］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［キーボード］、 ［切り替えキー機能］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［キーボード］、［切り替えキー機能の
設定］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［プログラムで追加のキーボードヘル
プを表示する］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［サウンド］、 ［サウンド表示］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［サウンド］、 ［サウンド表示の設定］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［サウンド］、 ［サウンド解説］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［画面］、 ［ハイコン ト ラス ト ］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［画面］、 ［ハイコン ト ラス トの設定］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［カーソルの設定］ ✔ ✔

［マウス］、 ［マウスキー機能］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［マウス］、 ［マウスキー機能の設定］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［全般］、 ［自動リセッ ト ］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［全般］、［ユーザー補助を有効にした
と きにメ ッセージを出す］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［全般］、［ユーザー補助を有効または
無効にしたと きに音を鳴らす］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［全般］、 ［シ リ アルキーデバイス］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［全般］、 ［シ リ アルキーデバイスの
設定］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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画面の設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［画面］ に取り込めるユーザー設定の一
覧です。

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［背景］、 ［壁紙］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［背景］、［表示位置］ （［並べて表示］、
［中央に表示］、 ［拡大］）

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［背景］、 ［模様］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［デザイン］、 ［配色］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、 ［デスク ト ップが Web ペー
ジと して表示される場合は、 表示し
ない］

✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、 ［大きいアイコンを使う］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、［すべての色を使ってアイコ
ンを表示する］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、 ［ウ ィンド ウ、 メニュー、お
よび一覧をアニメーシ ョ ン化する］

✔

［効果］ 、 ［メニューと ヒ ン ト をアニ
メーシ ョ ン化する］

✔ ✔ ✔

［効果］ 、 ［ス ク ロール効果］ または
［フェード効果］

✔ ✔ ✔

［効果］、［ス ク リーンフォン トの縁を
滑らかにする］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、［ス ク リーンフォン トの縁を
滑らかにする標準または clear type］

✔

［効果］、［ド ラ ッグ中にウ ィンド ウの
内容を表示する］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［効果］、 ［アイコンの変更］ （マイ ド
キュ メ ン ト、 マイコンピュータ、 ご
み箱）

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［Web］、 ［Active Desktop を Web ペー
ジと して表示］

✔ ✔ ✔ IE
あ り

✔ ✔
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移動できるユーザー設定
地域の設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［地域］ に取り込めるユーザー設定の一
覧です。

キーボードの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［キーボード］ に取り込めるユーザー設
定の一覧です。

［効果］、 ［Alt キーを押さないと きは
キーボードのナビゲーシ ョ ンインジ
ケータを表示しない］

✔ ✔

［効果］、 ［メニューの下に影を表示
する］ 

✔

［壁紙の大きさをスク リーンに合わせ
て調整する］ （Windows 98/Me/NT/
2000 または Plus か IE がインス トー
ル済みのWindows 95の背景の設定で
利用可能）

IE
あ り

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［60 日ごとにデスク ト ップク リーン
アップウ ィザードを実行する］

✔

［デスク ト ップの項目をロ ッ クする］ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［地域］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［数値］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［通貨］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［時刻］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［日付］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［速度］、 ［文字の入力］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［速度］、 ［表示までの待ち時間］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP
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マウスの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［マウス］ に取り込めるユーザー設定の
一覧です。

［速度］、 ［表示の間隔］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［速度］、 ［カーソルの点滅速度］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［タスクバー上に状態を表示］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［CapsLock キーを解除する方法］ ✔

［入力ロケールのホッ ト キー］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［言語］ （95/98/Me） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［入力ロケール］ （NT/2000） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［ボタン］、 ［ダブルク リ ッ クの速度］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［ボタン］、 ［ボタンの選択］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［ポインタ］、 ［デザイン］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［動作］、 ［ポインタの速度］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［動作］、 ［ポインタの軌跡］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［ポイン ト して選択し、 シングルク
リ ッ クで開く］

IE
あ り

✔ ✔ IE
あ り

✔ ✔

［シングルク リ ッ クで選択し、ダブル
ク リ ッ クで開く］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［ダイアログボックスの既定のボタン
にマウスポインタを移動させる］（NT）

✔ ✔ ✔ ✔

［加速］ ✔ ✔ ✔

［ク リ ッ ク ロ ッ クをオンにする］ ✔ ✔

［ク リ ッ ク ロ ッ クの設定］ ✔ ✔

［文字の入力中にポインタを非表示に
する］

✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP
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移動できるユーザー設定
サウンドの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［サウン ド］ に取り込めるユーザー設定
の一覧です。

スクリーンセーバーの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［スク リーンセーバー］に取り込めるユー
ザー設定の一覧です。

割り当てられているネッ トワーク ド ライブの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［割り当てられているネッ ト ワーク ド ラ
イブ］ に取り込めるユーザー設定の一覧です。

［Ctrlキーを押すとポインタの位置を
表示する］

✔ ✔

［ポインタの影を有効にする］ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［音を鳴らす場面］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［ス ク リーンセーバー］、［パスワード
による保護］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［ディ スプレイの省電力機能］ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［割り当てられているネッ ト ワーク ド
ライブ］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP
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第 7 章　ユーザーの移動 
インターネッ トオプシ ョ ンの設定

次の表はコン ト ロールパネルの ［インターネッ ト オプシ ョ ン］ に取り込
めるユーザー設定の一覧です。

タスクバーとスタート メニューのオプシ ョ ン

次の表は ［タス クバーと ［スター ト ］ メニュー］ のオプシ ョ ンに取り込
めるユーザー設定の一覧です。

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［ホームページ］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［プロキシサーバー］、［ローカルアド
レスにはプロキシサーバーを使用し
ない］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［サーバー］ の ［HTTP］ と ［FTP］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［次で始まるアドレスにはプロキシを
使用しない］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オプシ ョ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［タスクバーを固定する］ ✔

［自動的に隠す］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［タスクバーをほかのウ ィンドウの前
に表示する］

✔

［同様のタスクバーボタンをグループ
化する］

✔

［時計を表示］ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

［アクティブでないインジケータを
隠す］

✔

［ス タート メニュー］ 、 ［スター ト メ
ニューまたはク ラシッ クスタート メ
ニュー］

✔

［ ［スタート ］ メニューに小さいアイ
コンを表示］

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

タスクバーの高さ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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移動できるユーザー設定
デスク ト ップのオプシ ョ ン

オプショ ン 95 98 Me NT 2000 XP

［ツールバー］、 ［アド レス］ ✔ ✔ ✔ ✔

［ツールバー］、 ［ リ ンク］ ✔ ✔ ✔ ✔

［ツールバー］、 ［デスク ト ップ］ ✔ ✔ ✔ ✔

［ツールバー］、 ［ク イ ッ ク起動］ ✔ ✔ ✔ ✔

［［スタート ］ メニューの設定 ] ✔ ✔ ✔
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8
Sysprep

この章では次の項目について説明します。

■ Sysprep の概要

■ Sysprep の設定

■ Sysprep を使ったクローン作成

■ Sysprep と クローン作成の連携、 コンソールの後設定処理

■ Sysprep.inf の設定

Sysprep の概要

Sysprep は Windows 2000/XP コンピュータでクローン作成の準備をするのに
役立ち、 コンピュータのクローン作成時に設定をカスタマイズする Microsoft
ユーティリティです。 このユーティリティは Microsoft 社の Web サイトにあり、
Microsoft Windows インストール CD に入っている場合もあります。

Sysprep はコピー元とコピー先のコンピュータの設定を変更し、 異なるハード
ウェア設定のコンピュータ間でクローンを作成できるようにします。

コピー元またはコピー先のコンピュータが Microsoft Windows 2000 または
Microsoft Windows XP Professional を実行している場合、 Sysprep は
Sysprep.inf というファイルを使います。 このファイルはクローン作成タスクを実
行する前と後で編集してコンピュータ固有の情報を指定できます。 Sysprep は
次の 3 通りの方法で Sysprep.inf を使います。

■ プロンプトを通じてユーザーに通常提供される情報源として使う

■ Sysprep ユーザーインターフェースで提供されない設定を変更するた
めに使う

■ ミ ニセッ ト アップウ ィザードがイ メージを受け取った後にコピー先コ
ンピュータを設定するために使うデフォルト を指定するために使う

コピー元またはコピー先のコンピュータが Microsoft Windows XP Home を
実行している場合、Sysprep は Windows 開始画面を使ってコンピュータ固
有の情報をユーザーの入力に要求します。
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第 8 章　Sysprep 
Sysprep.infのデータの一部はイ メージを作成する前に複製とカスタマイズ
用にコピー元コンピュータを準備するために使われます。Sysprep.inf の中
で指定された設定の一部はコピー先コンピュータにイ メージをロード し
た後に Sysprep によって適用されます。 Sysprep.inf は Microsoft 社からダ
ウンロード した Sysprep には入っていません。Microsoft 社のガイ ド ラ イン
に従うか Microsoft 社が提供するツールを使って Sysprep.inf を作成する必
要があ り ます。

Sysprep はコピー先コンピュータ上のセキュ リ ティ識別子 （SID） が重複
しないよ うにもします。

次の文書は Sysprep についてよ く知っている人も読んでください。

メモ  メモ  メモ  メモ  同じ設定のために Sysprep と設定タスクを使わないでください。 た
とえば、コンピュータをド メ インに追加する指示を Sysprep と設定タスク
の両方に設定しないでください。

Sysprep の設定

Ghostコンソールを使ってコンソールク ライアン ト コンピュータにSysprep
を自動的にインス トールして設定して ください。

Ghost は Windows 2000 には Sysprep バージ ョ ン 1.1 をサポート し、Windows
XP には Sysprep バージ ョ ン 2.0 をサポート します。 Windows 2000 に付属
のバージョンはSysprepバージョン1.0で、一部の機能性が削除されています。

Sysprep 設定の追加

いったんSysprepファ イルをコンピュータにコピーする と コンソールから
そのバージ ョ ンを設定できます。

情報 参照

Sysprep を使って Microsoft Windows
2000 を配置する方法 

Microsoft Windows 2000 Professional CD

■ Support\Tools\Deploy.cab\Deptool.chm

■ Support\Tools\Deploy.cab\Unattend.doc

Sysprep を使って Microsoft Windows
XP を配置する方法 

Microsoft Windows XP Professional CD

■ Support\Tools\Deploy.cab\Deploy.chm

■ Support\Tools\Deploy.cab\Ref.chm
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Sysprepの設定
Windows 2000 の場合には Microsoft 社の次の Web サイ トから Sysprep バー
ジ ョ ン 1.1 をダウンロード して ください。

http://www.microsoft.com/windows2000/downloads/tools/
sysprep/default.asp

Windows XP の場合は Windows XP インス トール CD 上の次のディ レク ト
リから Sysprep バージ ョ ン 2.0 をコピーして ください。

Support\Tools\Deploy.cab

Sysprep 設定を追加するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 次のいずれかの操作をして Sysprep ファイルを Ghost コンソールの
データディ レク ト リに移動します。

■ ツールメニューで ［Sysprep 設定 (S)］ を選択します。

■ ファイルメニューで ［新規作成 (N)］ 、 ［イ メージダンプ (D)］ の順
に選択してから ［Sysprep］ ページで ［Sysprep 設定 (S)］ をク リ ッ
ク します。

Sysprep ファ イルをインス トールしないと Sysprep タスクを正し く実
行できません。

3 インス トールする Sysprep のバージョンの名前を入力します。

4 フォルダの参照ウィンドウで Sysprep フォルダを選択します。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

メモ  メモ  メモ  メモ  Sysprep がファイルをインス トールするためには Sysprep.exe と
Setupcl.exe が Sysprep フォルダに存在する必要があ り ます。

Sysprep フォルダと各サブフォルダ （空のものは除く） に入っている
すべてのファイルはコンソールのローカルデータ領域にインス トール
されます。 Sysprep イ メージを作成する前に、 その場所にあるすべて
のフォルダと ファ イルがコンソールク ラ イアン ト コンピュータにコ
ピーされます。

Sysprep 設定の上書き

既存の Sysprep 設定を新しいバージ ョ ンで上書きできます。 新しいバー
ジ ョ ンの Sysprep を使いたい場合または Sysprep ファ イルに変更を加えた
場合に上書きして ください。
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第 8 章　Sysprep 
Sysprep 設定を上書きするには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 ツールメニューで ［Sysprep 設定 (S)］ を選択します。

3 ドロップダウンリ ス トで Sysprep 設定を選択します。

4 ［作成］ にチェックマークを付けます。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

6 フォルダの参照ウィンドウで Sysprep フォルダを選択します。

7 ［OK］ をク リ ッ クします。

8 ［OK］ をク リ ッ クします。

Sysprep 設定の削除

Sysprep 設定を削除する とそのバージ ョ ンのすべての Sysprep ファ イルが
コンピュータから削除されます。

Sysprep 設定はタスク内で選択されている場合には削除できません。

Sysprep 設定を削除するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 ツールメニューで ［Sysprep 設定 (S)］ を選択します。

3 Sysprep設定を選択します。

4 ［削除 (D)］ をク リ ッ クします。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

Sysprep を使ったクローン作成

Sysprep はイ メージダンプタスクに Sysprep 情報を指定するこ とによって
ク ローンタスクに含まれます。

Sysprep を使ってクローンを作成するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 ファイルメニューで ［新規作成 (N)］、 ［イ メージダンプ (D)］ の順に
選択します。
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Sysprep を使ったクローン作成
3 ［ネッ ト ワーク］ ページと ［一般］ ページでイ メージダンプの詳細を
指定します。

詳し くは p.5-3 の 「イ メージダンプタスクのプロパティの設定」 を参
照して ください。

4 ［Sysprep］ ページで ［イ メージのダンプを作成する前にこのコンピュー
タ上でMicrosoft Sysprepを実行する (R)］にチェッ クマークを付けます。

5 Sysprep設定を選択します。

6 Sysprep がコピー先コンピュータ上の SID を変更するよ うに ［このイ
メージをコンピュータにロードする と きに Sysprep で SID 変更を実
行する (T)］ にチェッ クマークを付けます。

このオプシ ョ ンを選択した場合にはク ラ イアン ト コンピュータにイ
メージをロードする と きに Ghost Walker を使って SID 変更を実行し
ないでください。

詳し くは p.22-1 の「NT ベースのク ライアン ト上での Sysprep と Ghost
Walker による SID 変更」 を参照して ください。

7 Microsoft Windows XP Professional のクローン作成時に Sysprep でミニ
セッ ト アップウ ィザードを実行するために ［Sysprep.inf ファ イルを処
理する MiniSetup ウ ィザードを実行 (M) (Windows XP Professional に必
要 )］ のチェッ クマークをはずします。

このオプシ ョ ンを選択しない場合にはコンピュータの次回の起動時に
ミニセッ ト アップウ ィザードの代わりに Windows 開始画面が表示さ
れます。

8 ［Sysprep コマンドラインの追加引数 (S)］ フィールドに Ghost で自動
生成されない Sysprep のコマンド実行スイ ッチを入力します。

9 このタスク用に Sysprep.inf ファイルに変更を加えるために ［Sysprep.inf
の編集 (E)］ をク リ ッ ク します。

このファ イルは Sysprep がユーザーの操作なしでク ラ イアン ト コン
ピュータを設定できるよ うにします。

詳し くは p.8-6 の 「Sysprep.inf の編集、 復元、 再ロード」 を参照して
ください。

Sysprep の一部のスイ ッチは Ghost によって自動生成されるか、 コンソー
ルタスクの動作に影響します。 Sysprep イ メージダンプタスクでは次のス
イ ッチを使わないでください。

-forceshutdown

-mini

-noreboot

-nosidgen
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-quiet

-reboot

-reseal

Sysprep.inf の編集、 復元、 再ロード

タスクに含まれている Sysprep テンプレート ファ イルを編集できます。編
集しなかった場合にはコンソールのデータフォルダに入っているデフォ
ルトの Sysprep.inf が使われます。

詳し くは p.8-8 の 「Sysprep.inf の設定」 を参照して ください。

Sysprep.inf ファイルを編集、 復元、 再ロードするには

1 新しいタスクのプロパティウ ィンドウの［Sysprep］ページで［Sysprep.inf
の編集 (E)］ をク リ ッ ク します。

2 Sysprep.inf ファイルを編集します。

このファ イルは Sysprep がユーザーとの対話なしにク ライアン ト コン
ピュータを設定するよ うに設定できます。

詳し くは p.8-8 の 「Sysprep.inf の設定」 を参照して ください。

3 次のいずれかを選択します。

■ ［OK(O)］

変更内容を保存します。

■ ［復元 (R)］

タスクを 初に作成したと きに使った Sysprep.inf ファ イルに戻り
ます。

■ ［再ロード (L)］

Sysprep.inf を設定テンプレートの Sysprep.inf で置き換えます。

Sysprep とクローン作成の連携、 コンソールの後
設定処理

Sysprep と コンソールク ライアン トはさまざまな方法で対話します。

イメージダンプタスク

■ イ メージをダンプする前にSysprepはモデルコンピュータを設定します。

■ 次に、 Sysprep はモデルコンピュータを再起動し、 イ メージダンプタ
スクが実行されます。
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Sysprep とクローン作成の連携、 コンソールの後設定処理
■ イ メージの作成後、 クライアン トは DOS のままなので、 ミニセッ ト
アップウ ィザードまたは Windows 開始画面を処理しません。

イ メージロード タスク

■ イ メージファイルがコンソールクライアン ト コンピュータにロード さ
れ、 コンピュータが起動します。

■ コンソールクライアン トは Sysprep が実行される前に Sysprep.inf ファ
イルを更新します。 これによって Sysprep の ミ ニセッ ト アップウ ィ
ザードはコンピュータ名とワークグループを後設定タスクで指定され
た値に変更できます。値が指定されなかった場合にはイ メージファ イ
ル内にあった状態のまま残り ます。 ただし、 Sysprep.inf ファ イルで値
が指定されている場合は除きます。

メモ  メモ  メモ  メモ  デフォルトの設定を使う よ うに要求した場合には Ghost の後設
定処理によってデフォルトのコンピュータ名またはワークグループの
設定が適用され、 Sysprep.inf ファ イルに含まれている特定の設定は上
書きされます。 Sysprep.inf の設定が上書きされないよ うにするにはデ
フォルト設定を使わないでください。

■ 次に、 各コンソールクライアン トは Sysprep のミニセッ トアップウィ
ザードまたは Windows 開始画面が完了するまでそれぞれの後設定処
理を遅らせます。

■ Sysprep はミニセッ トアップウィザード と Sysprep.inf の中で指定され
た情報または Windows 開始画面を使って設定パラ メータを収集し、ク
ローン後の設定を実行します。

メモ  メモ  メモ  メモ  Sysprep.infの中で必須の設定が定義されていない場合、ユーザー
はミニセッ ト アップウ ィザードの中でそれを設定するよ うに要求され
ます。
詳し くは p.8-8 の 「Sysprep.inf の設定」 を参照して ください。

■ SID の変更が有効になっている場合、 Sysprep はコンソールクライア
ン ト コンピュータが設定された後に SID を変更します。

詳し くは p.22-1 の「NT ベースのク ライアン ト上での Sysprep と Ghost
Walker による SID 変更」 を参照して ください。 

■ コンソールクライアン トは Sysprep が 2回目に再起動した後に残りの
後設定タスクを実行し、 コンソールク ライアン トが完了した後設定
タスクによっては 3 回目のコンピュータの再起動をするこ とがあ り
ます。
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Sysprep.inf の設定

Sysprep 設定を更新する と きにコンソールによってコピーされた
Sysprep.inf ファ イルはその設定のすべての Sysprep タスクのテンプレー
トにな り ます。 このテンプレートはそれぞれの Sysprep 操作用にコピー
され、 編集して特定のタスク用に設定できます。 そのテンプレートはそ
のタスクに固有です。 ただし、 テンプレート ファ イルを変更したい場合
には Sysprep.inf ファ イルに変更を加え、 既存の Sysprep 設定を上書きし
て更新する必要があ り ます。

詳し くは p.8-3 の 「Sysprep 設定の上書き」 を参照して ください。

Sysprep は多数の方法で設定できます。 Sysprep.inf でコンピュータ名を適
用するにはランダムにコンピュータ名を生成するよ うにSysprepを指定す
る必要があ り ます。 そ う しないと、 Sysprep はミニセッ ト アップウ ィザー
ドにデフォル ト値を提供し、 ユーザーはそれを確認するよ うに要求され
ます。 コンピュータ名をランダムに生成するよ うに指定するには次のパ
ラ メータを使います。

[UserData]
ComputerName=*

詳し くは p.22-1 の 「NT ベースのク ライアン ト上での Sysprep と Ghost
Walker による SID 変更」 を参照して ください。
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9
Ghost ブートウィザード
を使ったブート イ メージ
とブートディスクの作成 

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost ブート ウィザードの概要

■ ブートディスク とブート イ メージの作成

■ マルチカードテンプレート とブートディスク

■ Ghost ブート ウィザードへのネッ ト ワーク ドライバの追加

■ ブートパッケージへのコマンドラインパラ メータの追加

■ DOS のバージョンの選択

Ghost ブートウィザードの概要

Ghostブート ウ ィザードは各種のさまざまなクローン作成タスクを完了で
きるブートパッケージを作成します。 ブー トパッケージを作成するには
ブートディスク とブート イ メージを簡単に作成するために設計されたGhost
ブート ウ ィザード とい うユーティ リ テ ィ を使います。 どのタス クの場合
も Ghost ブート ウ ィザードはそのブートパッケージの作成に必要な設定
と ド ラ イバを選択するための手順を案内します。

IBM DOS がブートディ スク作成のために提供されます。 DOS ファ イルは
Ghostブート ウ ィザードでブートディ スクを作成する と きに自動的にイン
ス トールされます。

Ghost ブートウィザードを開く

この章では Ghost ブート ウ ィザードの開き方がわかっているものと して
の操作手順を示しています。
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Ghost ブートウィザードを開くには 

■ スタート メニューで ［プログラム (P)］、［Symantec Ghost］、［Ghost ブー
ト ウ ィザード］ の順に選択します。

ブートディスクとブート イ メージの作成 

ブート イ メージやブートディ スクを作成する処理には次のディ スクの作
成方法が含まれます。 

■ 単一のコンピュータで Ghost を使える標準ブートディスク

■ USB と LPT のピアツーピアサービスを有効にするブートディスク

■ GhostCast と TCP/IP ピアツーピア接続のネッ ト ワークサポート付き
ネッ ト ワークブートディ スク

■ Ghost がサポートする CD ライター上で CD-ROM にイメージファイル
を書き込めるよ うにするブートディ スク

詳し くは p.11-7 の 「イ メージファ イルと CD ラ イター」 を参照して
ください。

■ ワークステーシ ョ ン上のド ライブをサーバー上の共有リ ソースにマッ
プする ド ラ イブマップブートディ スク

■ CD-ROM から Ghost イ メージを読み取るための汎用 CD-ROM ドライ
バ付き CD-ROM ブートディ スク

■ ブート可能 CD-ROM の作成に使うディスク

■ ワークステーシ ョ ンインス トール用のコンソールブートパーティシ ョ
ンイ メージ

■ Ghost を使って Microsoft社の RIS をサポートする RISブートパッケージ
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ブートディスクとブートイメージの作成
■ ブートディスクなしで 3Com社の DynamicAccessブートサービスを使っ
て Ghost にアクセスできるよ うにする TCP/IP ネッ ト ワークブート イ
メージ

標準ブートディスク （LPT と USB のサポートあり）

Ghost ブート ウ ィザードで次のいずれかのブートディ スクを作成します。

■ Ghost がサポートする CD ライター上で CD-R/RW に Ghost イ メージを
書き込めるブートディ スク

詳し くは p.11-7 の 「イ メージファ イルと CD ラ イター」 を参照して
ください。

■ LPT、 USB、 ピアツーピアのサポート 付きでコンピュータで Ghost.exe
を実行するブート ディ スク

■ Ghost.exe のみが入ったブートディスク

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost は USB ケーブルに接続した CD-ROM ド ラ イブへの書き込み
をサポート しません。

Ghost.exe を実行するブートディスクまたは LPT/USB ケーブルのサ
ポート付きブートディスクを作成するには

1 Ghost ブート ウ ィザードウ ィンドウで ［CD-R/RW、 LPT、 USB サポー
ト付きブートディ スク］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 次の 1つ以上の操作をします。

■ USB サポートをブートディスクに追加するには ［USB サポート
(U)］ にチェ ッ クマークを付けます。

■ LPT サポートをブートディスクに追加するには ［LPT サポート (L)］
にチェッ クマークを付けます。

■ 単一のコンピュータで Ghost を実行するブートディスクを作成す
るには ［USB サポート (U)］ と ［LPT サポート (L)］ のチェ ッ ク
マークをはずします。

■ LPT のモードまたはポートを変更するには ［拡張 (A)］ をク リ ッ ク
します。

■ Adaptec ASPI ドライバをサポートするドライバをブートディスク
に追加するには ［Adaptec ASPI ド ラ イバを含める (S)］ にチェ ッ
クマークを付けます。
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このド ライバは Ghost がサポートする SCSI CD-R にイ メージを直
接書き込むために必要です。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 次のいずれかを選択します。

■ ［PC-DOS を使う (P)］

PC-DOS をブートディ スクに入れます。

■ ［MS-DOS を使う (M)］

MS-DOS をブートディ スクに入れます。

詳し くは p.9-19 の 「DOS のバージ ョ ンの選択」 を参照して ください。

6 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

7 Ghost 実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョンの Ghost
を使いたい場合には正しいパスを［Ghost.exe］フ ィールドに入力します。

この実行可能ファ イルのデフォル トパスが ［Ghost.exe］ フ ィールド
に表示されます。

8 ［パラ メータ］ フ ィールドに必要なコマンド ラ インパラ メータを入力
します。

詳し くは p.9-17 の 「ブートパッケージへのコマンド ラ インパラ メー
タの追加」 を参照して ください。

9 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

10 ［フロッピーディスク ドライブ (D)］ フィールドに適切なドライブ名
を入力します。

11 ［作成するディスクの数 (U)］ フ ィールドに作成したいディスクの数
を入力します。

12 ディスク作成の前にディ スクをフォーマッ トするには ［まずディ スク
をフォーマッ トする (F) ( 推奨 )］ にチェッ クマークを付けます。

13 クイックフォーマッ ト を実行するには ［クイックフォーマッ ト (Q)］
にチェッ クマークを付けます。

14 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

LPT 接続のデフォルトモードは ［ECP/EPP 高速 (E)］ です。 LPT 接続で問
題が起きる場合にはモードを ［双方向 8 ビッ ト (8)］ または［双方向 4 ビッ
ト (4)］ に設定して ください。 次回のブートディ スク作成時にモードはデ
フォルトの ［ECP/EPP 高速 (E)］ に戻り ます。

複数のパラレルポートがあ りデフォルトのLPT1以外のポート を経由して
接続したい場合、 LPT ポートオプシ ョ ンを使ってケーブルの接続先ポー
ト を指定します。
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ブートディスクとブートイメージの作成
ネッ トワークサポート付きブートディスク  

Ghost ブート ウ ィザードは GhostCast と TCP/IP ピアツーピア接続のネッ
ト ワークサポート付きブートディ スクを作成する手助けをします。 

この処理を開始する前に、 ク ラ イアン ト コンピュータ上にインス トール
されているネッ ト ワークカードの種類を調べておく必要があ り ます。 マ
ルチカードテンプレー ト を使う場合を除いて、 ネッ ト ワークカードごと
にブートディ スクを作成する必要があ り ます。 

ネッ トワークサポート付きブートディスクを作成するには 

1 Ghost ブート ウィザードウ ィンドウで ［ネッ ト ワークブートディス
ク］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。 

3 ク ラ イアン ト コンピュータにインス トールされているネッ ト ワーク
カードの製造元とモデルに合ったネッ ト ワーク ド ライバを選択します。

正しいド ラ イバが リ ス トにない場合には追加します。

詳し くは p.9-14 の 「Ghost ブート ウ ィザードへのネッ ト ワーク ド ラ
イバの追加」 を参照して ください。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 次のいずれかを選択します。

■ ［PC-DOS を使う (P)］

PC-DOS をブートディ スクに入れます。

■ ［MS-DOS を使う (M)］

MS-DOS をブートディ スクに入れます。

詳し くは p.9-19 の 「DOS のバージ ョ ンの選択」 を参照して ください。

6 次のいずれかの操作をします。

■ Ghost をロードするブートパッケージをクライアン ト用に作成す
るには ［Symantec Ghost(G)］ を選択します。 実行中の GhostCast
サーバーに接続して、 ク ラ イアン ト との間でイ メージファ イルを
転送できます。

■ DOS版 GhostCastサーバーをロードするブートパッケージを作成す
るには ［DOS 用の Symantec GhostCast サーバー］ を選択します。

詳し くは p.13-2 の 「DOS 版 GhostCast サーバーの実行」 を参照し
て ください。

7 次のいずれかの操作をします。
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■ Ghost 実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョン
の Ghost を使いたい場合には正しいパスを ［Ghost.exe］ フ ィー
ルドに入力します。

■ GhostCast実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョ
ンの GhostCast を使いたい場合には正しいパスを ［Dosghsrv.exe］
フ ィールドに入力します。

8 ［パラ メータ (P)］ フィールドに必要なコマンドラインパラ メータを
入力します。

詳し くは p.9-17 の 「ブートパッケージへのコマンド ラ インパラ メー
タの追加」 を参照して ください。

9 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

10 次のいずれかの操作をします。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがある場合には ［DHCP で IP 設
定を割り当てる (D)］ を選択します。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがない場合には ［固定 IP アドレ
スを割り当てる (S)］ を選択してこのオプシ ョ ンの下にあるフ ィー
ルドに入力します。

複数のブートディ スクを作成する場合、 1 つ作成するたびに固定
IP アドレスの値が増えます。

11 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

12 ［フロッピーディスク ドライブ (D)］ フィールドに適切なドライブ名
を入力します。

13 ［作成するディスクの数 (U)］ フ ィールドに作成したいディスクの数
を入力します。

14 ディスク作成の前にディ スクをフォーマッ トするには ［まずディ スク
をフォーマッ ト する (F) ( 推奨 )］ にチェッ クマークを付けます。

15 クイックフォーマッ ト を実行するには ［クイックフォーマッ ト (Q)］ に
チェッ クマークを付けます。

16 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。 

ネッ トワーク ド ライブのマップをサポートするブートディスク
の作成

ク ラ イアン ト コンピュータがネッ ト ワーク ド ラ イブにアクセスする必要
がある場合には Ghost ブート ウ ィザードを使って、 ド ラ イブ名をネッ ト
ワークサーバー上の共有リ ソースにマップするブートディ スクを作成し
ます。
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ネッ トワーク ド ライブのマップをサポートするブートディスクを作
成するには 

1 Ghost ブート ウィザードウ ィンドウで ［ド ライブマップブートディ
スク］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 ク ラ イアン ト コンピュータにインス トールされているネッ ト ワーク
カードの製造元とモデルに合ったネッ ト ワーク ド ライバを選択します。

正しいド ラ イバが リ ス トにない場合には追加します。

詳し くは p.9-14 の「Ghost ブート ウ ィザードへのネッ ト ワーク ド ラ イ
バの追加」 を参照して ください。

複数のド ライバをブートパッケージに追加できます。

詳し くは p.9-14 の「マルチカードテンプレート とブートディ スク」 を
参照して ください。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 次のいずれかを選択します。

■ ［PC-DOS を使う (P)］

PC-DOS をブートディ スクに入れます。

■ ［MS-DOS を使う (M)］

MS-DOS をブートディ スクに入れます。

詳し くは p.9-19 の 「DOS のバージ ョ ンの選択」 を参照して ください。

6 MS-DOS を使う場合には ［MS クライアントの取得 (C)］ をク リ ックし、
Microsoft ク ライアン ト ファ イルを含めるために MS-DOS ク ラ イアン
ト ファ イルを参照します。

MS-DOS を使う場合には Microsoft DOS ク ラ イアン ト ファ イルが必要
です。このファ イルをブートパッケージに含めるには、その前にGhost
ブート ウ ィザードコンピュータにファイルをインス トールする必要が
あ り ます。 通常このファイルは C:\Net にインス トールします。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 ［クライアン ト コンピュータ名 (C)］ フィールドにクライアン ト コン
ピュータの名前を半角英数字で入力します。

こ こにはフロッピーディ スクからの起動後のコンピュータの名前を指
定します。 この名前は Windows のコンピュータに指定した名前と同
じにする必要はあ り ません。複数のディ スクを作成する場合は以降の
ディ スクで名前の重複がないよ うに、コンピュータ名に数字が追加さ
れます。

9 ［ユーザー名 (U)］ フィールドにブートディスクがネッ ト ワークへの
ログオンに使うユーザー名を半角英数字で入力します。
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このユーザーはネッ ト ワーク上で存在する必要があ り、使いたいファ
イルやディレク ト リに対し十分なアクセス権が必要です。

10 ［ド メ イン (D)］ フ ィールドにそのユーザーが所属するド メ インを半
角英数字で入力します。

11 ［ド ライブ名 (L)］ フィールドでマップ済みドライブ経由でネッ ト
ワーク共有にアクセスするためのド ライブ名を選択します。

これはコンピュータに接続したハードディ スク ド ライブであるかのよ
うに表示されます。

12 ブートパッケージがコンピュータの起動時にド ライブをマップしない
よ うにするには ［< なし >］ を選択します。

この場合は、 コンピュータの起動後に DOS プロンプ トでド ラ イブを
マップします。

13 ［マップ先 (M)］ フィールドにネッ ト ワーク共有の完全 UNC パスを
入力します。

たとえば、 Boss という名前のコンピュータ上の Ghost とい う名前の
共有フォルダにアクセスする場合、 UNC パスは \\Boss\Ghost です。

14 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

15 次のいずれかの操作をします。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがある場合には ［DHCP で IP 設
定を割り当てる (D)］ を選択します。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがない場合には ［固定 IP アドレ
スを割り当てる (S)］ を選択してこのオプシ ョ ンの下にあるフ ィー
ルドに入力します。これらのフ ィールドの値についてはネッ ト ワー
ク管理者に問い合わせてください。

16 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

17 ［フロッピーディスク ドライブ (D)］ フィールドに適切なドライブ名
を入力します。

18 ［作成するディスクの数 (U)］ フ ィールドに作成したいディスクの数
を入力します。

19 ディスク作成の前にディ スクをフォーマッ トするには ［まずディ スク
をフォーマッ トする (F) ( 推奨 )］ にチェッ クマークを付けます。

20 クイックフォーマッ ト を実行するには ［クイックフォーマッ ト (Q)］
にチェッ クマークを付けます。

21 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。
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CD-ROM サポート付きブートディスク  

CD-ROMサポート付きブートディ スクを使う と CD-ROM上に格納されて
いるイ メージにアクセスできます。

CD-ROM サポート付きブートディスクを作成するには 

1 Ghost ブート ウ ィザードウ ィンドウで ［CD-ROM ブートディスク］ を
選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 次のいずれかを選択します。

■ ［PC-DOS を使う (P)］

PC-DOS をブートディ スクに入れます。

■ ［MS-DOS を使う (M)］

MS-DOS をブートディ スクに入れます。

詳し くは p.9-19 の 「DOS のバージ ョ ンの選択」 を参照して ください。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 Ghost 実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョンの Ghost
を使いたい場合には正しいパスを［Ghost.exe］フ ィールドに入力します。

この実行可能ファ イルのデフォル トパスが ［Ghost.exe］ フ ィールド
に表示されます。

6 ［パラ メータ (P)］ フィールドに必要なコマンドラインパラ メータを
入力します。

詳し くは p.9-17 の 「ブートパッケージへのコマンド ラ インパラ メー
タの追加」 を参照して ください。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 ［フ ロッピーディスクドライブ (D)］ フ ィールドに適切なドライブ名
を入力します。

9 ［作成するディスクの数 (U)］ フ ィールドに作成したいディスクの数
を入力します。

10 ディスク作成の前にディ スクをフォーマッ トするには ［まずディ スク
をフォーマッ トする (F) ( 推奨 )］ にチェッ クマークを付けます。

11 クイックフォーマッ ト を実行するには ［クイックフォーマッ ト (Q)］
にチェッ クマークを付けます。

12 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。 
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コンソールブートパーティショ ンが入ったブートイメージの作成

コンソールブートパーティシ ョ ンが入ったイ メージを作成できます。 こ
のイ メージをク ラ イアン ト コンピュータにインス トールしてコンソール
による リモート制御を可能にします。

詳し くは p.3-3 の 「コンソールク ライアン トのインス トール」 を参照して
ください。

コンソールブートパーティションが入ったブートイメージを作成するには

1 Ghost ブート ウィザードウ ィンドウで ［コンソールブートパーティ
シ ョ ン］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 ク ラ イアン ト コンピュータにインス トールされているネッ ト ワーク
カードの製造元とモデルに合ったネッ ト ワーク ド ライバを選択します。

正しいド ラ イバが リ ス トにない場合には追加します。

詳し くは p.9-14 の「Ghost ブート ウ ィザードへのネッ ト ワーク ド ラ イ
バの追加」 を参照して ください。

複数のド ライバをブートパッケージに追加できます。

詳し くは p.9-14 の「マルチカードテンプレート とブートディ スク」 を
参照して ください。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 Ghost 実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョンの
Ghost を使いたい場合には正しいパスを ［Ghost.exe］ フ ィールドに
入力します。

この実行可能ファ イルのデフォル トパスが ［Ghost.exe］ フ ィールド
に表示されます。

6 DOS 版 Ghost クライアン トの実行可能ファイルを移動した場合また
は異なるバージ ョ ンを使いたい場合には正しいパスを ［Ngctdos.exe］
フ ィールドに入力します。

この実行可能ファイルのデフォルトパスが ［Ngctdos.exe］ フ ィールド
に表示されます。

7 Ghost Walker の実行可能ファイルを移動した場合または異なるバー
ジ ョ ンを使いたい場合には正しいパスを ［Ghstwalk.exe］ フ ィールド
に入力します。

この実行可能ファ イルのデフォルトパスが ［Ghstwalk.exe］ フ ィール
ドに入力されます。
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ブートディスクとブートイメージの作成
8 必要であれば ［コンピュータグループ］ にコンピュータグループフォ
ルダを入力します。

コンソールク ライアン トがネッ ト ワーク上で初めて発見されたと き、
デフォルト フォルダのコンピュータグループ部分にそのアイコンが作
成されます。 DOS コンソールク ライアン トのコンピュータは発見さ
れる と きにアダプタアド レスによってのみ識別されます。 グループ
フォルダを指定する と コンピュータを識別しやすくな り ます。

9 次のいずれかの操作をします。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがある場合には ［DHCP で IP設
定を割り当てる (D)］ を選択します。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがない場合には ［固定 IP アドレ
スを割り当てる (S)］ を選択してこのオプシ ョ ンの下にあるフ ィー
ルドに入力します。

10 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

11 イ メージファイルの名前と説明を入力します。

12 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

RIS をサポートするブートパッケージ

Ghost ブート ウ ィザード RIS は PC-98 仕様のコンピュータの PXE 機能を
補強して Windows 2000 にリモート インス トールサービスを提供します。
Ghost は Microsoft Windows の個別サポート付きですべてのコンピュータ
オペレーティングシステムの配置または移行に適したク ローン作成ソ
リ ューシ ョ ンを提供します。 Ghost は Microsoft 社の SysPrep ツールで準
備された Windows システムと も連携して働きます。

Ghost ブート ウ ィザードで RIS ブートパッケージを作成できるのは RIS が
インス トールされた Windows 2000/XPサーバーで動作中の場合のみです。
フロ ッピーディ スクは必要あ り ません。エン ト リは RIS メニューに表示さ
れます。

このオプシ ョ ンが表示されるのはコンピュータに Microsoft 社の RIS がイ
ンス トールされている場合のみです。

RIS をサポートするブートディスクを作成するには

1 Ghost ブート ウィザードウ ィンドウで ［Microsoft RIS ブートオプショ
ン］ を選択します。

2 汎用 PXE パケッ ト ドライバテンプレートを選択します。

3 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

4 次のいずれかの操作をします。
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■ Ghost をロードするブートパッケージを作成するには ［Symantec 
Ghost(G)］ を選択します。 実行中の GhostCast サーバーに接続し
て、 ク ライアン ト との間でイ メージファ イルを転送できます。

■ DOS版 GhostCast サーバーをロードするブートパッケージを作成す
るには ［DOS 用の Symantec GhostCast サーバー］ を選択します。

5 次のいずれかの操作をします。

■ Ghost 実行可能ファイルを移動した場合または異なるバージョン
の Ghost を使いたい場合には正しいパスを ［Ghost.exe］ フ ィー
ルドに入力します。

■ GhostCast サーバーの実行可能ファイルを移動した場合または異
なるバージ ョ ンの GhostCast サーバーを使いたい場合には正しい
パスを ［Dosghsrv.exe］ フ ィールドに入力します。

6 ［パラ メータ (P)］ フィールドに必要なコマンドラインパラ メータを
入力します。

詳し くは p.9-17 の 「ブートパッケージへのコマンド ラ インパラ メー
タの追加」 を参照して ください。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 ［RIS ブート メニュー名 (M)］ フ ィールドに RIS ブート メニューに表示
する名前を入力します。

このメニュー項目を選択する と、ク ライアン ト コンピュータがブート
ディ スクなしでネッ ト ワークカードから起動します。

9 ［RIS ブートの説明 (D)］ フィールドにブートパッケージの説明を入
力します。

このテキス トはメニューオプシ ョ ンを選択したときにヘルプメ ッセー
ジと して表示されます。

10 複数の言語がある場合にはいずれかを選択します。

11 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

ネッ トワークからのクライアン ト コンピュータの起動

フロ ッ ピーディ ス ク を使わないでネッ ト ワークから ク ラ イアン ト コン
ピュータを起動するためのイ メージファ イルを作成できます。

ネッ トワークからクライアン ト コンピュータを起動するイメージ
ファイルを作成するには

1 Ghost ブート ウィザードウ ィンドウで ［TCP/IP ネッ ト ワークブート
イ メージ］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。
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ブートディスクとブートイメージの作成
3 汎用 PXE パケッ ト ドライバテンプレートを選択します。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

5 次のいずれかの操作をします。

■ Ghost クライアン トをブートパッケージに含めるには ［Symantec 
Ghost(G)］ を選択します。

Ghost 実行可能ファイルのデフォルトパスが ［Ghost.exe］ フ ィー
ルドに入力されます。 この実行可能ファイルを移動した場合また
は異なるバージ ョ ンの Ghost を使いたい場合には正しいパスを入
力します。

■ DOS 版 GhostCast サーバーをブートパッケージに含めるには ［DOS
用の Symantec GhostCast サーバー］ を選択します。

DOS 版 GhostCast サーバーの実行可能ファイルのデフォルトパス
が ［Dosghsrv.exe］ フ ィールドに入力されます。 この実行可能
ファイルを移動した場合または異なるバージ ョ ンのサーバーを使
いたい場合には正しいパスを入力します。

6 ［パラ メータ (P)］ フィールドに必要なコマンドラインパラ メータを
入力します。

詳し くは p.9-17 の 「ブートパッケージへのコマンド ラ インパラ メー
タの追加」 を参照して ください。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

8 次のいずれかの操作をします。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがある場合には ［DHCP で IP設
定を割り当てる (D)］ を選択します。

■ ネッ ト ワーク上に DHCP サーバーがない場合には ［固定 IP アドレ
スを割り当てる (S)］ を選択してこのオプシ ョ ンの下にあるフ ィー
ルドに入力します。これらのフ ィールドの値についてはネッ ト ワー
ク管理者に問い合わせてください。

9 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

10 ［イ メージファ イル］ フ ィールドにイ メージファ イルのファ イル名を
入力します。

このイ メージはいずれの BOOTP/TFTP サーバーでも使えます。

11 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。
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マルチカードテンプレート とブートディスク  

マルチカードテンプレート を使う と、 いくつもの NDIS2 ド ラ イバが入っ
たブートパッケージを作成できます。 コンピュータの起動時に、 特別な
マルチカード ド ラ イバがコンピュータのハード ウェアを調べて、 いずれ
かの NDIS2 ド ラ イバを使ってインス トール済みのネッ ト ワークカードに
アクセスできるかど うかを確認します。 

単一の LAN で何種類ものモデルや製造元のネッ ト ワークカードを使う こ
とがよ く あるため、 マルチカードテンプレー トは便利です。 単一のブー
トパッケージを作成し、 修正なしですべてのク ラ イアン ト コンピュータ
で使えます。

使用上の制限についてはソフ ト ウェア使用許諾契約を参照して ください。

マルチカードテンプレート を作成するには 

1 ネッ ト ワークインターフェースカードのウ ィンドウで ［マルチカード
テンプレート ］ を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 NDIS2 ドライバのリ ス トで必要なドライバを選択します。

ブートパッケージからフロ ッピーディ スクを作成する場合にはフロ ッ
ピーディ スク上の領域に制限があるため選択する ド ラ イバ数は4また
は 5 を超えない程度にします。

4 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

Ghost ブートウィザードへのネッ トワーク ド ライ
バの追加 

Ghost ブート ウ ィザードには 80 を超えるネッ ト ワーク インターフェース
カードに対する ド ラ イバが入っています。 ド ラ イバが リ ス ト にない場合
には次回に必要になったと きに設定済みにするためにウ ィザードにその
ド ライバを追加できます。 

Ghost ブートウィザードへのネッ トワーク ド ライバの追加を開始す
るには

1 ブートパッケージウィンドウで作成したいブートパッケージの種類
を選択します。

2 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

3 ［追加 (A)］ をク リ ッ クします。
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Ghost ブートウィザードへのネッ トワークドライバの追加
4 次のいずれかを選択します。

■ ［パケッ ト ド ライバ (P)］

■ ［NDIS2 ドライバ (N)］

多くの場合、 両方のド ラ イバがネッ ト ワークカードに付属するので、
使う方のド ライバを選択して ください。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

Ghost ブートウィザードへのパケッ ト ド ライバの追加

パケッ ト ド ラ イバは通常、Ghost をロードする前に Autoexec.bat ファ イル
からロードする DOS 実行可能ファ イル（拡張子が .com または .exe のファ
イル） です。Ghost はパケッ ト ド ライバと直接通信してネッ ト ワークカー
ドが提供するサービスを使います。

Ghost ブートウィザードにパケッ ト ド ライバを追加するには

1 テンプレートのプロパティ ウ ィンドウの ［パケッ ト ド ライバ］ ページ
の ［ド ラ イ バ実行可能ファ イ ル (D)］ フィ ールド にパケッ ト ド ラ イ
バの場所を入力して、Ghost ブート ウ ィザードがそのファ イルを現在
のテンプレートにコピーできるよ うにします。

パケッ ト ド ライバは通常はネッ ト ワークカードに付属のド ライバディ
スクに入っています。ネッ ト ワーク インターフェースカードに付属の
元のディ スクからパケッ ト ド ラ イバをインス トールする場合、そのパ
ケッ ト ド ラ イバは Packet または Pktdrv というディ レク ト リの中にあ
るはずです。

2 ネッ ト ワークカードで必要な場合には ［パラ メータ (P)］ フィールド
にコマンド ラ インパラ メータを入力します。

これらのパラ メータはド ラ イバによって変わり、通常はプラグアンド
プレイのネッ ト ワークカードでは省略可能です。ネッ ト ワークカード
に付属のマニュアルを参照して ください。このマニュアルは多くの場
合、 Readme.txt ファ イル形式でド ラ イバ自体と同じディ レ ク ト リ に
入っています。

3 ［自動的に選択］ をク リ ックして、 Ghost がパケッ ト ドライバの情報
に基づいて 善のマルチキャス トモードを判断できるよ うにします。

自動選択のモードが働かない場合には受信モード 5 を試し、それも働
かない場合には受信モード 6 を試します。
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Ghost ブートウィザードへの NDIS2 ド ライバの追加

NDIS2 ド ラ イバは Microsoft 社のネッ ト ワーク ク ラ イアン ト と う ま く連携
して働きます。Ghost でも GhostCast に NDIS2 ド ラ イバを使います。NDIS2
ド ラ イバはDOSのConfig.sysファ イルからロードする DOS ド ラ イバです。

Ghost ブートウィザードに NDIS2 ド ライバを追加するには

1 テンプレートのプロパティウ ィンドウの ［NDIS ドライバ］ ページで
［セッ ト アップ (S)］ をク リ ッ ク します。

2 NDIS2 ドライバを見つけます。

多くの場合、 Ghost はネッ ト ワークに合った他のパラ メータを自動的
に判断できます。ド ラ イバが入っているディ レク ト リ を見つける場合
は Ndis または Ndis2 という名前のフォルダを検索します。DOS と OS2
のフォルダの選択肢がある場合には ［DOS］ を選択します。

3 NDIS2 ドライバの DOS ファイル名を入力します。

4 ［ド ライバ名 (D)］ フィールドにドライバの内部名を入力します。

ド ラ イバの内部名は Protocol.ini 設定ファイルの生成時に使われ、 必
ず $ で終わる必要があ り ます。 ［セッ ト アップ (S)］ でこのフ ィールド
が自動的に埋まらなかった場合にはド ライバ自体と同じディレク ト リ
にあるサンプルの Protocol.ini ファ イルを読んでド ライバ名を見つけ
ます。

5 ［パラメ ータ (P)］ フィ ールド に Protocol.ini 設定ファイルのパラメ ー
タを入力します。

［セッ ト アップ (S)］ を使ってこのページに自動的に入力する場合には
調整する必要のあるパラ メータが表示されます。大多数のプラグアン
ドプレイカードでは、すべてのパラ メータが省略可能なので、デフォ
ルト値を受け入れるかこのボックスを空のままにするこ とができます。

テンプレートのカスタマイズ

コンピュータに接続したネッ ト ワークデバイスを使うには追加のド ラ イ
バとプログラムが必要なこ とがあ り ます。 たとえば、 多くの USB ネッ ト
ワークデバイスではそのド ライバの前に USB ポート用の追加ド ライバを
ロードする必要があ り ます。

テンプレー ト にフ ァ イルを追加して、 生成されるブー ト パッケージの
Autoexec.bat ファ イルと Config.sys ファ イルをカスタマイズできます。 こ
れは DOS ド ライバか実行可能プログラムのいずれかですが、 任意の種類
のファ イルを追加できます。 テンプレート に追加されたファ イルはリ ス
トでボタンの右に表示されます。
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ブートパッケージへのコマンドラインパラメータの追加
このテンプレー ト をマルチカードテンプレート と して使う場合にはその
設定によって追加ファイルまたは修正内容が無効にされます。

ファイルをテンプレートで追加または削除するには

1 テンプレートのプロパティウ ィンドウの ［拡張］ ページで ［新規
(N)］ をク リ ッ ク します。

2 選択したファイルを リ ス トから削除するには ［削除 (D)］ をク リ ッ ク
します。

3 ［Autoexec.batに追加］ フィールドにドライバの追加 Autoexec.bat エン
ト リ を入力します。

エン ト リは Netbind.com またはパケッ ト ド ラ イバの実行可能ファ イル
などのネッ ト ワーク関連コマンド よ り も前に表示されます。

4 ［Config.sys に追加］ フィールドにドライバの追加 Config.sys エント リ
を入力します。

エン ト リはド ラ イバ関連デバイスのロード よ り も前に表示されるの
で、ネッ ト ワーク ド ラ イバのページで指定された主要なネッ ト ワーク
デバイスド ライバよ り も前にそのデバイスを有効にする ド ライバが確
実にロード されます。

ブートパッケージへのコマンドラインパラ メータ
の追加

Ghostに特定の処理の実行を指示するためにブートパッケージにコマンド
ラインパラ メータを入力できます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。
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次の例にあるパラ メータは、test という GhostCast セッシ ョ ンに接続して
ディ スク イ メージを 1 つ目のド ライブにロードするよ うに Ghost に指示
します。

次の例にあるパラ メータは、 メ インディ スクのバッ クアップイ メージを
作成して別のド ライブに保存するよ うに Ghost に指示します。

-clone,mode=dump,src=1,dst=d:¥backups¥maindrv.gho

スイッチ 説明

-sure 指定した詳細を確認する必要があ り ません。

-rb クローン操作の後ですぐに再起動します。

-clone パラ メータ src=@mctest と dst=1 と一緒に使います。

@mc の後に続くのが GhostCast セッシ ョ ン名です。この場合、セッ
シ ョ ン名は test です。

セッシ ョン名はクライアン ト とサーバーで一致する必要があります。

dst=1 は固定ディ スク 1 がコピー先であるこ とを意味します。

クローンパラメータ 説明

mode=dump イ メージをダンプします。

src=1 ド ライブ1をコピー元ドライブとして指定します。

dst=D:\Backups\Maindrv.gho イ メージをファイル D:\Backups\Maindrv.gho に
保存します。
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-ja=< セッシ ョ ン名 > スイ ッチを使う と ク ラ イアン ト コンピュータごとに
GhostCast セッシ ョ ン名パラ メータを指定する必要がなくな り ます。

詳し くは p.12-8 の 「サーバーからの GhostCast セッシ ョ ンの制御」 を参
照して ください。

DOS のバージ ョ ンの選択

Ghostブート ウ ィザードのブートディ スクには IBM DOSが入っています。
ただし、 IBM DOS のブートディ スクでは一部のコンピュータが起動しな
いこ とがあ り ます。 ブー ト ディ ス クの作成時に IBM DOS の代わ り に
MS-DOS を追加できます。

MS-DOSを使う場合にはブートディスクを作成するコンピュータにMS-DOS
ファ イルをインス トールする必要があ り ます。 Windows 9x コンピュータ
でフォーマッ ト済みフロ ッピーディ スクを使ってブートディ ス クの作成
中に MS-DOS ファ イルをインス トールできます。

MS-DOS ファイルをコンピュータにインス トールするには

1 空 （または消去していい） フロッピーディスクを Windows 9x コンピュー
タのド ラ イブ A に挿入します。

2 マイコンピュータアイコンをダブルク リ ックします。

3 ドライブ A を右ク リ ックしてから ［フォーマッ ト (M)］ を選択します。

4 ［システムファイルのコピー (Y)］ にチェックマークを付けます。

5 Ghost ブート ウィザードを実行中のコンピュータのドライブ A にフォー
マッ ト済みフロ ッピーディ スクを挿入します。
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10
コンソールの追加
オプシ ョ ン

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost コンソール活動の監視

■ 設定サーバーの起動

■ Ghost コンソールオプションの設定

■ Ghost コンソールのセキュ リティ

Ghost コンソール活動の監視

タスクまたはク ラ イアン ト コンピュータの履歴を見直すには各種のログ
または概略を表示できます。

ログ / 概略 説明

タスク ログ すべてのタスクについての実行履歴

詳し くは p.10-2 の 「タスクログを表示するには」 を
参照して ください。

コンソールログ コマンド ラインまたはスケジューラからタスクを実行
中に起きたすべてのステップのログ

詳し くは p.10-2 の 「コンソールログを表示するには」
を参照して ください。

ク ライアン トの概略 クライアン ト コンピュータについてのすべての実行の
概略

詳し くは p.10-3 の 「ク ラ イアン トの概略を表示する
には」 を参照して ください。
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第 10 章　 コンソールの追加オプシ ョ ン 
タスクログを表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［タスクログ (K)］ を選択します。

3 タス ク ログウ ィ ン ド ウの表示メニューで次のいずれかのソー ト オプ
シ ョ ンを選択します。

コマンド ラインから実行するタスクはいずれもユーザー名コマンドで
ログに記録されます。

タスクが正常に完了できない場合にはタスクログに利用可能ならば診
断データが格納されます。

コンソールログを表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［タスクログ (K)］ を選択します。

イベン ト ログ あるタスクについてのすべてのコンピュータのすべて
のイベン トの履歴

詳し くは p.10-3 の「イベン ト ログを表示するには」 を
参照して ください。

Ghost エラーファイル タスクが失敗した場合にクライアン ト コンピュータ上
に作成されるエラーファイル

詳し くは p.10-3 の「イベン ト ログを表示するには」 を
参照して ください。

イベン トの詳細 クライアン トの概略またはイベン ト ログの項目の詳細

詳し くは p.10-3 の 「イベン トの詳細を表示するには」
を参照して ください。

アクティブタスク 現在実行中のタスクのリス トを表示する別のウィンドウ

詳し くは p.10-4 の 「アクティブタスクを表示するに
は」 を参照して ください。

■ ［日時でソート (T)］ 実行の日時

■ ［ユーザーでソート (U)］ ログオンウ ィンド ウのユーザー名

■ ［名前でソート (N)］ タスクタイ トル

ログ / 概略 説明
10-2



Ghost コンソール活動の監視
3 タスクログウ ィンドウでタスクを選択し、 表示メニューの ［ログ
(L)］ を選択します。

詳し くは p.G-5 の「コマンド ラインタスクまたはスケジュール設定済
みタスクの実行」 を参照して ください。

クライアン トの概略を表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［タスクログ (K)］ を選択します。

3 タスクログウ ィンド ウでタスクを選択し、 表示メニューの ［ク ライア
ン トの概略 (C)］ を選択します。

4 ク ライアン トの概略ウ ィンドウでいずれかの項目をダブルク リ ッ ク し
てイベン ト ログを開きます。

イベン ト ログを表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［タスクログ (K)］ を選択します。

3 タスクログウ ィンド ウでタスクを選択し、 表示メニューの ［イベン ト
ログ (E)］ を選択します。

4 イベン ト ログウ ィンドウの表示メニューで次のいずれかのソートオプ
シ ョ ンを選択します。

5 イベン ト ログウ ィンドウで完了していない操作を選択し、 表示メニュー
の［エラーファイル(E)］を選択するとGhostエラーログが表示されます。

イベン トの詳細を表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［タスクログ (K)］ を選択します。

3 タスクログウ ィンド ウでタスクを選択し、 表示メニューの ［イベン ト
ログ (E)］ を選択します。

4 イベン ト ログウ ィンドウで操作を選択し、 表示メニューの ［イベン ト
の詳細 (D)］ を選択します。

■ ［日時でソート (T)］ 実行の日時

■ ［操作でソート (S)］ タスク内の操作のアルファベッ ト順ソート

■ ［クライアン トでソート (C)］ コンピュータ名
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アクテ ィブタスクを表示するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost コ
ンソール］ の順に選択します。

2 表示メニューで ［アクティブタスクペイン (P)］ を選択します。

設定サーバーの起動

設定サーバーはタス クの実行と ク ラ イアン ト との通信を管理します。 通
常、 設定サーバーはバッ クグラウン ドで動作し、 直接アクセスする必要
はあ り ません。

ただし、 何らかの理由でその必要がある場合には Ghost コンソールから
設定サーバーを手動で起動できます。 たとえば、 誤って設定サーバーを
シャ ッ ト ダウンした場合などです。

設定サーバーを起動するには

■ Ghost コンソールのファイルメニューで ［サーバーを起動 (L)］ を選択
します。

この項目は設定サーバーがすでに動作中の場合には利用できません。

Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定

Ghost コンソールでは次のユーザーオプシ ョ ンを設定できます。

■ ユーザーがコンソールを開く ときの省略可能な起動画面とウィザード

■ Ghost の透かしをオフにする

詳し くは p.2-10 の 「Ghost のアクセシビ リティ機能」 を参照して くだ
さい。

■ タスクをログに保存しておきたい日数

■ クライアン ト コンピュータからのタスクの開始を許可する

タスクをク ライアン トから実行するよ うに設定してあればタスクの実
行をク ライアン ト コンピュータから開始できます。これによ りエンド
ユーザーはタスクを実行でき、管理者はコンソールコンピュータに戻
らないでク ライアン トからすぐにタスクを実行できます。

■ ある タス クを実行し よ う と している こ と を ク ラ イアン ト に警告し、
ユーザーがそのタスクを中止できるよ うにする
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Ghost コンソールオプションの設定
■ コンソールクライアン ト コンピュータからコンソールに状態レポート
を送信する頻度を設定する

これによ り必要に応じてネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを減少できます。
こ うする と コンピュータが WAN 経由でネッ ト ワークに接続している
場合に役立ちます。ク ライアン トのハート ビートは各サブネッ ト と各
ク ラ イアン ト コンピュータに対しても設定できます。ク ラ イアン トの
ハート ビート を 0 に設定した場合、ク ラ イアン ト コンピュータの状態
はコンソールに表示されません。

詳し くは p.4-7 の 「サブネッ ト内のコンピュータに対するプロパティ
の設定」 と p.4-10 の 「ク ラ イアン ト コンピュータのハート ビート間
隔の設定」 を参照して ください。

■ データ転送モードを設定する

ネッ ト ワークハードウェア設定に応じてデータ転送モードを設定でき
ます。ネッ ト ワーク帯域幅の限度との組み合わせによ り、ネッ ト ワー
ク経由でイ メージファ イルを転送する方法を 適化できます。この設
定は全般的にタスクやタスクの 1 回の実行に合わせて変更できます。

詳し くは p.5-5 の「ネッ ト ワーク経由のデータ転送の 適化」、p.12-12
の 「データ転送モードの設定」、 p.12-14 の 「ネッ ト ワーク帯域幅の量
の制御」 を参照して ください。

■ ネッ ト ワーク帯域幅の量を制御する

Ghost を使う と ク ローン作成中にイ メージファイルを転送する と きに
使うネッ ト ワーク帯域幅の量を制御できます。この機能によ りネッ ト
ワークがGhostCast ト ラフ ィ ッ クで過負荷状態になるのを避けるこ と
ができます。

詳し くは p.12-14 の 「ネッ ト ワーク帯域幅の量の制御」 を参照して く
ださい。

■ 仮想パーティションのサイズを設定する

必要に応じて仮想パーテ ィシ ョ ンのサイズを変更できます。 たとえ
ば、大きな実行可能ファイルを仮想パーティシ ョ ンに転送する必要が
ある場合です。

■ クライアン トが接続するまで設定サーバーが待つ時間 （秒）

■ 差分バックアップを格納するフォルダ

■ 仮想パーティションのデフォルトの DOS のバージョンを設定する

ク ライアン トに仮想パーティシ ョ ンを作成する場合にインス トールす
るデフォルトの DOS のバージ ョ ンを選択できます。 ク ラ イアン ト コ
ンピュータは選択したバージ ョ ンの DOS で動作します。 MS-DOS は
コンピュータにインス トール済みの場合にのみ選択できます。

詳し くは p.9-19 の 「DOS のバージ ョ ンの選択」 を参照して ください。
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起動画面とウィザードのオプシ ョ ンを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 起動画面を表示するには ［環境設定］ ページで ［起動時に起動画面を
表示する (S)］ にチェッ クマークを付けます。

3 ウ ィザード画面を表示するには ［起動時にコンソールウ ィザードを表
示する (W)］ にチェッ クマークを付けます。

4 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

Ghost コンソールで Ghost の透かしをオフにするには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［環境設定］ ページで ［透かしを表示する (M)］ にチェックマークを
付けます。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

クライアン トの開始タスクを許可するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ク ライアン ト コンピュータからタスクの実行を開始するのを許可する
ために ［ク ラ イアン ト ］ ページで ［ク ラ イアン ト ユーザーインター
フェースを有効にする (E)］ にチェッ クマークを付けます。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

タスクログオプシ ョ ンを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。
10-6



Ghost コンソールオプションの設定
2 ［環境設定］ ページでタスクをログに保存しておきたい日数を入力し
ます。

タスクをログに保存しておける 大期間は 1 年間です。

3 すぐにタスクログを消去するには ［ログを消去 (L)］ をク リ ッ クします。

4 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

タスクについてクライアン トに警告するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［クライアン ト ］ ページの ［タスクを開始する (W)］ フィールドの ［秒
前にク ライアン トに警告する］ に秒数を入力します。

これでタスクを実行する前にク ライアン ト コンピュータ上に指定の秒
数の間だけ警告メ ッセージが表示されます。

3 ユーザーがタスクを中止できるよ うにするには ［ユーザーに操作の中
止を許可する (U)］ にチェッ クマークを付けます。

4 ユーザーが警告メ ッセージに応答しないと きにタスクを続行するには
［ユーザーの介入がなければ操作を進める (P)］にチェ ッ クマークを付
けます。

5 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

クライアン トのハート ビート を設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ク ライアン ト コンピュータからコンソールに状態レポート を送信する
割合を設定するために ［ク ラ イアン ト ］ ページの ［間隔 (I)］ フ ィー
ルドに秒数を入力します。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

データ転送モードを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［データ転送］ ページで次のいずれかを選択します。

■ ［マルチキャス ト (M)］

データ転送モードをマルチキャス トに設定します。

■ ［サブネッ トブロードキャス ト (B)］

データ転送モードをサブネッ トブロードキャス トに設定します。

■ ［ユニキャス ト (U)］

データ転送モードをユニキャス トに設定します。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。
10-7



第 10 章　 コンソールの追加オプシ ョ ン 
ネッ トワーク帯域幅の量を設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［データ転送］ ページで次のいずれかまたは両方の操作をします。

■ イ メージをロードするときの限度を設定するために ［ロード時 (L)］
にチェッ クマークを付けて MB/ 分単位の 大値を入力します。

■ イ メージをダンプするときの限度を設定するために ［ダンプ時 (D)］
にチェッ クマークを付けて MB/ 分単位の 大値を入力します。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

仮想パーティシ ョ ンのサイズを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［クライアン ト ］ ページの ［サイズ (S)］ フィ ールドに仮想パーティ ショ
ンのサイズを入力します。

このフ ィールドで設定できる 大サイズは 16MB です。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

設定サーバーの時間切れオプシ ョ ンを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［環境設定］ ページの ［設定サーバー待機 (C)］ フ ィールドの ［秒待
つ］ に設定サーバーがクライアン ト を待つ秒数を入力します。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

差分バックアップの場所を設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［環境設定］ ページでバックアップを格納したい場所を入力します。

これは必要に応じて変更できます。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

デフォルトの DOS のバージョ ンを設定するには

1 ツールメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［クライアン ト ］ ページで次のいずれかを選択します。

■ ［PC-DOS］

デフォルトの DOS のバージ ョ ンを PC-DOS に設定します。

■ ［MS-DOS］

デフォルトの DOS のバージ ョ ンを MS-DOS に設定します。
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MS-DOS はコンソールサーバーにインス トール済みの場合にのみ
選択できます。

3 ［適用 (A)］ をク リ ッ クします。

Ghost コンソールのセキュリテ ィ

Ghostコンソールサーバーと ク ラ イアン トは公開キー暗号化の技法を使っ
てサーバーをク ラ イアン ト に対して認証します。 これによ り権限のある
サーバーだけがク ラ イアン ト コンピュータの リモー ト制御、 ク ローン作
成、 再設定をするよ うにな り ます。 Ghost コンソールサーバーのインス
トール中に公開認証ファ イルと専用認証ファ イルが生成されます。 これ
らのファ イルの名前は Pubkey.crt と Privkey.crt です。

専用認証は安全に守る必要があ り ます。 権限のないユーザーがそれをコ
ピーした場合、セキュ リ ティが低下します。専用認証を誤って削除し、そ
の複製がほかにない場合には新しい認証の組を生成し、 公開認証をすべ
てのク ライアン トに配布します。

詳し くは p.10-10 の 「新しい認証の生成」 を参照して ください。

ク ラ イアン トはサーバーと通信する と き、 チャレンジ / レスポンス認証
を使います。 この操作を実行するためにク ライアン トにはサーバーの公
開認証が必要です。 したがって、 サーバーの公開認証はすべてのク ライ
アン トに配布する必要があ り ます。

Windowsク ライアン トはコンソールと通信するために公開認証を必要と し
ます。 コンソールク ラ イアン ト をインス トールする と き、 ク ラ イアン ト
はコンソールコンピュータ名を要求します。 これは Windows コン ト ロー
ルパネルの ［ネッ ト ワーク］ の設定で指定した Windows コンピュータ名
です。 ク ライアン トはこの名前を使って正しいコンソールと通信します。

ク ラ イアン ト コンピュータをブートパーティシ ョ ン付きでインス トール
する場合、 Ghost ブート ウ ィザードでブートディ ス ク とブー トパーティ
シ ョ ンイ メージファ イルを生成できます。 このウ ィザードをコンソール
サーバーから使い、 コンソールク ラ イアン ト を含むすべてのブートパー
ティシ ョ ンイ メージファ イルと一緒に正しい公開認証ファ イルが自動的
に含まれるよ うにして ください。 ク ラ イアン ト を仮想パーティシ ョ ン付
きでインス トールする場合、 この処理は自動的に実行されます。

ブートパーテ ィシ ョ ン認証の更新

社内に複数の Ghost コンソールがあ り、 ク ラ イアン ト を 1 つのコンソー
ルから別のコンソールに移動したい場合にはク ラ イアン ト上の公開認証
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を更新する必要があ り ます。 ク ラ イアン ト に対してタスクを実行する と
この処理は自動的に実行されます。

NT コンピュータの場合はク ライアン ト コンピュータに対して リモート ク
ライアン ト インス トールを実行する必要があ り ます。

9x コンピュータの場合はク ライアン ト をアンインス トールしてから再イ
ンス トールする必要があ り ます。

それぞれのク ライアン トにはコンソールサーバー用の 2 つの認証があ り
ます。 1 つは Ghost ブートパーティシ ョ ンにあ り、 も う 1 つは Symantec
Ghost ディ レク ト リに Windows ク ラ イアン ト と一緒にあ り ます。

新しい認証の生成

専用認証を失った場合またはセキュ リ テ ィの低下が考えられる場合には
新しい認証の組を生成し、公開認証をすべてのクライアン トに配布します。

新しい認証を生成するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［ファイル名を指定して実行
(R)］ の順に選択します。

2 Ghost インス トールディレク ト リを参照します。

デフォルトディ レク ト リは C:\Program Files\Symantec\Ghost です。

3 ngserver.exe -keygen と入力します。
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11
イメージファイル
オプシ ョ ン

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost イ メージファイルについて

■ イ メージファイルと圧縮

■ イ メージファイルと CRC32

■ イ メージファイルとボリ ュームスパン

■ イ メージファイルとテープドライブ

■ イ メージファイルと CD ライター

■ Windows 2000 でのダイナミ ックディスクのクローン作成

■ ハイバネーションファイルとスワップファイル

Ghost イメージファイルについて

イ メージファ イルは Ghost 実行可能ファイル、GhostCast、Ghost コンソー
ルのいずれかを使って作成できます。

Ghost で作成したイ メージファ イルはデフォルトで拡張子 .gho が付きま
す。このイ メージファ イルはディ スク全体またはディ スクのパーティシ ョ
ンを格納します。 イ メージファ イルは次の内容をサポート します。

■ 各種の圧縮レベル

■ CRC32 のデータ整合性検査

■ 媒体ファイルの分割

■ ボリ ュームにまたがるスパン

Ghost イ メージにはディ スク上の実際のデータのみ格納されます。データ
が 600MB のみの 9GB ド ライブの場合、Ghost イ メージは約 600MB で、圧
縮を使う とそれよ り小さ くな り ます。
11-1



第 11 章　 イ メージファイルオプシ ョ ン 
イ メージファ イル用に付属するユーティ リ ティの Ghost エクスプローラ
を使えば、 ディ ス クまたはパーテ ィシ ョ ンの全体を復元しないでイ メー
ジファ イルから個々のファイルを選択して回復できます。

イメージファイルと圧縮

Ghost で作成したイ メージファ イルはいくつものデータ圧縮レベルをサ
ポート します。 Ghost を対話型モードで使った場合には 3 つの圧縮オプ
シ ョ ン （なし、 高速、 高圧縮） があ り ます。 Ghost コマンド ラ インスイ ッ
チの -z では 9 つの圧縮レベルを利用できます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

原則と して圧縮率が高いほど Ghost の動作は遅くな り ます。ただし、デー
タ転送のボ トルネッ クがある場合には圧縮によって速度が向上する可能
性があ り ます。 ローカルディ スク上にイ メージファ イルを作成する場合、
高圧縮と圧縮なし とでは速度が大き く変わり ます。 ネッ ト ワーク接続で
は、 高速圧縮は圧縮なし と同じ程度かそれ以上に高速にな り ます。 パラ
レルケーブルによる転送はケーブルで送信するバイ ト数が少な くてすむ
ため高圧縮は圧縮なしよ り も高速になる こ とがよ く あ り ます。 高圧縮イ
メージファ イルの圧縮解除は元の圧縮よ り も高速です。 選択する圧縮レ
ベルは個々の必要条件によって決ま り ます。

ネッ トワーク上での処理効率の予想

Ghost のメ リ ッ トの 1 つは速度です。 コンピュータの台数が 10 台でも
100 台でも、Windows 98 のよ う なオペレーティングシステムのインス トー
ルにかかる時間は分単位です。 多くの要因が処理効率に影響します。 い
ろいろな方法で Ghost が 適に動作しているかど うかを判断します。

ネッ ト ワーク上で Ghost を使う場合には高速圧縮オプシ ョ ンを使います。
ディ ス ク容量に余裕がない場合にはもっ と高い圧縮を使えますが、 速度
が影響を受けます。 ネッ ト ワーク上の 速の処理効率は通常、 GhostCast
で達成されます。

10Mbps の Ethernet ネッ ト ワークを使う と、 毎分 25 ～ 60MB のサーバー
速度が一般的です。 次の要因がこの範囲に影響します。

■ 新ドライバの使用

■ LAN ト ラフィ ック

■ ネッ ト ワークの HUB またはスイッチの選択 （種類とモデルなど）

■ 圧縮
11-2



イメージファイルとボリュームスパン
100MbpsのEthernetネッ ト ワーク上では、理想的な状態で毎分80～300MB
を達成できます。 この速度はコンピュータのハード ウェアと LAN の処理
効率の影響を受けます。 先端技術を用いたコンピュータ、 NIC 、 ハー
ドディ スクでは、 よ り高い処理効率が達成されます。

イメージファイルと CRC32

CRC は Cyclic Redundancy Check の略で巡回冗長検査を意味し、データエ
ラーの有無を調べる技法です。 CRC はイ メージファイルに書き込まれた
元のデータがディ ス クのデータ と同じになるよ うに保証します。 CRC32
の 32 という値は CRC で 32 ビッ ト値を使ってエラー検査情報を格納する
こ とを示します。 CRC32 を使う と イ メージファ イルのエラーを検出しや
すくな り ます。

イ メージファイルを作成する場合、ディ スクへのロード中にイ メージファ
イルの破損が検出されるよ うに CRC32 の詳細がファイルに埋め込まれま
す。 現在 CRC32 は FAT と Linux Ext2 のパーティシ ョ ンではファイル単
位、 NTFS パーティシ ョ ンでは MFT テーブル単位で含まれます。

イ メージファ イルのエラー検出以外に、 CRC の値はイ メージファイルと
パーティシ ョ ンまたはディ ス クが同じであるかど うかを検証するために
使われます。 これによ り通常のイ メージ検査中に見逃される こ とがある
不良セクタへの書き込みとその他のド ラ イブ異常を検出する追加の方法
が得られます。

コマンド ラ インスイ ッチ -CRC32 を使う と CRC の値と関連付けされた
ファイル属性の入ったテキス ト ファ イルを作成できます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

イメージファイルとボリュームスパン

イ メージは単一のファ イルに格納するこ と も、 複数のファ イルにまたが
るよ うに分割するこ と もできます。

標準イメージファイル

標準イ メージファ イルはディ スク全体または必要なパーティシ ョ ンの内
容が入った単一のファ イルで構成されます。 この種類のイ メージファ イ
ルはシステム設定を後で復元できるよ うにサーバーのネッ ト ワーク ド ラ
イブ上に格納する場合や、 イ メージファ イル全体を保持できる十分な大
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き さのボ リ ュームがあるその他のハードディ スク ド ラ イブやテープド ラ
イブ上にシステム設定を格納する場合に使います。

サイズ制限のマルチセグメン ト イ メージファイル

標準イ メージファイルにするこ とが現実的でない状況があ り ます。 Ghost
はユーザーが指定したサイズに限定した （スパンと も呼ばれる） セグ メ
ン ト にイ メージファ イルを分割できます。 たとえば、 ネッ ト ワーク ド ラ
イブ上に作成するファ イルのサイズを 100MB に制限して今後簡単に転送
できるよ うにしたい場合があり ます。 このイ メージファ イルをよ く使うの
は後で CD-ROM に転送するためにスパンサイズを 550MB に制限する場
合です。 デフォルトの （ 大） ファ イルサイズは 2GB です。

スパンイメージファイル

スパンイ メージファ イルはサイズ制限のマルチセグメン ト イ メージファ
イルに似ています。 イ メージの保存先である媒体の実際のボ リ ュームサ
イズによってイ メージファ イルの各セグ メン ト ファ イル （スパン） が制
限される点が違います。ド ライブとファ イル名はユーザーが指定でき、残
りのデータを保存する別のボ リ ュームまたは場所を要求するタイ ミ ング
は Ghost で選択できます。 これは MO、 LS120 スーパーディ スク、 その他
の種類のド ライブを使う場合に非常に役立ちます。

スパンはローカルで実行する必要があ り ます。 ピアツーピア接続 （LPT、
USB、 TCP/IP、 GhostCast） でスパンをしよ う とする と、 ディ スクがいっ
ぱいである こ とを示すエラーメ ッセージが表示されます。 ただし、 分割
はすべての状況で使えます。

Ghost では複数ボリ ュームにまたがると きにスパンのサイズを制限してど
のスパンも 大サイズを超えないよう にもできます。

すべてのイ メージファ イルについてコピー先ボ リ ュームを選択する場合
の唯一の制約はコピー先ボ リ ュームがコピー元の選択の一部であっては
いけないとい う点だけです。 たとえば、 ディ スク またはパーテ ィシ ョ ン
をイ メージに入れる場合、そのコピー元ディ スクまたはコピー元パーティ
シ ョ ンにコピー先ボ リ ュームがあってはいけません。

複数ボリュームにまたがるスパンとスパンサイズの制限

ディスクまたはパーティシ ョ ンからイ メージファ イルを作成する と き、コ
ピー先ド ラ イブでそのイ メージファ イルを格納する領域が不足するこ と
があ り ます。 そのよ う な場合には警告され、 スパンを有効にするかど う
かが質問されます。 イ メージが収まるかど うかを判断する場合、Ghost は
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圧縮によってイ メージのサイズが 3 分の 1 ほど減る と想定します。 また
は、 -span と -split のコマンド ラ インスイ ッチを使ってイ メージファ イル
分割を使う よ うに Ghost を設定できます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

イ メージファ イルにディ スク内容を保存する前にコピー元と コピー先の
詳細が表示され、 前に戻る機会が与えられます。 デフォル ト では前に戻
り ます。

処理が始まる と、コピー先ボ リ ュームがいっぱいになるまでイ メージファ
イルの作成が継続します。

Jaz ディ スクへのスパンを開始したと きに 3.0GB のド ライブを Jaz ディ ス
クでスパンしたい場合には Jaz ディ スク上で続行するよ うに選択できま
す。 異なる形式の媒体にまたがるよ うにしたい場合には異なる場所にま
たがるよ うにするためのオプシ ョ ンを選択できます。

スパンセグ メ ン ト を保存する場所とセグ メン ト ファ イル名を メモしてお
いてください。 選択した場所とファ イル名が Ghost によって記録される
こ とはあ り ません。

パーティシ ョ ンについての情報はイ メージファ イルの先頭に格納されま
す。 この情報は Ghost 処理の 後に更新されます。そのと き、 スパンセッ
トの 1つ目のディ スクを再び挿入するよ うに要求されるこ とがあ り ます。
イ メージからのロードのと きに Ghost はスパンセッ トの 1 つ目のディ ス
ク と以降のボ リ ュームを要求します。

スパンイメージからのロード

スパンイ メージファ イルからディ ス クまたはパーティシ ョ ンをロードす
る場合の処理は未スパンイ メージファ イルからロードする場合と同じで
す。 ただし、 スパンイ メージファ イルのロード中にイ メージファ イルス
パンの場所が要求されます。 スパンセグ メン ト の場所とファ イル名を覚
えておく必要があ り ます。

同じ形式の媒体上で続行できます。たとえば、当初のスパン Jaz ディ スク
から 3.0GBのド ライブを復元したい場合にはディ スクを交換して Jazディ
スクから続行できます。

確認メ ッセージの表示なしでスパンイ メージをロードするには Ghost メ
イン メニューの ［Options］ を選択して AutoName スイ ッチを設定します。

詳し くは p.15-15 の 「ク ローン作成タスクへのスイ ッチの追加」 を参照し
て ください。
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イメージファイルとテープドライブ

Ghost は SCSI テープド ライブをサポートするので単一のイ メージファ イ
ルをテープ上に格納できます。 テープ上に書き込む場合、 関連付けされ
たファ イルシステムは使われません。 つま り、 別の記憶ド ラ イブである
かのよ うにド ラ イブ名でテープにアクセスする こ とはできません。 SCSI
テープでは複数のテープにまたがるこ とはサポート されません。

Ghost でテープド ライブを使う場合は、 ［Look in］ でテープド ライブをコ
ピー元またはコピー先のデバイス と して選択できます。各 SCSI テープデ
バイスは MTx と示されます。 x は 0 から始まる番号で、 ド ラ イブがあれ
ば 1ずつ増えます。 たとえば、 次の画面はテープド ライブ MT0 が使える
こ とを示しています。

Ghost で SCSI テープド ライブにアクセスできるよ うにするには、 使う前
に DOS ASPI ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

詳し くは「付録 B ハード ウェアと転送方法の設定」を参照して ください。

Ghost はデフォルトモードでほとんどの SCSI テープデバイス と正常に動
作します。 古い形式の SCSI テープデバイスや信頼性の低いテープを使っ
た場合、 状況によっては Ghost を低速にするよ うに設定するか、 または
Ghost によるテープデバイスの使い方を変更しなければならないこ とが
あ り ます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost エクスプローラはテープ上に格納されたイ メージにアクセス
できません。
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イメージファイルと CD ライター

Ghost は SCSI と IDE の CD ラ イ ターをサポートするので、 単一のイ
メージファ イルを 1 枚以上の CD-R/RW に格納できます。CD は 新の任
意の CD リーダーで読み取れます。 USB の CD ラ イターは Ghost ではサ
ポート されません。

Ghost で CD ラ イターを使う場合は、 ［Look in］ でラ イターをコピー先デ
バイス と して選択できます。 各ライターは CD-Rx と示されます。 x は 1
から始まる番号で、 ライターがあれば 1 ずつ増えます。 たとえば、 次の
画面は CD ラ イターが使えるこ とを示しています。

Ghost で SCSI CD ライターにアクセスできるよ うにするには、 使う前に
DOS ASPI ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

詳し くは p.9-9 の 「CD-ROM サポート付きブートディ スク」 を参照して
ください。

Ghost は 2000 年以降に製造のほとんどの SCSI ラ イターと IDE ラ イター
で動作するはずです。古いモデルでは動作しないこ と もあ り ます。 CD ラ
イ ターには利用できる 新のファームウェアを使って ください。 IDE の
CD ラ イターは二次 IDE コン ト ローラにマウン ト された場合には 適の動
作を示します。

Ghost でテス ト済みの CD ライターの リ ス トが次に示すシマンテッ ク社の
サービス & サポートの Web サイ トで参照できます。

http://www.symantec.com/region/jp/support
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Ghost には空白の CD-R 媒体またはアンフォーマッ トの CD-RW 媒体を
使ってください。

CD 上にイ メージを作成する場合、 その CD はブート可能にできます。 こ
のためには CD ド ラ イバと MSCDEX をロード した適切なブートディ スク
が必要です。Ghost ブート ウ ィザードで適切なブートディ スクを自動作成
できます。

適切なド ライバと MSCDEX をロード したディ スクから開始します。Ghost
は他の媒体からの場合と同じよ うにCDからイ メージを復元するので、CD
リーダーには CD ド ラ イブ名が必要です。

詳し くは p.15-13 の 「CD-R/RW へのイ メージファ イルの保存」 を参照し
て ください。

Windows 2000 でのダイナミ ックディスクのク
ローン作成

Ghost ではダイナ ミ ッ クディ ス クの単純なボ リ ュームまたは ミ ラー化ボ
リ ュームのク ローンを作成できます。 スパンボ リ ューム、 ス ト ラ イプ化
ボ リ ューム、 RAID-5 ボ リ ュームのクローン作成は Ghost ではサポート さ
れません。ダイナミ ッ クディ スクセッ トにあるディ スク上のパーティシ ョ
ンのイ メージをイ メージファ イルにダンプできます。 ディ スクをダンプ
した場合にはディ スク上で Ghost がサポートするすべてのパーティシ ョ
ンがイ メージファ イルにダンプされます。

ダイナミ ッ クディ スクをサポートする操作は次のとおりです。

■ パーティション間クローン

■ パーティションからイ メージへのクローン

■ ディスク間クローン

■ ディスクからイ メージへのクローン

■ イ メージ検査

■ ディスク検査

■ CRC32

■ CRC32検証

ダイナ ミ ッ クディ ス クのイ メージは基本ディ ス クにのみ復元でき、 ダイ
ナ ミ ッ クディ ス クにはできません。 イ メージファ イルを基本ディ ス クに
復元した後で Windows 2000 のディ スクマネージャを使ってディ スクをダ
イナミ ッ クディ スクに変換できます。
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ハイバネーションファイルとスワップファイル
ダイナミ ッ クディ スクを削除するには GDisk を使います。 gdisk/mbr/wipe
スイ ッチを使ってすべてのパーティシ ョ ンをディ スクから削除します。た
だし、 この方法はディ スク上のすべてのデータを破壊します。

詳し くは p.20-6 の 「マスターブート レコードの再初期化」 を参照して く
ださい。

-ia （image all） スイ ッチを使う場合もダイナミ ッ クディ スクのディ スク イ
メージを撮るこ とができます。 -ia スイ ッチはセクタ単位でディ スク全体
をコピーします。 イ メージのロード先にするディ スクはすべての点でコ
ピー元ディ スク と同じである必要があ り ます。 この機能はバッ クアップ
の作成にのみ役立ちます。 -ia を使って作成したイ メージを異なる構造の
ド ライブにロード した場合、 Windows 2000 はダイナミ ッ クディ スクを認
識しません。

ダイナミ ッ クディ スクの -ia ディ スク イ メージを SCSI ハードディ スク ド
ライブにロード して Destination drive too small とい うエラーメ ッセージが
表示される場合には SCSI カード用の ASPI ド ラ イバをロードする必要が
あ り ます。 ASPI ド ラ イバがないと、 SCSI ド ラ イブの正しいサイズを認識
する とは限り ません。 そのため Ghost はド ライブがそのイ メージを保持
できる大きさであるかど うかを判別できません。

メモ  メモ  メモ  メモ  この方法は時間がかかり イ メージファ イルが非常に大き くなるため
ダイナミ ッ クディ スク全部のイ メージは撮らないでください。

ハイバネーシ ョ ンファイルとスワップファイル

イ メージファ イルまたはクローンの作成時に Ghost はハイバネーシ ョ ン
ファ イルと スワ ップファ イルのク ローンを作成しません。 これらのファ
イルは 1 回の Windows セッシ ョ ンのみで有効で、 イ メージファ イルはこ
れらのファ イルを含んでいる と非常に大き くな り ます。

Ghostはこれらのファイルをスキップするために次のよ うにファ イルシス
テムの種類によって異なる方法を実装します。

■ FAT ファイルシステムの場合はファイルはイメージファイルにもコ
ピー先ディスクにも含まれません。

■ NTFS ファイルシステムの場合は同じ名前のファイルがイメージファ
イルまたはコピー先ディ スクに作成されますが、 ファ イルの内容の
クローンは作成されません。

次のファイルはすべてのファイルシステムでスキップされます。
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■ 386Spart.par

■ Amizvsus.pmf

■ Dos data.sf

■ Ghost.dta

■ Hiberfil.sys

■ Hibrn8.dat

■ Hybern8

■ Navsysl.dat

■ Navsysr.dat

■ Pagefile.sys

■ Pm_hiber.bin

■ Save2dsk.bin

■ Saveto.dsk

■ Spart.par

■ Swapper.dat

■ Toshiber.dat

■ Virtpart.bin

■ Win386.swp
11-10



III
ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 で の

イ メ ー ジ フ ァ イ ル の

G h o s t C a s t

■ GhostCast を使ったイメージの作成とロード

■ コマンドラインからの GhostCast

■ GhostCast と IP アドレス





12
GhostCast を使ったイ
メージの作成とロード

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost の GhostCast について

■ GhostCast の準備

■ GhostCast サーバーの作成

Ghost の GhostCast について

GhostCast を使う と、 Ghost を実行中の複数のコンピュータがコンピュー
タネッ ト ワーク経由で同じ情報を同時に受信できます。 GhostCast サー
バーは Ghost 実行可能ファイル （Ghost.exe） と連携して働き、 モデルコ
ンピュータのイ メージファ イルを作成するかイ メージファ イルを複数の
ク ライアン ト コンピュータにロード します。

GhostCastサーバーはクローン作成タスクの実行中にイ メージファイルを
転送するために次の 3 種類のデータ転送形式をサポート します。

■ ユニキャス ト

■ サブネッ トブロードキャス ト

■ マルチキャス ト

GhostCastはワークステーシ ョ ンの移行と ロールアウ ト をもっ と効率的に
して複製するほ とんどのネッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を除去でき ます。
GhostCast は Windows インターフェース、 コマンド ラ インスイ ッチ、バッ
チファ イルのいずれかまたはそれらを組み合わせて使えます。

GhostCast では 2 つのアプリ ケーシ ョ ンが使われます。 1 つはネッ ト ワー
クサーバー上で使われ、 も う 1 つはク ローンを作成するそれぞれのクラ
イアン ト ワークステーシ ョ ン上で使われます。

■ GhostCast サーバーはイメージファイルを複数のクライアン トにロー
ドするか、 単一の接続済みク ライアン トからイ メージファ イルを作
成します。
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■ クライアン ト ワークステーション上で DOS 版 Ghost アプリケーション
（Ghost.exe） はイ メージファ イルを受信してローカルディ スクに書き
込みます。

GhostCast がサポートする内容は次のとおりです。

■ Ethernet ネッ ト ワーク

■ トークン リングネッ ト ワーク

■ イ メージファイルの作成

■ マルチキャス ト対応ルーター

■ BOOTP または DHCP を使った自動 IP アドレス選択

■ セッション開始のスケジューリング

■ パーティションのみの GhostCast

■ 複数の同時セッションまたはサーバーごとの 1セッション

GhostCast の準備

GhostCastの前に必要なソフ ト ウェアとハード ウェアを設定する必要があ
り ます。

GhostCast の準備をするには

1 ネッ ト ワークハードウェアを設定します。

■ ネッ ト ワークアダプタをインス トールします。

■ ケーブルを接続します。

■ 製造元のインス トールプログラムを使ってネッ ト ワークアダプタ
を設定します。

■ ネッ ト ワークアダプタのテス トプログラムを実行してネッ ト ワー
クアダプタ とケーブル配線を調べます。

2 IP とネッ ト ワークの設定を決定します。

■ BOOTP/DHCP か手動設定か

■ ネッ ト ワークアダプタドライバ

■ その他の全体的な必要条件

詳し くは 「第 14 章 GhostCast と IP アド レス」 を参照して ください。

3 プラッ ト フォームに一致する実行可能ファイルを選択します。
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GhostCast サーバーの作成
GhostCast サーバーは Windows と DOS の 2 つのプラ ッ ト フォームで
実行できます。それぞれのプラ ッ ト フォーム用に別々のサーバー実行
可能ファイルがあ り ます。

モデルコンピュータの作成

モデルコンピュータはク ラ イアン ト コンピュータのテンプレート と して
作成します。 これが Ghost イ メージ作成の 初のステップです。 すべて
のコンピュータに適用したい設定を使って1台のコンピュータのWindows
とそのすべてのド ライバのインス トールと設定をします。

Windows NT コンピュータのモデルコンピュータを作成する場合には米国
Symantec 社のサイ ト にあ る Online Knowledge Base article "Cloning a
Windows NT System"をGeneral Informationセクシ ョ ンで参照してください。

場合によっては重複しないハード ウェア設定ごとにモデルコンピュータ
を作成する必要があ り ます。 たとえば、 SCSI ディ スク と IDE ディ スクの
コンピュータが混在している と きにはそれぞれに別々のイ メージを作成
する必要があ り ます。ただし、Windows 2000/XP コンピュータでは異なる
ハードウェア設定の汎用テンプレート イ メージを作成するのに Microsoft
Sysprep が役立ちます。

イ メージを撮る前に Windows NT/2000/XP コンピュータがド メ インのメ
ンバーでないこ とを確認して ください。

GhostCast サーバーの作成

GhostCastサーバーはイ メージファ イルの複製を作成するかその複製を（1
つのサーバーと単一のイ メージファ イル、 そして 1 つのク ライアン ト ま
たは似たよ うなクライアン トのグループで構成される）セッシ ョ ンのGhost
ク ラ イアン トに配布します。 セッシ ョ ン名はキーと して働きます。 セッ
シ ョ ン名はセッシ ョ ンを識別し、ク ラ イアン トが接続する予定のセッシ ョ
ンを示すために使われます。

プラッ ト フォーム GhostCast サーバーの実行可能ファイル

Windows Ghostsrv.exe

DOS Dosghsrv.exe
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GhostCast サーバーを作成するには

1 次のいずれかの操作をします。

■ Windows版 （Ghostsrv.exe） の場合は GhostCast サーバーをコン
ピュータにインス トールします。

詳し くは p.3-6 の 「Ghost 標準ツールのインス トール」 を参照して
ください。

■ DOS 版 （Dosghsrv.exe） の場合は Dosghsrv.exe が入ったネッ ト ワー
クブートディ スクを Ghost ブート ウ ィザードで作成します。

詳し くは p.9-5 の「ネッ ト ワークサポート付きブートディ スク」 を
参照して ください。

2 Ghost.exe が入ったブートディスクをクライアン ト コンピュータ用に
作成します。

詳し くは p.9-5 の 「ネッ ト ワークサポート付きブートディ スク」 を参
照して ください。

GhostCast セッシ ョ ンの開始

サーバーを設定してク ラ イアン ト コンピュータ用にブートディ スクを準
備した後は GhostCast セッシ ョ ンを実行できます。

GhostCast セッシ ョ ンを開始するには

1 GhostCastサーバーコンピュータのスタート メニューで ［プログラム
(P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［GhostCast サーバー］ の順に選択します。

2 GhostCast サーバーウィンドウの ［セッション名］ フィールドに
セッシ ョ ン名を半角英数字で入力します。

GhostCastセッシ ョ ン名は任意の半角英数字文字列にできますが、ネッ
ト ワーク上で重複してはいけません。スペースはグラフ ィカルモード
では使えますが、 コマンド ラ インスイ ッチでは使えません。セッシ ョ
ン名の大文字と小文字は区別されません。
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GhostCast サーバーの作成
イ メージファイルの作成

イ メージファ イルを作成するには、 初にGhostCastサーバーでGhostCast
セッシ ョ ンを開始する必要があ り ます。 サーバー上でセッシ ョ ンを作成
したらコピー元コンピュータから GhostCast セッシ ョ ンに接続します。

GhostCast サーバーを使ってイメージファイルを作成するには

1 GhostCast サーバーウィンドウでイメージファイルをダンプして作
成するために ［ク ラ イアン トからダンプ (D)］ を選択します。

2 次のいずれかの操作をします。

■ 作成するイ メージファ イルの名前と絶対パスを ［イ メージファ イ
ル］ フ ィールドに入力します。

■ 場所を見つけるために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

既存のファイルを上書きできます。

3 次のいずれかの操作をします。

■ ディスク全体のイ メージを作成するには［ディスク (I)］を選択します。

■ 選択したパーティシ ョ ンのイ メージを作成するには ［パーティシ ョ
ン (P)］ を選択します。

4 ク ライアン ト コンピュータをセッシ ョ ンに受け入れるために ［ク ライ
アン ト を受け入れる (A)］ をク リ ッ ク します。

［ク ライアン ト を受け入れる (A)］ボタンが使えるよ うになるのは必要
なフ ィールドすべてに入力した場合です。

5 コピー先クライアン ト コンピュータで Ghost を起動して GhostCast
セッシ ョ ンを開始します。

詳し くはこのページの 「コピー元コンピュータを GhostCast セッシ ョ
ンに接続するには」 を参照して ください。

GhostCast セッシ ョ ンがサーバー上で開始したら、ブートディ スクでク ラ
イアン ト コンピュータを起動してセッシ ョ ンに接続できます。

コピー元コンピュータを GhostCast セッシ ョ ンに接続するには

1 GhostCast サーバー上で GhostCast セッションを作成します。

詳し くはこのページの 「GhostCast サーバーを使ってイ メージファ イ
ルを作成するには」 を参照して ください。

2 Ghost ネッ ト ワークブートディスクを使ってクライアン ト コン
ピュータ上で Ghost.exe を起動します。

3 Ghost メニューで ［GhostCast］ を選択してから次のいずれかを選択
します。
12-5



第 12 章　GhostCast を使ったイメージの作成とロード  
■ ［Multicast］

マルチキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

■ ［Directed Broadcast］

サブネッ トブロードキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

■ ［Unicast］

ユニキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

4 ［GhostCast Session Name to Join］ ダイアログボックスでセッション名
を入力します。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

6 ダンプするディスクを選択します。

7 ［OK］ をク リ ッ クします。

8 必要に応じてダンプするパーティションを選択します。

9 ［OK］ をク リ ッ クします。

10 必要な圧縮レベルを選択します。

11 イ メージのダンプを開始するために ［Yes］ をク リ ッ クします。

詳し くはp.12-16の「Ghost実行可能ファイルの実行」を参照して ください。

クライアン ト コンピュータへのイメージファイルのロード

イ メージフ ァ イルをロードするには、 初に GhostCast サーバー上で
GhostCast セッシ ョ ンを開始する必要があ り ます。セッシ ョ ンを作成した
ら ク ラ イアン ト コンピュータを GhostCast セッシ ョ ンに接続します。
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GhostCast サーバーの作成
GhostCastサーバーを使ってイメージをクライアン ト コンピュータに
ロードするには

1 イ メージファイルをすべての接続クライアン トに送信するために ［ク
ライアン トにロード (L)］ を選択します。

2 次のいずれかの操作をします。

■ イ メージが入っているイ メージファ イルの名前と絶対パスを ［イ
メージファ イル］ フ ィールドに入力します。

■ 場所を見つけるために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

3 イ メージファイルの説明を表示または修正するためにファイルメニュー
で ［イ メージの説明 (D)］ を選択します。

ディ スクまたはパーティシ ョ ンの設定を選択する必要があ り ます。選
択したファイルが有効なイ メージファイルでない場合にはエラーメ ッ
セージが表示されます。

4 次のいずれかの操作をします。

■ ディスク全体のイ メージをロードするには ［ディスク (I)］ を選択
します。

■ パーティションのイ メージをロードするには ［パーティション
(P)］ を選択してイ メージファ イルからパーティシ ョ ンを選択し
ます。

5 ク ライアン ト コンピュータをセッシ ョ ンに受け入れるために ［ク ライ
アン ト を受け入れる (A)］ をク リ ッ ク します。

［ク ライアン ト を受け入れる (A)］ボタンが使えるよ うになるのはすべ
ての必須フ ィールドに入力した場合です。

6 クライアン ト コンピュータを GhostCast セッションにログオンします。

詳し くは p.12-8 の 「イ メージファ イルをク ライアン ト コンピュータ
にロードするために GhostCast セッシ ョ ンに接続するには」 を参照し
て ください。

7 必要なすべてのクライアン トがセッションに接続したらイ メージの
ロード と GhostCast セッシ ョ ンを開始するために ［送信 (S)］ をク
リ ッ ク します。

進行インジケータはイ メージファイルや転送などの詳細と一緒にGhostCast
セッシ ョ ンの進行状態を示します。 示される統計情報はイ メージファ イ
ルのサイズに基づいており、 圧縮後のサイズを表します。 速度はイ メー
ジファ イルからネッ ト ワーク経由で送信中の実際のデータ量を毎分のMB
単位で示します。 ク ライアン トの状態は 「進行中」 に変わり ます。
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GhostCast セッシ ョ ンが開始した後で GhostCast サーバーを閉じるかコン
ピュータの電源を切る と、GhostCast セッシ ョ ンが停止して警告メ ッセー
ジが表示されます。

イ メージファイルをクライアン ト コンピュータにロードするために
GhostCast セッシ ョ ンに接続するには

1 ク ライアン ト コンピュータで Ghost ブートディスクを使って Ghost.exe
を起動します。

2 Ghost メニューで ［GhostCast］ を選択してから次のいずれかを選択
します。

■ ［Multicast］

マルチキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

■ ［Directed Broadcast］

サブネッ トブロードキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

■ ［Unicast］

ユニキャス ト を使ってセッシ ョ ンに接続します。

3 ［GhostCast Session Name to Join］ ダイアログボックスでセッション
名を入力します。

4 ［OK］ をク リ ッ クします。

5 ロードするディスクを選択します。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。

7 必要ならばロードするパーティションを選択します。

8 ［OK］ をク リ ッ クします。

9 コンピュータがいつでもイ メージのロードを開始できるこ とを示すた
めに ［Yes］ をク リ ッ ク します。

詳し くは p.12-16 の 「Ghost 実行可能ファイルの実行」 を参照して く
ださい。

接続済みでGhostCastセッシ ョ ンの開始を待っているク ラ イアン ト コ
ンピュータの IP アドレス と MAC アドレスがその状態と一緒に、接続
している ク ラ イアン トの リ ス トに表示されます。

サーバーからの GhostCast セッシ ョ ンの制御

GhostCastセッシ ョ ンではサーバーから ク ローンを作成するク ライアン ト
のディ スク またはパーティシ ョ ンを指定できます。 ク ローン作成タスク
の一部と して実行するコマンド ラ インオプシ ョ ンを定義するこ と もでき
ます。
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GhostCast サーバーと コマン ド ラインオプシ ョ ンを使ってイ メージ
ファイルを作成するには

1 GhostCast サーバーでイメージファイルを作成するために GhostCast
セッシ ョ ンを開始します。

詳し くは p.12-5 の「GhostCast サーバーを使ってイ メージファ イルを
作成するには」 を参照して ください。

2 ［オプションを増やす (O)］ をク リ ックします。

3 ［ディスク番号］ フィールドにディスク番号を入力します。

4 パーティシ ョ ンのイ メージをダンプする場合には ［パーティシ ョ ン番
号］ フ ィールドにパーティシ ョ ン番号を入力します。

ク ラ イアン トのクローンコマンドが ［コマンド ラ イン］ フ ィールドに
表示されます。

5 クライアン ト コンピュータ上で特定のコマンドラインオプションを
実行するために他のスイ ッチを必要に応じてコマンド ラ インに追加
します。

たとえば、 初のコマンドが次の場合、

-clone,mode=pdump,src=2,dst=@mcSessionNm

確認メ ッセージを表示しないでイ メージの抽出後にクライアン ト コン
ピュータを再起動するには次のよ うにスイ ッチを追加します。

-clone,mode=pdump,src=2,dst=@mcSessionNm -sure -rb

-sure スイ ッチは予定のディ スクまたはパーティシ ョ ンから書き込み
をするこ とが確実な場合にのみ使ってください。
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6 ク ライアン ト コンピュータをセッシ ョ ンに受け入れるために ［ク ライ
アン ト を受け入れる (A)］ をク リ ッ ク します。

7 クライアン ト コンピュータを DOS で起動します。

8 GhostCast セッションにログオンするために -ja スイッチを使って
Ghost を次のよ うにコマンド ラ インから実行します。

ghost.exe -ja=SessionNm

9 -sure スイッチを使わなかった場合にはクライアン ト コンピュータ上
で選択内容を見て確認します。

詳し くは p.12-16 の 「Ghost 実行可能ファイルの実行」 を参照して く
ださい。

GhostCastサーバーとコマンド ラインオプシ ョ ンを使ってイメージを
クライアン ト コンピュータにロードするには

1 GhostCast サーバーでイ メージをロードするために GhostCast セッショ
ンを作成します。

2 ［オプションを増やす (O)］ をク リ ックします。

3 ［ディスク番号］ フィールドにディスク番号を入力します。

4 必要ならば ［パーティシ ョ ン番号］ フ ィールドにパーティシ ョ ン番号
を入力します。

5 ［コマン ド ラ イン］ フ ィールドにク ライアン トのク ローンコマンドを
入力します。

6 ク ライアン ト コンピュータ上で特定のコマンドを実行するために他の
スイ ッチをコマンド ラインに追加します。

たとえば、 初のコマンドが次の場合、

-clone,mode=pload,dst=1.1,dst=@mcSessionNm

確認メ ッセージを表示しないでイ メージのロード後にクライアン ト コ
ンピュータを再起動するには次のよ うにスイ ッチを追加します。

-clone,mode=pload,dst=1.1,dst=@mcSessionNm -sure -rb
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-sure スイ ッチは予定のディ スクまたはパーティシ ョ ンに書き込みを
するこ とが確実な場合にのみ使ってください。

7 ク ライアン ト コンピュータをセッシ ョ ンに受け入れるために ［ク ライ
アン ト を受け入れる (A)］ をク リ ッ ク します。

8 クライアン ト コンピュータを DOS で起動します。

9 GhostCast セッションにログオンするために -ja スイッチを使って
Ghost を次のよ うにコマンド ラ インから実行します。

ghost.exe -ja=SessionNm

10 -sure スイッチを使わなかった場合にはクライアン ト コンピュータ上
で選択内容を見て確認します。

詳し くは p.12-16 の 「Ghost 実行可能ファイルの実行」 を参照して く
ださい。

自動起動パラメータの設定

GhostCastセッシ ョ ンにク ライアン ト コンピュータへのイ メージファ イル
のロードが含まれる場合にはセッシ ョ ンを自動的に開始するよ うにサー
バーを設定できます。 開始時刻は 1 つのパラ メータに基づく こ と もパラ
メータの組み合わせに基づく こ と もできます。

自動起動パラ メータを設定するには

1 GhostCast サーバーウィンドウで自動起動オプションを表示するた
めに ［オプシ ョ ンを増やす (O)］ をク リ ッ ク します。

2 次の 1つ以上の操作をします。
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■ 時刻パラ メータを使うには、 次の 24 時間以内の指定の時刻を半
角数字で入力します。

たとえば、午前 5 時 30 分なら 05:30、 午後 5 時 30 分なら 17:30 に
なり ます。

■ ク ラ イアン ト数パラ メータを使うには、 セッシ ョ ンに接続させた
いク ライアン トの数を半角数字で入力します。

たとえば、 しきい値を 10 に設定した場合、 サーバーは 10 番目の
ク ライアン トが接続するまで待機します。いったん 10 番目のクラ
イアン ト を受け入れる と、 サーバーはク ライアン トの受け入れを
停止して接続済みクライアン ト コンピュータへの送信を開始します。

■ 時間切れパラ メータを使うには、 後のク ライアン トが接続して
から時間切れまで何分かを半角数字で入力します。

たとえば、時間切れを 15 分に設定した場合、 サーバーは 初のク
ライアン トが受け入れられるまで無期限に待機します。 初のク
ライアン トが接続した後は、15分のカウン ト ダウンが始ま り ます。
それ以上のク ライアン トが接続しなかった場合には15分後にセッ
シ ョ ンが開始します。 15 分の時間切れが経過する前に別のク ライ
アン トが接続した場合には時間切れカウンタが15分にリセッ ト さ
れ、 再びカウン ト ダウンが始ま り ます。

複数の自動起動パラ メータを指定した場合にはいずれか1つの条件が
満たされる とセッシ ョ ンが開始します。

データ転送モードの設定

ネッ ト ワークハードウェア設定の利用を 適化するためにデータ転送モー
ド を設定できます。 ネッ ト ワーク帯域幅の限度との組み合わせによ り、
ネッ ト ワーク経由でデータファ イルを転送する方法を 適化できます。

メモ  メモ  メモ  メモ  ク ローン作成タスクは 3つの転送オプシ ョ ンのすべてをサポート し
ます。 転送タスク以外の Ghost コンソールタスクの実行中はユニキャス
トによってデータを転送します。
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次のいずれかの転送オプシ ョ ンを選択できます。

次の理由から通常はマルチキャス トが も効率的なオプシ ョ ンです。

■ すべてのクライアン トに対して 1つのデータス ト リームのみが送信
される

■ GhostCast サーバーにデータを要求したクライアン ト コンピュータに
パケッ ト を送信し、 そのデータを要求したコンピュータのみがデー
タを受信する

メモ  メモ  メモ  メモ  正し く設定したルーターとスイ ッチのサポートが必要です。

この設定は全般的に GhostCast セッシ ョ ンやタスクに合わせて変更でき
ます。

詳し くは p.5-5 の 「ネッ ト ワーク経由のデータ転送の 適化」 と p.10-4
の 「Ghost コンソールオプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

データ転送モードを設定するには

1 GhostCast サーバーウィンドウのファイルメニューで ［オプション
(O)］ を選択します。

2 ［モードを強制する (F)］ を選択します。

3 次のいずれかを選択します。

■ ［マルチキャス ト (C)］

データ転送モードをマルチキャス トに設定します。

モード 説明 条件

［ユニキャス ト ］ 各パケッ ト を1台のコンピュー
タにアドレス指定します。 各
ク ライアン トに 1 つのデータ
ス ト リームを送信します。

1 台または 2 台のコン
ピュータのみにデータパ
ケッ ト を転送する場合

［サブネッ ト ブロー
ドキャス ト ］

指定したサブネッ ト上のすべ
てのコンピュータにデータを
送信します。 ク ラ イアン トが
複数のネッ ト ワーク上にある
場合には各ネッ ト ワークに 1
つのス ト リームを送信します。

ネッ ト ワークハード ウェ
アがマルチキャス ト をサ
ポート しない場合

［マルチキャス ト ］ ネッ ト ワーク上でデータを要
求したすべてのコンピュータ
にデータを送信します。

ユニキャス ト またはサブ
ネッ トブロードキャス ト
が該当しない場合
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■ ［サブネッ トブロードキャス ト (D)］

データ転送モードをサブネッ トブロードキャス トに設定します。

■ ［ユニキャス ト (U)］

データ転送モードをユニキャス トに設定します。

4 ［OK］ をク リ ッ クします。

ネッ トワーク帯域幅の量の制御

Ghost を使う と GhostCast のと きに使うネッ ト ワーク帯域幅の量を制御で
きます。この機能によ りネッ ト ワークが GhostCast ト ラフ ィ ッ クで過負荷
状態になるのを避けるこ とができます。

イ メージのロードまたはダンプあるいはその両方に対する値を入力でき
ます。値は保存され、次回 GhostCast サーバーを実行したと きにロード さ
れます。 ただし、 GhostCast セッシ ョ ンをコマンド ラ インから実行する場
合にはそのセッショ ンにのみコマンドラインで設定した限度が使われます。

状況によってはネッ ト ワーク帯域幅を限定する と役立つこ とがあ り ます。
限定するかど うかを決定する と きは次のこ とを検討して ください。

■ ネッ ト ワーク上の他のユーザーをどのよ うに扱いたいか

ネッ ト ワーク帯域幅を限定する と、イ メージファ イルを受信する予定
がないユーザーはネッ ト ワークの処理効率が向上します。

■ ネッ ト ワークハードウェアがマルチキャス トをサポートするか

ネッ ト ワークハード ウェアがマルチキャス ト をサポート しない場合、
帯域幅を限定する と多くの場面で役立ちます。

次の表にネッ ト ワークハード ウェア設定とネッ ト ワーク帯域幅を限定す
るかど うかの決定についての目安を示します。

ネッ ト ワーク帯域幅
の限定の対象

ハブのみ レイヤー2の
スイッチ

レイヤー 3 のスイッチまた
はマルチキャス ト対応ルー
ターとレイヤー2のスイッチ

ユニキャス ト 限定する 限定しない 限定しない

サブネッ ト ブロード
キャス ト

限定する 限定する 限定する

マルチキャス ト 限定する 限定する 限定しない
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ネッ ト ワーク帯域幅を限定すべきでない状況ではハード ウ ェアは ト ラ
フ ィ ッ クを受信予定者のみに送信し、 その他のすべてのユーザーに影響
はあ り ません。

ネッ トワーク帯域幅の限度を設定するには

1 GhostCast サーバーウィンドウのファイルメニューで ［オプション
(O)］ を選択します。

2 ［データスループッ トの限定 (T)］ にチェックマークを付けます。

このオプシ ョ ンが有効でなけば限度は設定されません。

3 ［ロード時 (L)］ フィールドでイ メージをロードするときの限度を設
定するために MB/ 分単位の 大値を入力します。

4 ［ダンプ時 (G)］ フ ィールドでイメージをダンプするときの限度を設
定するために MB/ 分単位の 大値を入力します。

理想的な 大データ量は次のとおりです。

■ 100 BaseT の場合は 300MB/ 分

■ 10 BaseT の場合は 60MB/分

コマンド ラ インで限度を設定するこ と もできます。

詳し くは p.13-3 の 「GhostCast サーバーのコマンド ラ インオプシ ョ ン」 を
参照して ください。

GhostCast サーバーセッシ ョ ンのオプシ ョ ンの表示と変更

GhostCast サーバーセッシ ョ ンの詳細は記録され、 ［オプシ ョ ン］ ダイア
ログボッ ク スに表示できます。 セッシ ョ ンパラ メータを指定するこ と も
できます。

GhostCast サーバーのオプシ ョ ンを表示または記録するには

1 ファイルメニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 指定したマルチキャス ト アドレスを使うには ［マルチキャス トに固定
アドレスを使う (U)］ にチェッ クマークを付けます。

224.77.2.0 から 224.77.255.155 までの範囲のアドレスが有効です。 こ
れは上級ユーザー向けのオプシ ョ ンです。

3 TTL （パケ ッ ト 生存時間） を設定するには ［マルチキャ ス ト 範囲
TTL(M)］ にチェ ッ クマークを付けます。

ネッ ト ワーク上のデータの移動範囲を限定します。 TTL はデータパ
ケッ トが通過するルーターごとに減少します。
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4 次のいずれかを選択します。

■ ［完了時に再起動する (R)］

GhostCast サーバーを再起動し、ク ラ イアン ト を受け入れて同じ自
動起動パラ メータを使います。

■ ［完了時に GhostCast サーバを閉じる (C)］

セッシ ョ ンが完了したら GhostCast サーバーを閉じます。

5 セッシ ョ ンが開始した時間、 関係したコンピュータ、 セッシ ョ ンが成
功したかど うかなど、 GhostCast セッシ ョ ンの詳細リ ス トのログを作
成するには ［ログク ライアン ト (O)］ にチェッ クマークを付けます。

ログは指定したパスのファイルに保存されます。

6 ［ログレベル (L)］ フィールドで GhostCast 診断ログ記録のレベルを
設定するためにログレベルを選択します。

詳し くはp.H-4の「GhostCastログファイルの生成」を参照してください。

7 ［ログファイル (F)］フィールドにログファイルの保存場所を入力します。

Ghost 実行可能ファイルの実行

GhostCast を使った場合、 ク ラ イアン ト実行可能ファイル Ghost.exe はイ
メージファ イルの GhostCast 複製をク ライアン ト コンピュータにロード
し、 イ メージファ イルを GhostCast サーバーにダンプします。

Ghost ク ラ イアン ト実行可能ファイルはDOS環境下で動作し、ネッ ト ワー
クカードに対しパケッ ト ド ラ イバインターフェースを使います。 TCP/IP
の設定は Wattcp.cfg とい う設定ファイルに格納されます。 この設定ファ
イルは Ghost.exe を実行するディ レク ト リにあ り ます。

すべてのGhostアプリ ケーシ ョ ンの場合と同じよ うにIPアドレスのDHCP、
BOOTP、 手動による設定がサポート されます。

詳し くは「付録 B ハード ウェアと転送方法の設定」を参照して ください。

GhostCast セッシ ョ ンで、またはコマンド ラ インから Ghost を実行するに
は、 GhostCast ク ラ イアン トのコマンド ラ インスイ ッチを使います。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

GhostCast セッシ ョ ンの場合、ク ライアン ト上で読み書きされるパーティ
シ ョ ンまたはド ラ イブの選択はク ラ イアン ト上で指定するか、 サーバー
上でコマンド ラ インオプシ ョ ンを使って指定します。 サーバーから操作
を実行するにはク ライアン ト上で ja スイ ッチを使います。 画面の指示に
従ってください。
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詳し くは p.15-3 の 「ディ スクのク ローン作成」 と p.15-9 の 「パーティ
シ ョ ンのクローン作成」 を参照して ください。

いずれの GhostCast セッシ ョ ンの場合も、ク ラ イアン ト上の入力画面での
セッシ ョ ン名はGhostCastサーバーのセッシ ョ ン名に一致する必要があ り
ます。
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13
コマンド ラインからの
GhostCast

この章では次の項目について説明します。

■ Windows版 GhostCast サーバーのコマンドラインからの実行

■ DOS 版 GhostCast サーバーの実行

■ GhostCast セッションの開始

■ GhostCast サーバーのコマンドラインオプション

■ DOS ブートディスクの手動による作成

GhostCast サーバーは Windows 版または DOS 版で適切なスイ ッチを追加
するこ とによってコマンド ラインから実行できます。

Windows 版 GhostCast サーバーのコマンドライン
からの実行

Windows 版 GhostCast サーバーはコマンド ラ インから実行できます。バッ
チファイルまたはサードパーティのスケジューラアプリケーシ ョ ンを使っ
てサーバーを起動します。

構文

ghostsrv < ファイル名 > < セッシ ョ ン > [< オプシ ョ ン >]

詳し くは p.13-3 の 「GhostCast サーバーのコマンド ラ インオプシ ョ ン」 を
参照して ください。

< ファ イル名 > ディ スクイ メージファイルのパスとファイル名を指定します。

< セッシ ョ ン > セッシ ョ ン名を指定します。
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DOS 版 GhostCast サーバーの実行

DOS 版 GhostCast サーバーには次の特徴があ り ます。

■ Windows 版 GhostCast サーバーの代わりに DOS コマンドライン上の手
段を用意します。

■ Ghost ブート ウィザードのネッ ト ワークブートディスクオプション
を使って DOS ブートディ スクを作成できます。 ブートディ スクは手
動で作成するこ と もできます。

詳し くは p.9-5 の 「ネッ ト ワークサポート付きブートディ スク」 と
p.13-6の「DOSブートディスクの手動による作成」を参照してください。

■ コマンドラインユーザーインターフェースです。

■ パケッ ト ドライバインターフェースを使います。 GhostCast クライア
ン ト と同じパケッ ト ド ラ イバ設定を使います。

詳し くは p.13-7 の 「パケッ ト ド ラ イバの設定」 を参照して ください。

■ TCP/IP の設定は Symantec Ghost ディレク ト リにある Wattcp.cfg で指
定されます。

構文

DOSGHSRV < ファイル名 > < セッシ ョ ン > [< オプシ ョ ン >]

詳し くは p.13-3 の 「GhostCast サーバーのコマンド ラ インオプシ ョ ン」 を
参照して ください。

GhostCast セッシ ョ ンの開始

GhostCastセッシ ョ ンを作成してク ライアン ト コンピュータが画面上に表
示されたら伝送を開始できます。

セッシ ョ ン伝送を開始するには

次のいずれかの操作をします。

■ すべてのクライアン トが接続したときに ［送信 (S)］ をク リ ッ クします。

■ いずれかのキーを押します。

< ファ イル名 > イ メージファイルのパス と名前を指定します。

< セッシ ョ ン > セッシ ョ ン名を指定します。
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GhostCast サーバーのコマンド ラインオプシ ョ ン

次の表は GhostCast サーバーのコマンド ラ インスイ ッチの一覧です。

スイッチ 説明

-N< 数 > 指定した数のク ライアン トがセッシ ョ ンに接続した後で
GhostCast 伝送を開始します。

-T< 時刻 > 指定した時刻 （24 時間制の hh:mm 形式） の後でセッシ ョ
ンへの送信を自動的に開始します。

-O< 分 > 後のク ラ イアン ト が接続してから指定の時間 （分） が
経過した後で伝送を開始します。

-L< レベル > 指定したログレベル （E、 S、 W、 I、 A のいずれか） でロ
グファ イルを作成します。

-F< ファ イル名 > -L オプシ ョ ンのログファ イル名を指定します。 デフォル
トは Ghostlog.txt です。

-C GhostCastセッシ ョ ンの完了後に ghostsrv アプリ ケーシ ョ
ンを閉じます （Windows のみ）。

-D ク ラ イアン トからのダンプモードを使います。 ク ラ イア
ン トへのロードがデフォルトです。

-R 完了時に GhostCast セッシ ョ ンを再開します。 GhostCast
の完了後に再びクライアン ト接続を待機します。

-P パーティシ ョ ンモードの動作を指定します。 ク ラ イアン
トへのロードの場合、 パーティシ ョ ン番号を指定する必
要があ り ます。 ク ラ イアン ト からのダンプの場合、 パー
ティシ ョ ン番号は不要です。

-M<a> マルチキャス ト アド レスを <a> に設定します。 224.77.2.0
から 224.77.255.255 までのアドレスが有効です。

-DISK< 番号 > イ メージファ イルのロード先または作成元のク ラ イアン
トのディ スク番号を指定します。

-PART< 番号 > イ メージファ イルのロード先または作成元のク ラ イアン
トのパーティシ ョ ン番号を指定します。

-G< スイ ッチ > コマンド ラ インに書き込み、Ghost アプリ ケーシ ョ ンで使
う スイ ッチを指定します。

-HL<xxx> イ メージをロードする と きに使う帯域幅の 大量を設定
します。<xxx> は MB/ 分単位の数値です（Windows のみ）。
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GhostCast サーバーのコマンド ラインオプシ ョ ンの使用例

こ こで示す例は Windows 版 GhostCast サーバーの場合ですが、 DOS 版
GhostCast サーバーアプリ ケーシ ョ ンにも当てはま り ます。DOS サーバー
を使う場合には ghostsrv を dosghsrv で置き換えて ください。

クライアン ト コンピュータから完全なディスクをダンプし、
セッシ ョ ン名 labmodel を使ってイ メージファイル c:\test123.gho
に保存する

ghostsrv c:\test123.gho labmodel -d

labmodel と い う GhostCast セ ッ シ ョ ンを開始し、 イ メ ージフ ァ イル
c:\test123.gho を作成するか上書きします。 初の接続ク ライアン トの IP
アド レスが画面上に表示され、 セッシ ョ ンが自動的に開始します。 ク ラ
イアン ト コンピュータはイ メージファ イルの作成に使う コピー元ド ラ イ
ブを示します。

クライアン ト コンピュータからイ メージファイルにパーティ
シ ョ ンをダンプする

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -d -p

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を作成するか上書きします。 初の接続ク ライアン トの IP
アド レスが画面上に表示され、 セッシ ョ ンが自動的に開始します。 ク ラ
イアン ト コンピュータは作成するイ メージに入れるコピー元ド ラ イブと
パーティシ ョ ンを示します。

-HD<xxx> イ メージをダンプする と きに使う帯域幅の 大量を設定
します。<xxx> は MB/ 分単位の数値です（Windows のみ）。

-TTL<xxx> マルチキャス トの TTL （パケッ ト生存時間） を設定しま
す （Windows のみ）。

-S<xxx> -TTL の DOS 版です。

スイッチ 説明
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ディスクイ メージファイルをクライアン ト コンピュータにロー
ドする

ghostsrv.exe c:\test123.gho TestSession

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を使います。接続ク ライアン トの IP アドレスが画面上に表
示されます。 セッシ ョ ン伝送を開始します。

詳し くは p.13-2 の 「GhostCast セッシ ョ ンの開始」 を参照して ください。

イ メージファイルから特定のパーティシ ョ ンをクライアン ト コ
ンピュータにロードする

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -p2

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho の 2 つ目のパーティシ ョ ンを使います。 接続ク ライアン ト
の IP アドレスが画面上に表示されます。

イ メージファイルから特定のパーティシ ョ ンをコピー先ドライ
ブ上の特定のパーティシ ョ ンに GhostCast で送信する

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -p1 -DISK1 -PART2

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho の 初のパーティシ ョ ンを使い、 それをク ライアン トの
初のディ スクの 2 つ目のパーティシ ョ ンに配置します。 接続ク ライアン
トの IP アドレスが画面上に表示されます。 GhostCast 伝送を開始します。

詳し くは p.13-2 の 「GhostCast セッシ ョ ンの開始」 を参照して ください。

自動起動するクライアン トの数を指定する

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -n10

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を使います。接続ク ライアン トの IP アドレスが画面上に表
示されます。 10 のク ライアン トが接続する とセッシ ョ ン伝送が自動的に
始ま り ます。
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自動起動の時刻を指定する

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -t13:30

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を使います。接続ク ライアン トの IP アドレスが画面上に表
示されます。 午後 1 時 30 分にセッシ ョ ン伝送が自動的に始ま り ます。

時刻とクライアン ト数で自動起動し自動的に閉じるように指定
する （Windows のみ）

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -t13:30 -n10 -c

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を使います。接続ク ライアン トの IP アドレスが画面上に表
示されます。 午後 1 時 30 分になったと きか、 または 10 のク ライアン ト
がセッシ ョ ンに接続した後で伝送が自動的に始ま り ます。ghostsrv は両方
の条件が満たされるのを待つわけではあ り ません。GhostCast セッシ ョ ン
が完了する と指定に従って ghostsrv は閉じます。

問題を切り分ける

ghostsrv c:\test123.gho TestSession -la -ferrlog.txt -n10 

TestSession とい う GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 イ メージファ イル
c:\test123.gho を使います。接続ク ライアン トの IP アドレスが画面上に表
示されます。 10 のク ライアン トが接続する とセッシ ョ ン伝送が自動的に
始ま り、 ログファ イル Errlog.txt がデバッグのために作成されます。 ログ
ファ イルを作成する と GhostCast 伝送の処理効率が下がり ます。

DOS ブートディスクの手動による作成

ブートディ スクを手動で作成したい場合があ り ます。 たとえば、 NetWare
ブートディ ス クの作成、 カスタムプログラムの追加、 バッチファ イルの
追加をしたい場合です。

DOS クライアン トブートディスクを手動で作成するには

1 オペレーティングシステムが DOS または Windows 9x の場合には空の
フォーマッ ト済みフロ ッピーディ スクをド ラ イブ A に挿入します。

2 次のよ うに入力します。

C:¥> sys c: a:

3 パケッ ト ドライバインターフェースを設定します。
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たとえば、 次のコマンドを入力してネッ ト ワーク インターフェース
カードのパケッ ト ド ライバファ イルをコピーします。

C:¥> copy 3c5x9pd.com a:¥

詳し くはこのページの「パケッ ト ド ライバの設定」を参照してください。

4 次のよ うにして Ghost.exe と Wattcp.cfg をフロッピーディスクにコピー
します。

C:¥> copy progra~1¥Symantec¥ghost¥ghost.exe a:¥

C:¥> copy progra~1¥Symantec¥ghost¥wattcp.cfg a:¥

5 Wattcp.cfg ファイルを編集します。 たとえば、 次のよ うにします。

IP = 192.168.100.44

NETMASK = 255.255.255.0

Wattcp.cfg ファ イルは TCP/IP スタ ッ ク設定の詳細を格納し、 コン
ピュータの IP アドレス とサブネッ トマスクを指定します。

IP とネッ ト マスクの値についてはシステム管理者に問い合わせてく
ださい。

詳し くは 「付録 B ハードウェアと転送方法の設定」 を参照して くだ
さい。

6 Autoexec.bat 起動ファイルを編集します。たとえば、次のよ うにします。

3c5x9pd.com 0x60

ghost.exe

パケッ ト ド ラ イバのコマンド ラ インをAutoexec.batファ イルに追加し
ます。 詳し くはパケッ ト ド ライバのマニュアルを参照して ください。

ク ローン作成処理を自動化するためにコマン ド ラ イ ンス イ ッチを
Ghost.exe コマンドに追加できます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

パケッ ト ド ライバの設定

DOS 版 GhostCast ク ラ イアン ト とサーバーでは実行前に Ethernet ベース
またはトークン リ ングベースのパケッ ト ド ラ イバが必要です。Windows 版
ではホス トオペレーティングシステムのTCP/IPサポート を使うため不要
です。

次のパケッ ト ド ラ イバインターフェースオプシ ョ ンがあ り ます。

■ ネッ ト ワークインターフェースカードに依存するパケッ ト ド ライバ

詳し くは p.13-8 の 「ネッ ト ワーク インターフェースカードに依存す
るパケッ ト ド ライバを設定するには」 を参照して ください。
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■ Ghost に付属の中間パケッ ト ドライバと NDIS バージョン 2.01 ド ライバ

NDIS バージ ョ ン 3 以上のド ライバは GhostCast ク ラ イアン トでは動
作しません。

詳し くは p.13-9 の「中間パケッ ト ド ラ イバと NDIS 2.01 ネッ ト ワーク
アダプタ ド ラ イバを設定するには」 を参照して ください。

■ サードパーティのネッ ト ワークアダプタ ド ライバと中間パケッ ト ド ラ
イバ

この組み合わせは Ghost の GhostCast機能では未テス トでマニュアル
に記載もあ り ません。 これには Odipkt.com のよ う な ODI ベースの中
間パケッ ト ド ライバが含まれます。

パケッ ト ド ラ イバは設定しやすく 小の設定ですみます。

NDIS ド ラ イバの設定はもっと複雑です。 NDIS 2.01 と中間ド ラ イバを選
択するかネッ ト ワーク インターフェースカード固有のパケッ ト ド ラ イバ
を選択するかは利用可能性、 信頼性、 使いやすさ、 速度によって決ま り
ます。 システムテス ト を実行する こ とによってネッ ト ワーク インター
フェースカード用に 良の選択ができます。 つま り固有のパケッ ト ド ラ
イバか NDIS 2.01 ド ラ イバと中間ド ライバかの選択がわかり ます。

互換性がないため GhostCast ブートディ スクの作成には Windows NT 4.0
のネッ ト ワーク ク ラ イアン ト アド ミ ニス ト レータまたは Microsoft ネッ ト
ワーク ク ラ イアン ト インス トールプログラムを使わないでください。

ネッ トワークインターフェースカードに依存するパケッ ト ド ライバ
を設定するには

1 ネッ ト ワークインターフェースカードに合ったパケッ ト ド ライバを見
つけます。

通常、パケッ ト ド ラ イバはネッ ト ワーク インターフェースカードに付
属のインス トールディ スク上にあるか、 製造元の Web サイ トからダ
ウンロードするこ と もできます。

2 パケッ ト ドライバをコンピュータにロードします。

コマンド ラ イン引数はド ライバによって多少異なり ます。

■ 3Com 590 PCI ネッ ト ワークインターフェースカードのパケッ ト ド
ライバの場合

A:\> 3c59xpd.com

■ 3Com509 ISA ネッ ト ワークインターフェースカードのパケッ ト ド
ライバの場合

A:\> 3c5x9pd.com 0x60
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■ ソフ ト ウェア割り込み 0x60 を IRQ10 と I/O 基底アドレス 0x280 で
使った NE2000 互換の場合

A:\> ne2000pd.com 0x60 10 0x280

ne2000pd コマンドの構文は ISA ド ラ イバのコマンド ラ インの一般
的な例です。IRQ と I/O基底アドレスの値はネッ ト ワーク インター
フェースカードに付属のセッ ト アッププログラムを使って見つけ
るこ とができます。 ソフ ト ウェア割り込みは 0x60 から 0x7f の間
にできます。

中間パケッ ト ド ライバと NDIS 2.01 ネッ トワークアダプタ ド ライバ
を設定するには

1 ネッ ト ワークインターフェースカード用の NDIS 2.01 ド ライバを見
つけます。

通常、 NDIS （バージ ョ ン 2.01） ド ラ イバはネッ ト ワーク インター
フェースカードに付属のインス トールディ スク上にあ り、 ファ イル
拡張子は .dos です。 NDIS （バージ ョ ン 2.01） ド ラ イバはネッ ト ワー
ク インターフェースカードの製造元の Web サイ トからダウンロード
するこ と もできます。

2 Protocol.ini、 Config.sys、 Autoexec.bat をコピーして修正します。

いつでも編集できる基本設定ファイルがGhostCastファ イルのインス
トールファイルに入っています。これらの設定ファ イルを抽出して次
のよ うに編集します。

3 Ghost ディレク ト リの \ndisディレク ト リから次のファイルをコピー
します。

■ Protman.dos

■ Protman.exe

■ Netbind.com

■ Dis_pkt.dos

4 コンピュータを再起動します。

これでGhostはいつでもパケッ ト ド ラ イバインターフェースを使える
はずです。

ディ レク ト リ またはフロ ッピーディ スクに次のファイルが入っています。

システムファイル 設定ファイル NDIS ファイル

Command.com Config.sys Dis_pkt.dos

Msdos.sys （隠しファ イル） Autoexec.bat Netbind.com
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■ ブートディスク上の領域を増やすには Drvspace.bin を削除します。

■ Protman.exe は NETBIND 中に使われ、 Autoexec.bat ファイルでは不要
です。

■ *.dos はネッ ト ワークインターフェースカード固有のドライバです
（ELNK3.DOS など）。

サンプルの Protocol.ini ファイル

[PROTMAN]

drivername = PROTMAN$

[PKTDRV]

drivername = PKTDRV$

bindings = PC_CARD

intvec = 0x60

chainvec = 0x66

[PC_CARD]

drivername = PNPND$

[PC_CARD]モジュールのdrivernameはネッ ト ワーク インターフェースカー
ドに使う NDIS ド ラ イバに合わせて変更してください。 たとえば、 3Com
509 カードを使う場合には次のよ うに変更します。

drivername = ELNK3$

ネッ ト ワーク インターフェースカード設定に必要な追加オプシ ョ ンを
[PC_CARD] モジュールに入力します。 必要に応じて使うネッ ト ワーク イ
ンターフェースカードのマニュアルまたはサンプルの Protocol.ini を参照
して ください。 たとえば、 3Com 509 カードの場合には I/O 基底アドレス
を次のよ うに指定できます。

[PC_CARD]

drivername = ELNK3$

IOADDRESS = 0x300

Io.sys （隠しファ イル） Protocol.ini Protman.dos

Drvspace.bin （隠しファ イル） Protman.exe

*.dos

システムファイル 設定ファイル NDIS ファイル
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サンプルの Config.sys ファイル

device=protman.dos /I:\

device=dis_pkt.dos

device=pnpnd.dos

初の行の /I: は Protocol.ini ファ イルの場所を示し必須です。 たとえば、
/I:\ はルートディ レク ト リ を指定し、/I:A:\NET は A:\NET を指定します。

後の行はネッ ト ワーク インターフェースカードのド ラ イバを表します。
たとえば、 3COM509 を使った場合、 Config.sys ファ イルの 後の行は次
のよ うに置き換わり ます。

device=ELNK3.DOS

サンプルの Autoexec.bat ファイル

prompt $p$g

netbind

NETBINDはNDISド ライバを一緒にバインド しパケッ ト ド ラ イバインター
フェースをインス トールします。
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14
GhostCastと IPアドレス

この章では次の項目について説明します。

■ GhostCast用の IP アドレスの概要

■ ローカルに指定した IP アドレス

■ BOOTP/DHCP を使った IP アドレスの割り当て

GhostCast 用の IP アドレスの概要

GhostCastでコンピュータ と初めて通信するにはコンピュータに重複のな
い IP アドレスが必要です。 IP アドレス と関連付けされるのはサブネッ ト
マスクです。 サブネッ トマスクはコンピュータがアクセスできる IP アド
レスの範囲を示します。 このアクセス可能なコンピュータはそれぞれが
ローカルサブネッ トのメ ンバーにな り ます。 コンピュータのアド レスが
サブネッ トマスクで指定される IP アドレスの範囲外にある場合、 そのコ
ンピュータは別のサブネッ ト上にあ り ます。

異なるサブネッ ト上にあるコンピュータ と通信するためにローカルコン
ピュータはその情報をデフォル ト ゲート ウェイに送信します。 デフォル
ト ゲート ウェイは情報を正しい受信先に転送します。 コンピュータのデ
フォル ト ゲート ウェイはそのコンピュータ と同じサブネッ ト上にある必
要があ り ます。

次のいずれかの方法を使って TCP/IP の設定パラ メータを指定します。

■ 設定ファイルでコンピュータ上にローカルに

■ BOOTP または DHCP システムを使って自動的に

ローカルに指定した IP アドレス

ローカルに指定したアド レスを使う IP ネッ ト ワークでは手動で設定する
それぞれのコンピュータが次のよ うになる必要があ り ます。

■ IP アドレスが重複しない

■ 正しいサブネッ トマスクである
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■ デフォルトゲート ウェイがある （省略可能）

Windows 版 GhostCast サーバーはそのローカルに指定した IP アドレス、 サブ
ネットマスク、 デフォルトゲートウェイを Windows のコントロールパネルの ［ネッ
トワーク］ にある TCP/IP パラメータから取得します。

DOS 版 GhostCast サーバーと ク ラ イアン トはその IP アドレス、 サブネッ
トマスク、 デフォル トゲート ウェイを （通常は Symantec Ghost ディレク
ト リにある） Wattcp.cfg という名前の設定ファイルから取得します。

DOS ブートディ スクを使いローカルに指定した IP アドレスで GhostCast
を開始した場合、 コンピュータごとに異なる Wattcp.cfg ファ イルを指定
してワークステーシ ョ ン用のそれぞれのブートディ スクが重複しないよ
うにして ください。

クライアン ト設定ファイル Wattcp.cfg の例

Windows 版 GhostCast サーバーアプリケーシ ョ ン
（Ghostsrv.exe） を実行している 1台目のコンピュータ （Windows 
95）

Wattcp.cfg ファ イルが必要ないよ うに Windows の TCP/IP スタ ッ ク設定を
使います。

Ghost.exe を実行している 2 台目のコンピュータ （DOS）

IP アドレス 192.168.100.10

サブネッ トマスク 255.255.255.0

デフォルトゲート ウェイ 192.168.100.1

IP アドレス 192.168.100.3

サブネッ トマスク 255.255.255.0

デフォルトゲート ウェイ 192.168.100.1
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BOOTP/DHCP を使った IP アドレスの割り当て
2 台目のコンピュータ （DOS） の Wattcp.cfg ファイルの内容

IP = 192.168.100.3

NETMASK = 255.255.255.0

GATEWAY = 192.168.100.1

Ghost.exe を実行している 3 台目のコンピュータ （DOS）

3 台目のコンピュータ （DOS） の Wattcp.cfg ファイルの内容

IP = 192.168.100.44

NETMASK = 255.255.255.0

GATEWAY = 192.168.100.1

192.168.100.0 から 192.168.100.255 まで以外のアドレスは別のサブネッ ト
上にあ り、 デフォル トゲート ウェイ （この例の場合は 192.168.100.1） に
渡す必要があ り ます。

サーバーと ク ラ イアン トが同じサブネッ ト内にある場合、デフォルトゲー
ト ウェイは不要です。

BOOTP/DHCP を使った IP アドレスの割り当て

BOOTPサーバーまたはDHCPサーバーがネッ ト ワーク上にインス トール
されている場合には DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol の略） ま
たは BOOTP を IP アドレスの割り当てに利用できます。 DHCP サーバー
は Windows NT 4.0 サーバーと Windows 2000 に付属しています。その他の
オペレーティングシステムに実装されている DHCP アプリ ケーシ ョ ンや
BOOTP アプリ ケーシ ョ ンも GhostCast で利用できます。

数多くのク ライアン トに対する GhostCast の場合、ク ラ イアン ト ごとに重
複のない Wattcp.cfg ファ イルを編集する必要がないこ とが利点です。 こ
れと比較検討する点は DHCP 設定で複雑さが加わるかど うかです。

IP アドレス 192.168.100.44

サブネッ トマスク 255.255.255.0

デフォルトゲート ウェイ 192.168.100.1
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BOOTP/DHCP で自動的に定義した IP アドレス

IP ネッ ト ワーク上のコンピュータごとにローカル設定を指定するこ とは
場合によっては不都合であったり実際的でないこ とがあり ます。GhostCast
では、 BOOTP システムや DHCP システムを使って IP アドレス とネッ ト
ワークパラ メータを自動的につま り リモートから定義できます。

BOOTP または DHCP を使ってコンピュータの IP アドレスを指定するに
は、 ネッ ト ワーク上で BOOTP サーバーまたは DHCP サーバーを実行す
る必要があ り ます。 この BOOTP/DHCP サーバーはネッ ト ワーク上で IP
アドレスの指定を要求するコンピュータの応答準備をして、BOOTP/DHCP
サーバーから指定する よ う に設定されているア ド レ スで応答し ます。
BOOTP/DHCP サーバーは IP アドレス、 サブネッ トマスク、 デフォル ト
ゲート ウェイ （省略可能） を指定する設定にしておく必要があ り ます。

BOOTP/DHCP で定義したアドレスの例

GhostCast サーバー （Ghostsrv.exe） と DHCP サーバーを実行し
ている 1台目の Windows NT 4.0 サーバー

Ghost.exe を実行している 2 台目のコンピュータ （DOS）

ローカルに指定したネッ ト ワーク TCP/IP パラ メータが与えられない場
合、 GhostCast はデフォルトで BOOTP と DHCP を使うため、 2 台目の
コンピュータ （DOS） の Wattcp.cfg ファ イルは空であるか、 または存在
しません。

IP アドレス 172.16.5.10

サブネッ トマスク 255.255.255.0

デフォルトゲート ウェイ 172.16.5.1

IP アドレス DHCP による指定

サブネッ トマスク DHCP による指定

デフォルトゲート ウェイ DHCP による指定
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BOOTP/DHCP を使った IP アドレスの割り当て
Ghost.exe を実行している 3 台目のコンピュータ （DOS）

ローカルに指定し たネ ッ ト ワークパラ メ ータが与え られない場合、
GhostCast はデフォルトで BOOTP と DHCP を使うため、 3 台目のコン
ピュータ（DOS）のWattcp.cfgファ イルは空であるか、または存在しません。

DHCP の制御元の要素はク ライアン トの要求を処理して重複する IP アド
レスがネッ ト ワーク上に存在しないよ うにする DHCP サーバーです。 数
多くの DHCP サーバーをネッ ト ワーク上に配置できるため、 重複するア
ドレスの生成とそれに伴う問題を避けてください。 これは BOOTP サー
バーにも同じよ うに当てはま り ます。

IP アドレス DHCP による指定

サブネッ トマスク DHCP による指定

デフォルトゲート ウェイ DHCP による指定
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15
スタンドアロンプログラム
としての Ghost

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost 実行可能ファイルの起動

■ マウスなしの操作

■ ディスクのクローン作成

■ パーティションのクローン作成

■ CD-R/RWへのイメージファイルの保存

■ クローン作成タスクへのスイッチの追加

■ DOS ブートディスクの作成

■ 日本語キーボードへの対応

Ghost実行可能ファイルをスタンドアロンプログラムと して実行してコン
ピュータ間でディ ス クまたはパーティシ ョ ンをコピーできます。 イ メー
ジはイ メージファ イルにダンプでき、 そのイ メージファ イルをいつでも
コンピュータにロード して戻せます。

Ghost 実行可能ファイルの起動

Ghost実行可能ファイルはDOSアプリ ケーシ ョ ンで、可能であればWindows
外の DOS モードで実行する必要があ り ます。 Windows 95/98/Me 内部で
Ghost 実行可能ファ イル （Ghost.exe） を実行する場合には次の点に注意
してください。

■ 開いていた り変更中の状態であるファ イルのク ローンを作成した場
合、 ク ローン先の結果のファイルは変更前の状態になり ます。

■ Windows がインス トールされているパーティションを上書きしては
いけません。

■ ド ライブまたはパーティシ ョ ンを上書きした場合にはシステムを再起
動する必要があ り ます。

■ GhostCast操作は利用できません。
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■ Ghost.exe はシステムを自動的に再起動しません。

■ ハードディスクのサイズは実際のサイズよ り も小さ く表示されるこ と
があ り ます。 Ghost 実行可能ファイルは表示されたコピー先サイズに
のみアクセスできます。 残りの領域が使われるこ とはあ り ません。

■ 次のいずれかに上書きしよう とすると Ghost実行可能ファイルは失敗
します。

■ Windows スワップファイル

■ レジス ト リファイル

■ 開いているファイル

Ghost は Windows NT、 Windows 2000/XP、 Linux、 OS/2、 その他の DOS 以
外のオペレーティングシステム内部では実行できません。 DOS 以外のオ
ペレーティングシステムで動作しているコンピュータ上で Ghost を実行
するには Ghost ブートディ スクを使います。

Ghost 実行可能ファイルを起動するには

次のいずれかの操作をします。

■ DOS プロンプトで次のよ うに入力します。

C:> ¥progra~1¥symantec¥ghost¥ghost.exe

■ DOSブート ディ スクでコンピュータを起動します。

DOSブートディ スクはWindowsまたはDOSが動作しているコンピュー
タ上で作成できます。 DOS で Ghost を実行するには Ghost がアクセ
スして一部のハードウェアを使えるよ うにするために追加の DOS ド
ライバが必要な場合があ り ます。

詳し く は p.9-2 の 「ブートディ スク とブート イ メージの作成」 を参照
してく ださい。

マウスなしの操作

マウス ド ラ イバをロード済みの場合にはマウスを使って Ghost で操作で
きます。 キーボードによる操作もできます。

■ 矢印キーを使ってメニューを移動します。

■ Tab キーを押してボタン間を移動します。

■ Enter キーを押して選択済みボタンを有効にします。

■ Enter キーを押してリス トの項目を選択します。
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ディスクのクローン作成
スタンドアロンコンピュータ上での Ghost.exe の使い方

Ghost.exe を使ってディ スクやパーティシ ョ ンのク ローンを作成したり イ
メージファ イルをロード した りできます。 Ghost.exe を使う処理の概要を
次に示します。

スタンドアロンコンピュータ上で Ghost.exe を使うには

1 Ghost 実行可能ファイルを起動します。

必要に応じてコマンド ラ インスイ ッチを追加します。

Ghost コマンド ラ インスイ ッチについて詳し くは 「付録 A コマンド
ラインスイ ッチ」 を参照して ください。

2 転送方法を選択します。

3 Ghost 操作を選択します。

4 次のいずれかを選択します。

■ コピー元のハードディスク ドライブとパーティション

■ イ メージファイル

5 次のいずれかを選択します。

■ コピー先のハードディスク ドライブとパーティション

■ イ メージファイル

上書き用に正しいコピー先を選択しているこ とを確認します。ほとん
どの場合、間違って選択したコピー先ド ライブからデータを回復する
こ とはできません。

6 クローン作成操作を完了します。

ディスクのクローン作成

ディ ス クのク ローン作成手順にはメ イン メニューでアクセスします。 次
のいずれかの転送方法が選択できます。

■ ［Local］

■ ［LPT ｜ Master］

■ ［USB｜ Master］

■ ［TCP/IP ｜ Master］

デフォル トでは新しいディ ス クのパーティシ ョ ン間が同じ比率になるよ
うにします。 ただし、 次の点に注意してください。

■ 新しいサイズを MB 単位で入力すると FAT、 NTFS、 Linux Ext2 のコ
ピー先パーティシ ョ ンのサイズを変更できます。
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■ 利用可能な領域を超える値、 ファイルシステムの制限を超える値、 コ
ピー元パーティシ ョ ンに保持されているデータを格納できる大きさの
ない値は入力はできません。

ディスク間クローン

ディスク間でクローンを作成する場合にはハードディ スクの内容がコピー
されます。

ディスク間でクローンを作成するには

1 Ghost メ インメニューで ［Local｜ Disk｜ To Disk］ を選択します。

2 ［Source Drive］ ダイアログボックスでコピー元ドライブを選択します。

［Source Drive］ ダイアログボッ ク スにはローカルコンピュータ上で
Ghost が検索するディ スクごとの詳細が表示されます。

3 ［Destination Drive］ダイアログボックスでコピー先ドライブを選択します。

このディ スクは上書きされるので慎重に選択してください。

ピアツーピア接続方法を使う場合、コピー先ド ライブはスレーブコン
ピュータのいずれかのディ スクにな り ます。ただし、 ローカルディ ス
ク間コピーの場合、 コピー元ディ スクは選択できません。

4 コピー先ドライブのパーティションレイアウ トを確認または変更します。

［Destination Drive Details］ ダイアログボックスにはコピー先ド ライブの
パーティシ ョ ンレイアウ トの提案が表示されます。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。
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ディスクのクローン作成
6 Proceed with Disk Clone? という質問が表示されたら詳細を調べ正しい
オプシ ョ ンを選択済みであるこ とを確認します。

7 次のいずれかの操作をします。

■ ディスクのクローン作成に進むには ［Yes］ をク リ ッ クします。

コピー元ディ ス ク上でファ イル構造の整合性検査が実行されて、
コピー元からコピー先にディ スクの内容がコピーされます。 処理
を中止したい場合には Ctrl+C キーを押します。 ただし、 そ うする
と コピー先ディ スクは未定義の状態になるので注意してください。

警告  警告  警告  警告  ［Yes］ をク リ ッ クするのは先に進んでいいという確信があ
る場合のみにしてください。コピー先ド ライブは上書きされてデー
タの回復は不可能になり ます。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

8 コンピュータを再起動します。

警告  警告  警告  警告  コンピュータを再起動する前に 2 台目のハードディ スク ド ラ イ
ブを取り外して ください。 コンピュータに残しておく と、ブート可能
なオペレーティングシステムの両方が損傷する可能性があ り ます。

9 コピー先ディスクの整合性を検証するには Norton Disk Doctor または
ScanDisk などのユーティ リ ティを実行します。

イ メージファイルへのディスクのクローン

イ メージファ イルは別のディ スクにコピーした りバッ クアップファ イル
と して使った りできます。

ピアツーピア接続を使う場合、 イ メージファ イルはスレーブコンピュー
タ上に作成されます。

イ メージファ イルを CD に書き込む場合、その CD をブート可能にできま
す。ク ローン作成セッシ ョ ンの開始前にブートディ スクをフロ ッピーディ
スク ド ライブに入れておいた場合にはブートディ スクからCDにシステム
ファ イルがコピーされます。
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ディスクのクローンをイ メージファイルに作成するには

1 Ghost メ インメニューで ［Local｜ Disk｜ To Image］ を選択します。

2 ［Source Drive］ ダイアログボックスでコピー元ドライブを選択します。

［Source Drive］ ダイアログボッ ク スにはローカルコンピュータ上で
Ghost が検索するディ スクごとの詳細が表示されます。

3 ［Look in］ ダイアログボックスで保存先ドライブを選択し、 ［File Name］
にファ イル名を入力します。

イ メージファ イルはローカルにマップ済みのネッ ト ワークファ イル
サーバー上にあってもローカルド ライブ （ただし、 コピー元以外のド
ライブ） 上にあってもかまいません。 ローカルド ライブには書き込み
可能 CD、 テープ、MO、 LS120 スーパーディ スクなどのド ラ イブが含
まれます。

4 ［Image file description］ ダイアログボックスにイメージファイルの説
明を入力します。

この説明はGhost コンソールまたはGhostエクスプローラで修正でき
ます。

5 ［Save］ をク リ ッ クします。

6 Compress Image File? という質問が表示されたら次のいずれかをク リ ッ
ク します。

■ 圧縮しないときには ［No］ （高速）

■ 低い圧縮をするときには ［Fast］ （中速）

■ 高い圧縮をするときには ［High］ （低速）
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詳し くは p.11-2 の 「イ メージファ イルと圧縮」 を参照して ください。

7 Proceed with Image File Creation? という質問が表示されたら詳細を調
べて正しいオプシ ョ ンを選択済みであるこ とを確認します。

8 次のいずれかの操作をします。

■ イ メージファイルの作成に進むには ［Yes］ をク リ ッ クします。

ファ イル構造の整合性検査がコピー元ディ スク上で実行されてか
らコピー元ディ スクがコピー先イ メージファイルにコピーされま
す。 処理を中止する必要がある場合には Ctrl+C キーを押します。
ただし、 そ うする と コピー先イ メージファイルは未定義の状態に
なるので注意して ください。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

9 イ メージファ イルの整合性を検証するにはメ イン メニューで ［Check
｜ Image File］ を選択します。

イ メージファイルからのディスクのクローン

以前に作成済みのイ メージファ イルを使ってディ ス クの複製を別のディ
スクにロードできます。

イ メージファイルからディスクのクローンを作成するには

1 メ インメニューで ［Local｜ Disk｜ From Image］ を選択します。

2 ［Look in］ ダイアログボックスで復元したいイメージファイルが保存
されているド ライブを選択します。

ド ラ イブまたはデバイスを指定して絶対パス名を選択します。

イ メージファ イルはローカルにマップ済みのネッ ト ワークファ イル
サーバー上にあってもローカルド ライブ （ただし、 コピー先以外のド
ライブ） 上にあってもかまいません。 ピアツーピア接続を使う場合、
ファ イルはスレーブコンピュータ上にあ り ます。

3 Enter キーを押します。

4 ［Destination Drive］ダイアログボックスでコピー先ドライブを選択します。

このディ スクは上書きされるので慎重に選択してください。

［Destination Drive］ ダイアログボッ クスにはローカルコンピュータ上
で Ghost が検索する ド ラ イブごとの詳細が表示されます。ローカルコ
ンピュータからのコピーの場合、コピー元イ メージファイルが入って
いるディ スクは選択できません。

5 ［Destination Drive Details］ ダイアログボックスでコピー先ドライブの
パーティシ ョ ンレイアウ ト を確認または変更します。
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［Destination Drive Details］ダイアログボッ クスにはコピー先ド ライブ
のパーティシ ョ ンレイアウ トの提案が表示されます。デフォルトでは
新しいディ スクのパーティシ ョ ン間が同じ比率になるよ うにします。
ただし、 次の点に注意してください。

■ 新しいサイズを MB 単位で入力すると FAT、 NTFS、 Linux Ext2 の
コピー先パーティシ ョ ンのサイズを変更できます。

■ 利用可能な領域を超える値、 ファイルシステムの制限を超える値、
コピー元パーティシ ョ ンに保持されているデータを格納できる大
きさのない値は入力できません。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。

7 次のいずれかの操作をします。

■ ディスクのクローン作成に進むには ［Yes］ をク リ ッ クします。

コピー元イ メージファ イルのド ライブ詳細を使ってコピー先ド ラ
イブが作成されます。処理を中止したい場合には Ctrl+C キーを押
します。 ただし、 そ うする と コピー先ド ラ イブは未定義の状態に
なるので注意して ください。

警告  警告  警告  警告  ［Yes］ をク リ ッ クするのは先に進んでいいという確信があ
る場合のみにして ください。 コピー先ド ライブは完全に上書きさ
れてデータの回復は不可能になり ます。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

8 スパンが有効な場合には次のいずれかの操作をします。

■ 同じ形式の媒体上で続行するには ［OK］ をク リ ッ クします。

■ 異なる場所から復元するには ［Filename］ を ク リ ッ ク してから イ
メージファ イルスパンの場所とファ イル名を入力します。

9 ディスクイ メージのロードが完了したらコンピュータを再起動します。

コピー先ド ライブの整合性を検証するには Norton Disk Doctor または
ScanDisk などのユーティ リ ティを実行します。
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パーティションのクローン作成
パーティシ ョ ンのクローン作成

パーティシ ョ ンのク ローン作成手順にはメ イン メニューでアクセスしま
す。 次のいずれかの転送方法で転送するよ うに選択できます。

■ ［Local］

■ ［LPT ｜ Master］

■ ［USB｜ Master］

■ ［TCP/IP ｜ Master］

パーティシ ョ ン間クローン

パーティシ ョ ン間で直接クローンを作成できます。

パーティシ ョ ン間でクローンを作成するには

1 メ インメニューで ［Local｜ Partition ｜ To Partition］ を選択します。

2 ［Source Drive］ ダイアログボックスでコピー元ドライブを選択します。

［Source Drive］ ダイアログボッ ク スにはローカルコンピュータ上で
Ghost が検索する ド ラ イブごとの詳細が表示されます。

3 ［Source Partition］ ダイアログボックスでコピー元パーティションを
選択します。

［Source Partition］ ダイアログボッ クスには選択済みコピード元ド ラ
イブ上のすべてのパーティシ ョ ンの詳細が表示されます。

4 ［Destination Drive］ ダイアログボックスでコピー先ドライブを選択
します。

［Destination Drive］ ダイアログボッ クスにはコピー先コンピュータ上
で Ghost が検索する ド ラ イブごとの詳細が表示されます。ピアツーピ
ア接続の場合、 スレーブコンピュータがコピー先です。

5 ［Destination Partition］ ダイアログボックスでコピー先パーティショ
ンを選択します。

この既存のパーティションは上書きされるので慎重に選択してください。

［Destination Partition］ダイアログボッ クスには選択済みコピー先ド ラ
イブ上のすべてのパーテ ィシ ョ ンの詳細が表示されます。 ローカル
パーティシ ョ ン間コピーの場合、コピー元パーティシ ョ ンは選択でき
ません。 ただし、 領域があれば新しいパーテ ィシ ョ ンを作成できま
す。新しいパーティシ ョ ンを作成する場合にはクローン操作中にパー
ティシ ョ ンをサイズ変更できます。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。
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7 後の Proceed with Partition Copy? という質問が表示されたら正しい
オプシ ョ ンを選択済みであるこ とを確認します。

これが前に戻る 後の機会です。

8 次のいずれかの操作をします。

■ パーティションコピーに進むには ［Yes］ をク リ ックします。

処理を中止したい場合には Ctrl+C キーを押します。 ただし、 そ う
する と コピー先ディ スクは未定義の状態になるので注意して くだ
さい。

警告  警告  警告  警告  ［Yes］ をク リ ッ クするのは先に進んでいいという確信があ
る場合のみにして ください。 コピー先パーティシ ョ ンは完全に上
書きされてデータの回復は不可能になり ます。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

9 パーティシ ョ ンのコピーが完了したらコピー先コンピュータを再起動
します。

コピー先パーティシ ョ ンの整合性を検証するには Norton Disk Doctor
または ScanDisk などのユーティ リ ティを実行します。

イ メージファイルへのパーテ ィシ ョ ンのクローン

1つ以上のパーティシ ョ ンからイ メージファ イルを作成してバッ クアップ
と して使った り、 別のパーテ ィシ ョ ンまたはディ スクにパーティシ ョ ン
のクローンを作成したりできます。

イ メージファイルはマップ済みのネッ ト ワーク ド ライブ上にあってもFAT
ファ イルシステムのローカルド ラ イブ （ただし、 コピー元以外のド ラ イ
ブ）上にあってもかまいません。ローカルド ライブには書き込み可能 CD、
テープ、 MO、 LS120 スーパーディ スクなどのド ラ イブが含まれます。

ピアツーピア接続を使う場合、 イ メージファ イルはスレーブコンピュー
タ上に作成されます。

イ メージファ イルを CD に書き込む場合、その CD をブート可能にできま
す。ク ローン作成セッシ ョ ンの開始前にブートディ スクをフロ ッピーディ
スク ド ライブに入れておいた場合にはブートディ スクからCDにシステム
ファ イルがコピーされます。

圧縮によ り操作の速度が影響を受ける こ とがあ り ます。 圧縮レベルを選
択する と コピー先イ メージファ イルに利用可能な容量の概算が表示され
ます。 領域が不十分な場合にはイ メージファ イルのスパンを有効にする
よ うに要求されます。
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パーティションのクローン作成
パーティシ ョ ンのクローンをイ メージファイルに作成するには

1 メ インメニューで ［Local｜ Partition ｜ To Image］ を選択します。

2 ［Source Drive］ ダイアログボックスでコピー元ドライブを選択します。

［Source Drive］ ダイアログボッ ク スにはローカルコンピュータ上で
Ghost が検索するディ スクごとの詳細が表示されます。

3 ［Source Partition］ ダイアログボックスでコピーしたいパーティショ
ンを選択します。 選択したパーティシ ョ ンの情報がイ メージファ イ
ルと して保存されます。

［Source Partition］ ダイアログボッ クスには選択済みコピード元ド ラ
イブ上のすべてのパーティシ ョ ンの詳細が表示されます。複数のパー
ティシ ョ ンを選択できます。

4 ［OK］ をク リ ッ クします。

5 ［Look in］ ダイアログボックスで保存先ドライブを選択します。

6 ［File Name］ にファイル名を入力します。

7 Enter キーを押します。

8 Compress Image? という質問が表示されたら次のいずれかをク リ ック
します。

■ 圧縮しないときには ［No］ （高速）

■ 低い圧縮をするときには ［Fast］ （中速）

■ 高い圧縮をするときには ［High］ （低速）

9 スパンが有効な場合には ［Yes］ をク リ ッ ク してイ メージファ イルの
次のスパンの場所を入力します。

詳し くは p.11-3 の 「イ メージファ イルとボ リ ュームスパン」 を参照
して ください。

10 Proceed with Partition Dump? が表示されたら正しいオプションを選択
済みであるこ とを確認します。

11 次のいずれかの操作をします。

■ イ メージファイルの作成に進むには ［Yes］ をク リ ッ クします。

コピー元パーティシ ョ ン上でファイル構造の簡単な整合性検査が
実行されてからコピー元パーティシ ョ ンがコピー先イ メージファ
イルにコピーされます。処理を中止したい場合には Ctrl+C キーを
押します。 ただし、 そ うする と コピー先イ メージファ イルは未定
義の状態になるので注意して ください。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

12 メ インメニューで ［Check｜ Image File］ を選択します。
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イ メージファ イルの作成が完了した後はGhostでイ メージファ イルの
整合性を検証できます。

イ メージファイルからのパーティシ ョ ンのクローン

イ メージファイルを作成したら、そのイ メージファ イルを使ってパーティ
シ ョ ンのク ローンを別のコンピュータ上の別のパーテ ィシ ョ ンに作成で
きます。

イ メージファイルからパーティシ ョ ンのクローンを作成するには

1 メ インメニューで ［Local｜ Partition ｜ From Image］ を選択します。

2 ［Look in］ ダイアログボックスで復元したいイメージファイルが保存
されているド ライブを選択します。

ド ラ イブまたはデバイスを指定して絶対パス名を選択します。イ メー
ジファイルはローカルにマップ済みのネッ ト ワークファイルサーバー
ボ リ ューム上にあっても ローカルド ラ イブ上にあってもかまいませ
ん。ピアツーピア接続を使う場合、 イ メージファ イルはスレーブコン
ピュータ上にあ り ます。

3 Enter キーを押します。

4 ［Source Partition］ ダイアログボックスでイメージファイルからコピー
元パーティシ ョ ンを選択します。

［Source Partition］ ダイアログボッ クスにはイ メージファ イルのすべ
てのパーティシ ョ ンの詳細が表示されます。

5 ［Destination Drive］ ダイアログボックスでコピー先ドライブを選択
します。

［Destination Drive］ ダイアログボッ クスにはローカルコンピュータ上
で Ghost が検索する ド ラ イブごとの詳細が表示されます。

6 ［Destination Partition］ ダイアログボックスで復元先パーティション
を選択します。

この既存のパーティションは上書きされるので慎重に選択してください。

［Destination Partition］ダイアログボッ クスには選択済みコピー先ド ラ
イブ上のすべてのパーテ ィシ ョ ンの詳細が表示されます。 ローカル
パーティシ ョ ン間コピーの場合、コピー元パーティシ ョ ンは選択でき
ません。 ただし、 領域があれば新しいパーテ ィシ ョ ンを作成できま
す。新しいパーティシ ョ ンを作成する場合にはクローン操作中にパー
ティシ ョ ンをサイズ変更できます。

7 Proceed with Partition Load? が表示されたら正しいオプションを選択
済みであるこ とを確認します。

8 次のいずれかの操作をします。
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CD-R/RW へのイメージファイルの保存
■ パーティションのクローン作成に進むには ［Yes］ をク リ ッ クします。

イ メージファイルのパーティシ ョ ン詳細を使ってコピー先パーティ
シ ョ ンが上書きされます。処理を中止したい場合には Ctrl+C キー
を押します。 ただし、 そ うする と コピー先パーティシ ョ ンは未定
義の状態になるので注意して ください。

警告  警告  警告  警告  ［Yes］ をク リ ッ クするのは先に進んでいいという確信があ
る場合のみにして ください。 コピー先パーティシ ョ ンは完全に上
書きされてデータの回復は不可能にな り ます。

■ メニューに戻るには ［No］ をク リ ックします。

9 スパンが有効な場合には次のいずれかの操作をします。

■ 同じ形式の媒体上で続行するには ［OK］ をク リ ッ クします。

■ 異なる場所から復元するには ［Filename］ を ク リ ッ ク してから イ
メージファ イルスパンの場所とファ イル名を入力します。

10 パーティシ ョ ンのコピーが完了したらコピー先コンピュータを再起動
します。

コピー先パーティシ ョ ンの整合性を検証するには Norton Disk Doctor
または ScanDisk などのユーティ リ ティを実行します。

CD-R/RW へのイメージファイルの保存

イ メージファ イルは CD-R または CD-RW に直接保存できます。 CD を
ブート可能にするこ と もできます。

詳し くはp.11-7の「イ メージファイルとCDライター」を参照してください。

イ メージファ イルをブート可能 CD-R/RW に保存するには次の操作をす
る必要があ り ます。

■ Ghost ブートディスクの作成

■ コンピュータの起動

■ イ メージファイルの作成と保存

イ メージファ イルを CD-R/RW に直接書き込む場合には次の点に注意し
てください。

■ CD-R/RW ドライブは Ghost と互換性がある必要があります。

詳し くは p.11-7 の 「イ メージファ イルと CD ラ イター」 を参照して
ください。
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■ Ghost は必要に応じて自動的に CD-R/RW ディスクを分割します。 コ
マンド ラインにスパンスイ ッチを使う必要はあ り ません。

Ghost ブートディスクの作成

イ メージファ イルをCDに直接書き込むにはコンピュータの起動用ブート
ディ スクが必要です。 Ghost ブート ウ ィザードで ［CD-R/RW、 LPT、 USB
サポート付きブートディ スク］ オプシ ョ ンを使ってブートディ スクを作
成します。 これで Ghost 実行可能ファイルと DOS システムファ イルが
入ったブートディ スクが作成されます。

詳し くは p.9-3 の 「標準ブートディ スク （LPT と USB のサポート あ り ）」
を参照して ください。

CD をブート可能にするにはも う 1 枚ブートディ スクが必要です。 この
ブートディ スクは Ghost ブート ウ ィザードで［CD-ROM ブートディ スク］
オプシ ョ ンを使って作成します。 これで CD-R/RW ド ラ イバファ イルが
入ったブートディ スクが作成されます。

詳し くは p.9-9 の 「CD-ROM サポート付きブートディ スク」 を参照して
ください。

コンピュータの起動

初に作成したブートディ ス クをコンピュータのフロ ッピーディ ス ク ド
ライブに挿入してコンピュータを再起動します。

イ メージファイルの作成と保存

CD-R/RWド ラ イブをコピー先ド ライブと して選択してコンピュータのイ
メージを作成します。

詳し くは p.15-5 の 「イ メージファ イルへのディ スクのク ローン」 を参照
して ください。

Ghost でイ メージファ イルの作成中に CD をブート可能にできます。 CD
をブート可能にするには画面の指示に従って操作します。 必要なファ イ
ルが要求されたら、 Ghost ブート ウ ィザードを使って作成した 2 枚目の
ブートディ ス クをコンピュータのフロ ッピーディ ス ク ド ラ イブに挿入し
ます。
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DOS ブートディスクの作成
クローン作成タスクへのスイッチの追加

ク ローン作成タスクを定義する場合、 通常はコマンド ラ インで入力する
いくつものオプシ ョ ン （スイ ッチ） を指定できます。

クローン作成タスクにスイッチを追加するには

1 メ インメニューで ［Options］ を選択します。

2 各ページで現在のクローン作成タスクに入れるオプションを選択し
ます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

3 ［Save Settings］ ページで ［Save Settings］ をク リ ッ クしてアクティブ
スイ ッチの リ ス ト を確認します。

4 現在のタスクに設定を入れるには ［Accept］ をク リ ッ クします。

DOS ブートディスクの作成

Ghost は Windows外の DOS モードで実行する必要のある DOS アプリ ケー
シ ョ ンです。 Windows NT、 Windows 2000、 その他の DOS 以外のオペレー
ティ ングシステムなどの一部のシステム上では DOS ブートディ ス クを
使ってシステムを起動し Ghost が動作できるよ うにする必要があ り ます。
Ghostがローカルまたはネッ ト ワークのハードウェアにアクセスできるよ
うにするには追加の DOS ド ラ イバが必要になる こ とがあ り ます。 DOS
ブートディ ス ク上にある設定ファ イルは追加ド ラ イバをロードするよ う
に変更できます。 

ページ コマンドラインオプシ ョ ン

Span/CRC -span、 -auto、 -cns、 -crcignore、 -fcr

FAT 32/64 -f32、 -f64、 -fatlimit、 -fnw

Misc -sure、 -fro、 -rb、 -fx

Image/Tape -ia、 -ib、 -id

-tapebuffered、ほかにテープの安全確保、バッファ解除、
イジェク トのためのオプシ ョ ン

HDD access -ffx、 -fnx、 -ffi、 -fni、 -ffs、 -fns

Security -pwd、 -locktype=< 種類 >
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DOS ブートディ スクを作成する必要があるのは GhostCast、 TCP/IP、 ピ
アツーピアの接続なしで Ghost を使う場合だけです。

Windows 95/98 内部で Ghost の DOS ブートディスクを作成するには 

1 空のフロッピーディスクを Windows 95/98 コンピュータのドライブ
A に挿入します。

2 ［マイコンピュータ］ をダブルク リ ックします。

3 フロッピーディスク ドライブを右ク リ ックしてから ［フォーマッ ト
(M)］ を選択します。

4 ［システムファイルのコピー (Y)］ にチェックマークを付けます。

5 Ghost.exe をブートディスクにコピーします。

次に例を示します。

C:¥> copy c:¥progra~1¥symantec¥ghost¥ghost.exe a:¥

6 転送方法に必要なドライバを設定します。

DOS で Ghost の DOS ブートディスクを作成するには

1 空のフロッピーディスクを DOS （Windows 9x） コンピュータのドライ
ブ A に挿入します。

2 フロッピーディスクをフォーマッ ト します。

3 DOS コマンドプロンプトで次のよ うに入力します。

C:¥> sys c: a:

システムファ イルがフロ ッピーディ スクにコピーされます。

4 Ghost.exe をブートディスクにコピーします。

次に例を示します。

C:¥> copy c:¥progra~1¥symantec¥ghost¥ghost.exe a:¥

5 転送方法に必要なドライバを設定します。

日本語キーボードへの対応 

DOS や Windows 95/98 の SYS コマンドで作成したブート フロ ッピーディ
スクでコンピュータを起動する とキーボードの配列が米国標準の101キー
ボードにな り、 日本標準の 106 または 109 キーボードの配列と異なり ま
す。 しかし、 英字、 数字、 ピ リオドは同じ配置なので、 コロン （:） の入
力に注意すれば、 そのままで Ghost を操作するこ とは可能です。 コロン
は Shift キーを押しながらセ ミ コロン （;） のキーを押すこ とで入力できま
す。 ブー ト フロ ッピーディ スクにキーボード ド ラ イバを組み込むこ とで
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106 または 109 キーボードの配列を回避できますが、その分だけディ スク
の空き容量が減り ます。 

日本語キーボード ド ライバの組み込み 

こ こでは日本語キーボード ド ラ イバをブート フロ ッピーディ ス クに組み
込む方法を説明します。

1 Ghost CD の Extras フォルダの For106kb フォルダにある Keyb.com と
Keyboard.sys を起動ディ スクにコピーします。

2 AUTOEXEC.BAT に次の 1行を追加します。 

KEYB.COM JP 
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スタンドアロン設定

この章では次の項目について説明します。

■ スタンドアロン設定の概要

■ 設定データファイルの生成

■ スタンドアロン設定の実行

スタンドアロン設定の概要

スタン ドアロン設定機能は設定をコンピュータに直接適用するために使
います。 これは Ghost コンソールがなくても ク ローン後の設定ができる
機能です。

スタン ドアロン設定と コンソールからのク ローン後の設定には次に示す
よ う な違いがあ り ます。

■ スタンドアロン設定では Microsoft Windows NT/XP/2000 コンピュータ
をド メ インに追加できます。ただし、スタンドアロン設定を使う前に
コンピュータアカウン ト をド メ インに作成する必要があ り ます。コン
ピュータアカウン トが働くにはWindows 2000 と Windows XPに固有の
モードのアクティブディレク ト リ ド メ インコン ト ローラ用にセキュ リ
ティ許可を 初に追加する必要があ り ます。

■ スタンドアロン設定は実行後にそれ自体を無効にする追加オプシ ョ ン
をサポート します。これはスタンドアロンク ラ イアン トのインス トー
ルでのみ働き、初めて実行した後でそのコンピュータでスタンドアロ
ン設定が実行されないよ うに無効にします。そのコンピュータでスタ
ンドアロン設定を再び使うにはスタンドアロン設定クライアン ト をア
ンインス トールして再インス トールする必要があ り ます。

スタンドアロン設定の処理に関係するステップは次のとおりです。

1 コピー先コンピュータに Ghost スタンドアロンクライアン ト またはコ
ンソールク ライアン ト をインス トールします。

詳し くは p.3-5の「スタンドアロン設定ク ライアン トのインス トール」
を参照して ください。

2 設定データファイルを生成するためのプログラムを作成します。
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詳し くはこのページの 「設定データファ イルの生成」 を参照して くだ
さい。

3 作成したプログラムを実行して設定データファイルを生成します。

4 設定データファイルをコピー先コンピュータに適用します。

詳し くはこのページの 「スタンドアロン設定の実行」 を参照して くだ
さい。

設定データファイルの生成

設定データファ イルを生成するには MachConf.dll（Ghost で提供される .dll
ファ イル） を呼び出すプログラムを作成する必要があ り ます。MachConf.h
には設定データファ イルを作成するために必要な設定と値のリ ス トがあ
り ます。

次に示すファイルはプログラムに必要なファイルの例です。

■ Genghostfile.cpp

■ Genghostfile.dsp

■ Genghostfile.dsw

■ StdAfx.cpp

■ Stdafx.h

■ MachConf.h

この例に示したプログラムファ イル、 .dll フ ァ イル、 ヘルプファ イルは
Ghost CD 上の次のフォルダにあ り ます。

\Extras\Source\Genghostfile

スタンドアロン設定の実行

Ghost.exe を使ってコンピュータのク ローンを作成する場合、 -replace ス
イ ッチを使ってク ローンの実行時に設定データを実行できます。 イ メー
ジファ イルにはスタンドアロンク ラ イアン ト またはコンソールク ラ イア
ン ト を入れる必要があ り ます。

Ghost.exe を使ってスタンドアロン設定を実行するには

1 データ設定ファイルがコピー先コンピュータで利用できるこ とを確認
します。

たとえば、 フロ ッピーディ スク上です。
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2 生成した設定フ ァ イルで既存の設定フ ァ イルを置き換えるために
-replace スイ ッチを使ってコンピュータのクローンを作成します。

たとえば、 次のよ うに指定します。

ghost -replace:gvpcfg.bin=a:¥gvpcfg.bin

コンピュータの再起動時に設定データファ イルが処理されて設定データ
がコンピュータに適用されます。

Ghost.exe を使わないでスタンドアロン設定を実行するこ と もできます。

Ghost.exe を使わないでスタンドアロン設定を実行するには

1 次のよ うにデータ設定ファイルをシステムド ライブのルートディレク
ト リにコピーして既存のデータファ イルを上書きします。

■ Microsoft Windows 9x コンピュータの場合は c:¥

■ Microsoft Windows NT/2000/XP コンピュータの場合は
%systemdrive%¥

2 コンピュータを再起動します。

設定データファイルが処理されて設定データがコンピュータに適用さ
れます。

スタンドアロン設定中にログに記録されるエラー

スタン ドアロン設定中に生成されたエラーは次のよ うにログに記録され
ます。

■ Microsoft Windows NT/XP/2000 の場合はイベン ト ログ

■ Microsoft Windows 9x/Me の場合はエラーファイル
c:\lastpostconfigurationstaus.txt
16-3





V
ア プ リ ケ ー シ ョ ン を

ロ ー ル ア ウ ト す る た め

の 実 行 可 能 フ ァ イ ル の

作 成

■ AutoInstall の始めましょ う

■ AI パッケージの作成





17
AutoInstall の始めましょう

この章では次の項目について説明します。

■ AutoInstall の働き

■ AutoInstall の使い方

■ AutoInstall を使った Microsoft 製品のインス トール

AutoInstall の働き

Ghost AI （AutoInstall の略） はアプリ ケーシ ョ ンパッケージとその更新版
をインス トールする効率的な方法を提供するこ とによってネッ ト ワーク
経由のソフ ト ウェアの配布を管理する時間と コス ト を削減します。 それ
らのパッケージはインス トール後、AutoInstall アプリ ケーシ ョ ンを使って
すばやく除去できます。

AutoInstall は単一の Windows コンピュータに対する変更を取り込み、それ
らの変更はネッ ト ワークを通して配布できます。たとえば、ファ イル、レ
ジス ト リエン ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ンスイート全体に対する変更を取り
込み、 Ghost コンソールソフ ト ウェアでそれらの変更を配布できます。

AutoInstall を Ghost コンソールと組み合わせて使う と ワークステーシ ョ ン
の更新版を実装する処理が簡単になり ます。AutoInstall で総合的なソフ ト
ウェアインス トール AI パッケージを作成し、 それを Ghost コンソールで
ワークステーシ ョ ンに配布できます。

Ghost AutoInstall には AI パッケージの作成とカスタマイズに役立つ 2 つ
のコンポーネン トがあ り ます。 AI スナップシ ョ ッ トはソフ ト ウェアのイ
ンス トール時にモデルコンピュータに対する変更を記録したインス トー
ルスク リプ ト を作成します。 AI ビルダーはこのインス トールスク リプ ト
を使ってパッケージを作成します。 このパッケージにはソフ ト ウェアイ
ンス トールによって加えられた変更が複製されます。 必要に応じてパッ
ケージを AI ビルダーでカスタマイズするこ と もできます。 作成したパッ
ケージは AI ビルダーを使って修正できます。
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AutoInstall の使い方

AutoInstall を使うには

1 コンソールサーバーに AI ビルダーをインス トールします。

AI ビルダーは Ghost コンソールのインス トールに含まれます。

2 モデルコンピュータに AI スナップショ ッ ト と AI ビルダーをインス
トールします。

3 既存のシステム情報を取り込みます。

4 配布したいソフ ト ウェアをインス トールします。

5 再びシステム情報を取り込んで変更を判断します。

6 AI スナップショ ッ トで作成したファイルを AI ビルダーで実行可能 AI
パッケージと してビルド して保存します。必要であれば実行可能パッ
ケージのビルドの前または後でインス トールスク リプ ト をAIビルダー
でカスタマイズするこ と もできます。

7 Ghost コンソールを使って AI パッケージを対象ワークステーション
に配布します。

詳し くは 「第 18 章 AI パッケージの作成」 を参照して ください。

モデルコンピュータ

コンソール

クライアン トワー
クステーシ ョ ン

モデルコンピュータ上
でアプリケーシ ョ ン
パッケージを作成、 カ
スタマイズ、 ビルド し
ます

コンソールは AI パッケー
ジをタスクと してクライア
ン トワークステーシ ョ ンに
配布します

クライアン トワークス
テーシ ョ ンはコンソール
からのインス トールタス
クの応答準備をします
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モデルコンピュータへの AI スナップシ ョ ッ ト と AI ビルダーの
インストール

AI パッケージを作成するには、その前に AI ビルダーと AI スナップシ ョ ッ
ト をモデルコンピュータにインス トールして設定する必要があ り ます。

完成した AI パッケージを受け取るコンピュータ と設定が似ているコン
ピュータを 1台選択して ください。インス トールされているオペレーティ
ングシステムが 1 つだけで、 コンソールへの接続に対するネッ ト ワーク
サポートがあるコンピュータであれば理想的です。

モデルコンピュータに AI スナップシ ョ ッ ト と AI ビルダーをインス
トールするには

1 Ghost インス トール CD を CD-ROM ドライブに挿入します。

2 オプションのリ ス トで ［AI スナップショ ッ トのインス トール (S)］ を
ク リ ッ ク します。

3 ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

4 AutoInstall をインス トールしたい場所を入力します。

5 ［OK］ をク リ ッ クします。

コピー先コンピュータの設定

AutoInstall ク ラ イアン トプログラムはGhost ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアの
一部と してインス トールされます。

詳し くは p.3-3 の 「コンソールク ライアン トのインス トール」 を参照して
ください。

インス トール後、 ク ラ イアン ト プログラムはク ラ イアン ト コンピュータ
上でバッ クグラ ウン ドで動作し、 サーバーから インス トールタスクが配
布される と、 それらのタスクをすぐに起動します。

AutoInstall を使った Microsoft 製品のインストール

AutoInstall を使って Microsoft 社のソフ ト ウェアをインス トールする場合
にいくつかの問題を検討する必要があ り ます。
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モデルコンピュータの再起動の許可

実行可能 AI パッケージに入れるインス トールスク リプ ト を AI スナップ
シ ョ ッ ト で作成する場合、 コンピュータの再起動を許可する前にシステ
ム情報を取り込んで実行可能AIパッケージをビルドする必要があ り ます。
Microsoft 社以外のソフ ト ウェアをインス トールする場合、 比較スキャン
を実行して AI パッケージをビルドする前に再起動を許可してアプリ ケー
シ ョ ンを設定できます。

アンインス トールコマンドの追加

Microsoft 社以外のソフ ト ウェアを配布する場合、AutoInstall のアンインス
トールコマンドを AI パッケージに追加できます。 実行可能 AI パッケー
ジをビルドする前にインス トールスク リプ ト を修正してアンインス トー
ルコマンドを AI パッケージに追加する必要があ り ます。再起動の前に AI
パッケージのビルドが必要になる という制限のため、この機能はMicrosoft
製品では働きません。

AutoInstall を使った Office XP のクローン

Microsoft Office XP にはプロダク ト アクティベーシ ョ ンという新機能があ
るため、 ク ローン作成の前に Office XP がモデルコンピュータにロ ッ ク し
ないよ うに防止する必要があ り ます。 Microsoft Office Installer のコマンド
を使って、 Office XP がク ライアン ト コンピュータに配布されて初めて起
動するまでハード ウェアの検出と起動の処理が起きないよ うにする こ と
ができます。

AutoInstall を使って Office XP をインス トールするには

1 Microsoft Knowledge Base 文書番号 Q304226 で指定されている企業向
けの配布用の Microsoft パッチをダウンロード します。

この文書は次のサイ トにあ り ます。

http://support.microsoft.com/support/kb/articles/
Q304/2/26.ASP

2 AI スナップショ ッ ト をインス トールします。

3 AI スナップショ ッ ト を起動して 初のシステムスキャンを実行します。

4 次のコマンドラインを使って Office XP セッ トアップを実行します。

"< ド ラ イブ名 >:¥Setup.exe" enterprise_image="1" 
nousername="1" pidkey="< ボ リ ュームライセンスキー >"/qb-

5 Microsoft Knowledge Base 文書番号 Q304226 で指定されている企業向
けの配布用の Microsoft パッチを適用します。
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6 システムの比較を実行してパッケージをビルドします。 Microsoft Office
XP とパッチのインス トール後にコンピュータの再起動を許可しない
でください。

メモ  メモ  メモ  メモ  このインス トールを実行するには Microsoft 社からボ リ ュームライ
センスキーを取得する必要があ り ます。

AI パッケージの配布に対する Microsoft システムファイル保護
（SFP） の制限

Windows Me/2000/XPで使う ファ イルが入っているソフ ト ウェアをロール
アウ トする場合にいくつかの問題を検討する必要があ り ます。 システム
ファ イル保護はオフにしないでください。 オフにする と必要なオペレー
ティングシステムファ イルの消失または破損の原因になる可能性があ り
ます。 オペレーティ ングシステムの更新版が入っている ソフ ト ウェアは
ク ローン作成も配布もしないでください。

オペレーティング
システム

オペレーティングシステムの更新版が入っているソフ トウェア

Windows Me ■ オペレーティ ングシステムに添付されていたバージ ョ ン
よ り新しいバージ ョ ンのインターネッ トエクスプローラ

■ 新しいバージ ョ ンのインターネッ ト エクスプローラをイ
ンス トールするアプリケーシ ョ ン

Windows 2000 ■ サービスパック

■ オペレーティングシステムのホッ ト フィ ックス

■ オペレーティ ングシステムに添付されていたバージ ョ ン
よ り新しいバージ ョ ンのインターネッ トエクスプローラ

■ 新しいバージ ョ ンのインターネッ ト エクスプローラをイ
ンス トールするアプリケーシ ョ ン

Windows XP ■ オペレーティ ングシステムに添付されていたバージ ョ ン
よ り新しいバージ ョ ンのインターネッ トエクスプローラ

■ 新しいバージ ョ ンのインターネッ ト エクスプローラをイ
ンス トールするアプリケーシ ョ ン
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AI パッケージの作成

この章では次の項目について説明します。

■ ソフ ト ウェアインス トール用のインス トールスク リプトの作成

■ AI パッケージのカスタマイズとビルド

■ AI パッケージの実行とロールアウ ト

ソフ トウェアインストール用のインストールスク
リプ トの作成

インス トールスク リプ ト （Install.cfg） の作成にはいくつもステップがあ
り ます。 初に、 AI スナップシ ョ ッ トでソフ ト ウェアをインス トールす
る前のコンピュータ情報を取り込みます。次にソフ ト ウェアをインス トー
ルし、 AI スナップシ ョ ッ ト で再びコンピュータ情報を取り込みます。
後に、 相違点を示した Install.cfg ファ イルを AI スナップシ ョ ッ トで作成
します。

メモ  メモ  メモ  メモ  Microsoft Installer を使ってモデルコンピュータにソフ ト ウェアをイ
ンス トールする場合には必ず Microsoft Installer がインス トールされてい
ない状態で 初のスナップシ ョ ッ ト を撮って ください。

既存のシステム情報の取り込み

インス トールスク リプ ト を作成する 初のステップはモデルコンピュー
タを準備し、 AI スナップシ ョ ッ ト を実行して既存のシステム情報を取り
込むこ とです。

ソフ ト ウェアのインス トール時にはモデルコンピュータにオペレーティ
ングシステムだけをインス トールしておいてください。

モデルシステムのスナップシ ョ ッ ト を撮るには

1 バックグラウンドで実行中のすべてのプログラムを無効にします。
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2 インス トール処理に再起動が含まれる場合には再起動処理中に実行さ
れるすべてのプログラムを無効にします。

3 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［AI スナッ
プシ ョ ッ ト ］ の順に選択します。

4 ［オプション (O)］ をク リ ッ クします。

コピー先プラッ ト フォームで監視するディ スク とディレク ト リ を制限
できます。インス トールによって影響を受けるディ スクだけを監視す
る場合には監視処理の速度が速くな り ます。たとえば、 インス トール
によって C ド ラ イブが影響を受ける場合にはド ライブ D を監視する
必要はあ り ません。

このと きにデフォル ト の作業ディ レク ト リ を変更するこ と もできま
す。 AI スナップシ ョ ッ トは定期的な間隔で作業ディ レク ト リ を自動
的にパージします。ただし、結果と して作成されるインス トールパッ
ケージは除きます。

5 必要であれば ［検索パス (S)］ または ［一次作業ディレク ト リ (W)］
を変更します。

6 ［OK］ をク リ ッ クします。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ クして AI スナップショ ッ トでシステムの分析を
開始します。

AI スナップシ ョ ッ トがシステムの分析を終了する と ［インス トール
を開始します］ 画面が表示されます。

次のステップはパッケージ化したいソフ ト ウェアをインス トールするこ
とです。

パッケージ化したいソフ トウェアのインストール

モデルシステムのスナップシ ョ ッ ト を撮った後は AI スナップシ ョ ッ ト を
実行したままパッケージ化したいソフ ト ウェアをインス トールします。

警告  警告  警告  警告  Microsoftインス トールの場合にはビルドが完了するまで再起動をす
べて中止し、 AI スナップシ ョ ッ ト でコンピュータの完全スキャンを実行
するこ とが重要です。

ソフ トウェアのインス トールを監視するには

1 ［インス トールを開始します］ 画面で次のいずれかの操作をします。

■ ソフ ト ウェアのインス トールプログラム （通常は Setup.exe とい
う名前） のパスを入力します。
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■ ファイルを見つけるために ［参照 (B)］ をク リ ッ クします。

2 ［監視 (M)］ をク リ ッ クします。

3 インス トール中にコピー先ワークステーシ ョ ンにインス トールしたい
オプシ ョ ンを選択します。

一部のインス トールプログラムは起動に時間がかかり、画面と画面の
間で長い休止があ り ます。

4 次のいずれかの操作をします。

■ Microsoft インス トールの場合には ［いいえ (N)］ をク リ ッ クする
か Ctrl+Esc キーを押してすべての再起動を中止し、 ビルドが完了
するまでコンピュータを制御できるよ うにします。

■ それ以外のすべてのインス トールでは要求があったらコンピュー
タを再起動します。

5 再起動後、 セッ ト アッププログラムをビルドするかど うかを質問する
ダイアログボッ クスが表示されたら ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。

6 ソフ ト ウェアインス トールが完了したらインス トールパッケージの名
前を入力します。

7 ［比較 (C)］ をク リ ックします。

自動実行CDから ソフ ト ウェアをインス トールする場合には 初のインス
トールステップのいくつかは自動的に実行されます。

自動実行 CD からのソフ トウェアインス トールを監視するには

1 ［インス トールを開始します］ 画面で ［次へ (N)］ をク リ ッ クします。

2 自動実行 CD を CD-ROM ドライブに挿入します。

3 再起動後、 セッ ト アッププログラムをビルドするかど うかを質問する
ダイアログボッ クスが表示されたら ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。
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4 ソフ ト ウェアインス トールが完了したらインス トールパッケージの名
前を入力します。

5 ［比較 (C)］ をク リ ックします。

変更を判断するためのシステム情報の再取り込み

インス トールスク リプ ト処理の次のステップはモデルコンピュータのス
ナップシ ョ ッ ト をも う一度撮るこ とです。

モデルコンピュータのスナップシ ョ ッ ト をも う一度撮るには

1 ［ソフ ト ウェアインス トールが完了しましたか ?］ ウ ィンドウで ［比
較 (C)］ をク リ ッ ク して AI スナップシ ョ ッ ト で新しい設定と元の設
定を比較します。

AI スナップシ ョ ッ トは新しいファ イルとディ レク ト リ 、 グループと
アイ コン、 システムレジス ト リ の修正など、 相違点の参照をインス
トールスク リプ トに挿入します。比較が完了する と インス トールスク
リプ トの場所が表示されます。

2 インス トールスク リプ ト ファ イル名が表示されたら ［OK］ をク リ ッ
ク します。

3 次のいずれかの操作をします。

■ AI ビルダーで現在のインス トールスク リプトから AI パッケージを
作成するために ［ビルド (B)］ をク リ ッ ク します。

パッケージの進行状況とファ イルの場所を示すメ ッセージが表示
されます。

■ インス トールスク リプトをカスタマイズするために ［修正 (M)］
をク リ ッ ク します。

詳し くは p.18-5 の 「AI パッケージのカスタマイズとビルド」 を参
照して ください。
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インス トールスク リプ トの修正が済んだら、 モデルコンピュータ
に変更が加えられる前にパッケージをビルド して ください。

4 ［完了 (F)］ をク リ ッ クします。

AI パッケージのカスタマイズとビルド

AI ビルダーはAI スナップシ ョ ッ ト で作成したインス トールスク リプ ト を
使って AI パッケージをビルド します。 このパッケージは必要に応じてカ
スタマイズできます。 たとえば、 特別な起動画面をパッケージに追加し
た り、 時間がかかるインス トール処理をユーザーの介入なしに自動的に
実行した りできます。 パッケージを作成した後は AI ビルダーを使って
パッケージの修正と再ビルドができます。

インス トールスク リプ トは ASCII テキス ト ファ イルなので、 テキス トエ
ディ タである AI ビルダーで読み取るこ とができます。 インス トールスク
リプトの中のコマンドはソフ ト ウェアのインス トールのしかたを示します。

AI ビルダーはインス トールがプロらし く見えるよ うにグラフ ィ ッ ク、 サ
ウンド、 アニメーシ ョ ンを統合します。 AI ビルダーはメ ッセージと質問
を組み込み、 .ini ファ イルとレジス ト リの編集ができます。

チェ ッ ク リ ス ト インターフェースが必要なステップを案内します。 イン
ス トールは CPU、RAM、ビデオの設定についてテス トできます。ユーザー
は If 文を使って個々の設定に対応できます。 AI ビルダーはク ライアン ト
が実行できる AI パッケージ用のウ ィザード インターフェースを作成しま
す。 それをコンソールで配布するこ とはできません。

余分な行は無視されるので、読みやすくするための行を追加できます。た
だし、 余分なスペースや復帰がある と構文エラーが起きるので追加しな
いでください。 REM コマンドを使う と任意の行にコ メン ト を追加できま
す。 その行にあるテキス トは有効なコマンドであっても AI ビルダーに
よって無視されます。 これはインス トールスク リプ ト を ドキュ メン ト化
するのに便利です。

AI スナップシ ョ ッ トは複製したアプ リ ケーシ ョ ンにアンインス トールコ
マンドを自動的には追加しません。 このオプシ ョ ンを追加するには AI ビ
ルダーで Uninstall コマンドを選択します。

詳し くは p.18-8 の 「アンインス トールコマンドをビルドパッケージに組
み込むには」 を参照して ください。

AI ビルダーはト ラブルシューティングの目的でインス トールスク リプ ト
の無効なコマンドに対しエラーメ ッセージを使います。 AI ビルダーは無
効なコマンドの行番号とその行の内容を示します。 たとえば、 BEGIN コ
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マンドを使いENDコマンドを入れ忘れた場合にはエラーメ ッセージと .cfg
ファ イルの 後の行が表示されます。

他のテキス ト エディ タを使ったこ とによる構文エラーを避けるためには
AI スナップシ ョ ッ ト または AI ビルダーを使って AI パッケージを生成し
ます。 パッケージを生成した後、 ビルド メニューで ［実行 (U)］ を選択し
て作成済みのインス トールをテス トできます。

インストールスクリプ トのカスタマイズ

インス トールスク リプ トは作成し終わる とすぐに修正できます。 AI パッ
ケージをビルド した後に AI ビルダーでパッケージを開く こ とによっても
インス トールスク リプ ト を修正できます。 いずれの場合にも次の画面が
表示されます。

カスタマイズオプシ ョ ンが左ペインに表示され、 選択したオプシ ョ ンの
詳細が右下のペインに表示されます。 インス トールスク リプ トは右上の
ペインに表示されます。
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次の表は AI ビルダーで使えるコマンドの種類の概略です。

インストールスクリプ ト をカスタマイズするには

1 次のいずれかの操作をします。

■ インス トールスク リプトの作成直後である場合には AI スナップ
シ ョ ッ ト で ［修正 (M)］ をク リ ッ ク します。

■ 修正したい AI パッケージを AI ビルダーで選択します。

2 AI ビルダーウィンドウの左ペインでいずれかのコマンドの種類を展
開します。

ユーザーが介入するインス トールの場合にはグラフ ィ ッ ク とサウンド
のファイルだけでなくカスタム画面とカスタムメ ッセージを追加でき
ます。

コマンドの種類 説明

［基本インス トール］ インス トールの開始方法を定義します。

たとえば、プログラムグループ内の項目の追加、削
除、置換をするには ［WindowsItem］ を選択します。

［外観］ ユーザーへのインス トールの見え方を定義します。

たとえば、インス トールの開始時にグラフ ィ ッ クを
表示するには ［IntroScreen］ を選択します。

［メ ッセージと入力］ ユーザーの入力を要求するメ ッセージを追加します。

たとえば、インス トール中に表示する メ ッセージを
変更するには ［Prompts］ を選択します。

［システムの変更］ インス トール中に Windows に変更を加えます。

たとえば、Windows レジス ト リに項目を挿入または
削除するには［Registry/BeginRegistry］を選択します。

［IF 条件］ 無人インス トールのためにIf文を組み込むこ とがで
きます。

たとえば、インス トール中にメモリ値を調べるには
［IF Memory()］ を選択します。

［デフォルト値と呼び出し］ デフォルト を設定し、外部プログラムの呼び出しを
組み込みます。

たとえば、インス トールの終わりに外部プログラム
を実行するには ［RunAtExit］ を選択します。
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無人インス トールの場合にはインス トールを進める前にクライアン ト
の互換性を調べるために If 条件を追加できます。

3 いずれかのコマンドを選択します。

4 選択したコマンドのパラ メータを AI ビルダーウィンドウの右ペイン
で入力します。

AI ビルダーのコマンドについて詳し くはヘルプを参照して ください。

5 次のいずれかの操作をします。

■ コマンドを追加するためには ［追加 (A)］ をク リ ッ クします。

■ コマンドを削除するためには Delete キーを押します。

6 インス トールスク リプトが完了するまで 1から 5 のステップを繰り
返します。

7 AI パッケージをビルドします。

詳し くは p.18-9 の 「AI パッケージのビルド」 を参照して ください。

インストールスクリプ トへのアンインストールコマンドの追加

アンインス トールプログラムはデフォルトディ レク ト リに入っており、イ
ンス トール中に加えられた変更を取り込んだ隠しファ イル （Unstall.cfg）
が作成されます。 連続してインス トールしても、 アンインス トールプロ
グ ラ ムが 初のイ ンス ト ールの前の状態にシステムを戻せる よ う に
Unstall.cfg ファ イルが修正されます。

アンインス トールコマンドをビルドパッケージに組み込むには

1 ビルダーオプシ ョ ンの左ペインで ［基本インス トール］ を展開してか
ら［UnInstall］を選択してアンインス トールパッケージを組み込みます。

2 インス トール中に作成されたプログラムグループを削除するには ［ア
ンインス トール中にグループを削除する (R)］ にチェ ッ クマークを付
けます。

インス トール用に既存のグループを選択するかインス トール後にグ
ループにファイルを追加するユーザーもいるので、このオプシ ョ ンは
注意して使ってください。

3 アンインス トールの名前を入力します。

この名前はアンインス トールの実行時に画面に表示されます。

4 選択したオプションを記録するために ［追加 (A)］ をク リ ックします。
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AI パッケージのビルド

必要なすべての変更をインス トールスク リプ トに加えた後は AI パッケー
ジをビルドできます。

パッケージは単一のファ イルと して保存されるので、 ハードディ ス ク ド
ライブ、 ネッ ト ワークファ イルサーバー、 CD-ROM など大容量の記憶媒
体が必要です。

AI パッケージをビルドするには

1 ビルド メニューで ［ビルド (B)］ を選択します。

2 ビルドディレク ト リが表示されていなければ入力します。

デフォルトのディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\Symantec\Ghost\Working または
C:...\All Users\Application Data\Symantec\Ghost\Working

3 ［ビルド (B)］ をク リ ッ クします。

4 AI ビルダーを終了します。

AIビルダーは自動的にタスクログに保留状態のエン ト リ を作成します。

インストールスクリプ ト と AI パッケージの修正

インス トールスク リプ トはモデルコンピュータがインス トールスク リプ
トの作成時と同じ状態であればパッケージを作成する前に修正できます。
作成したAIパッケージは任意のコンピュータ上でいつでも修正できます。

インストールスクリプ ト を修正するには

1 モデルシステムで AI ビルダーを起動します。

2 ファイルメニューで ［開く (O)］ を選択します。

3 インス トールスク リプト （Install.cfg） を見つけます。

デフォルトの場所は次のとおりです。
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C:\Program Files\Symantec\Ghost\Working\Configs\ または
C:...\All Users\Application Data\Symantec\Ghost\Working\Configs\

4 ファイルをダブルク リ ックして開きます。

AI パッケージを修正するには

1 AI ビルダーを起動します。

2 ファイルメニューで ［開く (O)］ を選択します。

3 パッケージ （.exe ファイル） を見つけます。

デフォルトの場所は次のとおりです。

C:\Program Files\Symantec\Ghost\Working\Onefile\ または
C:...\All Users\Application Data\Symantec\Ghost\Working\Onefile\

4 ファイルをダブルク リ ックして開きます。

ファ イルからインス トールスク リプ トが抽出されます。

AI パッケージの実行とロールアウト

AI ビルダーが作成する実行可能ファイルは個々のワークステーシ ョ ンで
実行してパッケージソフ ト ウェアをインス トールできます。このパッケー
ジは Ghost コンソールを介していくつものワークステーシ ョ ンに配布で
きます。

Ghost コンソールは AI パッケージをク ライアン ト コンピュータにロール
アウ トする インス トールタス クを作成します。 このコンソールタス クは
実行する AI パッケージへのパスのほかに、 どのコピー先ワークステー
シ ョ ンがパッケージを受け取るかを指示するパラ メータも提供します。

詳し くは p.5-13 の 「［AI パッケージの配布］ プロパティ を設定するには」
を参照して ください。

配布サーバーがインス トール用の AI パッケージがある こ とをコピー先
ワークステーシ ョ ンに知らせた場合には Ghost ク ラ イアン トが実行可能
ファイルを実行します。
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Ghost エクスプローラを
使ったイメージファイル
の内容の修正

この章では次の項目について説明します。

■ Ghost エクスプローラについて

■ イ メージファイルの表示

■ イ メージファイルからのファイルまたはディレク ト リの復元

■ Ghost エクスプローラでのイメージファイルの修正

■ イ メージファイル内にあるファイルのリス トの保存

■ スパンファイルサイズの設定

■ ファイルのコンパイル

■ Ghost のイ メージファイルのバージョン検査

■ コマンドラインからの Ghost エクスプローラの使い方

Ghost エクスプローラについて

コンピュータのハードディ ス クまたはパーティシ ョ ンをダンプする と き
に作成されるイ メージファ イルにはデータ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 レジス
ト リ設定が格納されます。 このイ メージファ イルはク ローン作成タスク
の一部と してク ラ イアン ト コンピュータにロードできます。ただし、Ghost
エクスプローラユーティ リ テ ィ を使ってイ メージファ イルのファ イルを
表示、 変更、 追加、 抽出する こ と もできます。 つま り、 イ メージファ イ
ルにファ イルを追加した り、 イ メージファ イル内にあるファ イルを並べ
替えた り、 ク ラ イアン ト コンピュータにコピーするイ メージファ イルか
らファ イルを抽出したりできます。

Ghost エクスプローラを使う と、 イ メージファ イルからファ イルまたは
ディ レク ト リ をすばやく簡単に復元できます。Ghost エクスプローラでは
次の操作ができます。
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■ イ メージファイルの内容を表示して、 イ メージファイル内にあるファ
イルのリ ス ト を保存する

■ イ メージファイルからファイルまたはディレク ト リを復元する

■ イ メージファ イルからまたはその内部でファ イルを追加、 移動、 コ
ピー、 削除、 起動する

■ ド ラ ッ グアン ド ド ロ ップ と カ ッ ト アン ドペース ト の機能を使って
Windowsエクスプローラからイ メージファ イルにファイルとディ レク
ト リ を追加する

■ スパンサイズを設定する

■ イ メージファイルの説明を追加する

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost エクスプローラでファ イルまたはディ レク ト リ を右ク リ ッ ク
する とファ イルコマンドのリ ス ト を表示できます。

Ghost エクスプローラは次のパーティシ ョ ンの種類をサポート します。

■ FAT12

■ FAT16

■ FAT32

■ NTFS （読み取りのみ )

■ Linux Ext2

Ghost エクスプローラを開くには

■ スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［Ghost
エクスプローラ］ の順に選択します。

イメージファイルの表示

パーテ ィシ ョ ン、 ディ レク ト リ 、 フ ァ イルの詳細など、 イ メージファ イ
ルの内容を表示できます。

イ メージファイルを表示するには

1 Ghost エクスプローラを開きます。

詳し くはこのページの 「Ghost エクスプローラを開くには」 を参照し
て ください。

2 ファイルメニューで ［開く (O)］ を選択します。

3 イ メージファイルを選択します。
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4 ［開く (O)］ を選択します。

5 イ メージファイルのプロパティを表示するには、 ファイルメニューで
［プロパティ (P)］ を選択します。

イメージファイルからのファイルまたはディレク
ト リの復元

Ghost エクスプローラを使ってファ イルまたはディ レク ト リ をイ メージ
ファ イルから直接復元できます。

イ メージファイルからファイルまたはディ レク ト リを復元するには

1 Ghost エクスプローラでイ メージファイルを開きます。

2 復元するファイルまたはディレク ト リを選択します。

3 ファイルメニューで ［復元 (R)］ を選択します。

4 ファイルまたはディレク ト リの復元先にしたい場所を選択します。

5 ［復元］ をク リ ッ ク してファ イルまたはディ レク ト リ を選択した場所
に復元します。

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost エクスプローラから Windows エクスプローラにド ラ ッグアン
ド ド ロ ップしてもファ イルを復元できます。

Ghostエクスプローラでのイメージファイルの修正

Ghost エクスプローラを使って次の操作ができます。

■ Ghost バージョン 6.0 以上で作成した NTFS 以外の任意のイメージファ
イルに、Windows エクスプローラからファ イルまたはディ レク ト リ を
追加できます。

■ Ghostバージョン 5.1c以上で作成した NTFS以外の任意のイメージファ
イルからファ イルを削除できます。

メモ  メモ  メモ  メモ  イ メージファ イルを作成するのに使ったGhostのバージ ョ ンはGhost
エクスプローラで調べられます。 詳し くは p.19-5 の 「Ghost のイ メージ
ファ イルのバージ ョ ン検査」 を参照して ください。
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ファイルの追加、 移動、 削除

Ghost エクスプローラはイ メージへのファ イルのコピー、 貼り付け、 移
動、 削除、 追加など、 Windows のカッ ト アン ドペース ト操作をイ メージ
ファ イル内で実行できます。Windows エクスプローラから Ghost エクスプ
ローラにド ラ ッグアンド ド ロ ップするこ と もできます。

警告  警告  警告  警告  Ghost エクスプローラを使ってファイルをイ メージファ イルに追加
する と、GhostCast を使ってそのイ メージファ イルのクローンを作成する
と きに処理効率が多少低下するこ とがあ り ます。Ghost エクスプローラは
コンパイルを推奨するかど うかを計算します。 推奨する場合にはファ イ
ルをコンパイルして処理効率を向上できます。
詳し くは p.19-5 の 「ファ イルのコンパイル」 を参照して ください。

イメージファイル内にあるファイルのリストの保存

現在のイ メージファ イルにあるディ レク ト リ （と場合によってはファ イ
ルとその詳細） の リ ス トが入ったテキス ト ファ イルを保存します。

イ メージファイルの内容のリス ト を保存するには

1 Ghost エクスプローラでイ メージファイルを開きます。

2 ファイルメニューで ［内容を保存 (S)］ を選択します。

3 次のいずれかの操作をします。

■ ディレク ト リのみにするには［ディレク ト リのみ (O)］を選択します。

■ ファイルを含めるには ［ファイルを含める (F)］ を選択します。

■ ファイルの詳細を含めるには ［詳細を含める (D)］ を選択します。

4 テキス ト ファイルの保存先ディレク ト リを選択します。

5 ファイル名を入力します。

6 ［保存 (S)］ をク リ ックします。
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Ghost のイメージファイルのバージョン検査
スパンファイルサイズの設定

Ghostではスパンという処理で小さなファ イルにイ メージファ イルを分割
できます。Ghost エクスプローラのスパン分割点機能を使う と、 ファ イル
またはディ レク ト リ を追加する と きのスパンファ イルの 大サイズを設
定できます。

スパンファイルのサイズを設定するには

1 表示メニューで ［オプション (O)］ を選択します。

2 ［スパン分割点 (MB)］ フィールドにスパンファイルのサイズを入力
します。

3 Ghost エクスプローラが作成する追加のスパンファイルに対してデ
フォルトの名前を選択したい場合には ［自動スパン］ にチェッ ク
マークを付けます。

ファイルのコンパイル

イ メージファ イル内でファ イルの追加または削除をする と、 そのイ メー
ジファ イルは断片化します。 断片化したイ メージの復元にかかる時間は
コンパイルしたファ イルに比べ長くな り ます。 ファ イルをコンパイルす
る と断片化が解消し、 復元時の処理効率が向上します。

イ メージファ イルのプロパティ を調べてコンパイルが推奨されるかど う
かを確認します。

ファイルをコンパイルするには

1 コンパイルが推奨される場合、 ファイルメニューで ［コンパイル (C)］
を選択します。

2 コンパイルしたファイルの新しい名前を入力します。

3 ［保存 (S)］ をク リ ックします。

Ghost のイメージファイルのバージ ョ ン検査

イ メージファ イルの追加、 削除、 表示またはイ メージファ イル内のファ
イルの移動ができるかど うかは、 そのイ メージファ イルの作成に使った
Ghost のバージ ョ ンによって決ま り ます。

イ メージファイルの作成に使った Ghost のバージ ョ ンを調べるには

1 Ghost エクスプローラでイ メージファイルを開きます。
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2 ファイルメニューで ［プロパティ (P)］ を選択します。

プロパティ ウ ィンド ウが表示されます。 イ メージファ イルの作成に
使った Ghost のバージ ョ ンが ［作成に使った Ghost のバージ ョ ン］
の右に示されます。

コマンド ラインからの Ghost エクスプローラの使
い方

MS-DOS プロンプ トでパス とファ イル名を入力して Ghost エクスプロー
ラを起動できます。 次に例を示します。

C:¥Progra~1¥Symantec¥Ghost¥Ghostexp

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost エクスプローラがカレン トディ レク ト リ またはパスのディ レ
ク ト リにある場合にはパス名の入力は必要あ り ません。

開きたい Ghost イ メージファ イルを Ghost エクスプローラの引数と して
指定するこ と もできます。 次に例を示します。

Ghostexp n:¥Images¥Myimage.gho

Ghost エクスプローラによってイ メージファ イルの破損が報告された場
合、 破損の内容をさ らに詳し く知る こ とができます。 一般にこれらのオ
プシ ョ ンは Ghost エクスプローラのテクニカルサポートに求められた場
合にのみ使います。 次のいずれかの引数を指定してこのプログラムを起
動します。

これらのレポートはダイアログボッ ク ス と して表示されます。 すべての
オプシ ョ ンを有効にするにはすべてのスイ ッチを指定するか -d7 を指定
します。

Ghostエクスプローラには単一のコマンドを実行してから終了するバッチ
モードがあ り ます。 このバージ ョ ンではバッチモードはテキス ト ファ イ

-d1 FATファイルシステムの破損または重大なイベン トについて報告します。

-d2 NTFSファイルシステムの破損または重大なイベン トについて報告します。

-d4 Ext2 ファ イルの破損または重大なイベン トについて報告します。
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コマンドラインからの Ghost エクスプローラの使い方
ルに内容リ ス ト を保存する処理のみをサポート します。 このモードを使
うには次のいずれかのスイ ッチを指定します。

詳し くは p.19-4 の「イ メージファ イル内にあるファ イルの リ ス トの保存」
を参照して ください。

イ メージの2つ目の部分を要求しないでスパンイ メージまたは分割イ メー
ジの破損を報告した場合、Ghost エクスプローラはイ メージの分割を認識
していない可能性があ り ます。 -split 引数を指定して起動する と、 Ghost
エクスプローラはイ メージを分割イ メージと して扱う よ うにな り ます。

詳し くは p.19-5 の 「スパンファ イルサイズの設定」 を参照して ください。

-t ダンプファイルに入っているディレク ト リのリ ス ト をイ
メージファイルと同じ名前で拡張子が .txtのファイルに
保存します。

-tf ディレク ト リ と ファ イルのリ ス ト を保存します。

-tv ディレク ト リ と ファ イルの冗長リ ス ト を保存します。

-t[vf]=< ファ イル名 > 指定されたファイルにリ ス ト を保存します。
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20
GDisk を使ったパーティ
シ ョ ン管理

この章では次の項目について説明します。

■ GDisk の概要

■ 主要なコマンドラインスイッチの概要

■ パーティションの作成

■ マスターブート レコードの再初期化

■ ディスクについての情報の表示

■ バッチモードを使った複数の GDisk 操作の実行

■ Windows NT での FAT16 パーティション

■ ディスクの削除と抹消

■ パーティションのアクティブ化または非アクティブ化

■ パーティションの非表示または非表示解除

■ Windows NT/2000/XP ブート メニューの修正

■ 大容量ハードディスクのサポート

GDisk の概要

GDisk を使う とパーティシ ョ ンの作成、マスターブート レコードの再初期
化、 ディ スクの削除と抹消がさまざまな方法でできます。

Ghost では次の 2 つのバージ ョ ンの GDisk が提供されます。

■ GDisk

DOS で実行します。

■ GDisk32

Windows オペレーティ ングシステムのコマンド ラ インから実行しま
す。すべてのGDiskコマンド ラインスイッチがGDisk32で実行できます。
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GDisk は Fdisk と Format を完全に置き換えるユーティ リ ティで次のこ と
ができます。

■ 単純フォーマッ ト

■ 広範なパーティションレポート

■ セキュ リティの高いディスク抹消

■ パーティションの非表示と隠しパーティションの表示

対話式のメニューと メ ッセージを使う Fdisk とは異な り、GDisk ではコマ
ンド ラ インを使います。 このためディ ス クのパーティシ ョ ンをすばやく
設定したり、 GDisk 操作をバッチファイルに定義したりできます。

DOS で GDisk を実行するか Windows で GDisk32 を実行します。

GDisk を実行するには

1 コンピュータを DOS モードで起動します。

2 DOS プロンプトで C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥GDisk と入力
して必要なディ スク と スイ ッチを続けて指定します。

GDisk32 を実行するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］ 、 ［MS-DOS プロンプト ］ の順
に選択します。

2 DOSプロンプトで C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥GDisk32 と入
力して必要なディ スク と スイ ッチを続けて指定します。

主要なコマンドラインスイッチの概要

GDisk には 9 つの主要な動作モードがあ り ます。 初の 4 つは Fdisk メ イ
ン メニューのメニューオプシ ョ ンに対応します。GDisk の動作モードは次
のいずれかのスイ ッチで選択します。

モード スイッチ 説明

作成 /cre DOS の基本パーティシ ョ ン、拡張パー
ティシ ョ ンを作成します。

削除 /del DOS 以外のパーティシ ョ ンを含むあ
らゆる種類のパーティシ ョ ンを削除
します。
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主要なコマンドラインスイッチの概要
コマンド ラインスイッチのヘルプ

9 つの動作モードの概要とそのスイ ッチは次のよ うにヘルプスイ ッチを
使って表示できます。

■ GDisk の場合

C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥gdisk /?

■ GDisk32 の場合

C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥gdisk32 /?

メモ  メモ  メモ  メモ  ヘルプに表示されないも う 1つのスイ ッチは /VERSION スイ ッチで
す。このスイッチはGDisk実行可能ファイルのバージョン情報を表示します。

さ らに詳しいヘルプを表示するには前に示した 9 つの主要モードのいず
れかのスイ ッチにヘルプコマンドを指定します。

たとえば、 非表示についてさ らに詳しいヘルプを表示するには次のコマ
ンドを入力します。

■ GDisk の場合

C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥gdisk /hide /?

状態表示 （デフォルト ） /status 指定した固定ディ スク とそのパーティ
シ ョ ンについての情報リ ス ト を表示し
ます。

アクティブ化 /act パーティシ ョ ンをアクティブ化 （ブー
ト可能パーティシ ョ ンと して指定） し
た り非アクティブ化します。

非表示 /hide 既存のパーティシ ョ ンの非表示、隠し
パーティシ ョンの非表示解除をします。

MBR の再初期化 /mbr マスターブート レコードを再初期化し
ます。

バッチモード実行 /batch バッチモードでコマンドを実行します。

ディ スク抹消 /diskwipe ディ スク全体の内容を抹消します。

Boot.ini /bootini Windows NT/2000/XP ブート メニュー
に修正を加えます。 このス イ ッチは
GDisk32 でのみ機能します。

モード スイッチ 説明
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■ GDisk32 の場合

C:¥progra~1¥symantec¥ghost¥gdisk32 /hide /?

すべての GDisk コマンドに共通のスイッチ

次のスイ ッチは 9 つの主要 GDisk 操作のいずれにも使えます。

パーティシ ョ ンの作成

作成スイ ッチは未使用のディ スク領域の 大ブロ ッ クを使って指定され
た種類のパーティシ ョ ンを作成します。 /for スイ ッチを使わないかぎ り、
この操作中にパーティシ ョ ンがフォーマッ ト されるこ とはあ り ません。ダ
イナミ ッ クディ スクのパーティシ ョ ンは作成できません。

メモ  メモ  メモ  メモ  GDiskはFAT32パーティシ ョ ンをロードする と 初のデータセク タ
をパーティシ ョ ンの先頭から 4KB の境界に揃えます。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてこのコマンドの構文は次のよ うにな
り ます。

スイッチ 説明

/x GDisk が拡張ディ スクアクセスをサポート しません。 このた
めGDiskはディスクの完全な容量を認識しないこ とがあり ます。

/i GDisk が直接 IDE ディ スクアクセスをサポート しません。 こ
のため GDisk はディ スクの完全な容量を認識しないこ とがあ
り ます。

/s GDisk が直接 SCSI ディ スクアクセスをサポート しません。 こ
のため GDisk はディ スクの完全な容量を認識しないこ とがあ
り ます。

/y 操作を確認する メ ッセージを表示しません。 このスイ ッチを
使わないと、 パーティシ ョ ンを削除する前または別の破壊的
な操作を実行する前に確認メ ッセージが表示されなくなります。

/sure 操作を確認するメ ッセージを表示しません。/yと同じ働きです。

/r 操作が正常だった場合にGDiskがコンピュータを再起動します。
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パーティションの作成
■ GDisk の場合

gdisk <ディスク > /cre {/pri| /ext| /log} [/sz: 
{<MB>|<割合>{p|%}}] [/end] [/for [/q] [/v[:<ラベル>]]] 
[/-32] [/ntfat16]

■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディスク > /cre {/pri| /ext| /log} [/sz: 
{<MB>|<割合>{p|%}}] [/end] [/for [/q] [/v[:<ラベル>]]] 
[/-32] [/ntfat16]

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/cre DOS パーティシ ョ ンまたは論理 DOS ド ラ イブを作成します。

/pri DOS の基本パーティシ ョ ンを作成します。

/ext DOS の拡張パーティシ ョ ンを作成します。

/log 論理DOSド ライブをDOSの拡張パーティシ ョ ンに作成します。

/sz:<MB> パーティシ ョ ンのサイズを MB 単位で指定します。 これは
も近いシ リ ンダに切り上げられます。

/sz:< 割合 >{p|%} 利用可能なディ スク領域ではなく合計のディ スクサイズの割
合と してパーティシ ョ ンのサイズを指定します。

/end 空き領域の 後にパーティシ ョ ンを作成します。 このスイ ッ
チを使わないと、 パーティシ ョ ンは空き領域の先頭に作成さ
れます。

利用可能なすべての領域を使ってパーティシ ョ ンを作成する
よ うにコマンド ラ インで指定されている場合、 /end スイ ッチ
は無視されます。

/for 作成した後で新しいパーティ ショ ンをフォーマッ ト し ます。
/ntfat16 スイ ッ チまたは /-32 スイ ッ チを使わないと 、 パー
ティ ショ ンの種類は次のよう に決まり ます。

■ パーティションが 16MB未満の場合は FAT12

■ パーティションが 16MB から 512MB の間の場合は FAT16

■ パーティションが 512MB を超える場合は FAT32

/q /forスイ ッチと組み合わせて使った場合、ク イ ッ クフォーマッ
ト を実行します。このスイ ッチを使わないと、GDisk パーティ
シ ョ ンの表面スキャンを実行して不良セクタをマークします。

/v[:< ラベル >] /forスイッチと組み合わせて使われた場合に新しいフォーマッ
ト済みパーティシ ョ ンにラベルを指定します。
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マスターブート レコードの再初期化

/mbr スイ ッチを使ってマスターブート レコード （MBR） のブート コード
を書き直します。 MBR に感染したブートセク タウ ィルスを除去するため
に MBR の再初期化が必要になるこ とがあ り ます。 /mbr スイ ッチを /wipe
オプシ ョ ン と組み合わせて使い、 ダイナ ミ ッ クディ ス クを削除するこ と
もできます。

メモ  メモ  メモ  メモ  このスイ ッチは LILO が MBR にある場合に Linux パーティシ ョ ンを
削除するために使う必要があ り ます。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてこのコマンドの構文は次のよ うにな
り ます。

■ GDisk の場合

gdisk <ディ スク > /mbr [/wipe]

■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディ スク > /mbr [/wipe]

/-32 パーティシ ョ ンを FAT32 と してフォーマッ ト しないこ とを示
します。基本パーティシ ョ ンと論理パーティシ ョ ンを 2048MB
に制限します。 16MB を超えるパーティシ ョ ンは FAT16 と し
てフォーマッ ト されます。 このスイ ッチはオペレーティ ング
システムが FAT32 （たとえば、 Windows NT4） をサポート し
ない場合に役立ちます。

/ntfat16 パーティシ ョ ンを FAT32 と してフォーマッ ト しないが、64KB
のク ラスタ FAT16 を許可する こ とを示します。 これは基本
パーティシ ョ ンと論理パーティシ ョ ンを 4097MB に制限しま
す。16MBを超えるパーティシ ョ ンはFAT16 と してフォーマッ
ト されます。Windows 9x と DOS のシステムはこのスイ ッチで
作成された 2048MB を超えるパーティシ ョ ンにアクセスでき
ません。

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/mbr マスターブート レコードのブート コードを再初期化します。

/wipe ディ スク上のパーティシ ョ ンを削除します。

スイッチ 説明
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バッチモードを使った複数の GDisk 操作の実行
ディスクについての情報の表示

状態表示スイ ッチはディ スクのモデルなど、 ディ スク上の固定ディ スク
とパーテ ィシ ョ ンについての情報を表示します。 ディ スク上のパーティ
シ ョ ンについての情報を表示するには、 ディ スク番号を指定する必要が
あ り ます。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてこのコマンドの構文は次のよ うにな
り ます。

■ GDisk の場合

gdisk [<ディ スク >] [/status] [/raw] [/lba] [/ser]

■ GDisk32 の場合

gdisk32 [<ディ スク >] [/status] [/raw] [/lba] [/ser]

バッチモードを使った複数の GDisk 操作の実行

バッチモードスイ ッチ /batch を使う と複数の GDisk 操作を 1 つのコマン
ドで実行できます。 こ うする と毎回ブートディ スクから GDisk をロード
するこ とが避けられます。バッチコマンドは対話式に指定するこ と も、事
前に用意したテキス ト ファ イルに指定するこ と もできます。

バッチモードスイ ッチにテキス ト ファイル名が指定されている場合、GDisk
はそのファ イルを開いて （すべてのコマンドを実行するかいずれかのコ
マンドでエラーが発生するまで） 指定されているコマンドを実行します。

メモ  メモ  メモ  メモ  Windows 版の GDisk をサンプルコマンドで使うには gdisk を gdisk32
で置き換えてください。

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/status 指定した固定ディ スク とそのパーティシ ョ ンについての情報
リ ス ト を表示します。

/raw < ディ スク > スイ ッチと組み合わせて使った場合、 パーティ
シ ョ ンテーブルの内容を CHS 形式で表示します。

/lba < ディ スク > スイ ッチと組み合わせて使った場合、 パーティ
シ ョ ンテーブルの内容を論理ブロッ ク形式で表示します。

/ser ディ スクのシ リ アル番号を表示します。
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第 20 章　GDisk を使ったパーティシ ョ ン管理 
たとえば、 次のよ うに指定します。

C:¥> gdisk /batch:cmds.gg

メモ  メモ  メモ  メモ  バッチモードスイ ッチにファイル名が指定されていない場合、GDisk
はコマンドの実行を質問してきます。

すべてのバッチコマンドに適用されるコマンド ラ イン引数はバッチモー
ド スイ ッチと一緒に元のコマンド ラ イン上に指定できます。 バッチファ
イル内の各行またはプロンプ ト で入力した各行はすでに部分的に形成さ
れているコマンド ラ インに追加されます。

次に Two-new.gg とい うバッチコマンドファ イルの例を示します。空行と
# で始まっている行はコ メン ト とみなされて無視されます。 （この例では
処理対象の固定ディ スクをコマンドに指定していないこ とに注意して く
ださい。）

# delete all partitions

/del /all

# create formatted FAT16 primary DOS partition and 
then create an extended partition

/cre /pri /-32 /for /q

/cre /ext

# create formatted FAT16 logical DOS partition

/cre /log /-32 /for /q

次のコマンドはユーザーに確認しないですべてのパーティシ ョ ンを削除
し 2 つ目の固定ディ スク上に 2 つの新しいパーティシ ョ ンを作成します。

gdisk 2 /y /batch:two-new.gg

実行される 4 つのコマンドは元のコマンド とバッチファ イル内のコマン
ドを組み合わせたものです。

gdisk 2 /y /del /all

gdisk 2 /y /cre /pri /-32 /for /q

gdisk 2 /y /cre /ext

gdisk 2 /y /cre /log /-32 /for /q

バッチファイルは再帰的にネス トできるので、2つ目のファイルStd_init.gg
が次の行を含む場合、

1 /batch:two-new.gg

2 /batch:two-new.gg
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ディスクの削除と抹消
次のコマンドは Two-new.ggに指定された操作を両方の固定ディ スクに実
行します。

gdisk /batch:std-init.gg

Windows NT での FAT16 パーティシ ョ ン

Windows NT では 64K ク ラスタを使って 大 4GB の FAT16 パーティシ ョ
ンを作成できます。パーティシ ョ ンを作成するコマンド ラ インに /Ntfat16
スイ ッチを追加した場合、GDiskは 64K ク ラスタを使って FAT16パーティ
シ ョ ンを作成できます。 このスイ ッチは FAT32 パーティシ ョ ンの作成を
無効にし、 大 4GB の FAT16 パーティシ ョ ンの作成を許可します。

メモ  メモ  メモ  メモ  DOS と Windows 9x は 64K ク ラスタを使った FAT16 パーティシ ョ ン
をサポート しません。 FAT16 パーティシ ョ ンの 大サイズは 2GB に制限
されます。

ディスクの削除と抹消

GDiskではディ スク上のデータ とパーティシ ョ ンの削除またはディ スク全
体の抹消ができます。 /del スイ ッチでダイナミ ッ クディ スクのパーティ
シ ョ ンは削除できません。

/del /all スイ ッチはディ スク上のすべてのパーティシ ョ ンを削除します。
パーティシ ョ ンの作成に使われていないその他の領域は削除されません。
拡張パーティシ ョ ンを削除する と、 その中にあるすべての論理パーティ
シ ョ ンも削除されます。

/diskwipe スイ ッチはディ スク全体、パーティシ ョ ン、パーティシ ョ ンテー
ブル、 MBR、 すべての使用済み領域と未使用領域を抹消します。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じて削除スイ ッチコマンドの構文は次の
よ うにな り ます。

■ GDisk の場合

gdisk <ディ スク> /del {/pri[:<n番目>]|/ext[:<n番目>]|/
log:<n 番目 >|/p:<パーティシ ョ ン番号 >|/all} [/qwipe|/
dodwipe|/customwipe:<n>]

■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディ スク > /del {/pri[:<n 番目 >]|/ext[:<n 番目
>]|/log:<n 番目 >|/p:<パーティシ ョ ン番号 >|/all} [/
qwipe|/dodwipe|/customwipe:<n>]
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第 20 章　GDisk を使ったパーティシ ョ ン管理 
必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてディ スク抹消スイ ッチの構文は次の
よ うにな り ます。

■ GDisk の場合

gdisk <ディスク> /diskwipe [dodwipe| /customwipe:<n>]

■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディスク> /diskwipe [dodwipe| /customwipe:<n>]

次に例を示します。

■ gdisk 1 /del /all /qwipeはディスク 1のすべてのパーティショ
ンとデータを削除する操作を 1回実行します。

■ gdisk 1 /del /p:2 /qwipeはディスク 1のパーティション 2 を
抹消する操作を 1回実行します。

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/del DOSのパーティシ ョ ンまたは論理DOSド ライブを削除します。

/pri[:<n 番目 >] DOS の n 番目の基本パーティシ ョ ンを削除します。 デフォル
トは 1番目です。

/ext[:<n 番目 >] DOS の n 番目の拡張パーティシ ョ ンを削除します。 デフォル
トは 1 番目です。 拡張パーティシ ョ ンの論理パーティシ ョ ン
も削除します。

/log:<n 番目 > n番目の論理DOS ド ライブを DOSの拡張パーティシ ョ ンから
削除します。

/p:< パーティ
シ ョ ン番号 >

削除するパーティシ ョ ンを示します。< パーティシ ョ ン番号 >
には標準の表示モードで （/lba または /raw を使わないで）
GDisk が報告する番号を使います。

/all すべてのパーティシ ョ ンを削除します。

/qwipe パーティシ ョ ンを削除する前にパーティシ ョ ンのデータ領域
を上書きします。 ディ スクに操作を 1回実行します。

/dodwipe パーティシ ョ ンを削除する前にパーティシ ョ ンのデータ領域
を上書きします。 ディ スクに操作を 7 回実行します。

/diskwipe ディ スク全体の内容を抹消します。

/customwipe:<n> パーティシ ョ ンを削除する前にパーティシ ョ ンのデータ領域
を何回か上書きします。 <n> には 1 から 100 までの範囲で設
定できます。 /customwipe:7 は /dodwipe と同じ働きをします。
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パーティションの非表示または非表示解除
■ gdisk 1 /diskwipe /customwipe:15はディスク全体を抹消す
る操作を 15 回実行します。

パーティシ ョ ンのアクテ ィブ化または非アクテ ィ
ブ化

コンピュータはアクティブパーティシ ョ ンで起動します。 /act または
/-act スイ ッチを使う と コンピュータが起動するパーティシ ョ ンを選択
できます。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてこのコマンドの構文は次のよ うにな
り ます。

■ GDisk の場合

gdisk <ディ スク > /[-]act /p:<パーティシ ョ ン番号 >

■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディ スク > /[-]act /p:<パーティシ ョ ン番号 >

パーティシ ョ ンの非表示または非表示解除

パーティシ ョ ンはユーザーに見えないよ うに非表示にできます。

必要な GDisk のバージ ョ ンに応じてこのコマンドの構文は次のよ うにな
り ます。

■ GDisk の場合

gdisk <ディ スク > /[-]hide /p:<パーティシ ョ ン番号 >

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/act パーティシ ョ ンをアクティブ化します。

/-act パーティシ ョ ンを非アクティブ化します。

/p:< パーティ
シ ョ ン番号 >

アクティブ化または非アクティブ化するパーティションを示し
ます。基本パーティショ ンのみアクティブ化できます。 < パー
ティショ ン番号 > には標準の表示モードで （/lba または /raw
を使わないで） GDisk が報告する番号を使います。
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■ GDisk32 の場合

gdisk32 <ディ スク > /[-]hide /p:<パーティシ ョ ン番号 >

Windows NT/2000/XP ブート メニューの修正

/bootini スイ ッチを使う と Windows NT/2000/XP ブート メニューに修正を
加えるこ とができます。 次の修正がサポート されます。

■ 現在のブートエン ト リのリ ス トの表示

■ Boot.ini へのエン ト リの追加

■ Boot.ini からのエント リの削除

■ デフォルトのブートオプションと時間切れの設定

このスイ ッチは GDisk32 でのみ動作します。

GDisk が Boot.ini の状態を変更する と現在の Boot.ini の複製が作成されま
す。複製には C:\boot_gdisk32_copy.ini または C:\boot.ini_gdisk32_copy とい
う名前が付きます。

boot.ini のパスとファイル名の指定

/inifileスイ ッチは/bootiniスイ ッチで実行されるすべての操作に共通です。

/inifile を使う と Windows NT/2000/XP の現在の Boot.ini ファ イルの絶対パ
スとファ イル名を指定できます。これによってCド ライブ上にないBoot.ini
を検索できます。

このスイ ッチのデフォルト値は C:\boot.ini です。

スイッチ 説明

< ディ スク > 物理固定ディ スク 1 ～ 8 を表します。

/hide パーティシ ョ ンを非表示にします。

/-hide パーティシ ョ ンを非表示解除します。

/p:< パーティ
ショ ン番号 >

非表示または非表示解除するパーティ ショ ンを示します。<パー
ティ ショ ン番号 > には標準の表示モード で（ /lba または /raw
を使わないで） GDisk が報告する番号を使います。
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Windows NT/2000/XP ブート メニューの修正
現在のブートエン ト リのリス トの表示

/bootini スイ ッチを使って現在の Windows NT/2000/XP オペレーティング
システムの既存のブート メニューを表示します。

このコマンドの構文は次のとおりです。

gdisk32 /bootini [/inifile:< ファ イル名 >]

Boot.ini へのエン ト リの追加

Boot.ini ファ イルに追加できるエン ト リは次の 2 種類です。

■ 異なるパーティション上にある別の Windows NT/2000/XP を起動する
エン ト リ

■ 異なるパーティション上にある Windows NT/2000/XP 以外のオペレー
ティングシステムを起動するエン ト リ

GDisk は次の場合には Boot.ini にエン ト リ を追加しません。

■ 説明のエン ト リが Boot.ini にすでに存在する （大文字と小文字は区別
されない）

■ 参照先パーティションの種類が拡張パーティションである

■ 参照先パーティションが隠しパーティションである

次の表は両方の種類のエン ト リでの各スイ ッチの働きの説明です。

スイッチ 説明

/bootini Boot.ini を修正します。

/add 新しいエン ト リ を Boot.ini に作成します。

/d:<ディ スク番
号 >

物理固定ディ スク 1 ～ 8 です。

/p:< パーティ
シ ョ ン番号 >

起動元パーティシ ョ ンの番号です。

/desc:< 説明 > NT ブート ローダーメニューに表示される説明です。

/inifile:< ファ イ
ル名 >

Boot.iniの絶対パスとファイル名です。デフォルト 値はC:\boot.ini
です。

/bsectfile:< ファ
イル名 >

作成するブートセク タファ イルです。 たとえば、 C:\bsect.dat
です。
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Windows NT/2000/XP を起動するエン ト リの追加

このコマンドの構文は次のとおりです。

gdisk32 /bootini /add /d:<ディスク番号>/p:<パーティシ ョ ン番号
> /desc:<説明 > /winnt [/sysfolder:< フォルダ >] [/inifile:<
ファイル名 >] [/r]

このエン ト リは ARC （Advanced RISC Computing の略） スタイルのパスを
使ってエン ト リの関連するディ ス クの場所を記述します。 エン ト リの形
式は次のとおりです。

<ARC スタイルのパス >¥< システムフォルダ >="説明 "

たとえば、 次のよ うにな り ます。

multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥winnt="Boot NT System"

詳し くは Microsoft Knowledge Base Article Q102873 の「BOOT.INI and ARC
Path Naming Conventions and Usage」 を参照して ください。

次の点に注意してください。

■ GDiskはARCスタイルのパスの記述にはSCSI(X)とは対照的にMULTI(X)
構文のみを使います。

■ GDisk は ARC スタイルのパスの先頭に必ず multi(0)disk(0) を使います。

■ /winnt は ARC スタイルのエント リを作成するよ うに GDisk32 に指示
し、対象オペレーティングシステムが Windows NT/2000/XP の場合に
使う必要があ り ます。このスイ ッチを使わないと GDisk32 は対象オペ
レーティングシステムがWindows NT/2000/XPでないかのよ うにエン
ト リ を作成します。

■ /sysfolder を使う と対象オペレーティ ングシステムに Windows のシステ
ムフォルダを指定できます。 このシステムフォルダは通常は Winnt で
す。Winnt でない場合にはこのフォルダへのパスを指定しますが、ルー
ト ディ レク ト リ は含めないでく ださい。

たとえば、 /sysfolder:"2k\WinNt" を使い、 /sysfolder:"f:\2k\WinNt" と
は指定しないでください。

/winnt Windows NT/2000/XPオペレーティングシステムを起動するた
めのエン ト リ を追加します。

/sysfolder:<フォ
ルダ >

起動元 Windows NT/2000/XP オペレーティングシステムのシ
ステムフォルダです。 デフォルト値は Winnt です。

/r コマンドの実行後に再起動します。

スイッチ 説明
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Windows NT/2000/XP ブート メニューの修正
Windows NT/2000/XP 以外のオペレーティングシステムを起動す
るエン ト リの追加

このコマンドの構文は次のとおりです。

gdisk32 /bootini /add /d:<ディ スク番号>/p:<パーティシ ョ ン番
号 > /desc:<説明 >  [/inifile:< ファ イル名 >] [/bsectfile:<
ファ イル名 >] [/r]

Boot.ini のこのエン ト リは起動処理を続行するために使う ブー ト セク タ
ファ イルを参照します。

エン ト リの形式は次のとおりです。

<ブートセク タファ イルの絶対パス >¥<ブートセク タファ イル>="説明"

たとえば、 次のよ うにな り ます。

C:¥bootos2s.dat="Boot OS/2 System"

このエン ト リ を追加する場合、 GDisk は次のこ とをします。

■ 対象パーティションの先頭セクタ （ブートセクタ） を読み取る

■ そのセクタの内容をブートセクタファイルに書き出す

■ そのブートセクタファイルへの参照を Boot.ini に追加する

/bsectfile スイ ッチを使う と作成するブートセク タファ イルの絶対パスと
ファ イル名を指定できます

GDisk32 はデフォルトでは次のこ とをします。

■ エント リ説明からファイル名を構築する際、 8.3 形式の DOS ファイル
名規則での無効な文字は省く

■ ブートセクタファイルを C ドライブのルートディレク ト リに作成し、
.dat ファ イル拡張子を付ける

たとえば、gdisk32 /add /d:1 /p:2 /desc:"*** Boot OS/2 ***" ではブー
トセク タファ イル C:\bootos2.dat が生成されます。
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Boot.ini からのエン ト リの削除

Boot.ini からエン ト リ を削除する構文は次のとおりです。

gdisk32 /bootini /remove /entry:<番号> [/inifile:<ファ イ
ル名 >] [/r]

削除するエン ト リがデフォルトのブートオプシ ョ ンの場合、GDisk はその
エン ト リ を削除して残りの リ ス トにある 初のエン ト リ をデフォルト の
ブートエン ト リ と して設定します。

GDiskはBoot.iniの唯一のエン ト リの場合にはそのエン ト リ を削除しません。

デフォルトのブートオプシ ョ ンと時間切れの設定

/default スイ ッチを使ってデフォルトのブートオプシ ョ ンと時間切れを設
定します。

このコマンドの構文は次のとおりです

gdisk32 /bootini /default [/entry:<番号>] [/timeout:<秒>]
[/inifile:< ファイル名 >] [/r]

スイッチ 説明

/bootini Boot.ini を修正します。

/remove Boot.ini からエン ト リ を削除します。

/entry:< 番号 > Boot.ini からエン ト リの ID を削除します。

/inifile:< ファ
イル名 >

Boot.ini の絶対パス とファ イル名です。

/r コマンドの実行後に再起動します。

スイッチ 説明

/bootini Boot.ini を修正します。

/default デフォルトのブートオプシ ョ ンと時間切れを設定します。

/entry:< 番号 > エン ト リの IDをデフォルトのブートオプシ ョ ンと して設定し
ます。

/timeout:< 秒 > デフォルトのブートオプシ ョ ンが選択されるまでの秒数を設
定します。
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大容量ハードディスクのサポート
大容量ハードディスクのサポート

GDisk は IDE と SCSI のハードディ スク ド ラ イブ用に大容量のディ スク ド
ライブ （BIOS の制限値である 1024 シ リ ンダつま り 7.8GB の容量を超え
るディ スク） をサポート します。 GDisk は IDE コン ト ローラまたは ASPI
ド ライバによって用意されるインターフェースを通して、直接ハードディ
ス クにアクセスできます。 パーテ ィシ ョ ンサイズについて独自の制限値
を持つオペレーティングシステム用にパーティシ ョ ンを作成する場合は
注意が必要です。

Windows 95/98用にパーティシ ョ ンを作成する場合には次の点に注意して
ください。

■ 割り込み 13h 拡張ディスクサービスをサポート しない PC BIOS を使っ
ているシステムでは、作成したパーティシ ョ ンが意図したとおりに使
えるかを確認する必要があ り ます。 基本パーテ ィシ ョ ンまたは拡張
パーティシ ョ ンの先頭または末尾がハードディ スク ド ラ イブの7.8GB
境界を超えている場合、 Windows または DOS 専用モードでこのよ う
なシステムからパーティシ ョ ンにアクセスするこ とはできません。こ
れは先頭または末尾が 7.8MB 境界を超えている拡張パーティシ ョ ン
内の論理パーティシ ョ ンにも当てはま り ます。

Windows NT 用にパーティシ ョ ンを作成する場合には次の点に注意してく
ださい。

■ Microsoft Support KnowledgeBase によると、 7.8GB （8,455,716,864 バイ
ト ） よ り大きな Windows NT NTFS ブート可能パーティシ ョ ンを作成
するこ とはできません。詳し くはサポート技術情報「Windows NT ブー
トプロセス とハードディ スクの制限」 （文書番号： J052688） を参照し
て ください。

ブート不能 NTFS パーティシ ョ ンにはこのサイズ制限はあ り ません。

■ 先頭または末尾が1024シリンダ境界を超えているパーティションから NT
をブートするこ とはできません。 このよ う なパーティシ ョ ンから NT
をブート しよ う とする と 「Boot Record Signature AA55 Not Found」 と
い うエラーメ ッセージが表示されます。

/inifile:< ファ
イル名 >

Boot.ini の絶対パス とファ イル名です。

/r コマンドの実行後に再起動します。

スイッチ 説明
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第 20 章　GDisk を使ったパーティシ ョ ン管理 
■ サービスパック 4 をインス トールしていない場合または ATAPI ホッ ト
フ ィ ッ クスをサービスパッ ク  3 に適用していない場合、 Windows NT
は 7.8GB を超える ド ライブをサポート しません。 詳し くはサポート
技術情報 「IBM DTTA-351010 10.1 GB ディ スクの容量が正し くない」
（文書番号 ： J043901） を参照して ください。
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21
Ghostライセンス数の追跡

この章では次の項目について説明します。

■ ライセンス監査ユーティ リティのセッ トアップ

■ ライセンス監査ユーティ リティの実行

■ データベースファイルの表示

■ ライセンス監査ユーティ リティの削除

ライセンス監査ユーティ リ ティ （License Audit Utility を略して LAU） は
ユーザーログオンスク リプ トの一部と して実行されます。 ユーザーがク
ローンディ スクのあるコンピュータにログオンする と き、 そのディ スク
の詳細がデータベースファ イルに記録されます。 このファ イルは管理者
が表示できます。

ライセンス監査ユーティ リテ ィのセッ トアップ

ライセンス監査ユーティ リティは特定のド メ インで見つかるクローンディ
スクの数を記録するこ とによって Ghost の複製が使う ラ イセンス数を追
跡します。 このユーティ リ ティは Windows NT/2000/XP オペレーティン
グシステムでのみ動作し、 Ghost の標準ツールの一部です。

ラ イセンス監査ユーティ リ テ ィ をセッ ト アップするには、 プラ イマ リ ド
メ インコン ト ローラ （PDC） 上で管理者権限が必要です。 これは LAU の
セッ ト アップを実行するために必要な権利です。

LAU のセッ ト アップに必要なファイルは Ghost コンソールと標準ツール
のインス トールパッケージに入っています。

LAU のインス トールプログラムは次のこ とをします。

■ PDC 上で管理者ユーザーの権利があることを調べます。

■ License ディレク ト リ上に ghostlau という共有 （または ghostlau が別の
ディ レク ト リですでに共有名と して使われている場合には ghlauxxx）
を作成します。

■ PDC 上のすべてのユーザーに問い合わせてそのユーザーのログオン
スク リプ ト ファ イルを見つけます。
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第 21 章　Ghost ライセンス数の追跡 
■ Laclient.exe プログラムを実行してそれを PDC 上の NETLOGON ディ
レク ト リに配置するログオンスク リプ ト Ghostlog.bat を作成します。

■ Ghostlog.bat ファイルへの参照を見つかったすべてのユーザースク リ
プ トに追加します。

NETLOGON は Windows NT システム上の \winnt\system32\repl\import
\scriptsまたはWindows 2000 Active Directoryサーバー上の\winnt\SYSVOL
\sysvol\< サーバー名 >.com\scripts の共有名です。

ライセンス監査ユーティ リテ ィ をセッ トアップするには

1 Ghost コンソールまたは標準ツールを Windows NT または Windows 2000
が動作中のシステムにインス トールします。

詳し くは 「第 3 章 Ghost のインス トール」 を参照して ください。

2 スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［ライセ
ンス監査ユーティ リ ティ］ の順に選択します。

3 ライセンス監査ユーティ リティのウィンドウで ［セッ トアップ (S)］
をク リ ッ ク します。

ライセンス監査ユーティ リテ ィの実行

インス トール後、 LAU はバッ クグラウンドで実行され、 ユーザーのログ
オン時にク ラ イアン トのハードディ スク ド ラ イブについての指紋情報を
検索します。

LAU はクローンディ スクを見つける と、 サーバー上のデータベースファ
イルを更新します。 ユーザーがコンピュータに次回ログオンする と き、
LAU は再び指紋情報を検索します。 何らかの変更を検出する とサーバー
上のデータベースファイルを更新します。

LAU はユーザーの権限に関係なく、Windows 9x システムについての Ghost
指紋情報を取り込みます。 ただし、 Windows NT/2000 システムではユー
ザーにド メ イン管理者権限がある場合にのみ Ghost 指紋情報を取り込む
こ とができます。
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ライセンス監査ユーティ リティの削除
データベースファイルの表示

使用中のライセンス数を確認するためにデータベースファ イルを表示で
きます。

データベースファイルを表示するには

■ スタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Symantec Ghost］、 ［ライセン
ス監査ユーティ リ ティ］ の順に選択します。

次のド メ イン情報が表示されます。

■ クローンディスクの合計数

■ クローンドライブが属すコンピュータの MAC アドレス

■ ディスクのクローンを作成したユーザー （Ghost 6.5以上）

■ ディスクのモデルと各クローンディスクのシリアル番号 （Ghost 6.5
以上）

メモ  メモ  メモ  メモ  SCSI ディ スクのク ローンを Ghost バージ ョ ン 6.5 以上で作成する と
き、 データベースファ イルにディ ス クのモデル番号とシ リ アル番号の情
報が含まれるのはクローン作成時に ASPI ド ラ イバをロード した場合だけ
です。

ライセンス監査ユーティ リテ ィの削除

アンインス トールプログラムは次のこ とをします。

■ PDC 上で管理者ユーザーの権利があることを調べます。

■ Ghostlog.bat ファイルへのすべての参照をそれが入っているユーザー
スク リプ トから削除します。

■ Ghostlog.bat を PDC 上の NETLOGONディレク ト リから削除します。

ライセンス監査ユーティ リテ ィ を削除するには

1 スタート メニューで ［プログラム (P)］ 、 ［Symantec Ghost］ 、 ［ライセ
ンス監査ユーティ リ ティ］ の順に選択します。

2 ライセンス監査ユーティ リティのウィンドウで ［削除 (M)］ をク
リ ッ ク します。
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22
セキュリテ ィ識別子
（SID） と コンピュータ名
の更新

この章では次の項目について説明します。

■ NTベースのクライアン ト上での Sysprep と Ghost Walkerによる SID変更

■ Ghost Walker の使い方

NT ベースのクライアン ト上での Sysprep と
Ghost Walker による SID 変更

ク ラ イアン ト コンピュータはネッ ト ワーク上で動作するには重複な く識
別される必要があ り ます。 そのためにセキュ リ ティ識別子 （SID） と コン
ピュータ名を使います。 イ メージを複数のク ラ イアン ト コンピュータに
ロードする場合、 タス クの一部と して重複のない識別子を割り当てる必
要があ り ます。 このためのツールがい くつもあ り、 Ghost はその う ち
Microsoft アプリ ケーシ ョ ンの Sysprep と Symantecユーティ リ ティのGhost
Walker の 2 つをサポート します。

Ghost Walker の機能
■ 固有の DOS で動作し、 クローン操作後に再起動しないで SID を変更で

きます。

■ ランダムに生成される重複のない値にコンピュータ SID を変更します。

■ インス トールされているオペレーテ ィ ングシステムにいるすべての
ローカルワークステーシ ョ ンユーザーの SID を変更します。

■ ファ イルオブジェク ト とレジス ト リオブジェク ト用のアクセス制御リ
ス ト （ACL） にあるローカルユーザーがユーザープロファ イルとアク
セス権を保持できるよ うにすべてのローカルワークステーシ ョ ンユー
ザー SID を変更します。
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第 22 章　セキュリテ ィ識別子 （SID） と コンピュータ名の更新 
■ Windows 95/98/Me/NT/2000/XP オペレーティングシステムのコン
ピュータ名を変更します。

メモ  メモ  メモ  メモ  これはGhostコンソール内部のコンピュータ名は変更しません。

Ghost Walker の欠点
■ コンピュータ名変更の機能性が制限されています。 新しい名前は元の

名前と同じ文字数にする必要があ り ます。

■ 公式には Microsoft 社によって承認されていません。

Microsoft Sysprep の機能
■ ユーザーが新しいユーザー、 ライセンス、 識別の詳細を入力できるよ

うに （通常はインス トール中にのみ見られる） Windows 2000 セッ ト
アップウ ィザードを呼び出します。

■ ド ラ イバデータベースの再ビルドを引き起こす設定にでき、 Windows
2000/XPがプラグアンドプレイを使って新しいハードウェア環境に必
要なすべてのデバイス ド ラ イバを検出し、そして未使用ド ライバを破
棄するよ うにできます。 このオプシ ョ ンは Ghost では使えません。

■ ク ローン後の 初のブート中に代替の大容量コン ト ローラ ド ライバを
インス トールできます。新し く ク ローンを作成したオペレーティング
システムはプラグアンドプレイ検出が安全に呼び出される時点まで新
しいハード ウェア環境で起動できます。

■ コンピュータ名、 ド メ イン、 ネッ ト ワーク設定など、 ほぼすべての無
人インス トールパラ メータセッ ト をサポート します。これは新し く ク
ローンを作成したコンピュータの再設定をするための総合ツールセッ
トにな り、 完全自動処理の実行もできます。

■ 場合によっては SID変更を実行してオペレーティングシステムのイ
ンス トール ID を変更します。

Microsoft Sysprep の欠点
■ ローカルワークステーションユーザーの SID を変更しないため、

ファ イルとレジス ト リのアクセス制御リ ス ト （ACL） にある SID を
変更する必要があ り ません。

■ 再起動する必要があります。

■ Windows NT 4.0 で動作する Sysprep のバージョンはその機能性が制限
されています。 Ghost によってサポート されません。

■ Windows 95/98/Me のコンピュータ名の変更に対応しません。
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Ghost Walkerの使い方
SID 変更での問題

わかっている場所の SID のみ変更できるため SID 変更は近似技術です。

問題が起きる原因は次のとおりです。

■ コンピュータ名と SID の専用の複製または派生した複製を採用しそ
れらを独自の形式でレジス ト リやファ イルの場所に格納するサード
パーティ製アプリ ケーシ ョ ンと Microsoft アプ リ ケーシ ョ ンの数が増
えています。

■ Windows 2000/XP NTFS ファイル暗号化、Windows NT、Windows 2000/
XP 保護ス ト レージなどの Microsoft 技術は SID を重複のない トークン
と して利用します。この技術はローカルワークステーシ ョ ンユーザー
SIDを暗号化情報へのアクセスを制御する暗号化キーの一部と して使
います。 Microsoft 社はローカルワークステーシ ョ ンユーザー SID の
変更に対処しません。

以上の理由から大量にロールアウ ト またはアップグレードする前にコン
ピュータ環境とそこにあるアプ リ ケーシ ョ ンをテス トする こ とを強くお
勧めします。

Ghost Walker の使い方

Ghost Walker を使う と、 ク ローン操作に続いて Windows 95/98/Me/NT/
2000/XP コンピュータの識別の詳細を変更できます。 各 Windows 95/98/
Meコンピュータには重複のない名前を割り当てるこ とができ、各Windows
NT/2000/XP コンピュータには重複のない名前と コンピュータセキュ リ
ティ識別子 （SID） を割り当てるこ とができます。

Ghost Walker を使って SID を更新する と、 すべての既存のワークステー
シ ョ ンユーザーとそのパスワード、権限、レジス ト リ設定が維持されます。

Ghost WalkerはGUIまたはコマンド ラ インから実行できます。Ghost Walker
は次の DOS からは実行できません。

■ Windows NT/2000/XP の DOS シェル

■ Windows 95/98/Me の DOS シェル （Windows 95/98/Me オペレーティン
グシステムも更新した場合）

Ghost Walker ウ ィ ンド ウはコンピュータのハードディ スク ド ラ イブ上に
あるすべてのブート可能な 95/98/Me/NT/2000/XP システムを表示しま
す。 レジス ト リハイブファ イルの完全セッ ト とオペレーティングシステ
ムカーネル実行可能ファイルが通常の場所にあれば、 Ghost Walker はオ
ペレーティングシステムがインス トールされている と判断します。
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Ghost Walker はオペレーティングシステムについて次の詳細情報を表示
します。

■ 論理 ID (Ghost Walker が生成するシステム ID)

■ ドライブ番号

■ パーティション番号

■ ボリ ュームラベル （パーティション名）

■ パーティションのファイルシステムの種類

■ コンピュータ名

■ オペレーティングシステムの種類、 バージョン、 ビルド

Ghost Walkerを使ってクライアン ト コンピュータの識別の詳細を変更
するには

1 サーバード メインのメンバーである Windows NT/2000/XP ワークス
テーシ ョ ンを削除します。

メモ  メモ  メモ  メモ  更新が完了したら、 新しい SID と コンピュータ名を使って NT/
2000/XP ワークステーシ ョ ンをサーバード メ インに追加する必要が
あ り ます。

2 DOS を起動します （この場合、 DOS とは英語版、 または日本語モ
ジュールの組み込まれていないものを指します）。

3 コマンドラインに Ghstwalk.exe と入力します。

4 Enter キーを押します。

Ghost Walkerはコンピュータ上にあるすべての認識可能なボ リ ューム
を表示します。

■ コンピュータ上にオペレーティングシステムが 1つある場合、 こ
のオペレーティングシステムの詳細が上部ペインに表示され、 す
べてのボ リ ュームが下部ペインに表示されます。

■ コンピュータ上に複数のオペレーテ ィ ングシステムがある場合、
これらのオペレーティングシステムの詳細が上部ペインに表示さ
れます。

5 コンピュータ上に複数のオペレーティングシステムがある場合には次
の操作をします。

a 表示するオペレーティングシステムの ID を ［Select a System ID］
フ ィールドに入力します。

b ［V -Change Additional Vols］ を選択し、 更新するブート不能ボ
リ ュームを追加または削除します。
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Ghost Walkerの使い方
メモ  メモ  メモ  メモ  コンピュータ名を含むシ ョート カッ ト またはセキュ リ ティ情報
が入っている可能性がある追加のブート不能ボ リ ュームはいずれも、
そこに埋め込まれたブート可能オペレーティングシステムから含める
必要があ り ます。この操作をしないとデータの不一致が起きて安全に
アクセスできな くな り ます。

6 コンピュータ名を変更するには N と入力して Enter キーを押します。

この新しい名前は以前のコンピュータ名と同じ長さにする必要があ り
ます。 名前を入力するフ ィールドは適切な長さになっています。

メモ  メモ  メモ  メモ  コンピュータ名には /\[]":;|<>+=,?* の各文字と全角文字は使え
ません。

7 Enter キーを押して更新します。

新しい名前と （NT/2000 コンピュータの場合には） 新しい SID が表示
されます。

次の場所のコンピュータ名と SID が更新されます。

■ 選択したオペレーティングシステムのレジス ト リ

■ オペレーティングシステムがあるファイルシステム

■ 更新用に選択された任意の追加ボリ ューム

8 サーバード メインから NT/2000 コンピュータを削除した場合には再
びサーバード メ インにそのコンピュータを追加します。

コマンド ラインからの Ghost Walker の実行

Ghost Walker は DOS のコマンド ラインから実行できます。

コマンド ラ インの構文を次に示します。

GHSTWALK[/CN=
<新しいコンピュータ名 >|"< ランダムなコンピュータ名形式 >"]
[/BV=< ド ライブ >:<パーティシ ョ ン >[/AV=ALL|/AV=< ド ラ イブ >:<
パーティシ ョ ン > ... ]]
[/SURE][/DIAG][/IGNORE_DOMAIN][/IGNORE_ENCRYPTFILES]
[/REBOOT][/REPORT[=< レポート ファ イル名 >]][/#E=< ラ イセンス
ファ イル >]
[/SID=<代替 SID>][/FNI][/FNS][/FNX]
[/MNUPD=< レジス ト リパス >][@<引数ファイル >]
[/LOGGING][/SAFE_LOGGING][/H|/HELP|/?]
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次の表はコマンド ラ インオプシ ョ ンについての説明です。

スイッチ 説明

/CN=<新しいコンピュータ名> 新しいコンピュータ名を指定します。

新しいコンピュータ名は元の名前と同じ長さに
する必要があ り ます。 /\[]":;|<>+=,?* の各文字
は名前に使えません。コンピュータ名にスペー
スを入れるには /CN="EW PC 123" のよ うに二
重引用符で囲みます。

/CN="<ランダムなコンピュー
タ名形式 >"

< ランダムなコンピュータ名形式 > テンプレー
ト を使って元のコンピュータ名をランダムに生
成する名前で置き換えます。 < ランダムなコン
ピュータ名形式>テンプレートは新しい名前の
どの部分がランダムに生成されるかと、その場
所に入れるランダム値の種類を指定します。

この形式には次のいずれかのキーワードが使え
ます。

<RANDOM_NUMERIC> - ランダムな数字を生成
します。

<RANDOM_ALPHA> - ランダムな英字を生成し
ます。

<RANDOM_HEX> - ランダムな16進数（0から 9、
A から F） を生成します。

例

/CN="PC<RANDOM_NUMERIC>"は PCで始ま り
0 から 9 までのランダムな数字が続く名前でコ
ンピュータ名を置き換えます。

/CN="ID<RANDOM_ALPHA>X"は IDで始まり ラ
ンダムな英字が続き文字Xで終わる名前でコン
ピュータ名を置き換えます。

/CN="<RANDOM_ALPHA>"はランダムな英字
で構成される名前でコンピュータ名を置き換
えます。

ランダムな出力は形式文字列に書き込まれ、元
の名前と同じ長さの新しいコンピュータ名が生
成されます。形式文字列には、元の名前の長さ
を超えないでランダムな文字を1文字以上埋め
込める領域を確保してください。
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/BV=< ド ライブ >:< パーティ
シ ョ ン >

更新するブート可能オペレーティングシステム
がインス トールされているド ライブ番号とパー
ティシ ョ ン番号を指定します。

/AV=< ド ライブ >:< パーティ
シ ョ ン >

更新するファイルシステムを含む追加ボリ ュー
ムのド ライブ番号とパーティシ ョ ン番号を指定
します。

■ 追加ボリ ュームごとに引数を繰り返すこ とで
複数のボ リ ュームを指定できます。

■ このスイッチは /AV=ALL と一緒に指定する
こ とはできません。

/AV=ALL 追加ボリ ュームと して他のすべてのボリ ューム
を含めるこ とを指定します。

/AV=ALL は /AV=< ド ライブ >:< パーティシ ョ
ン > スイ ッチと一緒に指定するこ とはできま
せん。

/SURE ユーザーに確認しないで更新を開始するこ とを
指定します。

/DIAG このユーティ リ ティが診断ダンプと ログファイ
ルのみ生成できるこ と （コンピュータ名または
SID を更新しないこ と） を指定します。

/IGNORE_DOMAIN イ ン ス ト ールされている NT/2000 で Ghost
Walkerがド メ インメンバーシップを調べないこ
とを指定します。

/REBOOT 更新の成功後にコンピュータを再起動します。

/REPORT[=< ファ イル指定 >] 更新の詳細を含むレポート を \UPDATE.RPTに
生成します。別のレポート ファ イルも指定でき
ます。

/LOGGING Gwalklog.txt ファ イルに診断ログを生成するこ
とを指定します。通常、 テクニカルサポートか
ら指示があったと きにのみ使います。

/SAFE_LOGGING 各ログ文の後で Gwalklog.txt ファ イルを閉じて
から再び開く こ とによって、すべての診断ログ
をディ スクにフラ ッシュするよ うにします。こ
の操作によ り実行速度が大幅に低下します。通
常、テクニカルサポートから指示があったと き
にのみ使います。

スイッチ 説明
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コマンド ラ インの使い方の例を次に示します。

GHSTWALK /BV=1:2 /AV=1:1 /AV=2:1 /CN="WS4-<RANDOM_HEX>
-443"/SURE

このコマンド ラインは次のこ とをします。

■ 初のディスクの 2つ目のパーティションにインス トールされてい
る Windows 95/98/Me/NT/2000/XP を更新します。

/#E=< ラ イセンスファイル > Ghost Walker をアクティブにする Ghost ラ イセ
ンスファ イルを指定します。

/H|/HELP|/? コマンド ライン構文のヘルプを表示します。

/SID=< 代替 SID> ランダムに生成する SID の代わりに使う代替
SID を指定します。 代替 SID は S-1-5-21-xxx-
xxx-xxx の形式で元の SID と同じ文字数にする
必要があ り ます。

/IGNORE_ENCRYPTFILES 初めてのディ スクスキャン中に Windows 2000
NTFS暗号化ファイルが見つかったと きにGhost
Walker が生成する警告を無効にします。

Windows 2000 の SID を変更する と、解読不能な
NTFS 暗号化ファイルになり ます。

/MNUPD=< レジス ト リパス > 更新するコンピュータ名を Ghost Walker で検
索したいレジス ト リの場所で指定します。 こ
のレジス ト リ キーとそのサブキーで完全一致
の （同じ長さの） コンピュータ名が検索され
ます。 見つかる と新しいコンピュータ名に更
新されます。

このスイ ッチを複数使えば複数のレジス ト リ
の場所を指定できます。

@< 引数ファイル > コマンド ラインに指定する以外のコマンド ラ
インスイ ッチが入っている、 Ghost Walker が
開いて読み取るファイルを指定します。

/FNI 直接 IDE ドライブアクセス方式を無効にします。

/FNS 直接 SCSI ドライブアクセス方式を無効にします。

/FNX 拡張 INT 13H ド ラ イブアクセス方式を無効に
します。

スイッチ 説明
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Ghost Walkerの使い方
■ 初と 2 つ目のディスクの 初のパーティションにある追加ボ
リ ューム上のファイルシステムを更新します。

■ 先頭が WS4- 末尾が -443 で、 その間にランダムな 16 進数が （元の名
前と同じ長さになるまで） 埋め込まれる WS4-53ADF76-443 などの名
前にコンピュータ名を変更します。

■ 後にユーザーに確認しません。

外部データオブジェク トへのアクセスの喪失

一定期間使われていたワークステーシ ョ ン （またはワークステーシ ョ ン
のクローン） の SID を変更する場合、 新し く インス トールされたワーク
ステーシ ョ ン （または新し く インス トールされたワークステーシ ョ ンの
ク ローン） の SID を変更するよ り も問題が発生しやすくな り ます。 （ド メ
インユーザーではな く） ワークステーシ ョ ンユーザーがピアーツーピア
接続でアクセスされるコンピュータ上にデータオブジェ ク ト を作成する
場合、 そのユーザーの SID に基づくセキュ リ ティ情報がそれらのデータ
オブジェク ト用に作成されます （ユーザーの SID はワークステーシ ョ ン
SID に基づきます）。

Ghost Walker は SID を更新する場合、コンピュータ SID を変更するだけで
なく ワークステーシ ョ ンのユーザー SID とグループ SID のすべてを変更
します。 この更新では、 ユーザー SID とグループ SID が （現在更新して
いる） ワークステーシ ョ ンのコンピュータ SID に基づく と想定していま
す。 これは、 外部コンピュータのセキュ リ テ ィ情報がワークステーシ ョ
ンユーザーの SID と一致しないこ とを示している可能性があ り、 この不
一致によ り これらのデータオブジェ ク トにアクセスできな くなる可能性
があ り ます。

複数のワークステーション上での同一のユーザー名とパスワード

1つのド メ インに 2つのワークステーシ ョ ンがあ り同じユーザー名とパス
ワードの 2 人のユーザーが存在する場合、SID が違っていても ド メ インは
両方のユーザーにも う一方のユーザーの リ ソースへのアクセス権を与え
ます。 これはクローンの作成後によ く起きる状況です。

アクセスする側のユーザーには、 アクセスされる側のユーザーの権利が
代わりに与えられる と考えられます。 たとえば、 ユーザー名とパスワー
ドが一致するため、 アクセスする側のユーザーの代わりにアクセスされ
る側のユーザーによってアクセスが実行されます。 これが もよ く見ら
れるのは、 アクセス先のコンピュータ上の リ ソースに対する特定のアク
セス権がアクセスする側のユーザーによって リモート に与えられる場合
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です。 アクセス制御リ ス トは、 その リ ソースへのアクセス権があるユー
ザーがアクセスされる側のユーザーであるこ とを示します。

ワークステーシ ョ ン上で SID を更新しても この状況を回避できません。い
ずれかのユーザーのパスワードを変更する必要があ り ます。
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A
コマンド ラインスイッチ

こ こでは次の項目について説明します。

■ Ghost コマンドラインスイッチ

■ クローンスイッチの構文

■ CRC32 スイッチの使い方

Ghost コマンド ラインスイッチ
Ghost は次のよ うに実行できます。

■ コマンドラインスイッチを使わずに対話的に

■ 選択したスイッチを使って対話的に

■ バッチファイルで自動化して （バッチモード）

Ghost コマンド ラ インスイ ッチは Ghost の動作を変更して Ghost の操作手
順を自動化するために使います。

Ghost のコマンド ラインスイッチを表示するには

Ghost ディ レク ト リで次のいずれかを入力します。

■ ghost.exe -h

■ ghost.exe -?

@ 以外のすべてのスイ ッチは前にハイフン （-） またはスラ ッシュ （/） を
付ける必要があ り ます。スイ ッチの大文字と小文字は区別されません。大
文字か小文字のみで入力するこ と も、 大文字と小文字を混在して入力す
るこ と もできます。

@< ファイル名 >

追加のコマンド ラ インスイ ッチを格納している読み取り ファ イルを指定
します。< ファ イル名 > はコマンド ラ インスイ ッチファ イルのパス とファ
イル名を示します。 コマンド ラ インスイ ッチファ イルには -afile と -dfile
以外の Ghost コマンド ラ インスイ ッチを入れるこ とができます。Ghost コ
マンド ラインスイ ッチファ イルは 1 行に 1 つのスイ ッチを指定したテキ
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
ス ト ファ イルにする必要があ り ます。 この機能によ り DOS コマンド ラ イ
ンの制限である半角で 150 文字を超えて指定できます。

コマンド ラインの例

ghost.exe @ghswitch.txt

Ghswitch.txt ファイルの例

-clone,mode=pdump,src=1:2,dst=g:¥part2.gho
-fcr
-sure

-afile=< ファイル名 >

< ファ イル名>で指定するディ レク ト リ と ファ イル名にデフォルトの強制
終了エラーログファ イル （Ghosterr.txt） を変更します。

-auto

作成中にスパンイ メージファ イルの名前を自動的に指定します。 このス
イ ッチを使う と、 ロード される残りのイ メージファ イルに使う次の作成
場所の確認を要求するユーザーメ ッセージが表示されなくな り ます。

-batch

バッチモードスイ ッチ。ユーザーの確認を待つ強制終了メ ッセージとユー
ザーとの対話メ ッセージを表示しな くな り ます。 操作に成功したかど う
かを確認するには Ghost.exe の戻り値を調べる必要があ り ます。成功の場
合は 0 が返され、 失敗またはエラーの場合は 1 以上の値が返されます。
p.A-25 の 「バッチファ イルの例」 を参照して ください。

-bfc

ディ スクへの書き込み時に不良 FAT ク ラスタを処理します。 このスイ ッ
チを設定した場合、 コピー先パーティシ ョ ンが FAT である と Ghost は不
良セクタを調べてそれを回避します。 このオプシ ョ ンによって Ghost の
操作がかなり遅くなるこ とがあ り ます。

-bootcd

イ メージを直接 CD ラ イターに書き込む場合、CD をブート可能にします。
ブート可能フロ ッピーディ スクをド ラ イブAに入れる必要があ り ます。 こ
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のスイ ッチを無題にして -sure を使った場合にはブート不能CD が作成さ
れます。

-buffersize=<x>

<x> はキロバイ ト数です。 Ghost は小さいバッファを使ってイ メージファ
イルを作成します。 バッファのサイズは Ghost によって自動的に計算さ
れます。buffersize スイ ッチを使う と このサイズを変更できます。バッファ
サイズに設定できる値は 1 から 32 までです。

-chkimg,< ファイル名 >

< ファ イル名 > で指定するイ メージファ イルの整合性を調べます。

-clone

ク ローン操作スイ ッチ。 このスイ ッチは Ghost の操作を自動化でき、 一
連の引数で操作パラ メータを定義します。 コマンド ラ インでスペースは
使えません。 サイズスイ ッチの数は指定したいパーティシ ョ ンサイズの
数によって決ま り ます。 サイズの指定がない場合もあ り ます。

メモ  メモ  メモ  メモ  Ghost で使う ク ローン作成スイ ッチの一部は GhostCast サーバーで
指定できます。

詳し くは p.A-19 の 「ク ローンスイ ッチの構文」 を参照して ください。

-cns

スパンファ イルの名前指定を Symantec Ghost 6.5 よ り も前の Ghost バー
ジ ョ ンが使う システムに戻します。 このスイ ッチを使わない場合、 スパ
ンファ イルの名前指定は Microsoft のアプ リケーシ ョ ンガイ ド ラ インに従
います。 既存のファ イルの読み取りの場合、 このスイ ッチを使う必要は
あ り ません。 このスイ ッチはファイル名の 初の 5 文字が重複してはな
らない場合に使ってください。 たとえば、 次のよ うにな り ます。

-cns あり -cns なし

Filename.gho Filename.gho

Filename.001 Filen001.ghs

Filename.002 Filen002.ghs
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-CRC32

-CRC32 スイ ッチを使う と、 ディ ス クまたはパーティシ ョ ンの上にある
ファ イルのリ ス ト を作成したりCRC値のあるイ メージファ イルを作成し、
その リ ス ト をオ リ ジナルまたはク ローンと照ら して検証できます。 目的
はイ メージファ イルの内容のリ ス ト をすばやく作成できるよ うにする こ
と と Ghost で作成したディ スクの内容がオリジナルと同じファ イルであ
るかど うかを検証できるよ うにするこ とです。

詳し くは p.A-25 の 「CRC32 スイ ッチの使い方」 を参照して ください。

-crcignore

CRC エラーを無視します。 CRC エラーはデータの破損を示します。 この
スイ ッチは CRC エラー検出を無効にして、 破損したイ メージファ イルを
使えるよ うにします。 このスイ ッチを使う と破損ファ イルの状態は不明
のままになり ます。

-cvtarea

FAT32パーティシ ョ ンのコピー時またはロード時に cvtarea ファ イルを作
成します。このスイ ッチは Microsoft 社が Windows XP インス トール CD 上
の Deploy.cab で提供する cvtarea プログラムと同じよ うに動作します。

詳し くは http://www.microsoft.com/hwdev/storage/ntfs-preinstall.htm を参
照して ください。

ファ イルはパーティシ ョ ンまたはディ ス クのロード中にパーティシ ョ ン
のルートディ レク ト リに作成されしかもディ スク上の連続する領域と し
て作成されます。 許容される 大サイズは 4GB です。 これよ り も大きい
ファ イルは 4GB に切り捨てられます。

このスイ ッチの構文は次のとおりです。

-cvtarea,filename=xxx,size=yyy{%disk,%free,KB,MB,GB},
firstcluster=zzz{%disk,%free,KB,MB,GB}
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デフォルト設定は次のとおりです。

filename cvtarea.tmp

size 12%disk

firstcluster 1|3 GB|33%disk

デフォルトでは次のよ うにな り ます。

■ パーティションサイズが 2GB未満の場合はパーティ
シ ョ ンサイズの 1/3

■ パーティションサイズが 6GB未満の場合は 1GB

■ パーティションサイズが 6GB以上の場合は 3GB

-dd

ダンプログファ イル Ghststat.dmp にディ ス ク計量情報をダンプします。
ファ イルの場所は -dfile=< ファ イル名 > スイ ッチを使って変更できます。

-dfile=< ファイル名 >

-ddスイ ッチを使って作成するダンプログファ イルのパス とファ イル名を
変更します。 @ の Ghost スイ ッチテキス ト ファ イルにこのスイ ッチを入
れるこ とはできません。

-dl=< 番号 >

ハードディ スク ド ラ イブの数を指定します。 有効な番号は 1 から 8 まで
です。 これは BIOS がド ライブ数を正し く報告しない場合に役立ちます。

-f32

コピー先パーティシ ョ ンのサイズが 256MB よ り大きい場合にすべての
FAT16 ボ リ ュームを FAT32 ボ リ ュームに変換するこ とを Ghost に許可し
ます。 変換されるボ リ ュームにアクセスするインス トール済みオペレー
ティングシステムが FAT32 をサポートするこ とを確認して ください。

-f64

64K のク ラスタを使って 2047MB よ り大き くなるよ うに FAT16 パーティ
シ ョ ンをサイズ変更するこ とを Ghost に許可します。 これは Windows NT
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と Windows 2000 でのみサポート されます。 他のオペレーティングシステ
ムでは使わないでください。

-fatlimit

FAT16 パーティシ ョ ンのサイズを 2047MB に制限します。 Windows NT の
FAT16 パーティシ ョ ンがディ スク上にあ り、 64K ク ラスタにした くない
場合に使います。

-fcr

イ メージファ イルを作成する と と もに （Ghost.crc とい う ） CRC32 ファ イ
ルを作成します。

詳し くは p.A-4 の 「-CRC32」 を参照して ください

-fdsp

ディ ス ク間またはイ メージからディ スクへのクローン操作の実行時にコ
ピー先ディ スク上に署名バイ ト を保存します。

-fdsz

ディ ス ク間またはイ メージからディ スクへのクローン操作の実行時にコ
ピー先ディ スク上の署名バイ ト を消去します。

-femax

ディ ス ク間またはイ メージからディ スクへの操作で拡張パーティシ ョ ン
が作成される場合にその拡張パーティシ ョ ンがすべての空き領域を占有
します。

-ffatid

FAT パーティシ ョ ン ID を強制します。このスイ ッチはパーティシ ョ ン ID
をコピー先イ メージファ イルまたはコピー先パーティシ ョ ンテーブル内
の FAT パーティシ ョ ンの推奨パーティシ ョ ン ID に変更します。 このス
イ ッチはコピー元がイ メージファ イルではな くディ スクまたはパーティ
シ ョ ンの場合にのみ有効になり ます。

たとえば、 タイプ 0xA0 （未知のパーティシ ョ ン ID） のパーティシ ョ ンの
ク ローンを作成中の場合に Ghost がそれを有効な FATx （FAT12/FAT16/
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FAT32） パーティシ ョ ンと して認識する とパーティシ ョ ン ID は 0xA0 か
ら FATx に変更されます。

これは Ghost 7.5 よ り も前のデフォルトの動作でした。 このスイ ッチは後
方互換性を考慮しています。

-ffi

IDEハードディ スク操作で直接IDEアクセスを優先して使います。Windows
98 で Ghost を実行した場合、 このスイ ッチは何の働きもしません。

-ffs

SCSI ハードディ スク操作で直接 ASPI/SCSI ディ スクアクセスを優先して
使います。

-ffx

ハードディ スク操作で拡張割り込み 13h ディ スクアクセスを優先して使
います。

-finger

Ghostで作成したハードディ スク上に書き込まれた指紋の詳細を表示しま
す。 指紋の詳細にはディ ス クまたはパーテ ィシ ョ ンの作成に使われた処
理と操作を実行した時刻、 日付、 ディ スクが示されます。

-fis

パーティシ ョ ンの作成時に利用可能なすべてのディ スク領域を使います。
デフォルトでは、ディ スクの 後に少量の空きディ スク領域が残り ます。
パーティシ ョ ンはシ リ ンダ境界に揃える必要があるため、-fis を指定した
場合でも 大で 5MB の空きが残るこ とがあ り ます。

-fni

IDE ハードディ スク操作で直接 IDE アクセスのサポート を無効にします。
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-fns

SCSI ハードディ スク操作で直接 ASPI/SCSI アクセスのサポート を無効に
します。

-fnx

ハードディ スク操作の拡張 INT13 のサポート を無効にします。

-fro

コピー元に不良クラスタがある場合でも ク ローンの作成を続行します。

-fx

flag exit。操作が完了したら Ghost を終了して DOS に戻り ます。デフォル
トでは Ghost 操作が終了する と再起動または終了を要求する メ ッセージ
を表示します。Ghost をバッチファ イルの一部と して実行している場合に
はバッチコマンドを続けて処理できるよ うに完了後に DOS プロンプ トに
戻る と便利なこ とがよ くあ り ます。

詳し くは p.A-14 の 「-rb」 を参照して ください。

-h または -?

Ghost コマンド ラ インスイ ッチのヘルプページを表示します。

-ia

image all。 このスイ ッチを使う とすべてのパーティシ ョ ンがセク タ単位で
コピーされます。 ディ スクから イ メージファ イルまたは別のディ ス クに
パーティシ ョ ンをコピーする場合、Ghost はコピー元パーティシ ョ ンを検
査してファ イルとディ レク ト リ構造だけをコピーするかセク タ単位でコ
ピーするかを決定します。Ghost がパーティシ ョ ンの内部形式を認識する
場合にはデフォル ト でファ イルとディ レク ト リ構造をコピーします。 一
般にこれが 善のオプシ ョ ンです。 ただし、 パーティシ ョ ン上の特定の
位置にある特別な隠しセキュ リ テ ィ ファ イルを使ってディ スクが設定さ
れている場合、 コピー先パーティシ ョ ン上で正確に複製するにはセク タ
単位でコピーする以外に方法はあ り ません。 このスイ ッチを使って動的
ディ ス クのイ メージを作成する場合には同じ構造のディ スクにイ メージ
をロードする必要があ り ます。
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-ial

Linux パーティシ ョ ンをセクタ単位でコピーします。他のパーティシ ョ ン
は通常どおりにコピーされます。

-ib

image boot。ディ スク イ メージファ イルを作成する と きまたはディ スク間
のコピーをする と きにブート セク タを含むブート ト ラ ッ ク全体をコピー
します。ブート時ユーティ リ ティなどのインス トール済みアプリケーシ ョ
ンがブート ト ラ ッ クを使って情報を格納する場合にこのスイ ッチを使い
ます。 デフォルトでは Ghost はブートセク タだけをコピーして、 残りの
ブート ト ラ ッ クはコピーしません。 -ib スイ ッチを使ってパーティシ ョ ン
間のコピーやパーティシ ョ ンから イ メージへのコピーをするこ とはでき
ません。

-id

image disk。 -ia （image all） と同じですが、 -ib （image boot） の場合と同様
にブート ト ラ ッ ク （拡張パーティシ ョ ンテーブルとディ ス ク上の未パー
ティシ ョ ン領域） も コピーします。-id を使ってイ メージを見た場合、パー
ティシ ョ ンの リ ス ト には未パーティシ ョ ン領域と拡張パーティシ ョ ンが
表示されます。

Ghost は -id イ メージから復元する場合、 シ リ ンダ境界にパーティシ ョ ン
を再配置しそれに応じてパーティシ ョ ンテーブルを調整します。パーティ
シ ョ ンテーブル内のヘッダ、 セク タ、 シ リ ンダの情報はコピー先ディ ス
クに一致するよ うに調整されます。 パーテ ィシ ョ ンはサイズ変更不能で
す。 元のディ スク と同じかそれよ り大きいディ スクが必要になり ます。

Ghost は -id イ メージからの復元時にコピー先ディ スクを抹消しません。
ディ ス ク間の違いによ り、 コピー先ディ スクの ト ラ ッ ク上に以前の内容
が残るこ とがあ り ます。

パーティシ ョ ン間のコピーまたはパーティシ ョ ンからイ メージへのコピー
をする場合には -id スイ ッチの代わりに -ia （image all） スイ ッチを使いま
す。個々のパーティシ ョ ンは -id を使って作成したイ メージから復元でき
ます。
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-ir

image raw。 パーティシ ョ ンテーブルを無視してディ スク全体をコピーし
ます。ディ スクに標準 PC 形式のパーティシ ョ ンテーブルがない場合また
はコピー先ディ ス ク上で境界を追跡するためにパーテ ィシ ョ ンを再び揃
えた くない場合に役立ちます。 一部のオペレーティングシステムは境界
に揃っていないパーティシ ョ ンにアクセスできないこ とがあ り ます。パー
ティシ ョ ンは復元時にサイズ変更不能で、 同じかそれよ り大きいディ ス
クが必要です。

-ja=< セッシ ョ ン名 >

指定されたセッシ ョ ン名を使って GhostCast サーバーに接続します。 ク
ローンを作成するディ スク とパーティシ ョ ンはGhostCastサーバーで設定
します。

-jaddr=<IP アドレス >

GhostCast サーバーの IP アドレスを使います。

-jl:<x>=< ファイル名 >

GhostCast の問題の診断に役立つ GhostCast ログファ イルを作成します。
記録する情報の量はログレベル <x> で設定します。 ログレベル <x> は E
（エラー）、 S （統計）、 W （警告）、 I （情報）、 A （すべて） のいずれかに設
定でき、記録される詳細はこの順に多くな り ます。 < ファ イル名 > は作成
するログのパス とファ イル名を示します。 一般にエラーと統計のレベル
はセッシ ョ ンの処理効率に影響しません。 その他のレベルは処理効率を
低下させる場合があるので、 診断目的にのみ使ってください。

-jm=[u|d|m]

ユニキャス ト、 サブネッ トブロードキャス ト 、 マルチキャス ト のいずれ
かを使います。

-js=<n>

Ghost が GhostCast サーバーを検索する と きに通るルーターホップの数を
<n> に設定します。 （デフォル トは 16 です。）
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-lockinfo

BIOSまたはPentium III IDに格納されている種類コード と情報を表示します。

次に例を示します。

-locktype=< 種類 >

選択した種類と コピー元コンピュータによって定義される特定のコン
ピュータセッ トで使うためにイ メージファ イルをロ ッ クできます。

たとえば、ghost -locktype=P の場合にはコピー元コンピュータ と同じ製品
名のシステム上でのみ使えるイ メージが作成されます。

-lpm

LPT マスターモード。 このスイ ッチを使う と Ghost は自動的に LPT マス
ターモードになり ます。 メ イン メニューで ［LPT ｜ Master］ を選択する
のと同じです。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。

-lps

LPT スレーブモード。このスイ ッチを使う と Ghostは自動的に LPT スレー
ブモードになり ます。 メ イン メニューで ［LPT ｜ Slave］ を選択するのと
同じです。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。

種類 情報 値

M 製造元 Compaq

P 製品名 Deskpro EN Series SFF

V バージ ョ ン Award Software

S シ リ アル番号 H925CKH60020

U UUID 2DA9379B4707D31185E8C800A4F232BC

C M と P の組 Compaq Deskpro EN Series SFF

I Pentium III ID 0000067200028E72A6994A20
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
-memcheck

テクニカルサポート用に内部メモ リ使用状況検査を有効にします。

-nofile

イ メージファイルの選択ダイアログボッ クスを無効にします。大量のファ
イルがあるディ レク ト リ を低速リ ンクを使って開く場合に便利です。

-nolilo

ク ローン作成後に LILO ブート ローダーをパッチ処理しないよ うにしま
す。 -nolilo スイ ッチを使った場合、 ク ローン作成後にフロ ッピーディ ス
クから起動し、 LILO を再インス トールするためにルートユーザーと して
/sbin/lilo を実行する必要があ り ます。

-noscsi

ASPI で SCSI デバイスにアクセスするこ とを無効にします。

-ntc-

NTFS 連続実行割り当てを無効にします。

-ntchkdsk

ク ローンの NTFS ボ リ ュームの CHKDSK ビッ ト を設定します。 起動時に
Windows NT がボ リ ュームの整合性を検査するよ うにな り ます。

-ntd

NTFS 内部診断検査を有効にします。

-ntic

NTFS ボ リ ュームの CHKDSK ビッ ト を無視します。 Ghost は操作の前に
NTFS ボ リ ューム上の CHKDSK ビッ ト を調べます。 CHKDSK ビッ トが設
定されている こ とが示された場合にはク ローン作成前にディ ス クが正常
な状態にあるこ とを確認するためにボリ ューム上でCHKDSKを実行します。
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-ntiid

デフォルトでは Windows NT のボ リ ュームセッ ト 、 ス ト ラ イプセッ ト 、 ま
たはミ ラーセッ トに関係するパーティシ ョ ンは image all によってセク タ
単位でコピーされます。 -ntiid スイ ッチを使う と Ghost は Windows NT ボ
リ ュームセッ トのパーティシ ョ ン状態を無視して、NTFS パーティシ ョ ン
の場合と同様にパーティシ ョ ンのク ローンを作成します。これによ り ファ
イル単位での高度なク ローン作成が可能にな り ます。 このスイ ッチを使
う と きは注意して ください。 ボ リ ュームセッ ト と ス ト ラ イプセッ トには
-ntiid スイ ッチを使わないでください。

Windows NT ソフ トウェアの RAID パーティシ ョ ンと しても知られる
ミ ラー化パーティシ ョ ンのクローンを作成するには

1 Windows NT ディスクアド ミニス ト レータを使ってミ ラーセッ トを分
割します。

2 -ntiid スイッチを使って 1つのミ ラー化パーティションのクローンを
作成します。

3 必要に応じてサイズ変更します。

パーテ ィシ ョ ンはディ ス ク操作中にのみサイズ変更できます。 パー
ティシ ョ ン操作の実行時にはコピー先パーティシ ョ ンのサイズはすで
に設定済みである必要があ り ます。

4 クローン作成後、 Windows NT ディスクアド ミニス ト レータを使って
ミ ラーセッ ト を再作成します。

ディ スクアド ミニス ト レータによって ミ ラーセッ トにパーティシ ョ ン
が作成されます。

-ntil

NTFS ログファ イル （一貫しないボ リ ューム） の検査を無効にします。

-or

override。内部領域と整合性検査の変更を許可します。非常に大きいイ メー
ジを小さいパーティシ ョ ンに入れるこ とができます。制限されたパーティ
シ ョ ンサイズに書き込みできない場合、 操作は失敗します。 このスイ ッ
チを使う と スパンを無効にできます。 領域が制限されている場合には失
敗します。 このスイ ッチは使わないよ うにして ください。
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-pmbr

ディ ス ク間またはイ メージからディ スクへのクローン操作の実行時にコ
ピー先ディ スクのマスターブート レコードを保持するこ とを指定します。

-pwd と -pwd=<x>

イ メージファ イルの作成時にパスワード保護を使う こ とを指定します。

<x> はイ メージファ イルのパスワードを示します。スイ ッチにパスワード
を指定しないと Ghost がパスワードの入力を要求します。 大で 10 文字
の半角英数字を入力できます。

-quiet

沈黙モード。 状態の更新とユーザーの介入を無効にします。

-rb

ロードまたはコピーの終了後に再起動します。 ロードまたはコピー操作
を完了した後、 オペレーティングシステムが新しいディ スク / パーティ
シ ョ ン情報をロードできるよ うにコピー先コンピュータを再起動する必
要があ り ます。 通常は Ghost がユーザーに再起動または終了を要求しま
す。 -rb を使う と ク ローン作成の完了後に自動的に再起動するよ うに
Ghost に通知され、 バッチコマンドファ イルで Ghost を自動化する場合
に便利です。

詳しく は p.A-8 の 「-fx」 を参照してく ださい。

-script

一連のコマンドを （1 行に 1 つずつ） 指定するこ とを許可します。 Ghost
はコマンドを順に実行します。

例

ghost -script=script.txt

script.txt の例を次に示します。

-clone,mode=dump,src=2,dst=c:¥drv2.gho

-chkimg,c:¥drv2.gho

-clone,mode=dump,src=2,dst=c:¥part2.gho

-chkimg,c:¥part2.gho
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-skip=<x>

スキップファ イル。 作成またはロードの操作中に指定したファ イルを除
外します。 スキップエン ト リには単一のファ イルまたはディ レク ト リ を
指定する こ と も、 アス タ リ ス ク （*） のワ イルド カード を使って複数の
ファ イルを指定するこ と もできます。 ファ イル名は短いファ イル名形式
で指定する必要があ り、 すべてのパス名は絶対パスです。 スキップでき
るのは FAT システムのファイルだけです。 NTFS またはその他のファイ
ルシステム上のファ イルはスキップできません。 スキップスイ ッチはコ
マンド ラインに 1 回のみ指定できます。 複数のスキップエン ト リ を指定
するには -skip=@< スキップファ イル > を使って指定するテキス ト ファ イ
ルにエン ト リ を入れる必要があ り ます。 スキップテキス ト ファ イル < ス
キップファ イル > の形式は CRC32 の vexcept オプシ ョ ンで使う形式と同
じです。

例

■ -skip=¥windows¥user.dll

Windows ディ レク ト リのファ イル User.dll をスキップします。

■ -skip=*¥readme.txt

すべてのディレク ト リのReadme.txtという ファイルをスキップします。

■ -skip=¥ghost¥*.dll

Ghostディレク ト リの.dllで終わるすべてのファイルをスキップします。

■ -skip=¥progra~1¥

Program Files ディ レク ト リ をスキップします。 （短いファ イル名であ
るこ とに注意して ください。）

■ -skip=@skipfile.txt

Skipfile.txt ファ イルに示されたファイルをスキップします。たとえば、
次のよ うな内容の Skipfile.txt を使います。

*¥*.tmt

[partition:1]

¥windows¥

*¥*.exe

[Partition:2]

*¥*.me.txt

この場合、 いずれかのパーティシ ョ ン上にあるすべての *.tmt ファ イ
ル、 初のパーティシ ョ ン上のWindowsディ レク ト リ とすべての*.exe
ファ イル、2 番目のパーティシ ョ ン上で me.txt で終わるすべてのファ
イルをスキップします。
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
-span

ボ リ ュームにまたがるイ メージファ イルのスパンを有効にします。

-split=<x>

イ メージファ イルを <x>MB のスパンに分割します。 このスイ ッチは強制
的なサイズのボ リ ュームセッ ト を作成する と きに使います。 たとえば、
1024MBのド ライブから強制的にもっと小さいイ メージファ イルにしたい
場合には 200MB のセグメン ト を指定できます。 次のよ うにします。

ghost.exe -split=200

これによ り イ メージは 200MB のセグメン トに分割されます。

-sure

-sure スイ ッチは 後の 「Proceed with disk clone - destination drive will be
overwritten?」 とい う メ ッセージの表示を避けるために -clone と組み合わ
せて使います。 このコマンドはバッチモードで役立ちます。

-sze

ディ ス ク ロード またはディ ス ク コピーのいずれかの操作に使う コピー先
パーティシ ョ ンのサイズを設定します。 -sze スイ ッチでパーティシ ョ ン
に番号を付ける場合には隠し Ghost パーティシ ョ ンを入れないで下さい。

詳し くは p.A-22 の 「ク ローンスイ ッチのコピー先サイズの設定」 を参照
して ください。

-tapebuffered

デフォル ト テープモード。 データがメモ リに転送されたらすぐに読み書
きの成功を報告するよ うに ASPI ド ラ イバを設定します。古いまたは信頼
性の低いテープデバイスまたは順次媒体を使う場合に役立ちます。

-tapeeject

テープ操作の後にテープをイジェ ク ト します。 テープド ラ イブが リモー
ト操作のイジェ ク ト をサポート しない場合、 引き続き使うにはその前に
テープを手動でイジェク ト して挿入する必要があ り ます。Ghost はデフォ
ルトではテープをイジェク ト しません。 DOS に戻る前にテープを巻き戻
します。
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-tapesafe

データが物理媒体に転送された場合にだけ読み書きの成功を報告するよ
うに ASPI ド ラ イバを設定します。古いまたは信頼性の低いテープデバイ
スまたは順次媒体を使う場合に役立ちます。

-tapebsize=<x>

テープのブロ ッ クサイズを 512 バイ ト単位で指定します。 <x> は 1 から
128 までです。

-tapespeed=<x>

テープ速度を制御できます。<x> は 0 から F のいずれかです。デフォルト
は 0 です。 1 から F はテープ速度を上げます。 このスイ ッチを使うのは
Ghost が使う速度でテープが正し く動かない場合だけにして ください。

-tapeunbuffered

データがテープド ラ イブに転送された場合にだけ読み書きの成功を報告
するよ うに ASPI ド ラ イバを設定します。 （データが媒体に物理的に書き
込まれる前にこれが起きるこ とがあ り ます。）

-tcpm[:< スレーブ IP アドレス >]

TCP/IP マスターモード。 このスイ ッチを使う と Ghost は自動的に TCP/
IP マスターモードにな り ます。 メ イン メニューで ［TCP/IP ｜ Master］ を
選択するのと同じです。スレーブコンピュータのIPアドレスを指定できます。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。

-tcps

TCP/IP スレーブモード。 このスイ ッチを使う と Ghost は自動的に TCP/
IP スレーブモードになり ます。 メ イン メニューで ［TCP/IP ｜ Slave］ を
選択するのと同じです。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
-usbm

USB マスターモード。 このスイ ッチを使う と Ghost は自動的に USB マス
ターモードになり ます。 メ イン メニューで ［USB ｜ Master］ を選択する
のと同じです。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。

-usbs

USB スレーブモード。このスイ ッチを使う と Ghostは自動的にUSB スレー
ブモードになり ます。 メ イン メニューで ［USB ｜ Slave］ を選択するのと
同じです。

詳し くは p.B-1 の 「ピアツーピア接続」 を参照して ください。

-vdw

このスイ ッチを設定する と、 ディ ス クに書き込む前にディ スクの検証コ
マンドを使ってディ スク上のすべてのセクタを検査します。このオプシ ョ
ンによって Ghost の操作がかなり遅くなるこ とがあ り ます。

-ver

Ghost のバージ ョ ン番号を表示します。

-ver=< 値 >

Ghost のバージ ョ ン番号をテス ト します。指定したバージ ョ ンよ り も古い
Ghost の場合は動作を中止して終了し、 新しければ通常どおりに進みま
す。これはバッチファイルで使うために設計されています。 バージ ョ ン番
号は、 ピ リオド （.） なしで指定して ください。 たとえば、 Ghost 6.5 の場
合は -ver=650 と指定します。

-z

イ メージファ イルにディ スクまたはパーティシ ョ ンを保存する と きに圧
縮します。 圧縮レベルが高くなるほど低速になり ます。

■ -z または -z1 低い圧縮 （高速）

■ -z2 高い圧縮 （中速）
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クローンスイッチの構文
詳し くは p.11-2 の 「イ メージファ イルと圧縮」 を参照して ください。

クローンスイッチの構文

ク ローンスイ ッチの構文は次のとおりです。

-clone,MODE={<操作 >},SRC={< コピー元 >},DST={< コピー先 >},

[SZE{< サイズ >},SZE{< サイズ >}.......]

クローンコマンドの種類の定義

MODE はクローンコマンドの種類を定義します。

MODE={copy|load|dump|pcopy|pload|pdump}

クローンオプシ ョ ンの組み合わせ

次の表は実行できるク ローン操作の組み合わせを示します。

■ -z3 から -z9 よ り高い圧縮 （低速）

コマンド 処理

copy ディ スク間のコピー

load ファ イルからディ スクへのロード

dump ディ スクからファ イルへのダンプ

pcopy パーティシ ョ ン間のコピー

pload ファ イルからパーティシ ョ ンへのロード

pdump パーティシ ョ ンからファイルへのダンプ。複数のパーティシ ョ
ンを選択してファイルにダンプできます。

モード
（MODE）

コピー元
（SRC）

コピー先
（DST）

copy < ディ スク > < ディ スク >

load < ファ イル >
<GhostCast サーバー >
< テープ >

< ディ スク >
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
クローンスイッチのコピー元の設定

SRCはクローンモードオプショ ンで選択した操作のコピー元を定義します。

SRC={<ディ スク >|< ファ イル >|< マルチキャス ト >| < テープ >}

dump < ディ スク > < ファ イル >
<GhostCast サーバー >
< テープ >
<CD ライター >

pcopy <ディ スク >:<パーティシ ョ ン > < ディ スク >:< パーティシ ョ ン >

pload < ファ イル>:<パーティシ ョ ン >
<GhostCastサーバー>（パーティ
シ ョ ンの指定なし）
< テープ >:< パーティシ ョ ン >

< ディ スク >:< パーティシ ョ ン >

pdump <ディ スク >:<パーティシ ョ ン>:
< パーティシ ョ ン >:
< パーティシ ョ ン >
（複数のパーテ ィ シ ョ ンの指定
が可能）

< ファ イル >
<GhostCast サーバー >
< テープ >
<CD ライター >

スイッチ コピー元 説明

< ディ スク > ド ラ イブ番号 コピー元ディスク ドライブの番号。
番号は 1 から始ま り ます。 たとえ
ば、 SRC=1 です。

ド ラ イブ上のパーティシ ョ ンも指
定できます。 番号は 1 から始ま り
ます。 たとえば、 SRC=1:2 です。

< ファ イル > ファ イル名 コピー元イ メージのフ ァ イル名。
たとえば、SRC= g:\source.ghoです。

イ メージファイルのパーティシ ョ
ンも指定できます。 たとえば、
SRC=g:\source.gho:2 です。

ファ イルはCD-ROMド ラ イブから
読み取るこ と もできます。

モード
（MODE）

コピー元
（SRC）

コピー先
（DST）
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クローンスイッチの構文
クローンスイッチのコピー先の設定

DST は操作のコピー先の場所を定義します。

DST={<ディ スク>|<ファ イル>|<マルチキャス ト >| <テープ>|<CDラ イ
ター >}

<マルチキャス ト > @MC< セッシ ョ ン名 > 操作を実行中のマルチキャス ト
セッシ ョ ンのセッシ ョ ン名。 たと
えば、 SRC=@MCdumpdisk です。

< テープ > @MT<x> テープド ライブの番号。 番号は 0
か ら 始 ま り ま す。 た と え ば、
SRC=@MT0 です。

テープ上のパーティシ ョ ンも指定
できます。たとえば、SRC=@MT0:3
です。

スイッチ コピー元 説明

< ディ スク > ド ライブ コピー先ディスク ドライブの番号。
たとえば、 DST=2 です。

ド ラ イブ上のパーティシ ョ ンも指
定でき ます。 た と えば、 DST=2:1
です。

新しいパーティシ ョ ンを作成する
には、 十分な空き領域がある場合
に既存のパーティシ ョ ン数よ り も
1 大きいコピー先パーティシ ョ ン
を入力します。

< ファ イル > ファ イル名 コピー先イ メージのフ ァ イル名。
たとえば、 DST= g:\destination.gho
です。

<マルチキャス ト > @MC< セッシ ョ ン名 > 操作を実行中のマルチキャス ト
セッシ ョ ンのセッシ ョ ン名。 たと
えば、 DST=@MCdumpdisk です。

スイッチ コピー元 説明
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クローンスイッチのコピー先サイズの設定

SZE はディ スク ロード またはディ スク コピーのいずれかの操作に使う コ
ピー先パーティシ ョ ンのサイズを設定します。 これは省略可能で、 複数
のパーティシ ョ ンサイズスイ ッチ （sze） がサポート されます。

SZE{E|F|L|n={<xxxx>M|<mm>P|F|V}}

< テープ > @MT<x> テープド ライブの番号。 番号は 0
か ら 始 ま り ま す。 た と え ば、
DST=@MT0 です。

<CD ラ イター > @CD<x> CD ラ イ ターのド ラ イブ番号。 番
号は 1 から始ま り ます。たとえば、
DST=@CD1 です。

スイッチ 説明

n=<xxxx>M n 番目のコピー先パーティシ ョ ンのサイズを xxxxMB にするこ
とを示します。 （たとえば、 SZE2=800M はパーティシ ョ ン 2 を
800MB にするこ とを示します。）

n=<mm>P n 番目のコピー先パーティシ ョ ンのサイズをコピー先ディ スク
のmmパーセン トのサイズにするこ とを示します。パーティシ ョ
ンのサイズの丸めと調整の都合によ り、ディ スク領域を 100% 使
うのは物理的に不可能な場合があ り ます。

n=F n 番目のコピー先パーティシ ョ ンのサイズをコピー元と同じ大
きさに保つこ とを示します。 これは固定サイズと呼ばれます。

n=V 利用可能なディ スク容量に応じてパーティシ ョ ンをもっと大き
く または小さ くできるこ とを示します。これがデフォルトです。

E すべてのパーティシ ョ ンのサイズを固定したままにします。

F 初のパーティシ ョ ンを除くすべてのパーティシ ョ ンのサイズ
を固定したままにします。 初のパーティシ ョ ンは残りの領域
を使います。

L 後のパーティシ ョ ンを除くすべてのパーティシ ョ ンのサイズ
を固定したままにします。 後のパーティシ ョ ンは残りの領域
を使います。

スイッチ コピー元 説明
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クローンスイッチの構文
クローンスイッチの使い方の例

ク ローンスイ ッチとその機能の説明を次に示します。

スイッチ 機能

ghost.exe 
-clone,mode=copy,src=1,
dst=2

ローカルディ スク 1 をローカルディ スク 2
にコピーします。

ghost.exe
-clone,mode=dump,src=2,
dst=c:¥drive2.gho -lpm

Ghost をスレーブモードで実行している別
のコンピュータにLPTでマスターコンピュー
タを接続し、 ローカルディ スク 2 のディ ス
クイ メージを リモート ファイルc:\drive2.gho
に保存し ます。 ス レーブコンピ ュータは
ghost.exe -lps で起動できます。

ghost.exe
-clone,mode=pcopy,src=1:
2,dst=2:1 -sure

後の警告メ ッセージを表示しないで、ロー
カルディ スク 1 の 2 番目のパーティシ ョ ン
をローカルディスク2の 初のパーティシ ョ
ンにコピーします。

ghost.exe
-clone,mode=load,src=E:¥
savedsk.gho,dst=1 -sure

ド ライブ E にローカルにマップ済みのサー
バードライブ上にあるディスクイ メージファ
イル Savedsk.gho をローカルディ スク 1 に
ロード します。 後の警告メ ッセージは表
示しません。 これはネッ ト ワークファ イル
サーバーからのワークステーシ ョ ンインス
トールを自動化するためにバッチファ イル
に入れるコマンド ラインの典型的な例です。

ghost.exe
-clone,mode=pdump,src=1:
2,dst=g:¥part2.gho

マップ済みネッ ト ワーク ド ライブ G 上のイ
メージファイルにディ スク1の2番目のパー
ティシ ョ ンを保存します。

ghost.exe
-clone,mode=pload,src=g:
¥part2.gho:2,dst=1:2

マップ済みド ライブ G 上の 2 パーティシ ョ
ンのイ メージファ イルからパーティシ ョ ン
2 をローカルディ スクの 2 番目のパーティ
シ ョ ンにロード します。

ghost.exe
-clone,mode=load,src=g:
¥2prtdisk.gho,dst=2,
sze1=60P,sze2=40P

イ メージファイルからディ スク 2 をロード
し、 コピー先パーティシ ョ ンを 60:40 の割
り当て率にサイズ変更します。
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付録 A　 コマンド ラインスイッチ 
ghost.exe
-clone,mode=copy,src=1,
dst=2,sze2=F

2 パーティシ ョ ンのディ スクのク ローンを
作成し、 コピー先ディ スクの 2 番目のパー
ティシ ョ ンのサイズをコピー元ディ スク と
同じにします。 初のパーティシ ョ ンは残
りの領域を使って未割り当ての領域が残ら
ないよ うにできます。

ghost.exe
-clone,mode=load,src=g:
¥3prtdisk.gho,dst=1,
sze1=450M,sze2=1599M,
sze3=2047M

イ メージファイルからディ スク 1 をロード
し、 初のパーティシ ョ ンを 450MB、 2 番
目を 1599MB、 3 番目を 2047MB にサイズ変
更します。

ghost.exe
-clone,mode=load,src=g:
¥2prtdisk.gho,dst=1,szeL

イ メージファイルからディスクをロード し、
残りの領域が 後のパーティシ ョ ン となる
よ うサイズ変更します。

ghost.exe
-clone,src=@MCsessionnam
e,dst=1 -sure

後の警告メ ッセージを表示しないで、セッ
シ ョ ン名 sessionname を使って GhostCast
サーバーが送信中のイ メージファイルから
ディ スク 1 をロード します。

ghost.exe
-clone,src=1,dst=@MCsess
ionname -sure

後の警告メ ッセージを表示しないで、セッ
シ ョ ン名 sessionname を使って GhostCast
サーバーが作成中のイ メージファイルにディ
スク 1 のイ メージファイルを作成します。

ghost.exe
-clone,mode=copy,
src=2:2,dst=@MT0

ディ スク 2 の 2 番目のパーティシ ョ ンのイ
メージファ イルを 初のテープド ライブに
作成します。

ghost.exe
-clone,mode=pdump,src=2:1
:4:6,dst=d:¥part146.gho

選択したパーティションだけを使ってイ メー
ジファ イルを作成します。 この例ではディ
スク 2 からパーティシ ョ ン 1、 4、 6 を選択
します。

スイッチ 機能
A-24



CRC32 スイッチの使い方
バッチファイルの例

この例ではセッシ ョ ン名 SN を使って GhostCast サーバーが送信中のイ
メージファ イルからディ ス ク 1 をロード し、 初のパーテ ィシ ョ ンを
450MB、 2 番目を 1599MB、 3 番目を 2047MB にサイズ変更します。 これ
はユーザーの介入なしでバッチファ イルで実行します。 バッチファ イル
のコマンドは Ghost の操作が成功したか失敗したかに応じて変わり ます。

バッチファイルの内容

@ECHO OFF

ghost.exe

-clone,src=@mcSN,dst=1,sze1=450M,sze2=1599,sze3=2047M -batch

IF ERRORLEVEL 1 GOTO PROBLEM

ECHO Symantec Ghost exited with value 0 indicating success.

REM ** Add any commands required to run if Symantec Ghost

REM succeeds here**

GOTO FINISH

:PROBLEM

ECHO Symantec Ghost returned with an Error value 1 or higher

ECHO Symantec Ghost operation was not completed successfully

REM **Add any commands required to run if Symantec Ghost

REM fails here **

:FINISH

ECHO Batch File Finished

CRC32 スイッチの使い方

CRC 検査は FAT パーティシ ョ ンではファ イル単位で実行されます。NTFS
パーティシ ョ ンではそれぞれの MFT テーブルによってイ メージファ イル
内で CRC 検査されます。現在、 NTFS ファ イルシステムで CRC 検査に失
敗したファイルの リ ス トは取得できません。NTFS パーティシ ョ ンの CRC
ファ イルを作成する場合には 1つの CRC 値しか生成されません。 イ メー
ジファ イルから CRC ファ イルを作成してディ スク と照らして検証するこ
と もできます。

このスイ ッチの完全な構文は次のとおりです。

-CRC32,action={create|verify|pcreate|pverify|dcreate|
dverify},src={{<ディ スク指定 >}|{<パーティシ ョ ン指定 >}|
{< ファ イル >}},crcfile={< ファ イル >},vlist=
{< ファ イル >},vexcept={< ファ イル >}
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次のパラ メータが -CRC32 スイ ッチと組み合わせて使えます。

パラメータ 説明

create ディ スクから ASCII CRC32 ファ イルを作成します。

verify CRC32 ファ イルを使ってディ スクを検証します。

pcreate パーティシ ョ ンから ASCII CRC32 ファ イルを作成します。

pverify ASCII CRC32 ファ イルを使ってパーティシ ョ ンを検証します。

dcreate イ メージファイルから ASCII CRC32 ファ イルを作成します。

dverify ASCII CRC32 ファ イルを使ってイ メージファイルを検証します。

crcfile ASCII CRC32 ファ イル （デフォルトは Ghost.crc） です。

vlist 検証リ ス ト ファ イル （デフォルトは Ghost.ls） です。

vexcept 検証例外ファイル （デフォルトはなし） です。
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CRC32 スイッチの使い方
-CRC32 の使い方の例

スイッチ 機能

ghost.exe -fcr イ メージファイルを作成する と と も
に （Ghost.crc とい う） CRC32 ファ
イルを作成します。

ghost.exe -fcr=d:¥test.crc イ メージファイルを作成する と と も
に別の名前で CRC32 ファ イルを作
成します。

ghost.exe
-CRC32,action=create,src=1,crc
file=ghost.crc

ディ スクのファイルと CRC32 値の
リ ス ト を作成します。

ghost.exe
-crc32,action=dverify,src=x:du
mpfile.gho,crcfile=ghost.crc

イ メージファイルと リ ス ト を検証し
ます。

ghost.exe
-crc32,action=pverify,src=1:2,
crcfile=filename.crc:2

複数パーティシ ョ ンのイ メージファ
イルで指定したパーティシ ョ ンを検
証します。 この例ではディ スク 1 の
パーティシ ョ ン 2 が CRC ファ イル
のパーティシ ョ ン 2 と同じかど うか
検証します。

ghost.exe -crc32,action=create 1台目のハードディスク ドライブから
ASCII CRC32ファイルを作成します。
デフォルトディ スクは1台目のド ラ
イブであ り、 デフ ォル ト の ASCII
CRC32 ファ イルは Ghost.crc です。

ghost.exe
-CRC32,action=create,src=2,crc
file=myfile.txt

ASCII CRC32ファイルを作成します。
ディ スク と ASCII CRC32ファ イルを
指定した以外は直前の例と同じです。
この例ではディ スク 2 をコピー元ド
ライブと して使い、Myfile.txt を出力
ファイルにしています。

ghost.exe -CRC32,action=verify CRC32 ファ イルと 1台目のド ライ
ブの内容を検証します。 デフォル
トディ スクは 1台目のド ライブで
あ り、 デフォルトの ASCII CRC32
ファ イルは （カレン トディ レク ト
リの） Ghost.crc です。 さ らに、 デ
フォルトの検証リ ス ト ファ イルは
Ghost.ls です。
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vexcept=< ファイル名 >

CRC で検査しないファイルを指定します。 通常は、 起動時に必ず変更さ
れるファ イルを除外するために使います。 例外ファ イルの例を次に示し
ます。

[ghost exclusion list]

¥PERSONAL¥PHONE

[partition:1]

¥WINDOWS¥COOKIES¥*.*

¥WINDOWS¥HISTORY¥*

¥WINDOWS¥RECENT¥*

¥WINDOWS¥USER.DAT

¥WINDOWS¥TEMPOR~1¥CACHE1¥*

¥WINDOWS¥TEMPOR~1¥CACHE2¥*

¥WINDOWS¥TEMPOR~1¥CACHE3¥*

¥WINDOWS¥TEMPOR~1¥CACHE4¥*

[partition:2]

*¥*.1

[end of list]

除外リ ス トは大文字と小文字が区別され、 すべてのファ イルを大文字で
指定する必要があ り ます。 アスタ リ ス ク （*） のワイルドカードは UNIX
の規則に従い DOS よ り も強力です。 任意の文字列と一致し、 特にピ リオ
ド （.） と も一致します。 したがって、 *br* とい う ワイルドカードは br の

ghost.exe
-CRC32,action=verify,src=1,crc
file=myfile.txt,
vlist=myfile.out

CRC32 ファ イルと 1台目のド ライ
ブの内容を検証します。 直前の例
と同じですがディ スク と CRC ファ
イルと リ ス ト ファ イルを指定して
います。 この例ではディ スク 1 を
コピー元ド ライブと して使い、
Myfile.txt を ASCII CRC32 ファ イル
と して使い、 Myfile.out を検証リ ス
ト ファ イルと して使います。

ghost.exe
-CRC32,action=verify,src=1,crc
file=myfile.txt,
vlist=myfile.out,vexcept=myfil
e.exc

CRC32ファ イルと 1台目のド ライブ
の内容を検証します。直前の例と同
じですが、エン ト リに基づいて比較
したファイルを除外する例外の引数
を含んでいます。

スイッチ 機能
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CRC32 スイッチの使い方
文字を含むすべてのフ ァ イル （た と えば、 Brxyz.txt、 Abr.txt、 Abc.dbr）
と一致します。

上の例の\WINDOWS\COOKIES\*.*の指定はサブディレク ト リ \WINDOWS
\COOKIES 内にある拡張子付きのすべてのファ イルと一致します。 拡張
子の有無に関係な くすべてのフ ァ イルに一致する よ う に指定するには
\WINDOWS\COOKIES\* を使います。

除外ファイルでは短いファイル名を使ってください。 初の [partition:x]
見出しよ り も前に指定したファイルはいずれのパーティシ ョ ンにあるファ
イルと も一致します。

ディ レク ト リの * はネス トに関係なくすべてのサブディ レク ト リに一致
します。上の除外ファイルは 2 番目のパーティシ ョ ン上の任意のサブディ
レク ト リ内にある拡張子 .1 のすべてのファイルに一致します。 これは別
と して、 ワイルドカードはディ レク ト リにではな く ファ イルに使う よ う
にして ください。
A-29





B
ハードウェアと転送方法
の設定

こ こでは次の項目について説明します。

■ ハードウェアと転送の必要条件

ハードウェアと転送の必要条件

Ghost を使う前に、使いたい転送方法に合わせてハード ウェアと転送の必
要条件を検討します。 すべてのハードディ ス ク ド ラ イブが正し く インス
トール済みであるこ と と、システムの BIOS が設定済みでド ライブの有効
なパラ メータが表示されるこ とを確認します。

ピアツーピア接続

ピアツーピア接続では、 Ghost を 2 台のコンピュータ上で実行しその 2
台のコンピュータ間でド ラ イブやパーティシ ョ ンを転送した り イ メージ
ファ イルを使ったりできます。

各種のクローン作成と、 マスターとスレーブの関係を次の表に示します。

処理 マスター スレーブ

ディ スク間のコピー コピー元ディ スクのあ
るコンピュータ

コピー先ディスクのあるコ
ンピュータ

ディスクからイ メージファ
イルへのコピー

コピー元ディ スクのあ
るコンピュータ

コピー先イメージファイル
を受信するコンピュータ

イ メージファイルからディ
スクへのコピー

コピー先ディ スクのあ
るコンピュータ

コピー元イメージファイル
のあるコンピュータ

パーティション間のコピー コピー元パーティシ ョ
ンのあるコンピュータ

コピー先パーティションの
あるコンピュータ
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付録 B　ハードウェアと転送方法の設定 
どちらのコンピュータがマスター （接続の制御元コンピュータ） でどち
らがスレーブ （接続に参加している も う一方のコンピュータ） であるか
を選択します。 すべてのオペレータ入力をマスターコンピュータ上です
る必要があ り ます。

LPT 接続または USB 接続

LPT/パラレルポート接続ではパラレル接続ケーブルとパラレルポート を
使ってコンピュータを接続します。 ピアツーピア USB ポート接続ではホ
ス ト間接続と毎分約 20～ 30MB のデータ転送をサポートする USB ケーブ
ルを使います。

ECP は 良の LPT 接続オプシ ョ ンです。 Ghost は両方のコンピュータで
DOS 環境下で実行している必要があ り ます。

詳し くは 「付録 C USB ケーブル」 を参照して ください。

TCP/IP 接続

Ethernetまたはトークン リ ングのネッ ト ワーク インターフェースカード と
次のいずれかを含む確立済みのネッ ト ワーク接続でコンピュータを接続
します。

■ Ethernet クロスケーブル

（ピン 1236 > 3612）

■ 同軸ケーブル

■ HUB または MAU 付きの標準ケーブル

ネッ ト ワーク インターフェースカード （NIC） をインス トールします。

パーティションからイ メー
ジファイルへのコピー

コピー元パーティシ ョ
ンのあるコンピュータ

コピー先イメージファイル
を受信するコンピュータ

イ メージファイルからパー
ティシ ョ ンへのコピー

コピー先パーティシ ョ
ンのあるコンピュータ

コピー元イメージファイル
のあるコンピュータ

処理 マスター スレーブ
B-2



ハードウェアと転送の必要条件
SCSI テープド ライバ

Ghost で SCSI テープデバイスを使うには、 テープ媒体とそのデバイス用
の DOS 版 ASPI ド ラ イバ （ASPI は Advanced SCSI Programming Interface の
略） をインス トールしておく必要があ り ます。 このド ラ イバは次の例に
示すよ うな Config.sys ファ イルでインス トールされます。

device=C:¥scsitape¥aspi4dos.sys

詳し くは SCSI テープデバイスに付属のマニュアルを参照して ください。

GhostCast

GhostCast 転送には次のハードウェアと ソフ ト ウェアが必要です。

■ Ethernet またはトークン リングの NIC

■ 確立済みのネッ ト ワーク接続

■ マルチキャス ト対応ルーター （省略可能）

■ BOOTP/DHCP ソフ ト ウェア （省略可能）

製造元のインス トールプログラムを使って NIC を設定し、 NIC テス トプ
ログラムを実行して NIC とケーブル配線を調べます。

リムーバブルメディア

リ ムーバブルメディアド ラ イブ、 媒体、 DOS で使うための媒体ド ライバ
が必要です。

CD-ROM の使用

CD ラ イターと空の CD-R/RW 媒体が必要です。

詳し くはp.11-7の「イ メージファイルとCDライター」を参照してください。

マップ済みネッ トワークボリューム

ク ローン作成にマップ済みネッ ト ワークボ リ ュームを使うにはインス トー
ル済みの NIC と確立済みのネッ ト ワーク接続が必要です。

Ghost を DOS で実行した場合、Windows 内部でネッ ト ワークファ イルサー
バーアクセスは利用できな くな り ます。 ネッ ト ワークファ イルサーバー
にアクセスするには DOS ネッ ト ワーク ク ラ イアン トブートディ スクを作
成する必要があ り ます。 ネッ ト ワーク ク ラ イアン ト ブー トディ スクには
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付録 B　ハードウェアと転送方法の設定 
ネッ ト ワーク接続を可能にするための適切なネッ ト ワーク ド ライバとネッ
ト ワーク ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアが入っています。Windows ネッ ト ワー
クボ リ ュームまたは IBM LAN サーバーに接続するためにブートディ スク
を作成できます。

詳し くは 「第 9 章 Ghost ブート ウ ィザードを使ったブート イ メージと
ブートディ スクの作成」 を参照して ください。

内蔵ド ライブ

内蔵ド ラ イブを操作するには、 それぞれのド ラ イブが適切に設定されて
いるこ とを確認します。 つま り、 固定 IDE ド ラ イブを使用中の場合、 そ
のド ライブ上のジャンパは正し く設定済みで、 コンピュータの BIOS が
ディ スクに合わせて設定済みであるこ とを意味します。コピー元と コピー
先の両方のド ラ イブにファ イルの破損とハードディ スク ド ラ イブの物理
的な欠陥があってはいけません。

サードパーティのデバイス

デバイスのマニュアルを参照して DOS ド ラ イバをインス トールします。
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C
USB ケーブル

こ こでは次の項目について説明します。

■ USB ケーブル

USB ケーブル

Ghost では次の USB ピアツーピアケーブルが使えます。

■ EzLink USB Instant Network （モデル 2710）

■ USB LinQ Network

■ BusLink USB to USB File Transfer ケーブル （モデル UFT06）
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D
ネッ トワーク設定ファイル
Wattcp.cfg

こ こでは次の項目について説明します。

■ 設定ファイル Wattcp.cfg

設定ファイル Wattcp.cfg

設定ファイル Wattcp.cfg には Ghost と DOS 版 Ghost の GhostCast のため
のTCP/IPネッ ト ワーク設定の詳細が格納されます。Windows版のGhostCast
サーバー （Ghostsrv.exe） に Wattcp.cfg ファ イルは必要あ り ません。

Wattcp.cfgはGhostブート ウ ィザードを使ってブートパッケージを作成す
る と自動的に作成されます。

Wattcp.cfg ファ イルには次の特徴があ り ます。

■ コンピュータの IP アドレスとサブネッ トマスクを指定する

■ 省略可能な他のネッ ト ワークパラ メータを設定できる

■ Ghost.exe の起動時のカレン トディレク ト リにある

ファ イルのコ メン トはセ ミ コロン （;） で始めます。 オプシ ョ ンは次に示
すよ うに < オプシ ョ ン >=< 値 > の形式で設定します。 

receive_mode=5;set receive mode
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付録 D　ネッ トワーク設定ファイル Wattcp.cfg 
Wattcp.cfg 設定ファイルで利用可能なキーワードは次のとおりです。

キーワード 説明

IP ローカルコンピュータの IP アドレスを指定します。 各コ
ンピュータの IP アドレスが重複しない必要があ り ます。
Ghost では DHCP サーバーと BOOTP サーバーを使え、 IP
アドレスが空白のままか無効な場合にはデフォルトでそれ
らのサーバーが使われます。DHCPとBOOTPはコンピュー
タに IP アドレスを自動的に割り当てます。 これによ り同
種のネッ ト ワークカードを使っているコンピュータ上で同
じブートディ スクを使えます。

例　IP=192.168.100.10

Netmask ネッ ト ワークの IP サブネッ トマスクを指定します。

例　NETMASK=255.255.255.0

Gateway（省略可能） ゲート ウェイの IP アドレスを指定します。 ネッ ト ワーク
上にルーターが存在する場合と参加しているコンピュータ
が異なるサブネッ ト上にある場合に必要です。

例　GATEWAY=192.168.100.1

Bootpto （省略可能） BOOTP/DHCP の時間切れ値 （秒数） を変更します。

例　BOOTPTO=60

Receive_Mode
（Ethernet のみ）

Ghostが使う自動的に設定されたパケッ ト ド ラ イバモード
を変更します。モードは優先順に 4、 5、 6 です。デフォル
トモードは 4 です。

一部のパケッ ト ド ライバはネッ ト ワークからのマルチキャ
ス ト情報を受信する機能を誤って伝え、サポート しないパ
ケッ ト受信モードの使用を許可します。必要なマルチキャ
ス トパケッ トだけを受け入れるよ うにパケッ ト ド ライバは
モード 4 に設定して ください。パケッ ト ド ラ イバがモード
4 をサポート しない場合にはモード 5 を使ってすべてのマ
ルチキャス トパケッ ト を収集できます。 後のオプシ ョ ン
であるモード6はネッ ト ワーク上で送信されるすべてのパ
ケッ ト を収集するよ うにパケッ ト ド ライバを設定します。

例　RECEIVE_MODE=6
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E
Linux でのクローン作成

こ こでは次の項目について説明します。

■ サポート される設定

■ ディスクの位置

■ ブート設定

■ Ghost ユーティ リティのサポート

サポート される設定
Ghost は数多くのさまざまな Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンのク ローンを
正常に作成できます。ただし、Ghost は Ext2 ファ イルシステムと LILO の
仕様の変更に影響されます。 これらの仕様が変更される と Ghost は Linux
ディ ス ト リ ビューシ ョ ンをサポート できな くな り ます。 シマンテッ ク社
ではこのよ う な変更に対処するために Ghost の新しいビルドを直ちに リ
リースするよ うにしています。

Ghost はカーネルのバージ ョ ンには影響されません。 コマンド ラ インス
イ ッチの -nolinux と -nolilo を使って非互換性の問題を解消します。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して ください。

Ghost はブロ ッ クサイズが 1KB、 2KB、 4KB のいずれかである Ext2 ファ
イルシステム （タ イプ 0x83） への完全なサポート付きで x86 ベースの
Linux システムのクローンを作成します。reiserfs などの他のファイルシス
テムのク ローンはセク タ単位で作成されますが、 ク ローン作成中はサイ
ズ変更できません。

LILO をブート ローダーと して MBR またはアクティブ Ext2 パーティシ ョ
ンで使う Linux システムのサポートにはいくつかの例外があ り ます。シス
テムの 1 つ目のハードディ スク （/dev/hda または /dev/sda） 以外のディ
スクへの参照はサポート されません。/boot とルート ファ イルシステムは
1 つ目のハードディ スクに存在する必要があ り ます。 /boot はルート ファ
イルシステム内のディ レク ト リにできます。

Ghost はタイプ 0 と タイプ 1 の Linux スワップファ イルシステム （タ イプ
0x82） をサポート します。
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付録 E　 Linux でのクローン作成 
Ghost は Linux 拡張パーティシ ョ ン （タ イプ 0x85） を部分的にサポート し
ます。 この拡張パーティシ ョ ン内部でファ イルシステムのク ローンを作
成しますが、 拡張パーティシ ョ ンを DOS 拡張パーティシ ョ ンと して復元
します。これがクローン作成後に Linux システムの問題の原因になるこ と
は知られていません。

ディスクの位置

Linux はハード ウェアのディ スクの位置に影響されます。プライマ リマス
ターディ スク上で動作しているシステムはそのディ スクが一次スレーブ
またはセカンダ リマスターと してマウン ト される と動作しません。 Ghost
ではこの問題を解消しません。

ブート設定

Ghost は /etc/lilo.conf ファ イルを使ってブート設定を判断します。 この
ファ イルがブート設定に一致しない場合、Ghostはクローン作成中にLILO
のパッチができないこ とがあ り ます。Lilo.conf のデフォルト キーワードは
サポート していないので、 初に指定されたコピー先がデフォル トのコ
ピー先になるはずです。

grub などの別のブート ローダーを使う場合または上の条件が満たされな
い場合でも Ghost はシステムのクローンを作成しますが、後で新しいディ
スクでブートするこ とはできないと考えられます。システムはフロ ッピー
ディ スクまたは CD で起動する必要があ り、/sbin/lilo などを実行してブー
ト ローダーを再インス トールする必要があり ます。クローン作成後にLinux
システムを起動する と きの問題に備えて常にブートディ スクを用意して
おきます。

Ghost ユーティ リテ ィのサポート

Ghost エクスプローラはイ メージファ イル内で Ext2 ファ イルシステムを
実質的にサポート しており、 このファ イルシステム内でファイルの復元、
削除、追加ができます。Windows で無効な名前の付いたファイルを操作す
る と問題が起きます。Ghost エクスプローラはデバイスファ イルとシンボ
リ ッ ク リ ンクを操作できません。 スパースファ イルは復元時に展開され、
ハード リ ンクは破壊されます。

GDiskはLinuxファ イルシステムを作成するこ と も Linux拡張パーティシ ョ
ン内のパーティシ ョ ンを認識するこ と もあ り ません。
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F
Ghost の機能性
のカスタマイズ

こ こでは次の項目について説明します。

■ 環境ファイルからの機能性の制限

■ カスタマイズした機能性の例

■ OEM 版 Ghost

Ghost の機能性はカスタマイズできます。状況によっては、 ラ イセンスの
保有者 （システム管理者） は一部の機能を無効にして Ghost を提供した
いと考えるこ とがあ り ます。

環境ファイルからの機能性の制限

Ghost の機能性を制限するには Ghost 環境ファ イルを編集します。 環境
ファイルには次の内容が入っています。

■ ライセンス保有者の詳細

■ ライセンスがある同時ユーザーの 大数

■ 追加の製品ライセンス情報

■ 機能性スイッチ

次のスイ ッチが利用できます。

スイッチ 説明

LOAD ディ スクまたはパーティシ ョ ンをイ メージファ イルからロード
する動作です。

DUMP ディ スクまたはパーティシ ョ ンをイ メージファ イルにダンプす
る動作です。

WRITE コピー先のパーティシ ョ ンまたはディ スクに Ghost が実際に書
き込まないよ うにします。

DISK ディ スク間とパーティシ ョ ン間で実行する動作です。
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Ghost の機能性をカスタマイズするには

1 環境ファイル Ghost.env を手動で編集します。 使用できる文字は半
角英数字のみです。

このファ イルは設定を変更しない限り Ghost.exe が起動するディ レク
ト リ と同じディ レク ト リにあるはずです。

2 環境ファイルの 1行目としてスイッチパラ メータ行を追加します。

IMGTMO を除いた各機能はバインド された実行可能ファ イルの < ス
イ ッチ名 >=y でアクティブにでき、 < スイ ッチ名 >=n で非アクティブ
にできます。

3 Ghost.env ファイルが Ghost.exe と同じディレク ト リにあることを確認
します。

4 次のコマンドラインを使って Ghost を実行します。

ghost.exe

5 Ghost.env以外の名前の環境ファイルがある場合にはコマンドライン
で次のスイ ッチに環境ファイル名を指定して Ghost を実行します
（デフォル トのファ イル名は Ghost.env です）。

ghost.exe -#e=< ファ イル名 >

PEER LPT、 USB、 TCP/IP のピアツーピアで接続します。

FPRNT 指紋を作成します。 指紋は次の内容を記述したクローンド ラ イ
ブ上またはクローンパーティシ ョ ン上の隠しマークです。

■ ドライブまたはパーティションの作成に使われた処理

■ 操作を実行した時刻

■ 操作を実行した日付

■ ディスク番号

IMGTMO イ メージファイルの 長有効日数を設定します。

TIMEOUT 有効なライセンスが再適用されるまで Ghost を無効にします。

スイッチ 説明
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OEM 版 Ghost
カスタマイズした機能性の例

以下に示すのはシステム管理者が Ghost のエンドユーザー向けに機能性
をど う カスタマイズできるかを示す例です。

イ メージファイルの復元のみ

ある会社の営業部で 100 台のノートパソコンを使い、 IT システム管理者
がそれらのコンピュータの編成と保守を管理する と します。 使用中の各
ノートパソコンにはユーザーが高速にシステムを復元できるよ うにGhost
の複製とモデルイ メージファ イルを焼いた CD-ROM を用意できます。シ
ステム管理者はイ メージファ イルの復元のみ可能なよ うに CD-ROM上に
焼いた Ghost を設定し、 ユーザーが他の Ghost 機能を使ってみよ う とす
る可能性をなくすこ とができます。

イ メージファイルの復元のみを有効にする

管理者の Ghost は元の環境ファイルのバインド後にすべてのオプシ ョ ン
が利用できます。 CD-ROM の Ghost は次の内容で有効になり ます。

Switches: load=y,dump=n,disk=n,peer=n

バックアップツールのみ

Ghost はバッ クアップツールと して使えます。その場合、ユーザーが誤っ
てローカルド ラ イブに上書きする こ とな く イ メージファ イルを作成でき
るよ うにロードオプシ ョ ンを無効にするこ とをお勧めします。個々のファ
イルやディ レク ト リ を復元するには Ghost エクスプローラを使います。

バックアップツールとして Ghost を使う

Switches: load=n,dump=y,disk=n,peer=n

OEM 版 Ghost

Ghost は OEM の顧客用にさ らにカスタマイズできます。OEM 版について
詳し くはシマンテッ ク社にお問い合わせください。
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ト ラブルシューテ ィ ング

こ こでは次の項目について説明します。

■ Ghost のエラーメ ッセージ

■ Ghost コンソールのエラー

■ GhostCast のエラー

■ Ghost と GhostCast の DOS エラー

■ コマンドラインタスクまたはスケジュール設定済みタスクの実行

Ghost のエラーメ ッセージ

Ghost のエラーメ ッセージはエラー番号と説明で構成されます。 場合に
よっては問題を解決するための対策も示されます。

強制終了エラーが起きる と Ghosterr.txt ファ イルが生成されます。

詳し くは 「付録 H 診断」 を参照して ください。

シマンテッ ク社の Ghost テクニカルサポートの Web サイ トでもっと詳し
い情報を利用できます。

エラーコード 説明と対策

8006、 8008 評価版の試用期間の期限切れになり ました。

10030 GhostがGhostCastサーバーと通信できませんでした。GhostCast
セッシ ョ ン名が正しいか調べ、GhostCast サーバーでクライア
ン トの受け入れ準備ができているこ とを確認します。

10098 コマンド ラ インスイ ッチにパーティシ ョ ン番号を含める必要
があ り ます。

詳し くは 「付録 A コマンド ラ インスイ ッチ」 を参照して く
ださい。

10010、 10014、
11000

パス / ファ イルの構文が不正です。 パス とファ イル名が正し
いこ とを確認します。 イ メージファイルに対する読み取り ま
たは作成の適切なユーザー権限があるこ と も確認します。
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Ghost コンソールのエラー

バッ クアップを復元するタス クに失敗したと きにバッ クアップファ イル
がマップ済みネッ ト ワークの場所に格納されていれる場合にはネッ ト ワー
ク接続がまだ利用可能であるこ とを確認します。

19906 Ghost が GhostCast サーバーとの接続を確立できませんでし
た。 RECEIVE_MODE = 6 とい う行を Wattcp.cfg に追加する必
要があるかもしれません。

詳し くは 「付録 D ネッ ト ワーク設定ファイル Wattcp.cfg」 を
参照して ください。

19910、 20070 パケッ ト ド ラ イバが見つかり ません。

詳し くは p.G-3 の 「問題 Ghost の起動時に GhostCast を選択
できません」 を参照して ください。

19913 BOOTP/DHCP サーバーが見つかり ません。 コンピュータが
ネッ ト ワークに接続している こ と と、 BOOTP または DHCP
サーバーがこのサブネッ ト用に設定済みであるこ と を確認し
ます。

19916 重複する IP アドレスが検出されました。すでに使用中の IP ア
ドレスが割り当てられました。

19900 GhostCast セッシ ョ ンが不正に設定されています。 TCP/IP の
設定が正しいこ とを確認します。

CDR101: Not 
ready reading 
drive X, Abort, 
Retry, Fail

システムエラーメ ッセージです。 このエラーは Ghost が原因
ではあ り ません。 ハード ウェアまたはソフ ト ウェアの設定に
よる誤動作によって起きます。CD 上のイ メージファイルは読
み取れません。 これを検証するには、 DOS でコピー検証機能
を使って CD-ROM からイ メージファイルをコピーします。

エラーコード 説明と対策
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GhostCast のエラー

Ghost またはGhostCast サーバーで問題が起きた場合には次のこ とを確認
します。

■ 新版の Ghost と GhostCast サーバーを使っている

■ インス トール済みのネッ ト ワークカード用の 新ドライバを使っている

ネッ ト ワークカードまたはコンピュータの製造元の Web サイ トで
新ド ライバを入手できるはずです。

以下の問題と解決策は特定の状況に関するものです。 起きている問題に
も関係する解決策に従ってください。

問題 Ghost の起動時に GhostCast を選択できません

解決策 Ghost はパケッ ト ドライバまたは NDIS2 ドライバを使って GhostCast を
実行します。 Ghost がメモ リでパケッ ト ド ラ イバを検出できない場合ま
たはパケッ ト ド ラ イバがネッ ト ワークカードに適していない場合、
GhostCast オプシ ョ ンは選択できません。 ネッ ト ワークカード用の適切
なパケッ ト ド ライバまたは NDIS2 ド ラ イバをロードするためのブート
ディ スクが必要です。

Ghostブート ウ ィザードを使ってパケッ ト ド ライバのブートディ スクを作
成します。

詳し くは p.9-5 の 「ネッ ト ワークサポート付きブートディ スク」 と p.13-7
の 「パケッ ト ド ラ イバの設定」 を参照して ください。

問題 セッション名を入力した後に Ghost が時間切れになります

解決策 このエラーは一般にサーバーと ク ラ イアン トの接続に問題がある場合に
起きます。 次の操作によって問題の原因を判断します。

■ クライアン ト と GhostCast サーバーの両方でセッション名の綴りを
確認します。

■ ケーブル接続、 HUB、 ルーター、 スイ ッチなどのすべての物理接続に
ついて物理的な問題を調べます。

■ サーバーと クライアン トの間にあるルーターが適切に設定されている
か、 GhostCast が有効になっているかを確認します。

■ 固定 IP を使っている場合、 Wattcp.cfg ファイルに有効な IP アドレス
とサブネッ トマスクが指定されているかを調べます。

サーバーコンピュータから ク ラ イアン ト コンピュータの IP アド レスを指
定して ping を実行するこ と もできます。
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クライアント コンピュータのIPアドレスを指定してpingを実行するには

1 ク ライアン ト コンピュータを起動します。

2 Ghost メ インメニューで ［GhostCast］ を選択して次のいずれかを選
択します。

■ ［Unicast］

■ ［Directed Broadcast］

■ ［Multicast］

セッシ ョ ン名は入力しないでください。 入力する と IP アドレスが初
期化されます。

3 サーバーからクライアン トに対して ping を実行します。

ク ラ イアン トに ping を実行できない場合、通信に問題があ りサーバー
と ク ラ イアン トの間で IP パケッ トが送受信されていません。

問題 GhostCast でデータの送信を開始するとセッションが失敗するか時間切
れになります

解決策 Wattcp.cfg ファイルに RECEIVE_MODE=X 値を追加します。 初に
RECEIVE_MODE=5 を追加してから 6 を試してみます。

詳し くは 「付録 D ネッ ト ワーク設定ファイル Wattcp.cfg」 を参照して く
ださい。

ルーターまたはスイ ッチを通じてGhostCastで送信する場合にはルーター
またはスイ ッチで GhostCast プロ ト コルを有効にする必要があ り ます。

GhostCastプロ ト コルについて詳し くはルーターまたはスイ ッチのマニュ
アルを参照して ください。
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コマンドラインタスクまたはスケジュール設定済みタスクの実行
Ghost と GhostCast の DOS エラー

Windows 95 と Windows 98 はプラグアンドプレイオペレーティングシステ
ムです。 これらのオペレーティングシステムは IRQ の競合を検出する と
ほとんどのネッ ト ワークカードを再設定します。 GhostCast は DOS レベ
ルで動作しますが DOS はプラグアンドプレイオペレーティングシステム
ではないため、 IRQ が競合する可能性があ り ます。

一般にネッ ト ワークカードの新製品には、 IRQ の競合を自動的に調べて
競合があれば再設定するソフ ト ウェア設定ユーティ リ テ ィが付属してい
ます。 このユーティ リ ティがない場合にはネッ ト ワークカードの IRQ を
手動で変更する必要があ り ます。 カードの IRQ アドレスの変更について
詳し くはネッ ト ワークアダプタのマニュアルを参照して ください。

DOS ド ラ イバはネッ ト ワークの種類と速度を検出する と きにも問題にな
るこ とがあ り ます。 これらは DOS 設定ユーティ リ ティで明示的に設定で
きます。

コマンド ラインタスクまたはスケジュール設定済
みタスクの実行

通常のタスク ログ記録はコンソールのタスク ログで表示できます。

詳し くは p.10-1 の 「Ghost コンソール活動の監視」 を参照して ください。

コマンド ラ インまたはスケジューラからタスクを起動した場合、2 つのエ
ラーログファ イルでタスクの失敗の原因を調べるこ と もできます。

Console Log.txt にはコマンド ラ インまたはスケジューラから起動したタ
スクが成功したか失敗したかが記録されます。 ただし、 タスクをスケ
ジューラから開始した場合にはコンソールが起動しないこ とがあ り ま
す。 その場合は Schedulgu.txt で失敗の原因を調べられます。

失敗の原因で も多いのはユーザー名やパスワードが指定されていない
こ とです。

詳し くは p.6-2 の 「バッ クアップ設定の作成」 を参照して ください。
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診断

こ こでは次の項目について説明します。

■ ハードディスク ドライブの検出と診断の情報

■ 基本的なネッ ト ワークテス トの技法

ハードディスク ド ライブの検出と診断の情報

Ghost は検出されたハードディ スク ド ラ イブデバイス、その他のシステム
関連情報、 検出されたエラー状態の概略を示す診断レポート を生成でき
ます。

Ghost 強制終了エラーファイル （Ghosterr.txt）

エラーメ ッセージはエラー番号と説明で構成されます。 場合によっては
問題の解決方法も示されます。

Ghost強制終了エラーファイルにはエラーメ ッセージの詳細のほかにテク
ニカルサポート で問題の原因を診断する場合に必要な追加のド ラ イブ診
断情報も入っています。

Ghost強制終了エラーファイルはGhostが回復または回避できないエラー
状態が検出されたと きに生成されます。 Ghosterr.txt ファ イルがカレン ト
デ ィ レ ク ト リ に生成されます。 この場所が読み取 り 専用の場合には
Ghosterr.txt ファ イルの出力場所を リダイレク トする必要があ り ます。 強
制終了中に Ghost によって生成される強制終了ファイルの場所とファ イ
ル名は -afile=< ド ラ イブ >:\< パス >\< ファ イル名 > のコマンド ラ インス
イ ッチを使って変更できます。

詳し くは 「付録 G ト ラブルシューティング」 を参照して ください。

完全診断統計ダンプ要約の作成

完全診断統計ダンプ要約ファ イルには検出されたハードディ ス クの詳細
と Ghost のその他の統計情報が入っています。Ghost 完全診断統計ダンプ
はコマンド ラ インスイ ッチ -dd を使って作成できます。 デフォルトの統
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計ダンプファイル名は Ghststat.txt です。 Ghost が生成するファ イルの場
所と名前は -dfile=< ド ラ イブ >:\< パス >\< ファ イル名 > のコマンド ラ イ
ンスイ ッチを使って変更できます。

基本的なネッ トワークテストの技法

ネッ ト ワークの機能性をテス トするには次の 2 つの方法が使えます。

■ TCP/IP の機能性のテス ト

■ テクニカルサポートで問題を診断するのに使う GhostCast ログファ
イルの生成

TCP/IP の機能性のテスト

Microsoft の TCP/IP アプ リ ケーシ ョ ンス イー ト にはい くつものテス ト
ユーティ リ ティがあ り ます。Windows 95 の 2 つの TCP/IP ユーティ リ ティ
（Ping.exe と Winipcfg.exe） の例を次に示します。 Windows NT での同等の
ユーティ リ ティは Ping.exe と Ipconfig.exe です。

Ping.exeユーティ リ ティはTCP/IPのネッ ト ワーク応答を示し、コンピュー
タ間の接続性を示せます。 マップ済みネッ ト ワークボ リ ューム接続では、
ク ラ イアン トがサーバーに対して ping を実行し、 サーバーがクライアン
トに対して ping を実行するこ とで相手に基本的な接続性があるかをいつ
でも調べられます。 GhostCast 接続の場合、 Ghost は GhostCast モードま
たはTCP/IPのピアツーピアモードならば別のコンピュータから送信され
た ping 要求にしか応答しません。

ping ユーティ リ ティはマルチキャス トパケッ トがネッ ト ワーク上の 2 地
点間を行き来できるこ とを示すものではあ り ません。 たとえば、 ping の
テス トによ り異なるサブネッ ト上の 2台のコンピュータ間の正常な TCP/
IP 操作が示される場合があ り ますが、GhostCast パケッ トはサブネッ ト を
分割する非マルチキャス ト対応ルーターのため通過するこ とはできません。

ローカルホス トに対する ping はローカル TCP/IP の基本機能を示します。
次の例で使う アドレスはネッ ト ワーク上のローカルホス ト を識別します。

ローカルホストに対する ping の例

Win95PC1 とい う名前の Windows 95 コンピュータ上で Windows の DOS プ
ロンプ ト ウ ィ ンド ウに次のコマンドを入力しました。

c:¥> ping LocalHost

Pinging Win95PC1 [127.0.0.1] with 32 bytes of data:
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基本的なネッ トワークテストの技法
Reply from 127.0.0.1: bytes=32 time<10ms TTL=128

Reply from 127.0.0.1: bytes=32 time<10ms TTL=128

Reply from 127.0.0.1: bytes=32 time<10ms TTL=128

Reply from 127.0.0.1: bytes=32 time<10ms TTL=128

このテス トはTCP/IPスタ ッ クがインス トール済みで動作中であるこ とを
示します。

Ghost マルチキャスト クライアン トに対する ping

GhostCast サーバー上で Windows 95 の DOS プロンプ ト ウ ィ ンド ウから次
のセッシ ョ ンを実行します。

C:¥> Ping 192.168.100.3

Pinging [192.168.100.3] with 32 bytes of data:

Reply from 192.168.100.3: bytes=32 time<10ms TTL=128

Reply from 192.168.100.3: bytes=32 time<20ms TTL=128

Reply from 192.168.100.3: bytes=32 time<20ms TTL=128

Reply from 192.168.100.3: bytes=32 time<20ms TTL=128

C:¥>winipcfg

初のコマンドは IP アドレス 192.168.100.3 を使っているク ラ イアン トが
ping 要求を受信して応答を返したこ と を示します。 これは 2 台のコン
ピュータ間の基本 TCP/IP 操作を示します。これはマルチキャス トパケッ
トが 2 台のコンピュータ間を行き来できるこ とを示すものではあ り ませ
ん。次に Winipcfg は Windows 95 コンピュータの IP 設定パラ メータが次の
画面のよ うになっているこ とを検証します。
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GhostCast ログファイルの生成

テクニカルサポートによる診断用にGhostCastログファ イルを生成できま
す。 ログを記録する と GhostCast 処理の速度が遅くなるこ とがあるので、
ログ記録は通常の使い方で見つかった問題の診断に役立てるために使っ
てください。

診断レベルは次の順に詳細になり ます。

■ ［エラー］

GhostCast セッシ ョ ン中に起きる回復不能なエラーを報告します。 こ
のレベルを使ってもセッシ ョ ンの処理効率には影響しないはずです。

■ ［統計］

セッシ ョ ンの完了時にすべてのエラーと追加の統計情報を報告しま
す。このレベルを使ってもセッシ ョ ンの処理効率には影響しないはず
です。

■ ［警告］

統計レベルのすべての詳細を報告し、追加の警告メ ッセージを含みま
す。このレベルを使う とセッシ ョ ンの処理効率に影響するこ とがあ り
ます。

■ ［情報］

警告レベルのすべての詳細を報告し、 さ らに診断情報を追加します。
このレベルを使う とセッシ ョンの処理効率に影響するこ とがあり ます。

■ ［すべて］

すべてのログ記録メ ッセージを報告し ます。 このレベルを使 う と
GhostCast セッシ ョ ンの処理効率が低下します。

Windows 版 Ghost の GhostCast サーバーのログファイル

Windows版Ghost の GhostCast サーバーの実行中にログファ イルを生成で
きます。

ログファイルを生成するには

1 GhostCast サーバーのファイルメニューで ［オプション (O)］ を選択
します。

2 希望するログレベルを次の中から選択します。

■ ［エラー］

■ ［統計］

■ ［警告］
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基本的なネッ トワークテストの技法
■ ［情報］

■ ［すべて］

3 次のいずれかの操作をします。

■ ［オプション］ ダイアログボックスの ［ログファイル (F)］ フィー
ルドにログファ イルの場所と名前を入力します。

■ ファイルの場所を選択するために ［参照 (B)］ をク リ ックします。

4 必要に応じて GhostCast サーバーを使います。

GhostCast サーバーは通常どおりに動作し、 完了時にログファ イルを
表示できます。

DOS 版 Ghost の GhostCast サーバーのログファイル

DOS版GhostのGhostCastサーバーの実行中にログファイルを生成できます。

例

dosghsrv.exe c:¥test123.gho TestSession -la -n10

TestSession という GhostCast セッシ ョ ンを開始し、 c:\test123.gho ファ
イルを使います。 接続クライアン トの IP アドレスが画面上に表示されま
す。 10 のク ライアン トが接続する とセッシ ョ ン伝送が始ま り ます。 ログ
ファ イル Ghostlog.txt がデバッグ目的で作成されます。 ログファ イルを
使う と GhostCast 伝送の処理効率が下がり ます。

dosghsrv を使用中にログファイルを生成するには

1 ログ記録スイッチ -l< ログレベル > を追加します。 < ログレベル > に
は診断報告レベル （E、 S、 W、 I、 A のいずれか） を指定します。

2 DOS 版 Ghost の GhostCast サーバーアプリケーションを使います。

3 必要に応じてその他のコマンドラインオプションを使います。

GhostCast クライアン トのログファイル

ク ラ イアン ト コンピュータでGhost.exeを実行中にログファ イルを生成で
きます。

Ghost で GhostCast ログファイルを生成するには

1 ログ記録スイッチ -jl:< ログレベル >=< ファイル名 > を追加します。
< ログレベル > には診断報告レベル （E、 S、 W、 I、 A のいずれか）
を指定します。

ghost.exe -jl:a=d:¥< ファ イル名 >
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付録 H　診断 
2 Ghost によって書き込まれないドライブの場所をログファイルに選
択します。

その場所にはファイルを作成できる十分な領域が必要です。

たとえば、対話型モードで GhostCast を使用中にすべてのログ情報を
記録する GhostCast ログファ イル D:\Logs\Client.log を作成するには
次のよ うにします。

ghost.exe -jl:a=d:¥logs¥client.log

3 GhostCast アプリケーションを使います。

完了する と選択した場所にログが書き込まれます。
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I
コマンド ラインからの
Ghost のインストール

こ こでは次の項目について説明します。

■ インス トール時のインターフェースの種類の選択

■ インス トールモードの選択

■ コマンドラインからのインス トール

■ コマンドラインからのアンインス トール

インストール時のインターフェースの種類の選択

Microsoft Windows Installer では、 インス トール中に表示されるインター
フェースを選択できます。 Basic モードまたは Silent モードのインス トー
ル時にはコマン ド ラ インから インス トールを実行する必要があ り ます。
Windows 9xまたはWindows NTのコンピュータを使っている場合にはセッ
ト アップファ イルからインス トールを実行する必要があ り ます。

詳し くは p.I-4 の 「Windows 9x/NT でのコマンド ラ インからのインス トー
ル」 を参照して ください。

次のインターフェースモードがあ り ます。

■ 完全インターフェースモードでは一連のダイアログボックスによっ
て Ghost のインス トールが案内され、 コンポーネン トの選択やディ
レク ト リの変更など設定を変更できます。 このモードではコマンド
ラインでパラ メータを渡す必要はあ り ません。

■ 基本的なインターフェースモードでは進行バーとシステムレベルの
エラーメ ッセージが表示されます。 いずれかのデフォルト設定を変
更する場合にはこの情報をパラ メータ と してコマンド ラ インから渡
す必要があ り ます。 このインス トールの構文は次のとおりです。

msiexec /i "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi" /qb

■ サイレン ト インターフェースモードではダイアログボックスもエ
ラーメ ッセージも表示されません。 いずれかのデフォルト設定を変
更する場合にはこの情報をパラ メータ と してコマンド ラ インから渡
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付録 I　 コマンド ラインからの Ghost のインストール 
す必要があ り ます。 Ghost コンソールをインス トールするための構
文は次のとおりです。

msiexec /i "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi" /q

その他のコンポーネン ト をインス トールするための構文は次のとおり
です。

msiexec /i "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi" /q 
ghostinstalltype="xxxxxx"

xxxxxxは次のいずれかです。

■ Server = Ghost コンソール

■ Server Tools = 標準ツールのみ

■ Client = コンソールクライアン ト

■ AutoInstall = AutoInstall

インストールモードの選択

Microsoft Windows Installer では、 Ghost のインス トール方法を選択できま
す。 通常のインス トールを選択しない場合は、 コマンド ラ インから イン
ス トールを実行します。 次のインス トールモードがあ り ます。

■ 通常インス トールモードでは、 インス トールを案内するダイアログ
ボッ クスが表示されます。場所と必要なコンポーネン ト を選択するこ
とで対象コンピュータに Ghost をインス トールできます。

■ アドバタ イズインス トールモードでは、 対象コンピュータ上にコン
ポーネン トのシ ョート カッ トが作成され、そのコンポーネン トの機能
に関連付けされたファイルの種類の拡張子が登録されます。ユーザー
がシ ョート カッ ト をク リ ッ クするか、関連付けされたファ イルの 1 つ
を開く と、 そのコンポーネン ト がインス トールされます。 したがっ
て、 ユーザーに必要なコンポーネン トのみがインス トールされます。
このインス トールの構文は次のとおりです。

msiexec /j "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi"

■ 管理者用インス トールモードでは、 インス トールパッケージ全体が
ネッ ト ワークの場所にインス トールされます。すべてのインス トール
ファイルが CD から指定した場所にコピーされます。このインス トー
ルには管理者権限が必要です。このインス トールの構文は次のとおり
です。

msiexec /a "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi"

■ 修復インス トールモードでは、 現在のインス トールを修復できます。
Ghost をコンピュータにインス トールした後でアクセスされます。 こ
れを有効にするには、 コン ト ロールパネルで ［アプ リ ケーシ ョ ンの追
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コマンドラインからのインストール
加と削除］ をダブルク リ ッ ク してから ［Symantec Ghost］ を選択しま
す。 このモードはコマンド ラ インから も実行できます。構文は次のと
おりです。

msiexec /f "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi"

スイ ッチ /fa はすべてのファイルを再インス トールし、 /fu は必要な
すべてのユーザーレジス ト リエン ト リ を再び書き込み、 /fs は既存の
シ ョート カッ ト を上書きします。

■ 変更インス トールモードでは、 ユーザーの現在の設定を変更できま
す。 このためにはコン ト ロールパネルで ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加
と削除］ をダブルク リ ッ ク してから、 ［Symantec Ghost］ を選択して
［OK］ をク リ ッ ク します。

コマンド ラインからのインストール

コマンド ラ インから Ghost をインス トールする と きにインス トーラパッ
ケージを設定する とパラ メータを指定できます。 このパッケージの構文
は次のとおりです。

msiexec /i "c:¥temp¥Symantec Ghost.msi" /q
< プロパティ名 >=<値 >

<プロパティ名>は大文字で指定する必要があ り、<値>は大文字と小文字
が区別されます。

Windows 2000 コンピュータ上では、 Msiexec.exe はデフォルトでパスにあ
るため、 いずれのディ レ ク ト リ から も呼び出せます。 ただし、 Windows
Installer がインス トールされている Windows 9x と Windows NT のシステム
上では、 Msiexec.exe はパスにあ り ません。 Windows 9x システムの場合は
Windows\System ディ レク ト リに、 そして Windows NT システムの場合は
Winnt\System32 に必ずあ り ます。

管理者用モードでインス トールしている場合にはインス トールパッケー
ジをネッ ト ワーク上の場所にコピーしているので、 これらのプロパティ
を設定する必要はまった く あ り ません。 これらのプロパティはそのネッ
ト ワーク上の場所からインス トールを実行した後で設定します。

コマンド ラ インから設定できるパッケージプロパティ を次に示します。
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付録 I　 コマンド ラインからの Ghost のインストール 
Windowsの使用者の名前または会社名に全角文字または半角カタカナを使
用している場合は、必ず USERNAME と COMPANYNAME に半角英数字の
値を設定して ください。

Windows 9x/NT でのコマンド ラインからのインス トール

Windows 9x または Windows NT で Windows Installer をインス トールしてい
ない場合にはセッ ト アップファ イルでインス トールを実行する必要があ
り ます。Setup.exe は Symantec Ghost.msi と同じディ レク ト リにあ り ます。
Setup.exe で使えるスイ ッチを次の表に示します。

/v スイ ッチはインス トール時のパラ メータを渡すために使います。 すべ
てのパラ メータを引用符で囲み、 初の引用符を /v スイ ッチの直後に指
定する必要があ り ます。 他の引用符にはその前に円記号を付ける必要が
あ り ます。

次の例は指定したコピー先フォルダにク ライアン ト をインス トールし、デ
フォルト のユーザー名を変更し、 サイレン ト インス トールモードでイン
ス トールを実行する場合のコマンド ラ インです。

setup.exe /v"USERNAME=¥"Me¥" INSTALLDIR=¥"c:¥temp¥" /s"

プロパティ デフォルト値 説明

INSTALLDIR Program files
\Symantec\Ghost

コピー先ディ レク ト リ

USERNAME Windows の登録
ユーザー

ユーザー名

COMPANYNAME Windows の登録
会社

会社名

スイッチ 説明

/a 管理者用インス トールモードでインス トールを実行します。

/j アドバタイズインス トールモードでインス トールを実行します。

/s サイレン ト インス トールモードでインス トールを実行します。

/x アプリ ケーシ ョ ンをアンインス トールします。

/f 修復インス トールモードでインス トールを実行します。

/v パラ メータを Msiexe.exe に渡します。
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コマンドラインからのアンインストール
コマンド ラインからのアンインストール

Windows Installer を使ってコマンド ラ インから Ghost をアンインス トール
できます。

コマンド ラインから Ghost をアンインストールするには

■ DOS で次のコマンドを入力します。

Msiexec /x "<msiパッケージへのパス> ¥Symantec Ghost.msi"
[/q または /qb]

スイ ッチ /q と /qb は省略可能です。

詳し くは p.I-3 の 「コマンド ラインからのインス トール」 を参照して
ください。
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用語集

AutoInstall パッケージ AI スナップシ ョ ッ ト と AI ビルダーで作成する
実行可能ファイル。 Ghost コンソールを使って
ク ライアン ト コンピュータに配布できる 1つ以
上のアプ リ ケーシ ョ ンが入っています。

GhostCast ネッ ト ワーク上で1台のコンピュータまたはコ
ンピュータグループに同時にクローンを作成す
る方法。

イ メージファイル Ghostで作成するファイル。ディ スクまたはパー
ティシ ョ ンのイ メージファ イルが作成され、元
のディ スクまたはパーティシ ョ ンの正確な複製
を作成するのに使われます。

イ メージファイル定義 イ メージファ イルの名前、場所、状態などのプ
ロパティの説明。

イメージファイルの作成 すべての選択済みコンピュータ上で実行する次
のよ うな一連のステップを指定します。

■ イ メージファイルのクローン作成

■ 設定の適用

■ ソフ ト ウェアアプリケーションのロード

■ ユーザー設定のロード

■ ファイルのロード

■ バックアップの作成

■ バックアップからのコンピュータの復元

クローン作成 コピー元コンピュータの1つ以上の複製を作成
するこ と。
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用語集
コピー元コンピュータ ド ライバやアプリケーシ ョ ンがインス トール済
みで、テンプレート と して使われるコンピュー
タ。 このコンピュータのイ メージファ イルが作
成され、そのク ローンが他のク ライアン ト コン
ピュータに作成されます。

コンソールクライアント ク ライアン ト コンピュータのリモート制御がで
きる Ghost コンソールのク ライアン ト 。

コンピュータの設定 コンソールタスクの実行時に設定できるクライ
アン ト コンピュータ用のレジス ト リ設定。

スナップシ ョ ッ ト ソフ ト ウェアアプリ ケーシ ョ ンをインス トール
する前または後に AI スナップシ ョ ッ ト で作成
する、コピー元コンピュータのイ メージファ イ
ル。2 つのスナップシ ョ ッ トが比較され、コピー
元コンピュータに加えられた変更内容を取り込
む設定ファイルを作成するのに使われます。

ダンプ コンピュータのイ メージを作成するこ と。

データテンプレート バッ クアップに含めるファイルまたはレジス ト
リエン ト リ を定義するテンプレート。

バックアップ設定 バッ クアップタスクにどのコンピュータを含め
るかと、その他の詳細（スケジュール設定など）
を決定する設定の集ま り。

パッケージ定義 コンソールから接続されている ド ライブ上また
は Web サーバー上にある AI パッケージへのリ
ンク。

ブートパッケージ Ghost 実行可能ファイルと必要なド ライバが
入っているファ イル、 ブート可能ディ スク、
Ghost イ メージ、 ブート可能ディ スクの PXE
イ メージのいずれか。 ブートパッケージでク
ライアン ト コンピュータを起動し、 ク ローン
作成操作を実行するために Ghost 実行可能
ファイル、 GhostCast サーバー、 コンソールの
いずれかで Ghost を起動できます。
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用語集
ブートパーテ ィシ ョ ン コンソールとの通信やコンソールタスクの実行
に必要なソフ ト ウェアが入っている、 ク ラ イア
ン ト コンピュータ上の隠しパーティシ ョ ン。通
常は Ghost ブート ウ ィザードで Ghost イ メージ
ブートパッケージと して作成します。

ユーザーパッケージ ユーザーの移動操作で取り込むデータ。 この
パッケージを使ってユーザーのデータ と設定を
別のコンピュータに復元できます。

ユーザープロファイル ユーザーの移動操作で取り込みたいデータの
定義。

ロード コンピュータ上のすべての既存のデータをイ
メージファ イルで、 または別のコンピュータ
の複製で直接上書きするこ と。
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